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国際科学技術博覧会が,昭和60年 に茨城県谷田部町を会場にして開

催され,会場周辺の道路網 も大変整備されてきました力、更に,サイエ

ンス通 りの延長 として,主要地方道「取手筑波線」の道路改良工事

が計画されました。その予定地内には,埋蔵文化財包蔵地の境松遺跡

の存在することが周知されていました。

財団法人茨城県教育財団は,茨城県 と埋蔵文化財発掘調査事業につ

いて委託契約 を結び,昭和60年 4月 か ら昭和61年 3月 まで,境松遺跡

の発掘調査を実施 し,谷田部町の原始 。古代の解明に貴重な成果を上

げることができました。昭和61年度には,こ れらを整理 し,調査結果

の報告書を刊行するはこびとなりました。本書が,研究の資料 として

はもとより,教育 。文化の向上の一環 として,広 く活用されますこと

を希望いたします。
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られた御指導・御協力に対 し,衷心より謝意を表します。
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理事長 川 又 友 二 郎
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第 1章 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

国際科学技術博覧会が,昭和60年に谷田部町において開催されることになり,茨城県では,昭

和57年 9月 から会場建設に着手 した。これ と並行 して,科学万博関連道路整備計画を策定 した。

主要地方道「取手筑波線」 も,当 初 ,計画 されていたが,整備が遅れた。しか し,博覧会会場

跡地利用計画の進展に伴い,新たにサイエンス通 りの延長 として「取手筑波線」改良工事 が実

施されることになった。

茨城県道路建設課では,工事着工に先立ち,昭和55年 に道路整備路線内における埋蔵文化財の

有無についての調査 を茨城県教育委員会に依頼 した。県教育委員会では,地元教育委員会の協力

を得て,道路敷地内に所在する遺跡の分布調査 を実施 した。その結果,道路予定内には周知の境

松遺跡だけであることが確認された。県教育委員会は,文化財保護の立場から境松遺跡の取 り扱

いについて茨城県や科学博協会 と協議 を重ね,そ の結果,当遺跡については現状保存が困難なた

め,記録保存の措置を講ずることになった。県道路建設課は,県教育委員会の紹介により,茨城

県教育財団に発掘調査を依頼 した。当教育財団は,昭和60年 4月 20日 付で茨城県 と委託契約 を結

び,昭和60年 4月 から境松遺跡の発掘調査 を実施することになった。

第 2節 調査経過

境松遺跡の調査面積は約7,000m2で,調査の経過については,下記のとお りである。

4  月 上旬に現地を踏査 し,調査区のtll要 を知る。下旬に発掘調査作業員募集,現場事務所

等の設置を行い,県南コンサルタン トに遺跡測量を依頼 した。

5  月 発掘準備 を整え, 7日 に鍬入れ式を拳行 した。上旬からA4・ 5区 を中心にグリッ ド

で試掘 を行い,住居跡や溝等を確認 し, グリッド拡張に入った。

6  月 前月に引き続き拡張作業を続け,住居跡や地点貝塚等を確認した。中旬に住居跡の調

査を開始 し,並行 して, C2・ 3区, D3区に 3本の トレンチを入れ,試掘を実地 した。

7  月 住屋跡 1～ 12号,土坑 1～ 3号,溝 1～ 2号の調査を行 うと共にC2・ 3区の表土 を

重機で除去 し,遺構確認を行った。その結果,遺構が濃密に分布 していること力洋」明し,

調査計画について当教育財団・県道路建設課・県教育委員会で話し合いをもったと

8  月 縄文時代の住居跡13～ 15。 30号,弥生時代 と古墳時代の住居跡17～ 29,31～ 33号の調

査を実施した。調査期間は,三者の話し合いにより今年度末まで延長することになった。

調



調査が進み,残土置場 とするため北東側の完掘全景の航空写真撮影を下旬に実施 した。

9  月 C2・ 3区 。D3区の遺構確認に入った。並行 して,弥生時代 と古墳時代の住居跡 19

～29。 31～ 33号の調査 を行った。調査促進のため,現場の実測に写真測量をとり入れる

ことにな り,古墳時代の住居跡から写真測量を開始 した。

10  月 縄文時代の住居跡38・ 41～ 54号,弥生時代 と古墳時代の住居跡34。 36,37・ 39・ 40号

及び土坑 8～ 40号 の調査を実施 した。住居跡43号は,当遺跡で最大の住居跡であること

が判明した。

11  月 縄文時代の住居跡35・ 45,52～ 60号,土坑 18・ 29。 41‐ 106号 の調査 を行い,住居跡

45号の貝層中か ら少量の獣骨が出上 した。

12  月 縄文時代の住居跡56・ 58・ 65・ 66・ 68・ 69・ 73,75号 を調査 し,調査の中心は,住居

跡から土坑へと移行した。中旬に早稲田大学講師の金子浩昌氏を招いて,獣骨や貝類の同

定等について,班内研修会を実施 した。

1  月 農道を取 り除き,縄文時代の住居跡53・ 54・ 62・ 66号 と,土坑 129～ 259号の調査 を実

施 した。土壊227号 から人骨が出土 し,現場において供養 を行った。

2  月 縄文時代の住居跡53・ 62・ 64・ 66・ 69・ 76号,古墳時代の住居跡77号,土坑240～ 302

号の調査 を実施 した。

3  月 遺構調査 も終了し,上旬に完掘全景の航空写真撮影 を行った。 1日 には,現地説明会

を実施 し,さ らに図面等の補足 と遺物等の搬 出諸準備作業等を行い,下旬には,事務

所等を解体 し, 3月 26日 を以て,調査はすべて終了した。



第 2章 位置 と環境

第 1節 地理的環境

境松遺跡は,茨城県筑波郡谷田部町大字境松345番地ほかに所在する。

谷田部町は,信仰 と行楽地で名高い筑波山か ら南西部につらなる筑波台地の南部に属 し,筑波

郡のほぼ中央に位置している。西側には,小貝川が北西から南東に流下 し,川 を境にして水海道

市 と接 している。また,東谷田川と西谷田川が,町の中心部をはさむような形で,北西から南東

へ貫流し,牛久沼に注いでいる。東側は小野川が南東方向へ と流れている。これらの小河川の流

域は,肥沃な水田地帯を形成 してお り,細長 く延びる台地は,園芸作物・野菜・小麦等の畑作地

帯 となっているが,近年,農業をとりまく社会環境の変化に伴い,農地・農業人口は減少 してい

る。

谷田部町を含む周辺町村を対象に,昭和30年代後半における日本経済の高度成長に伴って生 じ

た首都東京の人口の過度集中を分散するため,官公庁・研究施設 。大学等の集団移転の構想が検

討され,昭和38年 日本の科学技術の頭脳 を集積 した研究学園都市の建設が筑波地区に決定された。

これにより,谷田部町は,町の北部・北東部・東部が筑波研究学園都市の一部 として建設が進め

られ,現在,学園西大通 り,牛久学園線沿いに研究施設・大学 。文化施設・住宅等が形成されて

いる。また,国際科学技術博覧会を谷田部町において開催することが昭和55年決定され,町の北

部で研究学園都市の西側 を会場 として行われることになった。昭和57年に起正式が実施 され, 日

本で開催 される二番目の国際博覧会 として昭和60年 3月 に開幕 した。筑波における科学技術博覧

会は,日 本の科学技術 を世 界に示す祭典 として,世界中から注 目され, 9月 に成功裡に閉幕

した。

境松遺跡の所在する境松地区は,科学博会場から南方 7 kmで谷田部町の南部に位置し,東は茎

崎町,南は伊奈町 と境を接 し,東谷田川 と西谷田川とにはさまれた台地の西谷田川に面 した縁辺

部に立地 している。この台地は,標高22～ 23m,幅 1～ 2 kmで南東に細長 く延びてお り,境松地

区付近では,東側がゆるやかに傾斜 し,西側は比較的急な傾斜 を成 して,それぞれ東・西谷田川

の沖積地へ と続いている。この一帯は農村地帯で,水田・畑が多く,稲作・小麦・野菜・園芸作

物等が作付 されている。台地の西側をほぼ南北に県道谷田部藤代線が通っている。境松地区の集

落は,西側の台地縁辺部に旧道に沿って形成されている。県道の東側は,近年団地が造成されつ

つある。境松地区の北方約 2 kmに は常磐 自動車道の谷田部インターチェンジがある。

当遺跡は,境松の集落の南西側に位置 し,平坦な台地の西側の台地縁辺部に立地 している。現

況は畑であ り,水日との比高は約13mである。
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第 2節 歴史的環境

谷田部町の台地上には,縄文時代早期以降,人々の生活の舞台となった所で,数多くの遺跡が

存在する。

縄文時代の遺跡は,早期から後期の遺物の出土 した境松遺跡をはじめ,町役場か ら北 西へ 0.7

kmの 台地上に存在する福田遺跡,町の西部で小貝川に臨む台地上に所在する山田遺跡,福田遺跡

から北西へ 2 km離 れた所にある前野遺跡等13の遺跡が確認 されている。

弥生時代の遺跡 としては,中期から後期の遺物 を出土 した境松遺跡をは じめ,西谷田川の東側

の台地上に存在する高山遺跡,町の北西部の山林に所在する熊の山遺跡が周知されて,両遺跡 と

も,発掘調査が実施されないため不明であるが,弥生の上器片等が出上 している。縄文時代の遺

跡 と比べると遺跡数は少ない。
(1)

古墳時代に入ると,古墳は 1町村としては,数において県下でも第 1位 と言われてお り,集落跡

も確認されている。集落跡 としては,前期の遺物の出土した境松遺跡,中 ・後期の遺物の出上 したツ

バ タ遺除がある。その他に薬師・八木・宮前・櫓下等の遺跡があるが,未調査なので詳細は不明

である。古墳群 としては,loか 所が知 られ,そ の内の 7か所までが国際科学技術博覧会会場近 く

の重名 。貴歳地区に集中している。すなわち,嵩面 。調の答・苦の井・十箭涼蒔・績歯・重名熊
やま                                            (3)        (4)        (5)

の山・真瀬熊の山の各古墳群であり,高山・関の台・面の井の古墳群の一部は,発掘調査が実抱

され,石棺や遺物等が出土 している。それらの古墳群は,直径10m内 外の小円墳が主体 をなして
(6)

お り,昭和34年 の分布調査では,全体で約300基 が確認 されている。ことに,下河原崎古墳群や
(7)

小野川の西側の高台に存在する下横場古墳群は,群集墳 として知 られ,下横場古墳群第34号墳出
(8)

土 とされている人物埴輪は,東京国立博物館に保存されている。また,同 第51号墳からは,朝顔

形や円筒形埴輪等が出上 している。古墳の存在や遺跡の分布状況を考え合わせると,境松付近は,

大小な豪族の支配のもとに組織的な生産活動がはかられ,繁栄 していたものと考えられる。

南北朝時代には,小野崎城 。苅間城・面野井城などが知 られ,い ずれも戦国時代にかけて小田

氏に属 し,北部の佐竹氏 と対抗 した。

小田氏が佐竹氏に敗れ,そ の佐竹氏が秋田に移封された後の江戸時代には,外様大名の細川氏

が一万六千石 を領 し,町の中心である内町に陣屋を構えて,現在の谷田部町の中央から南部にか
("

けて約半分位 を支配 していた。境松地区(村 )も 谷田部藩に属 し,村高 212石 であった。その周辺

は,天領や旗本領によって占められ,細 く分割されて幕末に至っている。

県指定天然記念物になっている谷田部高校脇の不動並木が,当時の江戸・筑波街道のようすを

今に伝え, また,県指定史跡五角堂 と和時計は,「からくり伊賀」 と呼ばれた飯塚伊賀七の製作

である。
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第 3章 調 査 方 法

22.4m――

テス トピッ ト上層図

する。厚さは 5～ 30cmである。 3は ソフ トローム層である。遺構は, この層から確認されている。

厚さは約15～ 30cnである。 4はハー ドローム層で, 3よ り黄味の強い褐色でかなり硬 く締まって

第 1節 地区設定

境松遺跡の調査面積は約7,000∬ で,道路予

定地であるため,幅約35m,長さ約200mの 細

長いエ リアである。

遺跡の位置を明確にし,正確な調査 を期する

ため, 日本平面直角座標第IXttX座標 (南北 )

+22,600m,Y座標 (東西)+100mを 基準点 と

し,その基準点を中心に座標北で40m方限を設

定 し,こ の40m四方を大調査区とした。更に,

大調査区を東西・南北に各十等分 して 4m四方

の小調査区を設定 した。すなわち,40m四方の

大調査区内に 4m四方の小調査区 を100イ固設定

したわけである。
第 2図  調査区名称図

大調査区は,基準点から北方へ40m,西方へ160mの点を起点 とし,北から南へ大文字のアル

ファベ ノヽトで「A」 ～「 E」 とし,西から東へ「 lJ～ 「 5」 とし, Al区・B2区等 と表記 し

た。小調査 区は,南へ小文字のアルファベ ットで「 a」 。「 b」 ～「 i」 。「 j」 とし,東ヘ

「 1」 。「 2」 ～「 9」 。「 0」 と表 した。各調査区の名称は,大調査区と小調査区を合わせて

「A5i5J ・「E laO」 のように表記し,こ の小調査区をグリッドと呼称 した。

第 2節 遺跡の基本層序

当遺跡の北東側A5i3区 をテス トピットとし

て 4m四 方,深 さ1.5mほ ど掘 り下げ,基本

的な土層の調査 を実施 した。その上層堆積状

況図が第 3図 である。 1は表土層で,耕作土

であり,厚さは約20cmである。2は漸移層全

黒褐色・褐色を呈 してお り,遺物が若千出土
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いる。厚さは35～ 40cmである。 5は ハー ドローム層で 4よ り非常に硬 く

締まっている。

県道路建設課が遺跡のほぼ中央の C2cI区地点においてボー リング調査 を

実施 している。その結果が,第 4図の推定土層断面図である。ローム層

の下は常総粘土層,更に竜 ヶ崎砂層,成田層 と続き,成田層は,砂層・

砂泥層・砂層・砂礫層・砂泥層・砂層・砂泥層・砂層 と互層に堆積 して

いる。

第 3節 遺構確認

調査に先立ち,担当者間で遺構確認の方法について協議 を行い,道路

より北東側はグリッドによる試掘,南西側は トレンチによる試掘 を実施

した。その結果,北東側から住居跡・溝等 と思われる落ち込みが確認さ

れた。表土が削平されていて遺構確認面までの深さが約20cmと 浅いこと

と,比較的遺構の薄いことを考慮 して,人力で必要部分のグリッドを拡

張し,遺構調査 を行った。一方,南西側は試掘の結果,住居跡・土坑等

と思われる落ち込みが多数検出され,ほぼ全域に検出されていることと,

遺構確認面までの深さが約40cmと 比較的深いことを考慮 して,南西側調

査区全域の表土を重機により除去 し,そ の後遺構の確認調査 を進めた。

その結果,多数の住居跡・土坑等が検出された。

地    層 凡   例

後
期

洪

積

廿

新期ローム尾

常総粘土層 1111相 土

竜ケ崎砂 層 膨べ彰£ 1/質土

中
～
前
期
洪
積
世

下
総

層

群

（成

田
層

喰部N秒層

阻幽Шお少泥姫

膝諄彰 砂礫尾

第 4図 推定土層断
面図

第 4節 遺構調査

住居跡の調査は,長 (主 )軸方向とそれに直交する方向に土層観察用ベル トを設けて掘 り込む

四分割法で実施 し,地区名を北から時計回 りで 1～ 4区 とした。土坑の調査は三分割法を用い
,

分割の方法は長軸により三分した。しかし,長軸 と短軸の長さの差が非常に大 きい場合は,短軸で

三分割 した。地区名は,住居跡に準 じた。溝は,長 さに応 じて数か所に土層観察用ベル トを設定

した。

土層については,色調 。含有物・粘性 。しまり等を総合的に観察 して分類 した。遺物の取 り上

げについては,住居跡・土坑の場合は出土位置 。遺物番号・レベル等を遺物出土状況図に記載 し,

後半は写真測量を取 り入れて実施 した。溝の場合は,区名に代わってグリッド名を用い,そ の他

は住居跡 。上坑 と同じとした。遺構の観察では,床 。壁・柱穴・炉底面等の状態に特に注意をし
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た。

平面実測は,座標北を基準にした水糸方限地張測量で行った。土層断面 。遺構断面実測は,標

高を測って水糸を水平にセットし,そ の水糸を基準にして実測した。後半には,平面 。断面実測

を写真測量で行った。

調査の記録は,土層断面図写真撮影→同図作成→遺物出土状況写真撮影→同図作成→平面写真

撮影→断面図作成→平面図作成を基本 とした。後半は,遺物出土状況写真撮影以後を写真実測 と

した。

■■|す聟響■ ●■|

子ぱ
・

,す
=
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第 4章 遺構 と遺物

第 1節 遺跡の概要と遺構・遺物の記載方法

遺跡の概要

発掘調査の結果,当遺跡から縄文時代前期黒浜期の住居跡 8軒,中期阿玉台期の住居跡12軒
,

加曽利 E期 の住居跡30軒,弥生時代後期の住居跡 6軒,古墳時代前期五領期の住居跡21軒の合計

77軒の住居跡が検出された。

縄文時代前期の住居跡は,北東側に 3軒,ほ ぼ中央に 1軒,両側に東西に並ぶように 4軒検出

された。中期の阿玉台期の住居跡は,中央よりやや西側に11軒 まとまって検出され,南西端に 1

軒離れて検出された。単独に存在するのは 1軒 であり,他は住居跡や土坑 と切 り合っている。加

曽利 E期 の住居跡は,北東側に 5軒,中央に 1軒 ,中央よりやや西側に13軒 ,南西側に11軒検出

された。殆 どの住居跡が,他の住居跡や土坑等 と何 らかの形で重複 している。

弥生時代後期の住居跡は,中央より北側に 1軒,中央に 3軒,南西端に 2軒検出された。

古墳時代前期の住居跡は,中央より北側に 8軒,ほぼ中央に 8軒,南西側に 3軒,南西端に 2

軒検出され,北東側 を除いてほぼ全域から検出された。これらの住居跡の平面形は,円形や隅丸

方形が多く,他は楕円形・隅丸長方形である。

土坑は,302基検 出された。断面形状は,円 筒状・フラスコ状 。なべ状・皿状・小円筒状等が

ある。なお,302基 の上坑の中には,炉穴 6基,埋簑 1基,墓獲 3基が含まれている。

溝は 5条検出されたが, 1条についてはエ リア外の台部を取 り巻 くように検出され,方形周溝

墓の周溝 と考えられる。他の 4条については,性格・時期等不明である。

遺物は,遺物収納箱に517箱 (土器類254箱 。貝類263箱 )である。縄文土器は,縄文時代中期

の阿玉台式や加曽利 E式の深鉢形土器や土器片が多く出上 しているが,他に早期茅山式,前期黒

浜式 。諸磯式 。浮島式・興津式の深鉢形土器や土器片,後期称名寺式並行の綱取式のこ形土器や

土器片が出土 している。弥生時代後期のこ形土器・甕形土器や台付甕形土器等 も少量出土してい

る。土師器は,古墳時代前期五領期の壺形土器 。甕形土器・台付甕形土器・飢形土器・高年形土

器等が住居跡等から出土 している。

土製品としては,土器片錘・耳栓 。円板等が住居跡や土坑から出上している。

石器は,打製石斧・磨製石斧 。石鏃・石皿 。浮子・磨石・敲石等が住居跡等から出土している。

地点貝塚は,住居跡 7軒,土坑 9基から検出された。貝は,ヤマ トシジミが主体で, ごく少量

のハマグリ・カワアイ等を含んでいる。その他,獣骨等 も貝層中から数点出土 している。



2 遺構 。遺物の記載方法

本書で使用 した遺構・遺物の記載方法は,次のとお りである。

(1)使用記号

遺構
名称 住E跡 土 坑 溝 方形周溝墓

記号
０
０ SK SD SX

(2)遺構 。遺物実測図中の表示

硼□(3)上層の分類

当遺跡で検出された遺構の上層の色調については,「新版標準土色帖」(小 山正忠 。竹原秀雄

編著 。日本色研事業株式会社 )を使用 して,下記のように分類・番号化 し, また,上層の含有

物についても分類・記号化 し,番号 と記号 を組み合わせて図中に表示 した。

含有物 a b c d h i rの 量については,微量 (5%未満),「 '」 少量 (5%
～10%未満,「 "」 中量 (10%～ 30%未満),「 "」 多量 (30%以上 )と して,ア ルファベ ッ

トの右上に付加 して表示 した。

三炉

三繊維土器 (断面 )

I=II:=焼土 kttI仏引=貝層

番号 土 色 名 色 相  明度/彩度 番号 土 色 名 色 相 明度/彩度
1

2

3

4

5

6

土

土

土

土

土

土

色

色

　

色

色

色
　
　
　
色

褐

褐

褐

　

立
日
褐

褐

暗

黒

黒

極

赤

Hue 7 5 YR%%%
Huc 7 5 YR%%
Hue 7 5 YR%%%
Hue 7 5 YR%
Hue 7 5 YR%
Hue 2 5 YR%
Hue 5  YR%

7

8

9

10

11

暗 赤 褐 色 土

極 暗 赤褐 色 土

にぶ い橙 色 土

灰 白 色 土

灰 褐 色 土

Hue 2 5 YR%%
Hue 5  YR%%
Hue 5  YR%%
Hue 7 5 YR%
Hue 2 5 Y %
Hue 7 5 YR%

言己|タ 含 有 物 記号 含 有 物

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ
ｆ

ｒ

ｒ

Ｐ

Ｒ

ローム粒子を含む

ローム小ブロックを含む
ローム中ブロックを含む

ローム大ブロックを含む
ローム・焼土・炭化粒子を微量含む
ローム粒子少量,焼土・炭化粒子 を微量含む
ローム・焼土・炭化粒子 を少量含む
ローム・炭化粒子微量,焼土粒子 を少量含む
ローム・焼土粒子を微量含む
ローム粒子少量,焼土粒子を微量含む
ローム・焼土粒子を少量含む
ローム粒子微量,焼土粒子を少量含む
ローム・炭化粒子を微量含む

ｇ

ｈ

ｉ

３

ｋ

ｌ

ｍ

ｎ

ｏ

ｐ

ｑ

ｒ

ローム粒子少量,炭化粒子 を微量含む

焼土粒子を含む

焼土粒子・焼土小ブロックを含む

焼土粒子・焼土ブロック・ローム粒子 を含む

か く乱

炭化物

灰
ローム土

粘土
目

砂

炭化粒子を含む
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〔土坑〕

い)遺構実測図の作成方法 と掲載方法

〔住居跡〕
下 端

ヽ

推定プラン
|

′

○ 各遺構は,原則として縮尺%の原図をトレースして版組し,それを更に/に縮小して掲載した。

O 長大な溝や周溝は,縮尺%の原図をトレースして版組 し,それを更に/に縮小して掲載した。

○ レベルは,m単位で掲載 した。

○ 住思跡の実測図は,時期別に掲載 した。

(5)遺物実測図の作成方法 と掲載方法

○ 土器の実測は,原則として中心線の左佃Jに 外面,右側に内面 と断面を図示 した。

○ 土器片拓影図は,右側に断面を図示 した。表裏二面を掲載 したものについては,断面を中

央に配 し,左側 を外面,右側 を内面 とした。

○ 石器の敲 きの範囲は (一 ‐
)け □□引で表 し,磨 りの範囲は,O←,Oで表 し,凹 みの範囲は,

蕉≫で表した。
O 遺物の実測図は,原則 として原寸 トレース した ものを%に 縮小 して掲載 した。 しか し,種

類や大 きさによ り,そ れ以外の縮尺 も使用 した。

O 遺物 につけた番号は,土器,土製品,石器毎 に通 し番号 をつけ,表の備考欄 に表示 した。

なお,土器については P,土 製品につ いては DP,石 器については Qを遺物番号 の頭 に冠 し

た。

(6)表の見方 について

住居跡一覧表

○ 位置は,小調査区名で表示 した。他の調査区にまたがる場合は,遺構の占める面積の害J合

が最 も大きい小調査区名をもって表示 した。

○ 平面形は,掘 り込み上端面の形状 を記 した。

○ 方向は,長径や長軸が座標北からみてどの方向にどれだけ傾いているかを角度で表示した。

○ 規模の長径×短径は,円形や楕円形の平面形の上端面の計測値で,隅九方形や隅九長方形

の時は,長軸×短軸になる。壁高は,残存壁高の計測値を記した。

111
I11lII I

毬lk

跡

号

居住
番 位 置 平面形状

規  模(m)
長径方向 炉 柱 穴 覆 土 出 土 堂

退 物 備 考
長径 ×短 径 1壁高

-12-



○ 柱穴数は,その住居跡に伴うと考えられる柱穴数を記した。

○ 覆土は, 自然堆積をN,人為堆積をAと し,両者が認められる場合をNAと した。

○ 出土遺物は,主な遺物名を記した。

○ 時期は,出土遺物などから時期判定の可能な範囲で,上器形式によって記した。

○ 備考は,火災にあっている住居跡や重複関係にある住居跡について記した。

上坑一覧表

○ 規模の欄において,( )を つけた数値は,重複等によって一部を欠 くもので,推定値の

長さである。

O 覆土は,住居跡一覧表の項を参照されたい。

O 形態分類は次のようにした。

平面形  I― 円形  H― 楕円形  Ⅲ―隅丸方形 。長方形  Ⅳ―不定形

断面形 A一円筒状  B― なべ状  C― 皿状  D― フラスコ状 (袋状) E― その他

規模 (長径・長軸長) a-lm未 満  b-lm以 上 2m未満  c-2m以 上 3m未満

d-3m以 上

深さ 1-0.5m未 満  2-0.5m以 上 lm未満  3-lm以 上

以上の番号 と記号を組み合せて「IAc3」 のように表示 した。

○ 備考は,土器の図版番号を表わした。

出土土器観察表

○ 法量は,A一 口径, B― 器高 (現高), C― 底径,D― 台部径, E一 脚部径を示 し,単位

はCmである。( )は ,復元推定値である。

○ 備考は,完存率や接合片数等を記した。

上製品一覧表

図版番号 名 称 出土地点
法 旦

皇
備 考

長さ(Cm)1幅 (cm)厚さ(Cm)1重 量(g)

○ 備考は,特徴等を記 した。

石器一覧表

図版番号 名 称 出土地点
法 量

石  質 備  考
長さ(Cm)1幅 (Cm)1厚 さ(Cm)1重 量(g)

○ 法量は,それぞれの最大値を記し,( )をつけた数値は,一部を欠損しているものの既存値である。

O 備考は,特徴等を記した。

図版番号

土坑番号
位 置 平 面 形 長径方向

規 模(m)
底  面 覆 土 出 上 遺 物 形態分類 備 考

長径 ×短径 1深 さ

図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・焼成・色調 備 考

-13-
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第 5図 調査遺跡全体図
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第 2節 縄文時代の遺構 と遺物

竪穴住居跡

(1)前 期

第 3号住居跡 (第 7図 )

本跡は,当遺跡の北東側 A4g8区 を中心に確認 され,東側に位置する縄文時代中期の第13号住

居跡に東壁 と第 3号土坑に床面を掘 り込まれている。

平面形はほぼ円形を呈 し,長径方向はN-33° 一Wを指 し,規模 は長径 6.3m。 短径 6mである。

壁はロームで硬 く,南壁はほぼ垂直に,北壁は急な角度で立ち上がっている。南壁の一部は攪乱

‐4k   L ④ 刊 LI

B 222m

Ｅ

Ｎ

”
Ｎ
Ｉ

引

―

Ｅ

科

劇
ミ
ー

引

１

C 222m F218m   二!

0             2m

第 7図 第 3号住居跡実測図



を受けている。壁高は30～ 50cmで,南壁が高い。床面はほぼ平坦で,硬いロームである。

炉跡はほぼ中央に位置 し,長径 100Cm・ 短径80cmの楕円形を呈 し,床面を皿状に20cmほ ど掘 り

込んでいる地床炉である。炉内には焼土粒子・焼土小ブロック微量・焼土粒子少量を含む暗褐色

土 と褐色土が充満 し,炉床はレンガ状に非常に硬 く焼けて焼土化 し, ゴツゴツしている。ピット

は10か所検出され,Pl～ P4・ P6～ P9がやや不規則な配列 を示すものの規模等から主柱穴 と考え

られる。P5・ P10は 支柱穴 と考 えられる。なお,こ れらの柱穴の規模は,長径25～ 40cm・ 短径23

～35cm,深 さ約 18～ 25cmで ある。

覆土は,一部攪乱を受けているが 5～ 6層 から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

を微量含む極暗褐色土,下層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を少量含む黒褐色土 とローム粒

子・焼土粒子を微量含む暗褐色土等がほぼ自然堆積の様相を呈 している。

遺物は,南側の床面直上から縄文時代前期黒浜式の深鉢形土器の底部片 (第 8図 1)が出上 し

ている。覆土上 。中層からは黒浜式の土器片101片 が出上 しているが,床面からの出土は少量で

ある。また,覆土上・中層から中期の阿玉台式上器片43片,加曽利 E式土器片144片 ,土師器片

6片 ,土製品 (第 180図 18,28)2′ く,石器 (第 188図 68他 )3点 も出上している。中期縄文土器

片と土師器は,周囲から流入したものと考えられる。

出土土器

第 3号住居跡出土土器観察表

第 8図 4～ 15は ,第 3号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 4・ 5は 口縁部片で,

4は 波状口縁を呈 し,単節 RLの縄文が, 5は 無節 Rの縄文がそれぞれ斜位に施されている。

6～ 15は胴部片である。 6～ 8は 2本組の撚糸文が斜位に施され, 9～ 11は単節 RLの縄文が

斜位に,12・ 13は無節 Lの縄文が斜位に施されている①14。 15は 沈線文が施され,14は 3本の大

い沈線文が 2段に,15は 沈線が縦位 と斜位に施されている。

第 7号住居跡 (第 9図 )

本跡は,C4aェ 区を中心に確認され,当遺跡のほぼ中央を横切 る道路沿いに位置し,北西側 を古

墳時代の第 8号住居跡に掘 り込まれ,南側は町道が斜めに通っているため,平面形ははっきりし

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備   考

第 8図
1

深鉢形土器

黒   浜

B(28)
C(77)

底部はやや上げ底を呈し,胴部はやや開きながら立ち
上がっている。無節Lと 一部 Rの縄文が施され,底部外
面はナデている。内面はやや雑な調整である。

砂粒・長石・繊維

にぶい赤褐色

普通

片賜
Ｐ６５

2

深鉢形土器

黒   浜

B(45)
C(81)

底部は厚手で,上げ底気味である。胴部は幾分開きな
がら立ち上がり,細 目の無節 Lの縄文が施されている。底部

外面は,雑なナデカ功日えられ 内面はナデ調整されている。

砂粒・繊維
にぶい褐色
普通

10% 1片
P64

3
深鉢形土器

黒   浜

B(33)
C(92)

上げ底気味の底部片全 わずかに残る胴部下位は外傾しな
がら立ち上がる。単節のLRと RLの縄文が施されている。

砂 粒 ・ 繊 維
に よ い 褐 色
普 通

10% 1片
P153
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第 8図 第 3号住居跡出土土器実測図・拓影図

ないが,北や東側の調査部分から推測 して,隅丸長方形になるものと思われる。長軸方向は不明

で,規模は推定で長軸約 6m・ 短軸約 5mと 思われる。壁はロームで硬 く,ほぼ垂直に立ち上が

り,壁高は20～ 30cmである。床面は平坦な硬いロームであり,特に炉の周辺は踏み固められて硬

く締まっている。

炉跡は北側に位置 し,長径70cm・ 短径42cmの 楕円形を呈 し,床面を皿状に 6 cmほ ど掘 り込んだ

地床炉である。炉内には焼土粒子を多量に含む極暗褐色上が堆積 しているが,炉床は余 り硬 く焼

けていない。ピットは11か所検出され,Pl・ P3～ P5'PS・ PiO力消己列や規模から主柱穴と考えられ

る。主柱穴の配列は不規則で,規模は長径30～ 50cm,短径28～ 48cm,深 さ38～ 60cmである。P5は

北側が段状を呈し,深 さ60cmで,柱穴の中では一番深い。P2・ P6・ P7° P9は 支柱穴 と考えられ る。

Pllは 直径50cm,深 さ94cmであり,本跡に伴わない不明のピットと考えられる。

覆土は一部攪乱を受けているが, 3層 から成 り, ローム粒子 。中量・ローム小ブロックを少量

含む暗褐色土,ロ ーム粒子・ローム小ブロックを少量含む暗褐色土,ロ ーム大ブロックを少量含

む褐色上が堆積 している。

遺物は,炉跡周辺の床面直上 と南側 の覆土上層や覆上下層から縄文時代前期の黒浜式の上器

片230片 が出土 している。
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第 7号住居跡出土土器観察表

第10図 3～ 24は ,第 7号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。3～ 9は 口縁部片で,

3～ 6は縄文が施されている。 3は無節の付加条縄文, 4は単節 RLの縄文, 5は 単節 LRの縄

第 7号住居跡実測図

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第10図

1

深鉢形土器
黒   浜 B緻餅 底部から胴部にかけての破片で,胴部は底部端から外

傾しながら立ち上がっている。胴部下位には,単節LR
のIIB文 が斜位に施されている。

砂粒・繊維
にぶい赤褐色
普通

片％

‐５５

‐Ｏ

Ｐ

2
深鉢形土器

黒   浜
B(28)
C(64)

底部から胴部にかけての破片で,底都は平底を呈して
いる。胴部は沈線が斜位に施されている。

砂 粒 ・ 繊 維
に よ い橙 色
普 通

10% 1片
P154
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文がいずれも斜位に施されている。なお, 4・ 5は 口唇部直下に押引文が施されている。 6は非

常に浅い無節の縄文が縦位に施されている。 7～ 9は半我竹管による沈線文が施 され, 7は 菱形

に構成され, 8は 浅い横位の沈線が器面全休に施されている。 9は 直線 と曲線が描かれている。

10～ 24は 胴部片である。10は網 目状撚糸文が施 され,11～ 17は縄文が施されている。11～ 14は

単節 RLの縄文が斜位に,15は 押引文 と単節 LRの縄文が斜位に施されている。また,16は 単節

LRの縄文の地文に縦位の沈線が施されている。17は無節 Rの縄文が斜位に施されている。18～

21は 半我竹管によって沈線文が施されている。18は斜位に施 した沈線 と曲線が描かれている。19

は格子状に施 され,20は 雑な沈線,21は 太い沈線が横位に器面全体に施されている。22は横から

の刺突文が施され,23は アナグラ属の貝殻腹縁文が縦位に施 され,24は 櫛歯状条線文を波状に施

している。

第12号住居跡 (第11図 )

本跡は,当遺跡の北東側 A4f9区 を中心に確認され,第 3号住居跡の 4m北側に存在する。南側

に位置する縄文時代前期の第16号住居跡に約半分が切 られ,東側に位置する縄文時代中期の第 2

号住居跡に東側のごく一部 を掘 り込まれている。

平面形は,やや不整な円形を呈するものと考えられ,長径方向はN-25° 一Wを指 し,規模は長

径が5.2m・ 短径が推定で4.5mである。壁はロームで硬 く,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は20～

30cmである。床面は平坦で,硬 く締まっているロームである。

炉跡は中央に位置 し,長径40cm・ 短径30cmの楕円形を呈 し,床面を皿状に 8 cnほ ど掘 り込んだ

地床炉である。炉内には焼土粒子・焼土小ブロック 。ローム粒子を微量含む暗褐色上が堆積 し,

炉床はレンガ状に赤 く,硬 く焼けている。ピットは 7か所検出され,Pl～ P3・ P5～ P7が 配列 や

規模から主柱穴 と考えられる。主柱穴はほぼ規則的に配列され,規模は長径30～ 35Cm。 短径25～

33cm,深 さ20cmで ある。P4は 支柱穴 と考えられる。

覆土は 3層 から成 り,上層はローム粒子 を微量含む黒褐色土,下層はローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子・ローム小ブロックを微量含む暗褐色土等が自然堆積の様相 を呈 している。なお,一部

覆土上層を遺構確認のため削平 している。

遺物は,炉跡周辺のほぼ床面から縄文時代前期の黒浜式の深鉢形土器 (第 12図 2)が細か くつ

ぶれた状態で出土し,ま た,黒浜式の上器片が覆土から約250片 と多数 出土 している。そのほか ,

磨石 1点 ・軽石 (第 192図 177)1′ミのほか小さな河原石 も覆土全体から多数出土 している。
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図 版 番 号 器  種 法 量 (Cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 上・焼 成・色 調 備  考

第 12図 際 鉢 形 土 器
黒    浜

B(265)

蠣騨褪艶澪緊醗塞罠 、磁誘養
面 に は 横 位 のナ元 胴 部 に は 縦 位 のチ デが 施 され て い る 。

砂 粒 ・ 繊 維
褐 色
普 通

20% 16片
Pl

深 鉢 形 土 器
黒    浜

B(25 7)
C(10 1)

ほ ぼ 器 形 の 窺 え る底 部 端 部 か ら胴 部 を 中 心 と し た 破 片
で あ る 。 月同部 は 底 苦隅か ら ほ ぼ 直 線 的 1こ 外 傾 しな が ら立 ち
上 が り,胴 部 上 位 で 内 脅 気 味 を呈 した 後 , 口縁 部 付 近 で
大 き く開 く。 器 面 に撚 りの 異 っ た 無 飾 の Lや Rの 4.L文 が
施 され 胴 部 上 位 に右 方 向 か らの刺 突 文 が 3列施 さ れ て い
る 。胴 部 内 面 上 位 は 横 ナ デ ,下位 は縦 ナデが 施 され て い る。

砂 粒 ・ 繊 維
橙 色 ・ 褐 灰 色
普 通

309ち
P37

11ナキ

3

深 鉢 形 土 器
黒    浜

B(146) 胴部片で,胴中位から内管気味に立ち上がり,上位付
過房爆累然野堂程淋畠豊藍層鍵環搬雪梵評宅狽|た窯島奮
客橿手李暴霧§先毛とミ2ダ 'やや不明瞭な所もある。内

砂 粒・長 石・繊 維
暗 褐 色
不 良

20% 10片
P72

深 鉢 形 土 器
黒    浜

B(18 4)
C((71) 胴勇憩毯隼銀青各絵路涯拿肇界積tg球低圭雪星宗号そ

おち米埋あ藤索悠製 豊程揚香雲佳県患金離録祭g猛甍牧
る。底部外面はナえ底部と胴部の内面はナデ調整である。

砂 粒 ・ 繊 維
橙 色
普 通

30%  8片
P70

深 鉢 形 土 器
黒    浜

胴部か ら底音hに か
`ナ

ての破 ,キ 金  底著Б
`よ

労倍Бのみが残 って
Vヽ る。】同部 は底著Бか ら外傾気味に立 ち上力゙ って ヤヽる。 器 面 1よ

摩 滅 して い る。 原体 の 異 な る付 力口条 の RLと LRの 縄 文
が施 cRれ て い る。

砂 粒・石 英・繊 維
明 福 色
普 通

15% 5片
P272

6
深 鉢 形 土 器
黒    浜

B(42)
C(95)

上
う

。

ち

よ

る

立

る

い

ら
す

て

が
成

れ

な
構

ら

し
を
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傾

形
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が
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デ
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胴

縄

は

，
の
面

し

Ｌ
内

呈
節
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を
無

胴
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の

。

げ

目

る

上
太

い

や

。
て

や

る

れ

は

い
さ

部

て
文

底

つ
施

が

に

砂 粒 ・ 繊 維
明 赤 褐 色
普 通

2片％
７．

Ю
Ｐ

深 鉢 形 土 器
黒    浜

B(39)
C(66)

厚 手 の 底 部 片 で ,わ ず か に残 る胴 部 は ほぼ 直 線 的 にや
や 外傾 しなが ら立 ち上 が って い る。 無 節 の縄 文 が雑 に施
され

‐Cい る。

砂 粒 ・ 繊 維
に か い 褐 色
普 通

10% 2片
P157

出上土器

第 12号住居跡出土土器観察表

第13図 8～ 33は ,第 12号住居跡か ら出土 した縄文土器片の拓影図である。 8～ 20は 口縁部

片全 8～ 1割よ2本組の撚糸文が施されている。 8は太い撚糸蒐 1団よ細い密な撚糸文が施され,更に

8～ 10は 菱形文が施されている。11は斜位に,12。 13は密な撚糸文が斜位に施されている。14・

15は 無節 Rの縄文が斜位に施され,14は 更に, 2本組の撚糸文が交差するようにまばらに施され

ている。16。 17は 2本組の撚糸文が斜位に施され,16は 器面の下位に縄文が加えられている。18

は短い横位の沈線が間を置いて施され,19は 太い沈線が縦位に,20は 横からの刺突文を横位に 2

列施 している。

21～ 33は 胴部片である。21は 2本組の撚糸文が施されている。21～ 24は 斜位に,2Ыよ孔を有し,

文様 を菱形に施 している。24は 9と 同一個体である。26～ 29は 付加条縄文が斜位に施されている。

30は 単節 LRの縄文が斜位に施され,31。 32は 無節 Lと Rに よって羽状縄文が作 られている。33

は沈線が維位に雑に施されている。

第16号住居跡 (第 11図 )

本跡は,当遺跡の北東側 A4f9に確認され,第 3号住居跡の 3m北側に存在する。本跡の北側に

位置する縄文時代前期の第12号住居跡を約半分ほど掘 り込み,東側に位置する縄文時代中期の第

2号住居跡に東側の一部を掘 り込まれている。

平面形はほぼ円形を呈 し,長径方向は推定でN-36° 一Eを指 し,規模は推定で長径が45m・

-25-
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第12図  第 12号住居跡出土土器実測図(1)
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短径が39mと 思われる。壁はロームで硬 く,南壁はほぼ垂直に立ち上が り,壁高は遺構確認面

から30cm内 外である。本跡の北壁 。東壁は遺構調査中に掘 り過 ぎてしまった。床面はほぼ平坦で,

硬 く締まっているロームである。

炉跡の位置は重複のため明確に判断できないが,中 央に位置するもの と考えられる。長径56cm。

短径32cmの楕円形を呈 し,床面を皿状に12cmほ ど掘 り込んでいる地床炉である。炉内には焼土粒

子 。炭化粒子・ローム粒子 を多量に含む暗褐色土等が堆積 し,炉床は余 り硬 く焼けていない。ピ

ットは 6か所検出され,酉己列や規模からPl～ P5が主柱穴 と考えられる。主柱穴はほIF規則的 |こ 配

列 されてお り,規模は長径30～ 40cm。 短径25～ 33cm,深 さ15～ 20cmである。

覆土はほぼ 4層から成 り,上層はローム粒子を微量, ローム粒子 を少量含む黒褐色土。下層は

ローム粒子少量・焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色土等が自然堆積の様相を呈している。

遺物は,覆土中層・下層から縄文時代前期の黒浜式の上器片が87片 出土している。いずれも小破

片のみで,復元はできなかった。そのほか,石鏃 (第 185図 3)1点 が出土 している。

出土土器

第14図 1～ 18は ,第 16号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。 1は 回縁部片で, 2

本組の撚糸文が横位に施 されている。

2～ 18は胴部片である。 2～ 10は 2本組の撚糸文が施 され, 2～ 4は斜位に, 5～ 7は菱形に,

8は雑に, 9は 横位に施 されている。10は撚糸文 を施 した後,更に,交差するように撚糸文を施

している。11～ 15は単節の縄文が施されている。11は太い単節 LRの縄文が斜位に,12は 斜位に

施した縄文がわずかに認められる。13・ 14は単節RLの縄文が斜位に施され,16は 無節Rと

馨



縄文によって羽状を構成している。17は細い押引文が 1本 と5単位の細い押引文が横位に施され

ている。18は不明瞭な刺突文 と沈線がやや波状気味に斜位に施されている。

第41号住居跡 (第 15図 )

本跡は,当遺跡の中央部よりやや南西側 D3b2区 を中心に確認 され,第54号住居跡の 2m東側

に位置している。北西コーナー部 を第14号土坑,北壁を第18号土坑,南東コーナー都付近を第27・

28号土坑に床面や壁の一部を掘 り込まれている。

平面形は隅丸長方形を呈 し,長軸方向はN-24° 一Wを 指 し,規模は長軸 7m・ 短軸 5mである。

壁はロームで硬 く,東壁・西壁・北壁はほぼ垂直に,南壁はごくゆるやかな弓状を呈 して立ち上

が り,壁高は約25Cmである。壁は 2か所土坑に掘 り込まれている。床面は平坦で,硬 く締まって

C 216m

F 213m 」生

0              2m

Ｅ

Ｏ
．

，
Ｎ

Ｉ
Щ

Ｉ
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いるロームである。

炉跡は中央か ら北側に位置し,北端を第18号土坑に掘 り込まれたため直径60cmの不整な円形を呈

し,床面を皿状に 5～ 10cm掘 り込み,更に,炉の中央部を10Cmほ ど掘 りくばめた地床炉である。炉

内には焼土粒子を少量から分量 とローム中ブロック少量を含んだ暗赤褐色上が堆積 し,炉床はレ

ンガ状に赤 く硬 く焼けている。ピットは 8か所検出され,Pl・ P2～ P5'P″ ・P8が配ア1や規模か

ら主柱穴 と考えられる。主柱穴はほぼ規則的に配列され,柱穴の規模は長径40～ 60cm。 短径33～

50cm・ 深さ100Cm前 後 と深 く,P6'P7は双円状である。

覆土はA― Aア のセクションから見るとほぼ 6層 から成 り,ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子を

微量含む極暗褐色土 と暗褐色土,ロ ーム粒子を微量から少量含む暗褐色土等がおおむね自然堆積

の様相 を呈 してお り, B― B′ のセクションの北側は第18号土坑に掘 り込まれているものである。

遺物は,住居跡の南東側の床面直上や覆土下層から縄文時代前期の黒浜式の深鉢形土器 (第 16

図 1)がつぶれた状態で出上 し,ま た南東イ員Jの 覆土中層・下層か ら土器片が281片 出上 してい

る。そのほか覆土上層から中期の阿玉台式や加曽利 E式の上器片が少量 と,覆土下層から磨石 と

敲石 を兼ねた石器 (第 189図 86)1点 ・敲石 1点 , 土器片錘 (第 180図 39・ 40・ 41)3点が出土

している。

出土土器

第41号住居跡出土上器観察表

第16・ 17図 6～ 31は ,第 41号住居跡か ら出上 した縄文土器片の拓影図である。6～ 16は 口縁部

片で, 6・ 7は付加条縄文が斜位に, 8は 付加条縄文が横位に細 く密に施されている。 6は大い

縄文で,更に横位に縄文原体 を押圧 している。 9と 10は単節の縄文を施 し, 9は 単節 LRの縄文

を斜位に施 し, 口唇部直下に半我竹管によって沈線が施され,更に 2段の縄文原体の押圧が認め

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成 ,色調 備  考

第16図

1

深鉢形土器

黒   浜

A194
B(233)

日縁部は,ほぼ直線的にやや開きながら立ち上がって
いる。胴部は胴部下位か らやや開きながら立ち上が り,

底部は欠損 している。日縁部は 3本の沈線が周回し,そ
の下から胴部中央まで 3本の波状沈線が左側か ら右側に

雑に 4段描かれ,胴下半部は 2本の沈線が 2段に描かれ
ている。胴部下位は不明瞭である。内面上部は横位のナ
デ,下部は縦位のナデを施 している。

砂粒・繊維

胴上部―暗褐色
胴下部―明赤褐色

不良

片％

６

７０

Ｐ

2

深鉢形土器

黒   浜
(96)
(6 6)

Ｂ

Ｃ

底部は上げ底を呈し,胴部は直線的にやや外傾気味に
立ち上がっている。胴部は底部に比べると厚い。器面は
アナグラ属の貝殻腹縁文を維位に施している。

砂粒・雲母・繊維

橙色

良好

20% 3片
P177

3
深鉢形土器

黒   浜

B(46)
C(110)

底部はやや上げ底 を呈 し,胴部は直線的に外傾 しなが

ら立ち上がる。器面は半裁竹管による横位の沈線が施 さ

れている。

砂粒・繊維
明赤褐色

普通

10% 2片
P180

4
深鉢形土器

黒   浜

Ｂ

Ｃ

36)
18)

底部は上げ底を呈し,胴部は外傾 しながら立ち上がる。
器面は無節 Lの縄文を施している。

砂 粒 ・ 繊 維
桂 色
普 通

10% 1片
P178

5

深鉢形土器

黒   浜

B(43)
C(110)

底部はわずかにのこり,胴部は外傾気味に立ち上がっ
ている。細い無節の 1と の2本組の撚糸の回転圧痕文を
雑に浅く施している。

砂粒・雲母・繊維

によい橙色

普通

10% 1片
P179
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第16図  第41号住居跡出土土器実測図・拓影図(1)
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第17図  第41号住居跡出土土器拓影図 (2)

られる。11は 無節 Rの縄文が斜位に施 され,12～ 15は 沈線文で,12は 5単位の櫛歯状条線文がや

や波状気味に押 し引かれている。13は 4本の細い沈線が横位に 2段施 され,そ の間に細い沈線に

よる山形文力寸苗かれている。14は 口唇部直下に細い4本単位の波状沈線文が 2段に施 され,更に,そ

の下側に13と 同じように山形文が施 されている。15は半我竹管によるやや太めの沈線が横位に施

され,16は アナグラ属の貝殻腹縁文が斜位に施 されている。

17-37は胴部片である。17～ 19は 2本組の無節の撚糸文で,17は横位に,18は縄文原休が乱れ

た状態で雑に施され,19は 菱形を構成 している。20は 付加条縄文を羽状に,21は 単節の縄文 を羽

状に施 している。22は 無節 Rの縄文地上に縄文原体の押圧文を施 している。23～ 28は 沈線文で,

23は 13と ,24は 14と 同一個体である。25は 沈線が異方向に施され,26は 横位に,27は 波状に,28

は押 し引き気味に施されている。29,30は 2列 の竹管文が横位に施され,そ の下側に 2～ 3本の

沈線が横位に施され,更に,沈線の下側に縄文がわずかに認められる。31は アナグラ属の貝殻腹縁

文が維位に施されている。

第49号住居跡 (第 18図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央D3a6区 を中心に確認され,第41号住居跡10m東側に存在している。
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平面形は円形を呈 し,長径方向はN-56° 一Wを指 し,規模は長径3.8m。 短径3.6mである。壁

はロームで硬 く,南壁はゃゃゅるやかに,そ の他の壁はほぼ垂直に立ち上が り,壁高は約 30cmで

ある。床面はほぼ平坦で,全体的に硬いロームである。

炉跡は検出されなかった。ただ,中 央か らやや東側の床面に焼上が若千確認され,床面が焼け

ていたが,掘 り込みも殆 どな く,炉 とは認めがたい。ピットは 5か所検出され,配列や規模から

Pl° P2・ P3・ P5が主柱穴 と考えられる。柱穴の規模は,長径 36～ 40cm・ 短径25～ 33cm。 深 さ70

～80cmである。P4は Plか P5の支柱穴 と考えられ,P3は 司ヒ側が段状に掘 られている。

覆土は 3層 から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む黒褐色土,下層はロ

ーム粒子・焼土粒子を微量含む暗褐色土,ロ ーム粒子を微量含む暗褐色土がレンズ状に自然堆積

している。

遺物は,中央部の覆上下層から縄文時代前期の黒浜式の上器片が39片 出上 し,そ のほか石鏃

(第 185図 9)1点 及び覆土上層・中層か ら阿玉台式上器片 9片 と加曽利 E式の上器片48片が出

土 している。
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第19図 1～ 8は ,第49号住居跡か ら出上 した縄文土器片の拓影図である。 1～ 8は胴部片で,

1～ 3は単節 RLの縄文の地文上に 2本組の無節の撚糸文を, 1は横位に, 2・ 3は 異方向に施

している。 4は無節の 2本組の撚糸文 を斜位に施 し, 5は単節 LRと RLの縄文を羽状に施 して

いる。 6・ 7は無節の縄文が施され, 6は 羽状に, 7は 斜位に施 されている。 8は半裁竹管によ

る沈線が波状に施されている。

④ 引

A'

引  式
A 21.6m                  

二

第18図 第49号住居跡実測図
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第19図

第54号住居跡 (第 20図 )

本跡の存在するD2・ D3区 には,住居跡や土坑が密集 し,重複関係にあるものが多く, また,

農道が本跡 を南東方向に横切 るように存在 している。当初,調査を約半分実施 し,そ の後農道

を取 り払い,残 りを調査 した。本跡は,当遺跡の中央部 よりやや南西側 D2aO区を中心に確認され,

北西壁は縄文時代中期の第53・ 55号住居跡に掘 り込まれ,東壁は第41号土坑,北西側は第64号土坑 ,

南東側は第136号土坑,西壁は第262号土坑にそれぞれ掘 り込まれている。

平面形は北西壁部を掘 り過 ぎたため,ややいびつであるが,本来は楕円形を呈 し,長径方向は

N-33° 一Wを指 し,規模は長径が 6m,短 径が推定で 5mと 思われる。北西 。東・西・南東壁は

住居跡や土坑に掘 り込まれて存在しないが,残存壁はロームで硬 く,ほぼ垂直に立ち上が り,壁

高は約20cmである。床面も壁同様に住居跡や土坑にそれぞれ掘 り込まれているが,残存する床面

はほぼ平坦で,全体的に硬いロームで,炉周辺は踏まれて特に硬い。

炉跡は中央よりも北側に位置し,長径40cm・ 短径32cmの 楕円形を呈するものと考えられ,床面

を皿状に 8 cm掘 り込んでいる地床炉である。炉内は,焼土粒子・焼土小ブロック・ローム粒子 を

微量から少量含む暗褐色土等が充満 し,炉床は硬 く焼けている。南東端は,第41号土坑に掘 られ

ている。ピットは, 5か 所検出され,北側に炉跡をはさんで 2か所,南側に 3か所存在する。そ

のほかにもピットがあるものと考えられるが,住居跡や土坑に掘 られて検出できなかった。ピッ

トは1不規則でいずれが主柱穴か不明である。

覆土は 5層 から成 り,ロ ーム粒子少量 。焼土粒子・炭化粒子 を微量含む黒褐色土, ローム粒子

多量・炭火粒子を微量含む暗褐色土,ロ ーム粒子中量 。焼土粒子 を微量含む極暗褐色土,壁際に

はローム粒子少量 とローム粒子中量・焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色土が堆積 している。

遺物は,南側の覆土中層・下層を中心にして縄文時代前期の黒浜式の小形深鉢形土器 (第 21図

1)と 土器片476片 が出上 している。そのほか浮島式の土器片 2片 ,石皿 と凹石を兼用 した石器

(第 188図57)1点,打製石斧 1点,阿玉台式の上器片14片 ,加曽利 E式の土器片256片 が出 土

している。
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第20図 第54号住居跡実測図

出土土器

第54号住居跡出土土器観察表

第21図 2～ 21は ,第 54号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 2～ 6は 口縁部片で,

2は無節の 2本組の撚糸文が異方向に雑に施 され, 3は撚 りの太い無節 Rの縄文が斜位に施 され

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第21図

1

小形深鉢形

土器

黒   浜

A(102)
B(95)

口縁部は,胴部上位から垂直に,胴都は下位から内彎
気味に立ち上がっている。底部は欠損している。器面全体
に無節の 1と の 2本組の撚糸で 2～ 4単位の回転圧痕文
が浅く施文されている。内面は横位のナデカ功日えられている。

砂粒・雲母・繊維

褐灰色

普通

4片％

‐４

４０

Ｐ
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第21図  第54号住居跡出土土器実測図・拓影図

ている。 4は 縄文 を斜位に施 し,更に横位の沈線 と横位からの刺突文が施 されている。 5は波状

口縁 を呈 し,日縁部に小突起を備え,更に 2～ 3本単位の沈線による波状文が施 されている。

6は 刺突文が横位に施されている。

7～ 21は 胴郡片で, 7～ 11は 2本組の撚糸文である。 7～ 9は撚 りが細 く,密である。 7・ 8

-36-



10は 異方向に, 9は 斜位に施されている。11は 菱形を構成し,そ の上方に短 く太い刺突文を横位

に施 している。12は 3本組の撚糸文を斜位に施されている。13～ 15は単節の縄文が施 され,13・

14は LRの縄文を斜位に施 しているのが不明瞬ながら窺える。15は単節 RLと LRの縄文が施 さ

れ,更に,半我竹管による右方向か ら刺突された 1本 の刺突文が施 されている。16～ 18は 沈線文が

施され,16は 上側に山形文を作 り, 4本単位の沈線文が器面全体に横位に施されている。17は維

位 |こ 施されている。18は横位に押引き,一部強 く押圧 して節 目状にしている。19・ 20は 刺突文が

施され,19は 半哉竹管によって施文されている。21は アナグラ属の貝殻腹縁文が斜位に施されて

いる。

第76号住居跡 (第22図 )

本跡はD2a7区 を中心に確認され第54号住居跡の 7m西側に存在 している。西壁は第286号土坑 ,

南壁は第289号土坑に掘 られている。

平面形はやや不整な円形を呈 し,長径方向はN-50° 一Wを 指 し,規模は長径4.6m・ 短径42m

である。壁はロームで硬 く,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は20～ 30cmである。床面はほぼ平坦で

硬いロームである。北西側に長径 120cm・ 短径 100Cm・ 深さ 5 cmほ どの攪乱がある。床面も壁同様

土坑に掘 り込まれている。

炉跡は,中央からわずかに北側に位置し,長径70cm・ 短径50cmの楕円形を呈 し,皿状に12cmほ

ど掘 り込んでいる地床炉である。炉内には,焼土粒子・ローム粒子を微量か ら少量・焼土小ブロ

ックを微量含む暗褐色土や,焼土粒子・炭化粒子 。ローム粒子を微量含む褐色土が堆積 している

が,炉床はそれほど焼けていない。ピットは 6か所検出され,北壁寄 りの 3か所 と炉跡の東側か

ら南西方向へほぼ等間隔で直線的に 3か所並んでいる。ピットの規模は,長径28～ 56cm。 短径20

～50Cm,深 さ12～ 30cmで あり,全体的に浅い。ピットの深さでは,P2・ P3・ P4が 20～ 30cmと 揃

ってお り,主柱穴はP2'P3'P4が考えられる。Pl・ P5'P6は不明のピットである。

覆土はほぼ 2層から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色土,下層

はローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロックを微量含む暗褐色土 と,ロ ーム粒子微量を含む褐色土

等が堆積 し,中央部はローム粒子・焼土粒子少量・炭化粒子を微量含む暗褐色上の堆積する土坑

状の落ち込みに攪乱を受けている。

遺物は,西側の覆土中層から縄文時代前期黒浜式の深鉢形土器の口縁部から胴上半部 (第 23図

2)と 炉跡の北西側から底部から胴下半部 (第 23図 4)が出土している。また,炉跡の周辺の覆

土上層 。中層から黒浜式の土器片151片 ,磨石 2´点・石核 1′代が出上 している。更に,覆土上層

から縄文中期の阿玉台式の上器片 3片 ,加曽利 E式の上器片113片 ,曽 利式の土器片 1片が出土

している。

-37-



Ｒ
◎
　
Ｆ∝

殆

く

く

ッ④引

A 22.Om

…

0               2n

出土土器

第76号住居跡出土土器観察表

第23・ 24図 5｀ 24は ,第 76号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 5は 口縁部から

胴部にかけての破片で,軽 く外傾 している。撚 りの太い無節の 1本の撚糸文が横位や斜位に施さ

れている。 6も 口縁部片で,単節 LRの縄文が斜位に施されている。

7～ 24は 胴部片である。 7～ 15は撚糸文で, 7は 5本組の撚糸文を横位や斜位に施 している。

8～ 15は 2本組の撚糸文で, 8は 斜位や縦位に明瞭に施され, 9～ 13はやや不鮮明であるが斜位

に施されている。14は胴部上位に半我竹管文が横位に施 されている。15は上方に刺突文が認めら
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第76号住居跡実測図

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・焼 成・色 調 備  考

第 23図 深 鉢 形 土 器

黒    浜

A(265)
B(70)

口縁 部 片 で ,口 縁 部 は 胴 部 か ら は ぼ 垂 直 に 立 ち上 が っ

て い る 。 器 面 に 無 節 の lRの 2本組 の撚 系 で 2～ 3単位
の 回 転 圧 痕 文 が 施 さ れ て い る 。 内 面 は 横 位 の ナ デ が 施 さ

れ て い る。

砂 粒・雲 母・繊 維

に お い 貢 橙 色

普 通

10% ■片
Pユ 08

深 鉢 形 土 器

黒    浜

A(255)
B(164)

口縁 音Б
`ま

, 月同部 上 位 か ら緩 や か |こ ケト反 して い る 。 】同音ト
は 下 位 か ら直 線 的 に 外 傾 して い る 。 胴 部 下 位 以 下 は 欠 損

して い る。 器 画 全 体 に 太 い 無 節 Lの縄 文 を横 位 と斜 位 に

回 転 して い る 。

砂 粒・雲 母・繊 維

黒 褐 色

普 通

20%   4片
Pユ 07

3

深 鉢 形 土 器

黒    浜

(22)
32

底 部 か ら胴 部 に か け て の 破 片 で あ る。 底 部 は や や 上 げ

底 を呈 し, 胴 苫焉

`よ

底 部 か ら 外 傾 し な が ら立 ち _Lが っ て い

る 。 胴 部 に は 単 節 LRの 縄 文 が 斜 位 に 施 さ れ て い る。

砂 粒・石 英・繊 維

橙 色

普 通

ユ0% 11斤
P248

4

深 鉢 形 土 器

黒    浜

B(100)
C  79

底 部 は 上 げ 底 を して お り,や や 薄 い 。 胴 部 は 底 部 か ら

や や 外 傾 気 味 に 立 ち上 が っ て い る 。 器 面 が 摩 滅 し,や や

不 明 瞭 で あ る が ,太 目の 無 節 Lの 縄 文 を横 位 に 回 転 して
い る もの とみ らオιる。 底 著Б直 _L`よ 横 位 の ナ デ が方口え ら/1

てい る。 内面 はナ デ が施 され て い る。

砂 粒 ・ 繊 維

極 暗 赤 褐 色

や や 不 良

20% n片
P109
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第23図 第76号住居跡出土土器実測図・拓影図(1)
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第24図  第76号住居跡出土土器拓影図 (2)
0            1ocm

れる。16～ 20は 単節の縄文 を施 している。16～ 19は LRの縄文を斜位に施 し,20は RLの縄文を

斜位に地している。21,22は 無節の縄文で,21は Lと Rの縄文で羽状を構成 し,22は Rの縄文を

斜位に施 している。23・ 24は 沈線文で,23は 細い沈線,24は 太い沈線が異方向に施されている。

(2)中  期

阿玉台期

第26号住居跡 (第25図 )

本跡は,E2f4区 を中心にして確認され,調査エ リヤの南西端の台地縁辺部に位置している。加

曽利 E期 の第28号住居跡 と重複 し,本跡が古い。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-42° 一Eを指 し,規模は長径 3m・ 短径25mと 推定され

る。なお,本跡は当遺跡においては小形の住居跡である。壁はロームで硬 く,東壁から南東壁は

垂直に,そ の他の壁はほぼ垂直に立ち上が り,壁高は44～ 50cmである。床面は平坦で,硬いロー

ムであ
|る

が,Plの周辺は壁近辺 より踏み固め られて特に硬 く締まっている。

炉跡は検出できなかった。ピットは 3か所検出され,主柱穴はPl・ P9と 考えられる。Plは中央 ,

P2は 東壁ぎわ,P3は 南東壁ぎわに位置し,規模は直径25～ 32cm,深 さ24～ 68cmである。Plは68cm

の深さを有する。P2は 本跡に伴わないピットで,第28号住居跡のピットと思われる。

覆土は 4～ 5層から成 り,上層はローム粒子少量・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む暗褐色土 ,

下層はローム粒子・焼土粒子を微量含む褐色上がレンズ状に自然堆積 している。なお,本跡の西

側の覆土上層には,土器埋設炉が検出されたが,第28号住居跡に伴 うもの と考えられる。

遺物は,東壁下の床面 と覆土下層を中心に阿玉台式上器片51片 出土 したが,復元できなかった。

覆土上 。中層から土器片錘 (第 180図 32)1′点と,打製石斧 (第 187図 34)・ 敲石 (第 190図 141)

各 1点,及 び黒浜式の土器片10片 が出上 している。

出土土器

第26図 1～ 18は ,第 26号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。 1～ 7は 口縁部片で

ある。 1～ 3は 爪形文が施され, 3は 口縁部が強 く外傾 し,国 縁部の 2か所に圧痕文 と爪形文が

-40-
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第25図 第26号住居 LII実測図

C 21.8m

:¢

横位に施されている。

文が施されている。 5

4は 日唇部直下に雑な爪形文が 2～ 3段施 され, 口唇部に間隔の粗い圧痕

・ 6は 結節沈線文が施 され, 5は 口唇部に圧痕文が認められる。 7は 3～

鰯 印

瘍
ｒ
颯

９
�
‐４

一
Ⅷ悦‖斡綸葵 !10 11

Ⅷ ▼磯

"HⅧ

甥ゝ サ。V旧 .

17 L._     OCm
-第26図 第26号住居跡出土土器拓影図
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4本の蛇行沈線文が施 されている。

8～ 18は胴部片である。 8は 密な爪形文が施されている。 9は 隆帯が施 され,そ の両側に結節

沈線文が施されている。10～ 14は 隆帯が施され,10。 11は隆帯に沿って 1列の結節沈線文が,12

は隆帯 と隆帯直下に雑な刺突文が施 されている。13は 隆帯に沿って押引文が,14は 隆帯の両側に

刺突文が施されている。15～ 18は 沈線文が施 され,15は 爪形文 も窺え,16は結節沈線文の区画内

に 2列 の波状文が,17は 1列 の波状文が施されている。18は 3本の沈線が横位に施 され,下側に

結節沈線文がわずかに認められる。

第44号住居跡 (第27図 )   .

本跡は,当遺跡のほぼ中央 C3i9区 を中心に確認され,南東側の調査エ リヤ境界に位置するため,

本跡の南東側約半分は調査エ リヤ外 とな り調査ができなかった。第50号住居跡の 6m東側に存在

している。

平面形は調査 した形状か ら不整円形ないしは楕円形を呈するものと考えられる。長径方向は不

明で,調査 した範囲の最大径は3.6mで ある。壁はロームで硬 く,ゆ るやかに立ち上が り,壁高

は約20cmである。北東壁の一部は攪乱を受けている。床面は平坦で,硬いロームであるが,特に

壁周辺 を除いて踏み固め られて硬 く締まっている。

炉跡 と柱穴は検出できなかった。ピットは調査エ リヤ外に存在 しているものと思われる。

B 221m

0               2m

い。

ノ

／
Ｅ

耳
ヽ

Ｎ
　

´ヽ
Ｉ

Ⅵ

Ｅ

ｒ
，
Ｎ
劇

引

刊
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覆土はほぼ 2層から成 り,上層から下層にかけてローム粒子 。炭化粒子を微量・焼土粒子 を少

量含む黒褐色土 とローム粒子を微量含む褐色上が 自然堆積 している。なお,北西側の覆土上層は,

焼土粒子を多量含む暗赤褐色上の攪乱が認められる。

遺物は,西側の覆土中層か ら阿玉台式上器片の把手 (第28図 1,2)2個 が,北西側の覆土上・

中層から阿玉台式の土器片35片 と土器片錘 (第 180図47)1夕点力ヽ 覆土上層から加曽利 E式の上器

片99片が 出上 している。

出土土器

第44号住居跡出上土器観察表

第28図 3～ 9は ,第 44号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 3～ 5は 口縁部片で

ある。 3は 隆帯による楕円文が区画され,区画内には隆帯に沿って 2列 と1列 の結節沈線文が施

され,更に,波状沈線文が横位に施されている。 4は 隆帯に沿って 1列 の結節沈線文が施 されて

いる。 5は 口縁部直下に沈線が横位に施 されている。

6～ 9は胴部片で, 6は 爪形文が 1段横位に施され, 7は 隆帯に沿って, 8は 隆帯の両側に結

節沈線文が施 されている。 9は隆帯に沿って刺突文が施 されている。

Ⅷ Ч
陶
日
脚
川
川
孵
６

聯翻呪
0            10cm

第28図 第44号住居跡出土土器実測図・拓影図

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 微 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第28図

1

深鉢形土器

勝 坂 系

B (7 把手の一部分である。木葉形を呈し,外面の中央に粘
土紅が蛇行するように貼付され,蛇 を表現しているもの
と思われる。把手に沿って,非常に細い結節沈線文が 2
～ 3列施されている。内面は,把手に沿って1列 の非常
に細い結節沈線文を有するll■

k帯が施され,更に,把手の
日唇部にも同じ結節沈線文が 2列施されている。

砂粒・長石

にぶい褐色

普通

5% 1岩
P298

2

深鉢形土器

阿 玉 台

B(65) 把手の部分である。外周に沿って 2列の結節沈線文が
施 され, 日唇部には幅の広いキザ ミロが施 されている。

砂粒・長石・雲母

桂色

良好

5% 1片

奪1識 す
''
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第50号住居跡 (第29図 )

本跡は,当遺跡の中央C3is区 を中心に確認され,第 60号住居跡 と隣接 している。加 曽利 E期

の第38号住居跡 と北側が重複 し,第 92・ 93・ 94号土坑に本跡の北側・南東側・東側が掘 り込 まれ

ている。

平面形は残存部から推定 して円形を呈するもの と思われ,長径方向はN-27° 一Wを指 し,規模

は長径 3m・ 短径2.3mである。壁はロームで硬 く,外傾 しながら立ち上が り,壁高は約30cmで あ

る。床面はほぼ平坦で,硬いロームである。

炉跡は検出できなかった。ピットは 3か所検出され,位置や規模か らP2が主柱穴 と考 え られ

る。P2は 南側に位置し,規模は直径35cm,深 さ30cmである。Plは楕円形を呈 し,長径50cm・ 短径

30cm・ 深さ47Cmで,第92号土坑に伴うピットと考えられる。P3は長径55cm・ 短径45Cm・ 深さ52cmの

規模をもつが,本跡に伴うものではなく,第 38号住居跡のピットと考えられる。

覆土は,一部攪乱を受けているものの,ほぼ 4～ 5層から成 り,中央部はローム粒子・炭化粒

子を微量含む暗褐色土,壁 ぎわはローム粒子・焼土粒子を微量含む黒褐色土とローム粒子 を微量

含む褐色上が堆積 している。

遺物は,中央の覆土上・中層から阿玉台式上器片34片が出土したが,接合・

た。覆土全域から,黒浜式上器片 5片 と加曽利E式上器片50片が検出されたが

38号住居跡や 3基の上坑と重複していることから,混入したものと思われる。

B 21.Sm                
二

D 21.5m

0               2m

復元はできなかっ

,加曽利 E期の第
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第29図 第50号住居跡実測図
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出土土器

第30図 1～ 13は ,第50号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。 1は楕円形状 を呈す

る把手で, 2列の結節沈線文が楕円形に施 され, 1列は口縁部に至 り,周縁には押圧が認め られ

る。楕円形の内側は無文である。 2は把手の小破片である力ヽ 結節沈線文が山形状に 1列施 され,

周縁に押圧が施されている。 3～ 8は 口縁部片である。 3は押圧のみられる隆帯による楕円文で

区画され,区画内に隆帯に沿って結節沈線文が施され,更に,結節沈線文が 5本斜位に施 されて

いる。内面に稜が認められる。 4～ 6は 隆帯による楕円文で区画され, 4は 隆帯に沿って内恨1に

1列の結節沈線文が施され, また, 口唇直下に 1列 の結節沈線文が施されている。 5は圧痕 を有

する隆帯による楕円文で区画され,隆帯に沿って内側に結節沈線文が 1列施されている。 6は小

突起 を備え,小突起 と隆帯により楕円文 を構成 している。隆帯の内側に 1列 の結節沈線文 を沿わ

せ,更に,口 の広い「U」 字文が施されている。 7は 口唇部直下に結節沈線文が逆「 U」 字形に

施されている。 8は 1列の刺突を施 した椅状把手で,把手から隆帯に続き,隆帯に沿って両側に

わずかに結節沈線文が窺える。 9は幅の広い爪形文が横位に 1段施され,10は 隆帯上に下か らの

刺突文を 1列横位に施 している。更に,そ の直下に 2本の沈線文が認められる。隆帯の上方には

波状沈線文が 1本横位に施されている。11は 隆帯に沿って 1列 の刺突文が認められ,隆帯下に 2

列の刺突文が横位に施されている。12は横位に 2列 ,縦位に 4列の結節沈線文が施 されている。

13は横位の隆帯を有し,隆帯に沿って上方に 1列の結節沈線文と1本の波状沈線文が施されている。

第30図 第50号住居跡出土土器拓影図

第51号住居跡 (第31図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央都 C3f3区 中心に確認され,第 52号住居跡の6m東側に存在している。

古墳時代の第29号住居跡に西側 を掘 り込まれ,縄文時代中期加曽利 E期の第40・ 63号土坑に北東
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コーナーと南 コーナーを掘 り込まれている。

平面形は残存壁から推定 してやや不整隅丸方形を呈するものと考えられる。長軸方向はN-26° 一

Eを指 し,規模は長軸4.8m・ 短軸が推定で4.5mである。残存壁はロームで硬 く,東壁 。南壁・

西壁は外傾 しながら,北壁はほぼ垂直にそれぞれ立ち上が り,壁高は35～ 45cmである。床面はほ

ぼ平坦で,硬いロームであり,主柱穴のP2・ P3・ P5・ P9を 結ぶ内側は踏み回められて特に硬 く締 ま

つている。西側の床面の一部は,第 29号住居跡に掘 り込まれている。

炉跡は検出できなかった。ピットは 9か所検出され,酉己列や規模からP2'P3・ PS・ P9が主柱

穴 と考えられる。P3は 長径 55Cm・ 短径40cmの楕円形を呈 し,深さ100cmで 本跡の中では最大規模

を有する。P9は 長径30cm・ 短径25cmの楕円形を呈 し,深 さ60cmの 最小のピットである。P4は ,主
柱穴P3と P5の 間のやや内側に,Psは P2と PSの間のやや内側に位置 し,P4と PSは対になる。Pl・

P4・ Psは ,支柱穴になるものと考えられる。P。 ・ P夕 は小ピットで,性格は不明である。

遺物は,縄文時代中期阿玉台式の土器片を中心に多量出上 している。大形深鉢形土器 (第 32図

1)は ,中央部の覆土中・上層から破片で出土 し,半完形に復元したものである。 深鉢形土器 (第
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第31図 第51号住居跡実測図
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32図 3・ 4・ 5)の 3個体は破片で出上 し,半完形に復元できた。小形の深鉢形土器 (第32図 2)

は,覆土中層 とP3の 覆土中から出上 したものが接合 してほIF完形に復元できたものである。また,

中央部覆土上層を中心 として阿玉台式上器片659片 が出上 しているが,全体的にみると投棄 された

ものと考えられる。そのほかに,覆土上・中層か ら土器片錘 (第 181図 63～ 71)9′点 。敲石 (第 190

図150)1点・磨石 1点 ・加 曽利 E式 土器片97片 ・茅山式土器片 1片 ・黒浜式土器片71片・諸磯

式土器片10片 が出土 している。これらの土器片は混入と考えられる。

出土土器

第51号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼土・色調 備  考

第32図

l

深鉢形土器
阿 玉 台

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,Blal部 は底部から外傾 しながら立ち

卓含畜拒ぞ写索夕25::与 ミalg寂蚕ど冷繁そ常三
分が欠損している。日縁部文様帯は4単位の小突起を有
するものと思われる。突起との間には隆帯によって 2個

烏写量重宮骨i告 核警暴を

'秀

妄な熱身啓憲ξ奇践ヨ換
文が間を置いて横に施されている。その下側に隆帯によ
る円文が 8個付されているものと考えられ,隆常によっ
て結合している。隆帯の上部には蛇行している粘土紅が
貼り付けられている。更に下段は隆帯によって 2段に 1

単位 1対の円文が4単位構成され,隆帯で連結されてい
る。上段の円文の隆帯に沿って両側に 2列 の刺突文が施
され,円文の区画内には縦位の 2列の刺突文, 2列の蛇
行沈線文,及び 2列の刺突文が施されている。下段の円
文の区画内には 2列の刺突文と蛇行沈線文が縦位に施さ
れている。

砂粒・石英・長石・

雲母
にぶい褐色
普通

50% 58片
P10

2

小形深鉢形
土   器
大 木 7b

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈 し,胴部は底部か ら直線的にやや外傾
し, 日縁部は胴部上位か ら外反 しなが ら立ち上がってい
る。日唇部にキザ ミロを有 し,器面の文様はやや摩減 し
て不明瞭な部分 もあるが,無節 Lの縄文が斜位に器面全
体に展開されている。日唇部直下にはl.B文 の地文の上に

亀壁
g擁

留冶響苦禽響仔糧番沈チ

=球
据雪究宅渋蓉ナ

に

砂粒・雲母 長石・

石英
にぶい橙色
普通

80% 19片
P12

3

器
台

土形
玉

鉢深
阿

A260
B(265)

胴部は中位からほtF垂直に立ち上がり, 日縁言Lはやや
内聟し,内面に稜を有している。口縁部は大小 1組 とし

た建彗舞?砦γ哲奥是を呈浄喀屋轡と琵よをⅢ災造渇万
ご磐磐 宗洗嚢癌探静ナ誓兄考校?F用景に檜寝任
隆峰喜軽鴇己砕t、奢Iの「

Y」宇状を呈する断面三角形の

砂粒・雲母。長石
にぶい褐色
普通

30% 17片
P9

深鉢形土器
阿 玉 台

A283
B(325)

胴部は円筒形を呈し, 4単位の把手をもつ口縁部は内
彎気味に立ち上がり,口 唇直下で直立してぃる。日縁部
内面には明瞭な稜を有している。胴部下位と底部は欠損
している。把手の波頂部は平坦で, 3～ 4本の外部まで
及ぶキザ ミロが施されている。把手の下には 4単位の断
面三角形を呈する「Y」 字状の隆帯力沌 され,隆帯の合わせ

曇筈奮ほ幹畠盪k杉隻寡糧捏薄琵雪えF重環菩玩拾拿を
衿轡應晨属房事写泰希豊T託惚よ警β

。器外面は縦位,

砂粒・雲母・長石・
石英
にぶい赤褐色
普通

80% 42片
P ll

5

器
台

土形
エ

鉢深
阿

A(213)
B(211)

口縁言卜は胴部から緩やかに外反しながら立ち上がり,

波状を呈している。日唇直下に隆帯を有し, 日縁部は波
頂から渦巻状の隆帯が小突起状に施されている。胴部は
緩やかな曲線を呈する断面三角形の隆帯を向い合せて対
にしている。

砂粒・_T母・長石・

石英
褐色
良好

30% 6片
P87
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成 ,色調 備  考

第32図

6

深鉢形土器
阿 玉  台

Ｂ

Ｃ

(80)
10 0

平底を呈し,胴部は底部から直線的に外傾気味に立ち
上がっている。胴部下位に断面三角形の隆帯が垂下して
いるのが窺える。

砂粒・雲母・石英

にぶい橙色

普通

20% 3片
P135

第38図

7

深鉢形土器
阿 玉 台

B(152)
C 83

胴部は平底の底部か ら直線的に緩 く外反気味に立ち上
がっている。胴部は無文で,底部は網代痕がわずかに認
め られる。胴部外面維位のナデ,底部直上横位のナデ ,

内面は横位のナデが認められる。

砂粒・雲母。長石
によい橙色
良好

片％

８６

５０

Ｐ

器
台

土形
玉

鉢浅
阿

Ｂ

Ｃ
(55)
13 0

平底の底部か ら直線的に大 きく開いている。底部に網
代痕が認め られる。内面はていねいな横位のナデが施 さ
れている。

砂粒・雲母・石英
長石 にぶい橙色
普通

10% 1片
P133

1夷鉢形土器
阿 玉  台

Ｂ

Ｃ

(39)
72

底部は平底を呈し,胴部は底部から強く外傾 しながら

子宗七密二毛漬念ぁ坪髪覚誓チ
全螂には網代痕がわ

砂粒・雲母・石英
長石 にない橙色
普通

10% 1片
P202

ユ0

器
台

土形
玉

鉢深
阿

Ｂ

Ｃ

(62)
12 0

底部は平底を呈 し,胴部は底部か らほぼ直立 して立ち
上がっている。胴部は無文である。

砂粒・雲母 。長石
明赤褐色
普通

20% 3片
P200

第33・ 34図 11～ 28は,第 51号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。11～ 22は 口縁部

片である。H～ 14tlよ 波状を呈し,Hは波頂部から背の高い隆帯を垂下させ,隆帯の上端面に押圧を施

している。また,側面には 2列 の刺突文を施 し,波状部の口唇部にはキザ ミロを施 している。更

に,垂下した隆帯の右側の付け根に 2列 の押引き気味の沈線 と,左側の付け根に 2列 の結節沈線文

を施 している。12は ひね りを加えた隆帯を波頂部から垂下させ,隆帯の上端面に斜位の大 きめな

キザミロを施している。隆帯の左側下方には 2列 の結節沈線文を,右側は隆帯に沿って 2列の結節

沈線文を施 している。右側波状の口唇部には 2列 の結節沈線文を,右側の波状 口唇部にはキザ ミ

目を施 している。13は 口唇部直下に斜位の爪形文が,そ の下側に円形の刺突文が施され,更に,沈

線によって「MJ状 に施 されている。14は 帯状突起の頂部に幅の広い圧痕 を有 し,突起には 2列

の結節沈線文が施されている。15は 口唇部直下に斜方向からの連続刺突文 と爪形文が施 され,下

方に 1本 の波状文が施 されている。16～ 19は結節沈線文が施されている。16は 口唇部直下に幅の

広い結節沈線文が 1列密に施され, また,そ の下方に横位の結飾沈線文が施されている。更に,

沈線によって変形の波状文が施され,内面には稜 を有 している。 17は 隆帯による楕円文で区画さ

れ,区画内には 2列 の結節沈線文が波状に,隆帯下にも2列 の結節沈線文が横位に施されている。

18は 口縁部の下方に横位の隆帯を施 し, 口唇部 と隆帯の間に 3列の結節沈線文が「 V」 字状に施

されている。19は 2段の結節沈線文で文様 を構成 している。20は 口縁部の下方に隆帯を施 し, 口

唇部 と隆帯の間に 2列 1組の刺突文を 2～ 3組波状に施 している。隆帯直下には 2列 の沈線によ

る波状文が施 され,内面に稜 を有 している。21は 口唇部に隆帯を施 し,口 唇部直下にキザ ミロを

施 している。隆帯下には 2列 の刺突文 と1列 の山形沈線文を施 し, 口唇部内側の圧痕 と,口 縁部

内面の稜が認められる。22は 口唇部 と口縁部に圧痕 の残 った隆帯 を施 し,隆帯間には竹管文が

5段施 されている。内面には 2本の稜 を有 している。

23～ 28は 胴部片である。23・ 24は 爪形文が施され,23は 垂下す る直線や曲線の隆帯によって区

画され,区画内には 3段の爪形文が横位に施 されている。24は 2段の爪形文が施 され,そ の間に
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第32図 第51号住居跡出土土器実測図(1)
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0              1ocm

第33図 第51号住居跡出土土器実測図・拓影図(2)
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波状沈線文が横位に施 されている。25は逆「W」 字状 を挟む小隆帯が施され,隆帯に沿って上側に

結節沈線文が,下イ貝1に 2列 の刺突文が施 されている。26は 隆帯による楕円文が地 され,隆帯に沿

って 2列 の結節沈線文 と2列 の刺突文が横位に施されている。その下イ員]に 隆帝が 「V」 宇状に施

されている。27は 押圧の施された隆帯による楕円形で区画され,隆帯に沿って爪形文が施されて

いる。28は 2本の横位の隆帯が施され,そ の下側に変形「Y」 字状の隆帯が施 されている。

第52号住居跡 (第 35図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央部 C2gO区 を中′と、に確認 され,第 61号住居跡の 3m東側に存在 して

いる。

当初,楕円形に確認されたが,調査 した結果,平面形は隅丸長方形になった。長軸方向はN―

15° 一Eを 指 し,規模は長軸4.6m・ 短軸37mである。壁はロームで硬 く,北壁 。東壁・南東壁は

垂直に,西壁はゆるやかにそれぞれ立ち上が り,壁高は40cm内 外である。各ヨーナーはゆるやか

な曲線を呈するが,中 でも北西コーナー と南西 コーナーはごくゆるやかな曲線を呈 している。床

面はロームで,南壁から北壁に向ってごくゆるやかな傾斜を示 し,全体的に踏まれて硬 く締まっ
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ている。

炉跡は検出できなかった。ピットは 5か所検出され,位置や規模からPl～ P5が主柱穴と考えら

れる。Pl・ P2間は2.3m,P3'P4間は1.9mで,主柱穴Pl～ P4を結ぶと台形を呈する。主柱穴P5

は,北壁ぎわに位置し,こ れらの主柱穴の規模は長径30～ 50cn,短径25～ 42cm,深 さ85～ 110Cm

である。

覆土は4層から成り,上層はローム粒子を少量・炭化粒子を微量含む黒褐色土,下層はローム

粒子中量・ローム小ブロック少量を含む暗褐色土と褐色土がレンズ状に自然堆積 している。

遺物は,Pl・ P4の南側の覆土上 。中層から3個体分の土器片が出土し,復元したものが阿玉台

式の深鉢形土器 (第36図 1。 4・ 5)であり,特に (第36図 1)の上器は人面を模倣 して作られ

たものである。また覆上上層の中央部から,阿玉台式の土器片710片 ,上器片錘 (第 181図 72・ 73)

Ｅ
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．
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剣

―

Ｅ
∞
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Ｎ

Ｉ
引
Ｉ

017

A 21.8m

C 218m

E 218m E'

蜘 乳r
0                2m

hlた

町③ ◎R

第35図 第52号住居Ltl実 測図
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2点,石器 (第 185図 10・ 18,第 187図 39,第 191図 169)他 5点,更に,加曽利 E式土器片40片 ,

黒浜式・興津式 。浮島式の土器片数片が出上 している。これらの上器片は周囲から混入したもの

と考えられる。

出上土器

第52号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第36図

l

深鉢形土器
阿 工  台

A(170)
B181
C(90)

底部はごく一部が残り,平底を呈している。胴部は底
部から軽 く外イ頃し, 日縁部は外反しながら立ち上がる。
口縁部の内側には明瞭な稜を有している。文様区画は 3

単位から成り, 単位ごとに人面を抽象化しているものと
思われる。日縁部は 2列の結節沈線文を施した維位の隆
帯と日縁下に横位の断面三角形の隆帯を設けて区画し,

区画内には隆帯に沿って結師沈線文を施している。胴部
は先端が渦巻状を呈する断面カマボコ状の隆帯で区画さ
れ,隆帯に沿って 2列の結節沈線文が施されている。更
に胴吉卜■1位の器面は三か月状に 2か励†が1夷 くえく'ら ″七
目を抽象イとしている。右目の上は雑な1列 の,右 目と鼻
の間は簡略化された 2列の,右 目と1局 巻の隆帯間は簡略
化された 2列の結節沈線文どうしが対になった形で施さ
れ,左 目の上側と目と鼻の間に 2列の結節沈線文が認め
られる。右目と左目の間の下方に断面カマボコ状の隆帯
によって丸が施され,鼻が抽象され,隆帯に沿って 2列
の結飾沈線文が施されている。また,鼻 を抽象化した隆
帯の脇から4列の結節沈線文が施され, 2列は垂下しな
がら横へ,他の 2列は右下方に施文され,更に緩い曲線
を描きながら下がる。胴下位は 2本の横位の隆帝が区画
された隆帯と連結し,そ の間を一部欠損している粘土紐
を「ラベЭ」状に貼り付け, 日を抽象化しているものと考
えられ, 口を表現している隆帯と2本の隆帯間には 2列
の結節沈線文が施されている。

砂粒 雲母・長石
にぶい褐色
良好

40ワ笞
P13

3片

2

深鉢形土器
阿 工  台

A140
B(111)

2単位の犯手を有する日縁部は内脅しながら立ち上が
っている。日縁部内面には明瞭な稜を有している。把手
は孔と突起を有し,把手間には 2か所の突起と小波状の
回縁を有し,それらが断面三角形の隆帯で区画され,区
画内には逆三角形,槍円形,及 び不整四角形が構成され
ている。夏に隆帯に沿って,一部内側,大部分は両側に
連続刺突文が施され,把手の右下方には刺突文が施され
ている。

砂粒・雲母・石英
にぶい赤褐色

普通

70% 14片
P15

3

深 鉢 形 土 器

阿  玉  台

A(496)
B(170)

キャリパー形を呈する大形日縁部片で,日 唇部を内削
ぎ,内面に稜を有する。日縁部文様帯は隆帯による長楕
円形の区画が施され,隆帯に沿って 2列の結節沈線文力ヽ
区画内のほぼ中央にも横位の 2列 の沈線文が施されてい
る。楕円区画間の上下は 1本の隆帝で結ばれている。左
側の隆帯による楕円区画内には,隆帯に沿って 2列の結
節沈線文が施され,一部は,島巻き状となり,更に 2列の
結飾沈線文が 2本横位に施されている。胴部文様帯は 2

本の波状沈線文が施され, その¬則のキザミロを施した突
起と突起の間には,突起を利用した細長い楕円区画を2
つ構成し,区画内には 2本の結節沈線文を施している。
更に惰円区画の真下には 2本の沈線がわずかに窺える。
内・外面は横位のナデが施されている。

砂粒・雲母・石英
にぶい橙色
普通

20% 9片
P90

4

器
台

土形
玉

鉢深
阿

A(157)
B(145)

口縁部はわずかに波状を呈していることが窺える。胴
部は直線的にやや外傾しながら立ち上がり, 日縁部は更
に開きながら立ち上がっている。日縁部内面に稜を有す
る。口縁部文様帯は波頂部下に突起を備え,横位にキザ
ミロを施している。

砂粒・雲母・長石
にぶい褐色

普通

20% 3片
P88

5

深鉢形土器
阿 玉 台

A130
B(117)

月同部は下位か らほぼ垂直気味に立ち上が り, 日縁部は
軽 く内彎気味に開きなが ら立ち上がる。底部は欠損 して
いる。無文の土器で, 日縁部付近の外面は横位のナデ,

胴部外面は維位のナデ,器内面は横位のナデが施 されて
いる。

砂粒・雲母・石英
にぶい赤禍色
良好

80% 13片
P89

6
器
台

土形
玉

鉢深

阿
B(17)
C 96

底部は平底を呈し,底部には網代痕が認められる。 砂粒・雲母・長石・

雲母 橙色 普通
10% 1片
P207

7
器
台

土形
玉

鉢深

阿
B(26)
C(112)

底部は平底を呈し,底部には網代痕が認められる。内
外面は横位のナデが施されている。

砂粒・雲母
明褐色 普通

lo% 1片
P208
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図版番号 器  種 法置 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成 色調 備  考

第36図

8

深鉢形土器
阿 工 台

B(60) 突起の部分である。小さい四角状の容器を作り, 日縁
部に 2本 1組の粘土組を4組貼り付け,先玲を合わせて
塔状を形づくっている。

砂粒・雲母・長石・

石英 栓色
普通

5% 1片
P438

第36・ 37図 9～ 24は ,第 52号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 9～ 11は 口縁部

か ら胴部にかけての上器片である。 9は双頭状の波頂部 を有する波状口縁を呈 し,波頂部の下側

に「V」 字状の隆帯を施 し,そ の下端に突起が付けられている。口縁部は隆帯による楕円形で区

画され,隆帯に沿って内側に 1列の三角形状の刺突文 と,横位の刺突文が施 されている。胴部は

1列 の刺突文 と,そ の下恨」の隆帯の両恨1に 刺突による三角形状の文様が施されている。10は 口唇

部直下に把手を有 し, 口縁部は隆帯による楕円文で区画され,隆帯に沿って 2～ 3段 の爪形文が

施 されている。また,隆帯下にも雑な 2段の爪形文が施 されている。口縁部下端には突起が備え

られ,隆帯による楕円文が施 されている。右側に 4列の波状沈線文,左側に 2段 の爪形文がそれ

ぞれ隆帯に沿って施され,胴部には隆帯が 2段見え,隆帯に沿って 3本の波状沈線文が施 されて

いる。11は 口縁部に断面三角形の隆帯による三角形文が施 され,隆帯に沿って結節沈線文が施 さ

れている。胴部にも同様な隆帯によって三角形文が施 され,やはり隆帯に沿って両側に結節沈線

文が施されている。12～ 15は 波状口縁を呈 し,12は 波頂部が欠損 し,扇状部 と把手が備えられ ,

扇状部周辺, 口唇部直下,口 縁部直下,把手の両側面,及び隆帯に爪形文が施されている。内面

には稜 を有 している。13は無文の突起を有し,隆帯によって区画された区画内に 2段 の爪形文が

施 されている。 14は 片方が欠失 した双頭状を呈すると考えられる口縁で,波頂部から「V」 字状

の隆帯が施 され,横位の断面三角形の隆帯 と接合 している。横位隆帯の上・下側には簡略化 した

2列の結節沈線文が施 され,内面には稜を有 している。15は 波頂部にキザ ミロを有する突起が備

えられ,突起の両側には 2列 の細い刺突文が施 されている。口唇部にもキザ ミロが拡され, 口縁

部には 2列 1組の細い刺突文が 2組施 されている。16～ 20は 口縁部片で,16は 口唇部の小突起が

一部欠損し, 口縁部に爪形文を有する突起が備えられている。口唇部直下 と突起の周辺には爪形

文が雑に施 されている。17は 口唇部直下に断面三角形の隆帯が施され,そ の両側に結節沈線文が

施 されている。胴部は断面三角形の隆帯を弧状に施 し,隆帯の両佃]に 結節沈線文が施 されている。

内面に稜を有 している。18は 隆帯による楕円文で区画され,隆帯に沿って 4本の波状沈線文が施

され, 更に,隆帯の下方にも2本の波状沈線文が施 されている。19は 口唇部直下に 3本の波状沈

線文が施され,そ の下側に隆帯による円文が施されている。円文の外側には 2列 の結節沈線文 ,

内側には 2列の沈線文が沿わせて施されている。また, 口唇部にも結節沈線文が施されている。

20は 口唇部直下に断面三角形の隆帯が横位に施され,両側に 2列 の結節沈線文が施されている。

21～ 24は 胴部片である。21は 断面三角形の隆帯に沿って両側に 2列 の結節沈線文が施 されてい

る。22は やや雑な結節沈線文が楕円形に施されている。23は 突起が備えられ,突起 と3本の隆帯
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は接合 している。突起 と隆帯に沿って 2列の結節沈線文が施 されている。24は アナグラ属の具殻

腹縁文が密に 1段施されている。
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第37図 第52号住居跡出土土器拓影図(2)



第53号住居跡 (第38図 )

本跡は,北西から南東方向に当遺跡 を横切 る農道が存在 していたため,北東側約半分を調査 し,

その後農道を取 り除き,南西側の調査 を実施 した。本跡周辺は,住居跡や土坑が密集 している。

本跡は,D2aO区 を中心に確認され,第 52号住居跡の10m南側に位置する。本跡は,南東側に位置

する縄文時代前期の第54号住居跡の北西側を掘 り込み,北側に位置する縄文時代中期加曽利E期の第

55号住居跡 と重複 している。また,南東コーナー部 をフラスコ状の第64号土坑に切 られている。

平面形は隅丸長方形を呈 し,長軸方向はN-90° 一Eを 指 し,規模 は長軸 4.9m。 短軸 4mであ

る。東壁の長さは,西壁の長さに比べて20cm位長い。壁はロームで硬 く,各壁 とも外傾 しなが ら

立ち上が り,北壁の一部は攪乱を受けている。壁高は30～ 40cmである。床面は平坦で,ロ ーム面

は全体的に硬 く,主柱穴のPl・ P3・ PS・ P8を 結んだ破線の内側は踏み固められて特に硬 く締 ま

つている。

炉跡は検出できなかった。ピットは 9か所検出され,Pl・ P3・ P5° P8が位置や規模から主柱

穴 と考えられる。主柱穴はコーナー部か らやや内側に位置し,規模は長径40～ 60cm・ 短径30～ 50

Cm・ 深さ70～ 85Cmである。Plと P31よ 太 くしっか りとした柱穴である。P4～ P7は 支柱穴 と考えら
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れる。P2は P9の 西偵」を切っている浅いピッ トであ り,P9は 第55号住屋跡の柱穴 と考 えられる。

覆土は一部攪乱を受けているもののほぼ 3層 から成 り,上層から下層にかけてローム粒子 を少

量,焼土粒子・炭化粒子を微量含む黒褐色土 と極暗褐色土,及び暗褐色土が自然堆積 している。

遺物は,ほ ぼ中央部の覆土上層から阿玉台式の半完形の深鉢形土器 (第 39図 2)が出土した。

また,阿玉台式上器片457片 ,土製円板 (第 180図 25)1点 ,土器片錘 (第 181図 74～ 84)11点,石

器 (第 187図 41,第 189図96,第 190図 151他)5点 が出上 している。石器の中に,メ ノウの石匙

(第 188図 51)が 1点 あ り,そ の他に覆土上層から加曽利 E式47片 ,黒浜式58片,興津式 5片 ,

浮島式 3片 の上器片が出上している。

出上土器

第53号住居跡出土土器観察表

第39。 40図 6～ 22は ,第 53号住居跡から出土 した縄文土器の拓影図である。 6～ 18は 口縁部片

である。 6～ 11は 波状口縁を呈 し, 6は 波頂部にキザ ミロを有する「U」 字状の突起が備えられ

ている。波頂部には直径 2 cmの孔を有 し,「 U」 字形の下側にはすき間を有するやや太 目の粘土

紐が貼 り付けられている。口縁部には 4～ 9本の粗雑な結節沈線文が斜位に施 され, 口唇部にも

1列 の結節沈線文が施されている。 7は 波頂部から鶏冠状の突起が付され,突起の回唇部に幅の

広い押圧が施 されている。把手の両側面には結節沈線文で渦巻文が描かれ, 更に, 1本の結節沈

線文が加えられている。口縁部は突起 と隆帯によって区画され,隆帯に沿って結節沈線文が施 さ

れている。更に, 4～ 6列 の結節沈線文が斜位に施されている。胴部は無文で内面に稜 を有 して

いる。 8は扇状の突起 を有し,周縁部に押圧が施され,更に,2列 の結節沈線文 と波状の結節沈線

文が施されている。口縁部は突起 と,隆帯による楕円形の区画が施され,隆帯に沿って 2列 の雑

な結節沈線文が施されている。胴部には 2列 の結節沈線文を沿わせた隆帯による円文が施 され ,

円内に一列の爪形文が施 されている。 9は 波頂部に突起が備えられ,突起の周縁部には圧痕が認

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・焼 成・色 調 楕  考

身も39[コ 深 鉢 形 土 器

阿   玉   台

A(32 4)
B(106)

胴 部 上 位 で 外 傾 し, 口縁 部 で 内 彎 しな が ら立 ち上 が り ,

口唇 直 下 で 再 び 外 傾 す る 。 口縁 部 内 面 の 上 位 に 明 瞭 な 稜

を有 す る。 口唇 音Бに は キザ ミロを有 して い る。 口縁 著卜文
様 帯 は 隆 線 に よ って 長 楕 円 形 に 区画 され,隆 線 に沿 って
2列 の結 節 沈 線 文 が 施 され ,更 に そ の 中に 2列 の結 節 沈
線 文 で三 角 形 ,渦 巻 文 ,逆 三 角 形 が 構 成 され て い る。胴
部 文 様 帯 は 2列 の簡 略 化 した結 節 沈 線 文 で波状 文 を 2段
描 い て い る。

砂 粒・雲 母・石 英

明 赤 褐 色

普 通

10% 5片
P138

2

深 鉢 形 土 器

卜可  玉   台

B(199) 口 縁 音Бと底 苦Бを 欠 損 して い る 。 月同部 は 下 イ立か ら直 線 的
に や や 外 傾 気 味 に 立 ち 上 が っ て い る 。 胴 部 文 様 帯 は 爪 形
文 が 2段施 さ れ て い る 。 外 面 は 不 明 瞭 で あ る が 横 位 の ナ
デ を,内 面 は 横 位 の ナ デ が 施 さ れ て い る。

砂 粒・雲 母・石 英

に ぶ い 赤 褐 色

普 通

片％

巧

７。

Ｐ

深鉢 形 上 器

F可  玉   台

30)
18

底 部 は 平 底 を呈 し,底 部 に は 網 代 痕 が 認 め られ る。 砂 粒 ‐雲 母・長 石

明 赤 褐 色  普 通

10% 4片
P214

深 鉢 形 上 器

卜可  玉   台

B(30)
C ユ1 7

底 部 は平 底 を呈 し, 胴 部 は底 音るか らケト傾 しなが ら立 ち
上 が って い る。 】同部 は 無 文 で , 底 部 に 1ま オっず か なが ら網
代痕 が 認 め られ る

砂 粒 ・ 石 英

に ぶ い 橙 色

普 通

10% 1月
P211

5

深 鉢 形 土 器

阿  玉  台

B(33)
C(120)

底 部 は平 底 を呈 し,胴 部 は底 部 か ら外イ頃しなが ら立 ち
上 が っ て い る。 胴 部 は 無 文 で,底 部 に は網 代 痕 が 明 瞭 に
認 め られ る。

砂 粒・雲 母 。長 石・

石 英  浅 貢 橙 色

普 通

10% 1片
P212
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第40図 第53号住居跡出土上器拓影図(2)



められる。突起の両側面には 2～ 4本の雑な沈線文が施 されている。口縁部は突起 と隆帯によっ

て胴部 と区画 し,区画内には隆帯に沿って 1～ 2列 の結節沈線文力琉お れ,更に,4～ 6本の結節

沈線文が斜位に施されている。10は 9と 同じ文様である。11は 波頂部から指頭圧痕 を有する小突

起が備えられている。無文である。12と 13は 2列 の結節沈線文を沿わせた隆帯で楕円区画を施し,

更に,2～ 3列の結節沈線文を斜位に施 している。口唇部にはキザ ミロを施 し, 口縁部直下には 2

列の波状文が施 されている。内面に稜 を有 している。14は 隆帯に沿って 2列 の結節沈線文が,15

は隆帯に沿って結節沈線文が施 され,更に,斜位にも施されている。 16は 2列の沈線が弧状に施さ

れ,口 唇部直下に圧痕が施 されている。17は 2列 の波状文が 2段施 されている。18は 口縁部下に

爪形文が施されている。

19～ 22は 胴部片である。19は 幅の広い指頭圧痕 を有する断面三角形の隆帯によって区画され,

区画内には八形文が 1段施 されている。20は 爪形文によって円形の花模様が描かれている。21は

横位に施された隆帯に沿って 1列の結節沈線文が施され,隆帯の上側には雑な 2列の結節沈線文

が波状に,隆帯の下側にも波状沈線文力朔蔭 れている。更に,隆帯によって楕円文が構成され,隆

帯に沿って両側に 2本の沈線が抱されている。22は 断面三角形の横位の隆帯に沿って両側に 2列

の粗雑な結節沈線文が施 され,そ の下イ貝」にも2本の波状気味の結節沈線文が施されている。

第関号住居跡 (第41図 )

本跡は,当遺跡の中央部 C3c2を 中心に確認され,第 52号住居跡の 8m北東側に存在 している。

南西側は古墳時代の第29号住居跡に約半分掘 り込まれている。

平面形は,残存部から楕円形を呈するものと考えられる。長径方向は不明で,現存部分の最大

径が 3mである。残存壁はロームで硬 く,ややゆるやかに立ち上が り,壁高は30cmである。残存
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する床面は平坦で硬いロームである。本跡 と第29号住居跡の床面の差は30cmで,本跡の床面の方

が高い。

炉跡は検出できなかった。ピットは北東壁の内側に 1か所検出され,直径20cm・ 深さ30cmを有

し,主柱穴 と考えられる。

覆土はほぼ 2～ 3層 から成 り,上層から下層にかけてローム粒子 を少量,焼土粒子 。炭化粒子

を微量含む極暗褐色土,壁 ぎわにはローム粒子を微量含む暗褐色上が自然堆積 している。

遺物は少量で,中央の覆土上・中層から 9片 の阿玉台式土器片が出土 し, また中央床面直上か

ら石皿片 (第 188図58)2点 と覆土 中か ら加 曽利 E式 と黒浜式の土器片が数片出土 している。石

皿 2片 は接合できた。

出土上器

第59号住居跡出土土器観察表

第42図 3～ 13は ,第59号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 3～ 7は 口縁部片で

ある。 3は 口唇部直下に 1段の爪形文が密に施され,縦位に 2列 の爪形文が強 く施されている。

4は 内面に稜を有 し,外削ぎで, 口唇部に幅の広い刺突文を有 している。 5～ 7は 結節沈線文が

地されている。 5はやや波状 を呈する口縁部に 2列 の結節沈線文 と, 日唇部にキザ ミロを施 して

いる。口縁部は隆帯による楕円文で区画され,隆帯に沿って結節沈線文が施されている。更に,2

列の波状沈線文が施 され,内面には稜 を有 している。 6は 口唇部直下に結節沈線文が施 されてい

る。その下側には小突起 と隆帯によって楕円文が施され,隆帯 と隆帯に沿って結節沈線文が施さ

れている。内面に稜 を有 している。 7は 日唇部直下に 3列 の結節沈線文が施されている。

8～ 13は胴部片である。 8は 密に, 9は 波状に爪形文が施されている。 10～ 13は 隆帯に沿って

結節沈線文が施され,10は さらに 2列の波状沈線文が,11は 爪形文 と波状沈線文がそれぞれ維位

に認められる。

第60号住居跡 (第43図 )

本跡は,当遺跡の中央部 C3i7区 を中心に確認され,第44号住居跡の 3m北西側に存在している。

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第42図

1

深鉢形土器

阿 玉 台

A(230)
B202

日縁部片から胴部にかけての上器片で, 日縁部は波状
を呈する。波頂下にキザ ミロを有する小突起を備え,下
側に隆帯を施し, 日縁下の横位の微隆帯と接続し,長方
形状に区画している。隆帝に沿って 2列の刺突文が施さ
れ,更にその内側に 2列の刺突文が横位,維位,及 び斜
位に施されている。胴部文様帯は胴部上位に 2列の波状
沈線文を巡らし,その下側に 2列の刺突文を施し,司状
に区画しているものと考えられる。区画内に 2列 の波状
沈線文と刺突文が交互に施され, 2列の波状沈線文は区
画を表わす 2列の刺突文付近で刺突文に変っている。

砂粒・雲母

褐灰色

普通

20% 5片
P92

2
深鉢形土器

阿 玉 台

B(52) 底部は平底を呈し,胴部は軽く外傾しながら立ち上が
っている。胴部は無文で,横位のナデが施されている。

砂粒・雲母・石夫・

長石 橙色 普通

10% 1片
P219
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第42図 第59号住居跡出土土器実測図・拓影図

本跡は,加曽利 E期 の第38号住居跡 と北東側が重複 し,第 H・ 29。 31・ 94号の各土坑に北西側・

南側・南西側 をそれぞれ掘 り込まれている。

平面形は残存部から長楕円形を呈するもの と考えられる。長径方向はN-37° 一Eを 指 し,推定

規模は長径が 4m,短径が28mと 考えられる。残存壁は硬いロームで,ゆ るやかに立ち上が り,

壁高は15～ 20cmである。床面はほぼ平坦な硬いロームで,一部土坑に掘 り込まれている。

炉跡は検出できなかった。ピットは 2か所検出されたが,本跡に伴わないピットで,第 38号住

居跡の柱穴 と考えられる。本跡の柱穴は確認できなかった。

覆土は,お おむね 3層から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含む黒褐色土,

下層はローム粒子少量,炭化粒子 を微量含む暗褐色土がほぼ自然堆積の様相 を呈 している。

遺物は,覆土上層を中心にして阿玉台式土器片34片 と土器片錘 (第 181図 91,92)2点 ,及 び

加曽利 E式の上器片が12片 出土 している。

Ｒ
圧
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A 21.6m

B 21.6m

0               2m

第43図 第60号住居跡実測図

出土上器

第80号住居跡出上上器観察表

第44図 2～ 6は ,第 60号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。 2・ 3は 口縁部片で

ある。 2は 口唇部直下 と口縁部下方に押圧 を有する結節沈線文を沿わせた隆帯が施 され,山 形状

の結節沈線文が横位に施されている。胴部は無文で,内面に稜を有 している。 3は 回唇部直下に

結節沈線文が施 され,内面に稜 を有 している。

4～ 6は 胴部片で,隆帯に沿って結節沈線文が施 され, 4は 更に,波状沈線と沈線が施 されて

いる。 6は 隆帯 と波状沈線文が認められる。

10Cm
∫

―

第44図 第60号住居跡出土土器実測図・拓影図

第61号住居跡 (第45図 )

本跡は,当遺跡の中央部 C2h8区 を中心に確認され,第52号住居跡の2.5m西側に存在している。

東側は,第32号土坑に若千掘 り込まれている。

∬〓ぼ

席
尚
屈

図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第44図

1

深 鉢 形 土 器

阿  玉  台

B(21)
C(110)

底部は平底 を呈 し,底部には網代痕が認め られる。 10% 1片
P220



平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-33° 一Eを 指 し,規模は長径 2.8m・ 短径2.4mである。

壁はロームで硬 く,ややゆるやかに立ち上が り,壁高は10cm内 外である。床面はほぼ平坦で,硬

く締まったロームである。

炉跡は検出できなかった。ピットは 3か所検出され,Pl～ P3と も主柱穴 と考えられる。Plは

ほぼ中央に,P2・ P3は 南壁 ぎわに並んで位置 している。規模は長径20～ 35Cm・ 短径 15～ 30om。

深さ70cm前後である。

覆土は 2層 から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む暗褐色土,下層はロ

ーム粒子 を微量含む暗褐色上がほぼ自然堆積 している。

遺物は,中央に位置する柱穴の西側の覆土中層を中心にして阿玉台式土器片47片や土器片錘 (第

181図 93)1点 がまとまって出土 してい

bl

A 21.8m           望生

0               2m

る。④

Ｅ

∞
．
Ｐ
劇
　
＾
―

判

Ｅ

∞
．
″
Ｎ
　

′ヽ
―

「

―

―

ト

ー ーー

ー ー

出

何

Ｈ

Ｉ ＩＩ

脚

膨

‐

‐

劇
劇
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
∞
．，
ｓ
劇
「

第45図 第61号住居跡実測図

出土上器

第61号住居 Ltl出 土土器観察表

第46図 2～ 7は ,第61号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。2～ 5は 口縁部片で ,

2は 口唇部直下に異なる施文具による 2段の爪形文が施 されている。 3は 口唇部直下に爪形文 と

2列の結節沈線文が施 されている。 4は 口唇部外端面にキザ ミロを施 し,隆帯に沿って 2列の結

||

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・娩成・色調 備  考

図４６

１

第 深鉢形土器

阿 玉 台

Ｂ

Ｃ

(5 0)
145

胴部下位か ら底部にかけての上器片で,底部は平底を
呈 し,やや上げ底気味である。胴部は底部から外傾 しな
が ら立ち上がっている。無文の上器である。

砂粒・雲母・石英
褐灰色
普通

片％

‐３

‐５

Ｐ
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節沈線文が窺 える。 5は両側に 2列 の結節沈線文 を施 した小突起 を有する口縁部片である。

6・ 7は胴部片で, 6は 爪形文 と2列 の雑な結節沈線文が施 されている。 7は 隆帯が認められ

る胴部片である。

0              10cm 漣毯亀脚
第46図 第61号住居跡出土土器実測図・拓影図

第63号住居跡 (第47図 )

本跡は,当遺跡の中央部付近 C3d5区 を中心に確認 され,北側半分を古墳時代の第33号住居跡

に掘 り込まれている。また,南西側で第68号土坑 と重複 しているが,新旧関係は不明である。

平面形は残存部か ら円形ないし楕円形を呈するもの と考えられる。長径方向は不明で,確認 し

得 る最長径 は3.4mである。残存壁はロームで硬 く,ほ ぼ垂直に立ち上がる。残存壁高は約15Cm

である。床面は南側約半分が残 り,平坦で硬いロームである。

炉跡は検出できなかった。ピットは南壁 ぎわにPlが 1か所検出され,直径20cm。 深さ50Cmを有

し,主柱穴 と考 えられる。

覆土 も一部 しか残っていないが, 3層 から成 り,上層はローム粒子 。焼土粒子・炭化粒子 を含

む暗褐色土 と,ロ ーム粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色土,下層はローム粒子を微量含む褐色土

が堆積 している。

遺物は,南側の覆土上 。中層を中心に阿玉台式上器片25片 と土器片錘 (第 181図97)1点及び

黒浜式,加曽利 E式の上器片数片がごく少量出土 しているが,床面からの遺物は認められない。

LI
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ド

第 47図 第 83号住居跡実測図
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出土土器

第48図 1～ 26は,第 63号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 1～ 13は 口縁部片で

ある。 1・ 2は 波状 口縁を呈 し, 1は 双頭状で, 口唇部にキザ ミロを有 している。その下側に隆

帯による「YJ字状が形作 られ,隆帯に沿って両側に 2列 の細い沈線 と,半円の竹管文が施 され

ている。 2は 2本の隆帯に沿って結節沈線文が浅 く施され, 口唇部にも細いキザ ミロが浅 く施さ

れている。 3は 口唇部直下に爪形文が施され,内 面に稜 を有 している。 4～ 9は 結節沈線文が施

されている。 4は大 きい圧痕 を有する小突起 と隆帯によって楕円区画が施 され,隆帯に沿って 2

列の結節沈線文が施 されている。 5は 口唇部直下の左右 2か所に渦巻文が施 され, 6は 口唇部に

圧痕 を施 している。口唇部直下に横位に 1列 と2列の曲線が認め られる。 7は 結節沈線文が施さ

れ,更に, 2本の沈線が認められる。 8。 9は結節沈線文が雑に施されている。10は 口唇部直下に

2本の沈線によって楕円状の文様が施され,11は 小さな連続「 U」 字文が内側に 2段施されてい

る。口唇部には押圧が施 されている。13は 無文で,補修孔 と思われる孔を有 している。

第48図 第83号住居跡出土上器拓影図
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14～ 26は胴部片である。14～ 16は 爪形文が,17～ 23は隆帯に沿って結節沈線文が施 されている。

19は 隆帝上に蛇行する粘土紐が貼 り付けられ,23は 凹みを有する円形の隆帯が貼 り付けられてい

る。24は 細い刺突文が渦巻状を呈 し,小さい円形刺突文 も認め られる。25は隆帯に沿って両側に

波状沈線文が施 されている。26は アナグラ属の貝殻腹縁文が維位に施 されている。

第64号住居跡 (第49図 )

本跡は,当遺跡の中央部 C316区 を中心に確認され,第60号住居跡の 3m南西側に存在している。

古墳時代の第34号住居跡に南東側約半分を,第 112号土坑に南西壁をそれぞれ切 られている。

平面形は残存部から推定 し,ほぼ円形を呈するもの と思われる。長径方向は不明で,最大径は

3.2nである。残存する壁 はロームで硬 く,北東壁・北西壁はほぼ垂直に,西壁は外傾 しながら

立ち上がっている。壁高は20cm内 外である。床面は平坦で硬いロームであるが,特に硬 く締まっ

ている部分はない。

炉跡は検出できなかった。ピットは本跡の床面から検出できなかったが,本跡 と重複 している

第34号住居跡の北西壁際にPlが検出され 直径40cm。 深さ55cmを 有 し,本跡の主柱穴と推定される。

覆土はほぼ 2層から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子を含む暗褐色土,下層はローム粒子を

微量含む暗褐色上がほぼ 自然堆積 している。

遺物は,北西側の覆土上 。中層から阿玉台式の上器片48片 出土 しているが,接合・復元できた

ものはない。
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第49図 第64号住居跡実測図

C 21.5m

0               2m
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

図５０

．

第 深鉢形土器

阿 玉 台

B(48)
C(106)

底部は平底を呈し,胴部は外傾 しながら立ち上がって
いる。 1同 言卜子ま無文で, 底部|こ はネHイ代振てが言思めら才とる。 器
内 ,外面は横位のナデが施されている。

砂粒・雲母・石英

長石 によい橙色

普通

片％

２２

‐Ｏ

Ｐ

出土土器

第84号住居跡出土土器観察表

第50図 2～ 7は ,第64号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。 2,3は 口縁部片で

ある。 2は 口唇部直下に 2列 の結節沈線文が施され,内面に稜が窺 える。 3は 口唇部直下 と隆帯

の両側に結節沈線文が浅 く施 され,更に,波状沈線 も3本施 されている。

4～ 7は胴部片で,結節沈線文が隆帯に沿って施 されている。 4は 密に, 7は 隆帯上にも施さ

れている。

報顧π
鱗 徳 謎 魏

鰯

即 7              
°Cm

第50図

第66号住居跡 (第 51図 )

本跡は,当遺跡の西恨」C2,7区 を中心に確認され,第 61号住居跡の 3m南西側に存在 している。

本跡は古墳時代の第39号住居跡に北側の半分が,第 113。 270,299号 土坑に東壁・西壁・南壁が掘

り込まれている。なお,北西側は境界のため調査できなかった。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-40° 一Wを指 し,規模は推定で長径5.5m・ 短径44mで

ある。残存壁は外傾 しなが ら立ち上がっている。壁高は15～ 45Cmで,北東壁が高い。床面は中央

付近が少し低い。

炉跡は検出できなかった。ピットは13か所検出され,P2・ P4・ P6° P7° P IO・ Pllが 主柱穴と

考えられる。主柱穴はPllを除きそれぞれ壁ぎわに位置している。Plは第39号住居跡に伴 う柱穴であ

り,P3は P4の ,P8は P7の,P131よ Pllの支柱穴と考えられる。P5・ P9・ P12は ,′隆格不明のピットであ

る。なお,本跡における主柱穴の規模は,長径33～ 48cm・ 短径30～ 40cm・ 深さ25～ 55cnほ どである。

覆土は 3層 から成 り,壁 ぎわはローム粒子を中量含む褐色土,中央はローム粒子 を少量 と炭化

粒子を微量含む黒褐色上が自然堆積 している。

遺物は,中 央の覆土中層から完形 とほぼ完形の阿玉台式の深鉢形土器 (第52図 1・ 2)が 2個
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出上し,そ のほか覆土上 。中層を中心に阿玉台式土器片434片 ,土器片錘 (第 181図 98。 99)2点 ,

黒浜式21片 ,諸磯式 2片 ,浮島式 2片 ,及び加曽利 E式 20片 の土器片が出土 している。阿玉台式

土器以外の土器片は混入したものと思われ,本跡には伴わないと考えられる。

q。 ⑮ P9

◎ ,

《功
Ps

第51図 第66号住居跡実測図

出土土器

第66号住居跡出土土器観察表

0               2m

第52・ 53図 5～ 24は,第66号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。 5～ 6は 口縁都

片である。 5～ 10は 波状口縁を呈し, 5は 波頂部から波状を呈する小突起が備えられ,区画され
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図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第52図

1

器
台

土形
玉

鉢深
阿

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,胴部は底部から外傾しながら立ち
上がっている。 4単位の波状を有する日縁部は内彎しな
がら立ち上がり,波状部がわずかに外傾する。日縁部の

内面に明瞭な稜をもち,無文で底部には網代痕がわずか
に認められる。波状部は斜位と縦位のナデ,内・外面は
横位のナデが施されている。

砂粒・雲母・石英

にぶい橙色

良好

90% ■片
P93

2

深鉢形土器

阿 王 台

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,胴部は底部からわずかに外傾しな
がら立ち上がっている。 2単位の低い波状を呈する口縁
部は,一方の波頂下に突起を有し, 日唇部の一部にキザ
ミロカ況められる以外は無文である。口縁直下に稜を有す
る。外面は縦位のナデが施されている。

砂粒・雲母・石英

にぶい赤褐色

良好

100% ■片
P94

3
深鉢形土器

阿 工  台

B(137)
C 96

胴部下位から底部にかけての上器片で,平底の底部か
らほぼ直線的に外傾して立ち上がっている。無文である。

砂粒・雲母・石英
にぶい橙色 普通

30% 9片
P186

4
深鉢形土器

阿 玉 台

B(40)
C(116)

底部は平底 を呈 し,底部には網代痕が認め られる。 砂粒・雲母・石英・

長石 橙色 普通

10% 2庁
P224
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第52図 第66号住居跡出土土器実測図・拓影図(1)
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《翼移ζ潔

第53図 第86号住居跡出土土器拓影図 (2)

ている。区画内には 3列 の結節沈線文が施され, 1本は渦巻状を呈 し,先端が分かれている。口

縁部下位には爪形文が 1段横位に施 されている。 6は 波状口縁の両十貝」に粘土紐で渦巻状 を作 り,

その下側に小突起 と粘土紐 を輪状に貼 り付け,そ れぞれ日・鼻・口を表現 していると思われる。

突起の両側 と口唇部直下に結節沈線文が施され,更に,細い刺突文が斜位に施 されている。 7は 口

唇部直下に沈線 と粗雑な結節沈線文で楕円状の区画を施 し,区画内にやや斜位の爪形文 を施 して

いるのが窺える。 8は波頂下に 1つ のキザ ミロを有する小突起が備えられている。 9は 口縁部に

結節沈線文を施 した小突起が備 えられ, 口唇部にはキザ ミロを有 している。小突起は縦位の隆帯

に続いてお り,小突起 と隆帯に沿って 2列 の結節沈線文が施されている。10は 隆帯に沿って 2列

の刺突文が雑に施され, 口唇部に 2列 の結節沈線文が施されている。11と 12は 回唇部直下に結節

沈線文が逆「U」 字状に施され, 口唇部に押圧を有 している。13は 口唇部直下に 1列 と2列 の連

弧文が施 され,爪形文 も認められる。14は 口唇部直下に 1列, 口唇部直下から縦位に 4本の結節

沈線文が施 されている。15は 口縁部下方 と口唇部に異った結節沈線文が施 され, 口縁部下方は斜

位に施されている。16は 2列 1組の波状沈線文が 2段施 され,肥厚する口唇部外端面にキザ ミロ

が施 されている。

17～ 24は 胴部片である。17～ 19は 結節沈線文が施され,17・ 18は小突起を有 し,突起か ら結節

沈線文が横位に施されている。19は縦位の隆帯が 4列認められる。20は 密な爪形文が 1段施 され

ている。21は 3本の刺突文が横位に施されている。22～ 24は 沈線が施 され,22は縦位 と横位に 2

本施 されている。23は 沈線に沿って小さい刺突文が施 され,24は 4本 1組の波状沈線が 2段施さ

れている。
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加曽利 E期

第 1号住居跡 (第 11図 )

本跡は,当遺跡の北東側 A5fl区 を中心に確認され,第 15号住居跡の 4m南西側に存在 している。

西側に位置する縄文時代中期の加曽利 E期の第 2号住居跡の西側のごく一部 を除いて重複 してい

る。新旧関係はA― A′ のセクション図か ら,本跡が新 しい。

平面形は円形を呈 し,長径方向はN-38° 一Wを指 し,規模は長径72m・ 短径65mで ある。壁

はロームで硬 く,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は30cmである。床面はほぼ平坦で,全体的に硬い

ロームであり,炉跡の周辺は踏み固め られて硬 く,特に北側が硬 く締まっている。

炉跡は中央からやや東側に位置 し,長径85cm・ 短径70cmの楕円形を呈 し,床面 を鉢状に30cmほ

ど掘 り込んでいる地床炉である。炉内には焼土粒子・ローム粒子 を微量含む黒褐色土 と,焼土粒

子・焼土ブロック・ローム粒子 を中量含む暗褐色土等が充満 し,炉床はレンガ状 に非常に硬 く焼

けてゴツゴツしている。ピットは10か所検出され,配列や規模からPl～ P7が主柱穴と考えられる。

主柱穴は壁のやや内側に規則的に配列 され,規模は長径40～ 55cm。 短径40～ 50cm。 深さ20cm内 外

である。

覆土はおおむね 3層からなり,上層はローム粒子 を微量含む黒褐色土と, ローム粒子・焼土粒

子 を微量含む極暗褐色土,下層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含む黒褐色土がほぼ自

然堆積の様相を呈 している。

遺物は,南東側の床面から縄文時代中期の加曽利 E式期に比定される深鉢形土器 (第 54図 3)

が口縁部か ら胴部上位にかけてつぶれた状態で出上 し,土器片1,643片 ,土器片錘 (第 180図 26・

27)2点 ,有孔円板 (第 180図 10。 11)2点 ,土製品 (第 180図 8)1点 ,及 び石器 (第 180図 64・

66他)7点が覆上下層・中層を中心に出上 している。また,中期阿玉台式上器片 269片 と,前期

黒浜式土器片361片 も覆土上層か ら出土 しているが,こ れらは周囲からの流入と考 えられる。

出土土器

第 1号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼土・色調 備  考

第54図

1

深鉢形土器

加曽利 Em
A(378)
B(71)

日縁部は1同音卜■1位から内彎しながら立ち上がる。 胴
=躊は上位のみ残り,や や内彎気味に立ち上がるものと思わ

れる。日縁部文様帯は無文で, 日縁部文様帝と胴部文様
帯間に沈線が 1本施され,一巡している。胴部文様帯に
は不明瞭ながら維位の沈線が窺える。日縁部外面は横位
のナデが施されている。

砂粒 長石

にぶい褐 色

普通

片

賜
Ｐ６２

2

深鉢形土器

カロ曽利 E III

A(308)
B (8 8)

胴部上位から口縁部にかけての破片で,日 縁部は胴部
上位から内彎しながら立ち上がる。日縁部文様帯は無文
で, 日縁部文様帝と胴部文様帯の間には横位に 1本の沈
線が施されている。胴部文様帯には縦位の条線がわずか
に窺える。口縁部外面はていねいな横位のナデ,内面は
横位のナデが施されている。

砂粒・長石

褐灰色

良好

片
陽
Ｐ５８
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1号住居跡出上土器実測図・拓影図(1)
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図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎JⅢ 焼成・色調 備  考

第54図

3

深鉢形土器

加曽利 EⅢ
A(173)
B130

胴上位からごく軽く外傾し, 日縁部は内彎している。日

縁部には 1本の沈線が巡っているものと考えられる。打,1
部文様帯は逆「U」 字文が施文され,区画内には単節 L
Rの縄文が施されている。また,一部の区画内中位以下
には単節 LRの縄文が施されている。逆「UJ字文との
間には磨消帝が垂下している。

砂粒 雲 母

褐灰色

普通

％

３

３０

Ｐ

4

深鉢形土器

加曽利 EⅢ
B(91)
C(87)

底部は平底を呈し,胴部は底部から大きく外傾しな力`
ら立ち上がる。月H部 は磨消常が垂下 し,区 画間には
単節LRの縄文が施されている。胴部下位は横位のナテ
が加えられている。

砂粒・石英・長石

橙色

良好

％

５６

Ю
Ｐ

5

深鉢形土器

加曽利 E III

B(35)
C 75

底部は平底を呈し,胴部は底部からやや外傾気味に立
ち上がる。胴部下位には不明瞭な縄文がわずかに認めら
れ,横位のナデが施されている。

砂粒・石央・長石

にぶい橙色

普通

％

５７

‐Ｏ

Ｐ

6

深鉢形土器

カロ曽不」E II

B(85)
C(92)

底部は平底を呈し,胴部は底部から外傾しながら立ち
上がる。胴部は幅の狭い磨消帯が垂下し,そ の問には単
節LRの縄文が雑に施されている。再

'1部

下位は雑なすデ
が施されている。

砂粒 石英 長石

栓色

普通

10% 1片
P60

第54・ 55図 7～ 28は ,第 1号住居跡か ら出土 した縄文土器片の拓影図である。 7～ 18は 口縁部

片である。 7は 隆帯 と沈線によって区画され,区画内に単節 LRの縄文が斜位に施 されている。

胴部は隆帯 と沈線によって区画され,区画内に単節 RLの縄文が斜位に施されている。 8は 隆帯

によって口縁部 と胴部が区画され, 口縁部は無文,胴部は単節 LRの縄文が斜位に施 されている。

9は波状 を呈 し,無文で胴部は磨 り消され,わ ずかに縄文が認められる。10は単節 RLの縄文が

斜位に施され,11は 口唇部直下に刺突文 と沈線が施 されている。単節 LRの縄文が認め られる。

12は 2本の沈線の間に爪形文を施 し,沈線で楕円形状に区画し,区画内に単節 LRの縄文が施さ

れている。13～ 15は沈線によって区画され,区画内に単節 RLの縄文が斜位に施されている。16



は 2本の太い沈線が横位に施されている。17は 沈線 と円形刺突文が施され,18は 単節 RLの 縄文

が斜位に施 されている。

19～ 28は 胴部片である。19～ 23は 磨消帯が施 され,単節 LRの縄文が斜位に施 されている。

24・ 25は 単節 LRと RLの縄文が施 されている。26は 幅の狭 い磨消帯 と,無節 Lの 縄文 が斜

位に地されている。27は 条線文が維位に,28は細い沈線が格子状に施されている。

第 2号住居跡 (第 11図 )

本跡は,当遺跡の北東側 A4fO区 を中心に確認され,第 15号住居跡の 6m南西側に存在 している。

本跡は西側に位置する縄文時代前期の第12。 16号住居跡を掘 り込み,縄文時代中期の加 曽利 E期

の第 1号住居跡に切 られている。

平面形はごくわずかな残存部から推定 して,円形を呈するもの と考えられる。長径方向は不明

であるが,ほ ば53mの長径 を有する住居跡 と思 われる。壁は北西壁 と南西壁のごく一部が残存

し,ロ ームで硬 く,垂直に立ち上がっている。その他の壁は,調査中の掘 り込みにより残存 しな

い。壁高は25～ 35cmを 測る。床面はほぼ平坦で硬いロームを呈 し,炉周辺は踏み固められて特に

硬 く締まっている。第 1号住居跡 との床面の高低差はなく,ほぼ平坦である。

炉跡は中央からわずかに東側に位置 し,長径73cm。 短径63cmの楕円形を呈 し,床面を鉢状に22

Cmほ ど掘 り込んでいる地床炉である。炉内には,ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗

褐色土 と,ロ ーム粒子・焼土粒子・ローム大ブロックを微量含む暗褐色土等が充満 し,炉床はレ

ンガ状に非常に硬 く焼けている。ピットは 7か所検出され,Pl～ P3が主柱穴と考えられる①主柱

穴は破線で示 した推定壁から内側に配列されているものと思われ,規模は長径45～ 50cm。 短径37

～40cm・ 深さ20cm内 外である。覆土は第 1号住居跡 と同じである。

遺物は,覆土下層を中心に全域から縄文時代 中期の加 曽利 E式の土器片200片が出土 している

が,復元できたものはなかった。そのほか阿玉台式の土器片20片,前期黒浜式の土器片77片,土

製円板 (第 180図 16・ 17)2´点,石器 (185図 1他)3点が覆土中から出土 している。

出土上器

第56図 1～ 8は ,第 2号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。 1・ 2は 口縁部片で

ある。 1は 国唇部直下に沈線が施され 更に,単節 RLの付加条縄文が斜位に施されている。 2は

沈線による楕円形が区画され,区画内に単節 RLの縄文が斜位に施されている。

3～ 8は 胴部片である。 3～ 5は磨消帯を有 し, 3は 単節 LRの縄文が斜位に施 され,な ぞり

が見 られる。4は摩耗 しているが単節 LRの縄文が斜位に施 されているのがわずかに認め られる。

5と 6は単節 RLの縄文が斜位に施されている。 7は 条線文が縦位に施 され, 8は 2本の隆帯を

有するが縄文は認められない。
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第56図 第 2号住居跡出上土器拓影図

第13号住居跡 (第 57図 )

本跡は,当遺跡の北東側 A4fO区 を中心に確認され,第 1号住居跡の約 2m南西側に存在 してい

る。西側に位置する縄文時代前期の第 3号住居跡 をわずかに掘 り込んでいる。

平面形はほぼ円形を呈 し,長径方向はN-86° 一Wを指 し,規模は長径5,2m・ 短径47mである。

壁はロームで硬 く,北壁は垂直に,そ の他の壁はほぼ垂直に立ち上が り,壁高は20～ 25Cmを測る。

床面はほぼ平坦で,硬 く締まっているロームであ り,炉の周辺は踏み固め られて特に硬 く締まっ

ている。

炉跡は中央に位置し,長径60cm・ 短径40cmの 卵形を呈 し,床面を鉢状に30cmほ ど掘 り込んだ地

床炉である。炉内には焼土粒子を多量含む赤褐色土 と,焼土粒子多量・灰を含む暗赤褐色土等が充

満 し,炉床はレンガ状に硬 く焼けてゴツゴツしている。ピットは 5か 所検 出され,配列や規模

からPl～ P5と も主柱穴 と考えられる。主柱穴は壁ぎわにほぼ規則的に配列され,規模は直径35～

40cm・ 深さ30～ 50cmである。

ほぼ中央の貝層の部分を除いた周辺の覆土は 1層か ら成 り,ロ ーム粒子・焼土粒子を微量含む

暗褐色上が堆積 し, また,ほぼ中央部から南側にかけてヤマ トシジミを主体 とした貝層が長径2.4

m・ 短径 2m・ 厚 さほぼ20cmの規模で不整円形状に堆積 している。

なお,図中の炉跡の部分は貝層 と炉跡のマー クが重複すると見に くいので,貝層のマー クをは

ずしているが,実際には炉跡の上部にも貝層は存在 している。以下の第14。 15号住居跡 も同 じで

ある。

遺物は,南壁 ぎわの床面や覆土下層から加曽利 E式の半完形の深鉢形土器 (第58図 2)がつぶ

れた状態で出土 した。また,壁 ぎわの床面や覆土下層か ら土器片284片や土器片錘 (第 180図 29。

30)2点 ,及び磨石 1点が出土 している。



Ｅ

Ｎ

Ｎ
Ｎ
　

′ヽ
―

判

Ｅ

劇
．
Ｎ
Ｎ

引

刊

8 222m

m

出土上器

第13号住居跡出土土器観察表

第58図 3～ 17は ,第 13号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。 3～ 6は 無文帯を有

する口縁部片である。 3は 隆線 と沈線が横位に巡 り,単節 LRの縄文が施 されている。 4は 隆線

が横位に巡 り,単節 LRの縄文がいずれも斜位に施 されている。 5は 無節の縄文が浅 く斜位に施

されている。 6は 隆線が横位に巡 り,単節 RLの縄文が斜位に施 されている。

7～ lηよ胴部片である。8,10。 11は磨消帯を有し,7・ 8は単節 LRの縄文が斜位に施されてい

る。 7は なぞりが見 られる。 9。 10は単節 RLの縄文が,11は 無節 Lの縄文がそれぞれ斜位に施

されている。12は 全面に撚 りの細い単節 LRの縄文が斜位に施 され,13～ 15は単節 RLの縄文が

斜位に施されている。13は撚 りの細い縄文である。16は 縄文が横位に認められ,17は 条線文が縦

位に施 されている。

第57図  第13号住居跡実測図

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・焼 成・色 調 備  考

第 58図 森鉢 形 上 器

カロ曽 希」EW
A(322)
B(156)

キ ャ リパ ー 形 を呈 す る胴 部 か ら 口縁 部 に か け て の 土 器
片 で あ る 。 口縁 部 文 様 帯 は 無 文 で ,口 縁 部 直 下 に 1本の

細 い 沈 線 を横 位 に 施 し,胴 部 と区 画 して い る 。 胴 都 文 様
帝 は 単 節 RLが 斜 位 に 施 さ れ て い る 。 口縁 部 内 ・ 外 面 は
横 位 の ナ デ が 施 され て い る 。

砂 粒  長 石

に ぶ しヽ 濯圭色

普 通

ユ0%  3'キ
P74

2

深 鉢 形 土 器

加 曽 利 EW
A(255)
B(220)

月同著Б
`よ

中位 か らケト反 しな が ら立 ち _Lが り, 内管 しなが
ら口縁 部 に至 る。 口縁 部 文 様 桔 は 沈 線 が 口縁 直 下 に巡 っ
て い る と考 え られ る。 胴 部 文 様 帯 は単 飾 LRの 縄 文 が 施
され て い る。 器 内面 は 横 位 の ナ デ が 施 され て い る。

砂 粒 ・ 長 石

に ぶ い褐 色

良 好

30% 22片
P2
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第58図  第13号住居跡出土土器実測図・拓影図
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第14号住居跡 (第 59図 )

本跡は,当遺跡の北東側 A5el区 を中心に確認され,南東側に位置する第 1号住居跡に隣接 し

ている。また,第 2号溝に北側 を掘 り込まれている。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-10° 一Wを指し,規模は推定で長径56m・ 短径48mで

ある◎壁はロームで硬 く,垂直気味に立ち上がっている。床面は平坦で,やや軟 らかいロームで

あり,炉跡の周辺は若千低い。

炉跡は中央に位置し,長径 110cm・ 短径55cmの不整楕円形 を呈 し,床面を皿状に 5～ 10cm掘 り

込んでいる地床炉である。炉内には焼土粒子を微量含む暗褐色土 と極暗褐色土,灰を含む褐色土等

が堆積 し,炉床はレンガ状に硬 く焼けてゴツゴツしている。ピットは 7か所検出され,配列や規

部
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第59図 第14号住居跡実測図



模からPl～ P7が主柱穴 と考えられる。主柱穴は壁 ぎわにほぼ規則的に配列 してお り,規模は長径

40～ 60cm・ 短径35～ 45Cm・ 深さ20～ 30cmである。

覆土は B― Bア のセクション図のように,上層はローム粒子を中量含む暗褐色土,下層はローム

粒子・焼土粒子を少量含む黒褐色土等が,一部の自然堆積 を除いてやや不 自然な堆積の様相 を呈

している。中央にはヤマ トシジミを主体 とした貝層が長径95cm・ 短径80cmの楕円形状に,覆土上

層から中層にかけて15～ 30cmの 厚 さで堆積 している。

遺物は,炉跡の西側の床面 と西側覆上下層・中層を中心に加曽利 E式の土器片763片 ,土器片錘

(第 180図 31)1点 ,土製円板 (第 180図21)1点 ,磨製石斧 (第 187図 32)・ 磨石 (第 188図74)各

1点が出上 している。この中には把手 2点 も含まれ,ま た,阿玉台式上器片や黒浜式土器片が少

量ではあるが覆土上 。中層か ら出土 している。

出土土器

第14号住居跡出土土器観察表 (第 60図 )

第61図 6～ 18は ,第 14号住居跡か ら出上した縄文土器片の拓影図である。 6～ 13は 口縁部片で

ある。 6～ 13は無文帯を有 し, 6～ 8は 口唇部直下に小突起が施 されている。 6は 縄文を維位に

施 した小突起を備え,そ のた右に沈線を巡らしている。胴部は沈線で三角形状の区画文を施 し,

区画内に単節 LRの縄文 を斜位に施 している。薄手の上器片である。 7～ 9は 単節 RLの縄文を

斜位に施 し, 9は 無文帯下に横位の隆線を施 している。10は 横位の隆線を巡 らし,そ の両側にナ

デを施 し,単節 LRの縄文 を横位に施 している。11は撚 りの太い単節 RLの縄文が施されている。

12は無節 Lの縄文,13は 無節 Rの縄文がそれぞれ斜位に施されている。

14～ 18は胴部片である。14は磨消帯と斜位の単節 LRの縄文が施 されている。15～ 18は 全面に

図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第60図

〕

深鉢形土器

加曽利 EⅣ
A(350)
B(301)

胴部上位から口縁部にかけて内彎 している土器片
である。日縁部は無文で,胴 部 との境をなぞりを加
えた微隆線で区画している。胴部文様帯は 2本の微隆線
を伴う幅の狭い磨消の「 U」 字文と逆「U」 字文が施さ
れ,微隆線の両側にはなぞりが見られる。区画内には単
節 LRの縄文が斜位に施されている。日縁部外面はてい

ねいな横位のナデ,日 縁都・胴部内面は横位のナデが施
されている。

砂粒・石英・長石

明赤褐色

普通

片％

７６

２０

Ｐ

2

深鉢形土器

加曽利EⅣ
B(145) 把手をもつ胴部片で,内彎しながら立ち上がっている

把手上端のみ無文で,そ の他は単節 RLの IIB文 が斜位に
施されているが摩減してやや不明瞬である。器面は単節
RLの縄文が斜位に施されているが,一部回転方向を変
えて施文している。胴部内面は横位のナデが施されている。

砂粒・雲母
にぶい赤褐色
普通

片％

７５

‐Ｏ

Ｐ

3

深鉢形土器

加 曽 利 E
B(43)
C 72

底部は平底 を呈 し,胴都は底部から強 く外傾 しなが ら
立ち上がっている。無文の上器で,器外面は横位のナデ
が施 されている。

砂粒・石英・長石

橙色

不良

10% 2片
P161

4

深鉢形土器

加曽不可EⅣ
B(156) 把手の部分である。把手は無文で,日 縁部か ら胴部に

かけて無節 Lの縄文が斜位に施 されているが,一部不明

瞬の ところが見 られる。

砂粒・長石

橙色

普通

5% 3片
P440

5

深鉢形土器
ガロ曽不」EⅣ

B 把手の部分である。把手には無節 Lの縄文が斜位に施
され,胴部は無節 Rの縄文が斜位に施され,把手の付け
根は横位のナデが施 されている。

砂粒

にぶい橙色

普通

片％

４４
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第60図 第14号住居跡出土土器実測図(1)
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第 61図  第 14号住居跡出土土器拓影図(2)

縄文が施 され,15'16は単節 RL,17は 撚 りの細かい単節 LRの縄文が斜位に施 されている。18

は無節 Rの縄文が斜位に施されている。

第15号住居跡 (第62図 )

本跡は,当遺跡の北東端 A5d2区 を中心に確認され,本跡の北東側の一部はエリヤ外にのび調査

できなかった。また,北側は第 1号溝に深 く切 られ,更に,中央からやや北側は第 2号溝に浅 く

掘 り込まれている。

平面形は楕円形で,長径方向はN-34° 一Wを指す ものと推定される。規模 は長径 5.5m。 短径

4.8mほ どと思われる。壁はロームで硬 く締 ま り,南壁はややゆるやかに,西 。南西壁は外傾 し

なが ら立ち上が り,壁高は25～ 30cmである。床面はほぼ平坦で硬いロームである。

炉跡はやや北側に位置し,長径40cm・ 短径35cmの 不整円形を呈 し,床面を皿状に10Cmほ ど掘 り

込んでいる地床炉である。炉内には焼土粒子 を微量含む暗褐色土,焼土粒子微量 と灰 を含む褐色

土等が堆積 し,炉床は硬 く焼けてゴツゴツしている。ピットは 6か所検出され,位置や規模から

Pl・ P4・ P6が主柱穴と考えられる。Plは 壁か らやや内側に,P4・ P6は壁 ぎわに位置 し,規模は



長径30cm・ 短径23～ 28cm・ 深さ30cm内 外である。P3・ P5は 支柱穴と考えられる。P2は直径50cm・

深さ20cmの 規模 を有 し,貝が堆積 している。

覆土はおおむね 4層 から成 り,上層はローム粒子 を微量含む黒褐色土,下層は焼土粒子や貝 を

微量含む黒褐色上が自然堆積の様相を呈している。また,中央か ら北西側の覆土上層か ら下層にか

けてヤマ トシジミを主体 とした貝層が不定形状に堆積 している。

遺物は,床面や覆上下層及び中層か ら加曽利 E式の土器片328片 ,有孔円板 (第 180図 12)1点 ,

及び石器 (第 185図 16他)2点 が出土 している。 これらの中で接合・復元で きた ものはない。

なお,ほ ぼ中央の床面から軽石製浮子 (第 188図 54)が 出上 し,そ の他覆土上層から黒浜式の上

器片や阿玉台式の土器片が少量ではあるが出上 している。

bl

E

01

A 220m
∞

|。

E 21.7m ど上

0              2m

第62図 第15号住居跡実測図

出土土器

第63図 1～ 8は ,第 15号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 1～ 3は 口縁部片で

ある。 1は 口唇部直下から単節 LRの縄文が施されている。 2は 口唇部直下に 1本の沈線を横位

に巡 らし,そ の下に無節 Rの縄文を横位に施 している。 3は 隆帯による楕円文が施され,楕円内

に縄文がわずかに認められる。

4～ 8は 胴部片である。 4～ 7は全面に単節縄文が斜位に施 され, 4・ 5は LR, 6。 7は R

Lの縄文である。 8は 条線文が縦位に施 されている。

Ｅ
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Ｎ
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第63図 第15号住居跡出土上器拓影図

第28号住居跡 (第64図 )

本跡は,縄文時代中期の阿玉台式期の第26号住居跡を調査 している折に,そ の覆土上面か ら土

器埋設炉が検出されたことにより確認されたもので,調査エ リヤ南東側の境界付近の第26号住居

跡 と重複する形でE2f4区 から検出された。また,本跡の北側は古墳時代の第22号住居跡の構築に

よりわずかに掘 り込まれている。

平面形は柱穴の位置等から直径45mほ どの円形 を呈す るものと思われる。壁は重機による表

土除去の際に削平され,壁高等は不明である。床面は重複部分を除いて平坦で硬いロームである。

炉跡は位置的に西側 と思われ,長径50cm・ 短径35cmの 楕円形を呈 し,床面を鉢状に25Cmほ ど掘

り込んだ中に口縁部 と底部を欠損 した加曽利 E期の深鉢形土器の胴部片 (第 65図 1)を埋め込み ,

土器埋設炉 としている。埋設土器は火を受けてやや もろくなってお り,土器内には焼土粒子 ・炭

化粒子・ローム粒子を微量含む暗褐色上が堆積 している。埋設土器の周辺は焼土粒子 を中量含む

赤褐色土やローム粒子・焼土粒子を少量含む極暗褐色土等が堆積 している。ピットは 7か 所検出

され,Pl～ P7が主柱穴と考えられる。P2～ P7は 規則的に配列され,規模は長径23～ 33cm・ 短径

22～ 30cm・ 深さ25～ 53cmで ある。Plは北側に位置 し,P2か らやや離れているP4は 53cmと 最 も深

しヽ。

遺物は,覆土下層を中心に埋設土器 として使用された深鉢形土器の胴部片 (第65図 1)と 加 曽

利 E式上器片162片 及び土器片錘 (第 180図 33)1′点,敲石 1′点,刹片 1フ点そのほかに,黒浜式・

阿玉台式・弥生式及び土師器の上器片が少量ではあるが出土 している。
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第64図  第28号住居跡実測図

出土土器

第28号住居跡出土土器観察表

D 21.3m  」と

0              2m

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第65図

1

深 鉢 形 土 器

カロ曽オVE H
B(97) 胴部は外傾しながら立ち上がっている。日縁都と底部

は欠損している。胴部は幅の狭い磨消帯が垂下し,磨消
帯の間には単節RLの縄文が施されている。内面は剖離
している。

砂粒
にぶい橙色
普通

30% 7片
埋設上器
P77

2

深鉢形土器

加 曽 利 E
B(37)
C(64)

底部は平底を呈し,胴部は底害肋 らヽ外傾しながら立ち上
がっている。IΠ部には単節のRLの縄文が斜位に施され
ている。底部直上は横位のナデが施されている。

粒
色
通

砂
橙
普

10% 1片
P168

3

深鉢形土器

加 曽 利 E
B(50)
C(84)

底部は平底を呈し,胴部は底部から外傾しながら立ち
上がっている。胴部は単節LRの IIB文が斜位に施されて
いる。底部直上は横位のナデが施されている。

砂粒・長石
明赤褐色

普通

10% 1片
P169
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第65図 4～ 15は ,第 28号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 4は橋状把手の一部

分で,把手の内側に沈線が施され,外側から内側に向って凹んでいる。5～ 7は 口縁部片である。

5,6は 隆帯 と沈線による半楕円文や渦巻文で区画され,区画内には単節 LRの縄文が斜位に施

されている。 7は 口縁部に刺突文 と沈線が横位に施 され,口 縁部下位に縦位の撚糸文が施 されて

いる。

8～ 15は 胴部片である。 8～ 13は単節の縄文が施 されている。 8は 横位の隆帯 と単節 LRの縄

文が施され, 9は 蛇行沈線文 と単節 LRの縄文が施 されているのがわずかに認められる。 10・ 11

は単節 RLの縄文が斜位に施され,12は 単節 RLの縄文 と,沈線による曲線が施されている。

13は 沈線を 2本垂下させ,太い撚糸文を斜位に施 している。14は 条線文を縦位に,15は 沈線で格

子状の文様 を施 している。

第65図  第28号住居跡出上土器実

第30号住居跡 (第66図 )

本跡は,当 遺跡の中央部 C4e2区 を中心に確認され ,

平面形は円形を呈 し,長径方向はN-37° 一Eを指 し,

第67号住居跡の19m東側に存在 している。

規模は長径4.9m。 短径4.6mである。壁

i鰯評I鳴∝m

μ

Ｈ

―

‐

測 図
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はロームで硬 く,外傾 しなが ら立ち上がっている。壁高は10～ 20omで,南壁が浅い。床面は平

坦で硬いロームであり,炉の周辺は踏み固め られて硬 く締 まっている。

炉跡はやや南西側に位置し,長径90cm。 短径40cmの 不定形を呈 し,床面を皿状に12cmほ ど掘 り

込んでいる地床炉である。炉内には焼土粒子 を多量含む暗赤褐色土 と,焼土粒子を少量含む暗褐

色土等が堆積 し,炉床は硬 く焼けている。ピットは 7か所検出され,配列や規模からPl～ P7が主

柱穴と考えられる。主柱穴は壁に沿ってほぼ規則的に酉己列 され,規模は長径30～ 50cm・ 短径20～

35Cm・ 深さ25～ 40cmである。

覆土はかな り攪乱を受けているが,お おむね 1～ 2層 か ら成 り,上層か ら下層にかけてローム

粒子を微量含む褐色土 と,ロ ーム粒子・焼土粒子 を微量含んだ色調に若千の相違のある暗褐色土

が堆積 している。

遺物は,床面や覆上下層か ら加曽利 E式の上器片11片 ,磨石 1点が出土 し,覆土上層からは黒

浜式の土器片 8片が出土 している。なお,こ れらの上器片で接谷・復元できたものはなかった。

式
A 22.2m                      

‐

第66図  第30号住居跡実測図

（∞

Ｅ

ｓ
ヽ

Ｎ

Ｉ
剣
―

Ｅ

Ｎ
．
Ｎ
Ｎ
　

，ヽ
―

判

Ｅ

Ｎ
．Ｎ
Ｎ

劇

刊
マ

〕

Ξ::ことくこ募レ;:fi1220m
O

出上土器

第67図 1～ 3は ,第30号住居跡から出上した縄文土器片の拓影図である。 1は 回縁部片で, ロ

唇部直下 と口縁部下位に 2本の沈線を横位に施 し,そ の間に 2列の刺突文 を交互に施 している。
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聾凄VI緯胤鯵β
3

2。 3は胴部片で,磨消帯を有 し,単節 R

Lの縄文がそれぞれ斜位に施 されている。

O          Scm

-第87図 第30号住居跡出土上器拓影図

第35号住居跡 (第68図 )

本跡は,当遺跡の中央部 D3c5区 を中心に確認され,調査エリヤの南東側境界に存在 し,本跡の

南東側約半分はエ リヤ外のため調査できなかった。本跡の北側に位置する縄文時代中期加曽利 E

期の第47号住居跡 と重複 し,本跡が掘 り込んでいることから本跡の方が新 しい時期の住居跡 と

判明したが,南西側に位置する縄文時代中期の第48号住居跡 との新 旧関係は不明である。

平面形は調査した部分から判断して円形を呈するものと思われる。長径方向は不明であるが,

最大径は4.8m前後を有するものと思われる。壁はロームで硬 く,ゆ るやかに立ち上がっており,

壁高は10～ 20cmである。床面は平坦で全体的に硬 く,特に壁周辺を除いて踏み固められて硬 く締

B 22.Om B'

／

／

C 22.Om C'

銘

第68図  第 35・ 48号住居跡実測図
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まっている。

炉跡は確認できなかった。ピットは 3か所検出され,位置や規模からPl～ P3が主柱穴と考えら

れる。Plは壁 ぎわに,P2と P3は 壁のやや内側に双円状の形で検出されている。各ピットの規模

は長径36～ 44cm・ 短径32～ 40cm。 深さ84～ 88cmである。

覆土はローム粒子 を微量含む暗褐色上が堆積 している。

遺物は,北西壁 ぎわのほぼ床面から半完形の深鉢形土器 (第 69図 1)ん 逆ヾ位の状態で出土 した

ほか,北壁の覆上下層か らぐい呑み状の小形土器 (第69図 2)が斜位の状態で出上 している。そ

のほか,土器片530片 ,土器片錘 (第 180図 34～ 38)5点 ,石製円板 (第 188図 60)1フミ,石器 (第

187図 35他)7点 が出土 している。なお,覆土上層の遺物 として茅山・黒浜式の上器片少量,阿

玉台式土器片78片が出上 している。

出土土器

第35号住居跡出土土器観察表

第69・ 70図 3～ 28は ,第 35号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。 3～ 16は 口縁部

及び胴部にかけての上器片である。 3～ 5は 口縁部に隆帯 と沈線による楕円文,長楕円文,及び

渦巻文の区画を施 し,区画内に単節の縄文が施されている。 3は LR, 4。 5は RL, 5の 胴部

はLRである。 6は 口唇部直下から沈線による逆「U」 字文で区画され,区画内に単節 RLの縄文

が施 されている。 7は 2列 の刺突文 と 1本の沈線が施され,胴部に単節 LRの縄文が維位に施さ

れている。 8は 2本の沈線の間に刺突文が施 され,単節 RLの縄文が維位に施されている。 9は

口唇部直下に 2本の沈線が横位 と縦位に施され,縄文が斜位に認められる。10は 無文帯を有 し,

胴部は LRの縄文が斜位に施 されている。11は 2列 の刺突文 と1本の沈線が横位に施され,胴部

は撚糸文が縦位に施されている。12は隆帯 と沈線による楕円文で区画され,区画内には縦位の撚

糸文が施されている。13は 条線文が斜位に施 され,14・ 15は 口唇部直下か ら単節の縄文が施 され

ている。14は撚 りの細いRLが密に,15は LRがそれぞれ斜位に施 されている。16は 波状口縁を

呈 し, 2列の刺突文が横位に施されているだけである。

17～ 28は 胴部片である。17は LRL,18は RLRの複節の縄文が斜位に施され,磨消帯を有 し

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・娩成・色調 備  考

第69図

1

深鉢形土器
方日曽希」E II

A215
B(135)

胴部はやや外傾しながら立ち上がり, 日縁部は内留し
ている。日縁部文様帝は隆帯と沈線による6単位の楕円
文で構成され,区画内には単節 RLの縄文が雑に施され
ている。胴部文様帯は単節 RLの縄文を地文とし,小さ
い「HJ字 ,「 UJ字 ,及び幅の狭い垂下する磨消帯を
施している。器内面は横位のナデが施されている。

砂粒 。長石
にぶい赤褐色
良好

35% 7片
P5

2

ミニュチア
土   器
加曽利 EⅢ

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,胴部は底部から垂直気味に立ち上
がり, 日縁部に至る。日縁部文様帯は口唇直下力潔文全
その下側に 2本の沈線を横位に施し,その間に 1列の刺
突が施文されている。胴部文様帝は単節 LRの縄文を地
文として施し,そ の上に 5単位の沈線による逆「 U」 字
文を施している。更に胴部下位には波状の沈線が周回し
ている。内面は横位のナデが施されている。

砂粒 。長石
にぶい橙色
良好

100% 完形
P79
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第89図 第35号住居跡出土土器実測図・拓影図(1)
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ている。19～ 22は 単節 LRの縄文が斜位に施 され,19～ 21は 磨消帯を有 している。23～ 25は撚糸

文が縦位に施 され,23は 磨消帯を有 している。24・ 25は沈線を施 し,25は 深 く施文されている。

26・ 27は磨消帯が垂下 し,26は 無節 Lの縄文,27は無節 Rの縄文がそれぞれ斜位に施されている。

28は 有孔鍔付土器片で,外面は赤彩されている。

第38号住居跡 (第 71図 )

本跡は,当遺跡の中央C3h8区 を中心に確認され,第 43号住居跡の 3m東側に存在 している。本

跡は南側 と東側に位置す る縄文時代中期 の阿玉台期 の第50・ 60号住居跡 と,北側に位置する第

57号土坑が埋没した後構築されたものと思われる。また,南東側は第11号土坑に掘 り込 まれ,南

側で第92・ 94号上坑 と重複 しているが,第 92。 94号土坑 との新旧関係は不明である。

平面形・規模 。長径方向については不明であるが,検出された炉跡や柱穴の位置から判断すれ

ば,長径6.8m・ 短径6.3mの 円形を呈するものと推定される。壁は重機による表土除去の際削平

されて残存 しない。床面は他遺構 と重複 している部分 を除いてほぼ平坦で,硬いロームである。

炉跡はピットの配列から推察すると,ほ ぼ中央部に位置するものと考えられる。形状は第11号

土坑に掘 り込まれて半月状を呈 しているが,本来は直径40cm前 後の円形を呈する炉 と考えられる。

残存する炉跡は,床面を皿状に20cmほ ど掘 り込んだ地床炉であ り,炉内には焼土粒子・ローム粒

子 を微量含む褐色土 と暗褐色土等が堆積 し,炉床はレンガ状に硬 く焼けている。ピットは 7か所

検出され,配列や規模からPl～ P7が主柱穴 と考えられる。主柱穴はほぼ規則的に配列され,規模

は長径50～ 80cm・ 短径40～ 70cm。 深さ50～ 80cmである。P5'P6は 中ほどから段状を呈 している。

遺物は,炉内 。覆土下層 。第11号土坑から加曽利 E式の深鉢形土器片が出上し,接合・復元で

きたのが第72図 1の上器である。また,覆土下層から土器片481片 ,土製円板 (第 180図24)1点
,

及び磨石 1′点,覆土上層から阿玉台式上器片83片・黒浜式土器片22片 も出土 している。

第70図  第35号住居跡出土上器拓影図(2)
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ＳＫ‐‐第71図  第38号住居跡実測図

出土土器

第38号住居FTI出 土土器観察表

0               2m

ー

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第72図

1

深鉢形土器

加曽利 EⅢ
B(165) 胴部下位から内彎しながら立ち上がっている。胴都は

磨消帯が垂下し,磨消帯の間にはRLの撚糸文が施され
ている。

砂粒・長石・石英
橙色 普通

片％

８０

‐５

Ｐ

第72図 2～ 16は ,第 38号住居跡から出上した縄文土器片の拓影図である。 2～ 9は 口縁部片で

ある。 2・ 3は 隆帯と沈線による半楕円文と楕円文で区画され,区画内には単節の縄文がそれぞ

れ斜位に施されている。 2は RL, 3は LRである。 4～ 8は刺突文が施され, 4～ 6は 2列施

されている。 4は 口縁部に沈線が横位に施され,胴部には横位の磨消帯と,単節RLの縄文が斜

位に施されている。 5は撚糸文が維位に施されている。 7は 2本の沈線の間に 1列の刺突文が施

され, 8は 1列 の沈線と,その下側に連続「ヨ」の字文が施されている。胴部は無文である。 9

は 2本の沈線が横位に施され,沈線下に,単節 RLの縄文が斜位に施されている。

10～ 16は胴部片である。10～ 12は磨消帯が施 され,単節 RLの 縄文が斜位に施されている。

13は磨消帯が横位に認められ,単節RLの縄文が縦位に施されている。14は単節RLの縄文が斜

位に施されている。15'16は 昔利系の土器片で,断面三角形の隆帝が垂下 し,条線文が縦位に施

されている。
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第42号住居跡 (第73図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央部 D3a2区 を中心に確認 され,第 43号住居跡の 5m南西側に存在 し

ている。本跡の西側の床面は,第 16号土坑に切 られている。

平面形は円形を呈 し,長径方向はN-55° 一Eを 指 し,規模は長径45m・ 短径 4mである。壁は

ロームで硬 く,東壁や南東壁は垂直に,北壁・西壁はゆるやかに立ち上がっている。壁高は 5～

13cmで,全体的に浅い。床面はほぼ平坦で硬いロームであり,炉跡の北側 と東側の一部は硬 く締

まっている。

炉跡は中央に位置 し,西側半分が第16号土坑に掘 り込まれている力丸 長径30cmほ どの楕円形を

呈するものと思われる。炉は床面を皿状に10cmほ ど掘 り込んだ地床炉 と推定され,炉覆土は焼土

粒子 を多量に含む暗褐色土 と, ローム粒子を中量 。焼土粒子を微量含む暗褐色上が堆積 し,炉床

-94-



はレンガ状に硬 く焼けている。ピットは 8か所検出され,配列や規模からPl・ P2・ P4・ P6～ P8

が主柱穴 と考えられる。主柱穴は壁ぎわにほぼ規則的に配列 され,規模は長径32～ 80cm。 短径30

～50Cm・ 深さ60～ 80cmでラらる。 P6は 長径80cm・ 短径50cm。 深さ80cmと 太 く深 く, しっか りした柱

穴である。P3と P5は P4の支柱穴 と考えられ,30～ 40cmの 深さである。

覆土は遺構確認の段階でやや削平 しすぎ, 4～ 12cmの厚さで, 7～ 9層 から成っている。中央

部はローム粒子少量・炭化粒子微量・焼土粒子・焼土小ブロックを中量含む暗褐色土,壁 ぎわは

ローム粒子・焼土粒子を微量含む褐色土 と,ロ ーム粒子多量・焼土粒子微量含む褐色上等が堆積

している。

遺物は,床面全域や覆土下層から加曽利 E式の上器片44片が出土 したが,殆 ど接合できなかっ

た。そのほか,阿玉台式上器片 2片 ,黒浜式上器片 2片 が覆土中か ら出上している。

γ
一ぃ

Ｅ

い

Ｐ
Ｎ
　

Ａ
Ｉ

判

E 214m ―ど三二

SK 46肝わ

第73図  第42号住居跡実測図

出土土器

第74図 1～ 8は ,第42号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。1～ 5は 口縁部片で

ある。 1は 隆帯 と沈線によって長楕円形に区画されるものと思われ,区画内には単節 LRの縄文

が斜位に施 されている。 2～ 4は 2列 の刺突文が横位に施されている。 2は無節 Lの撚糸文が縦

位に施され,刺突文の下側に 1本の沈線 と連弧文が認められる。 3は刺突文の下側に 1本の沈線

と無節 Lの撚糸文が縦位に施されている。 4は 口唇部から少 し離れた位置に刺突文が施されてい

A 215m
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第74図

る。 5は 隆帯 と沈線文が施 され,縄文がわずかに窺える。

6～ 8は 胴部片である。 6。 7は 磨消帯で区画 され, 6・ 7と も単節 LRの縄文が斜位に

認められ= 6は 摩減 している。 8は両 lFlに なぞりを有する隆帯で区画され,区画内には撚 りの細

い単節 LRの縄文が斜位に施 されている。

第43号住居跡 (第 75図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央 C3h4区 を中心に確認され,第 46号住居跡の 2m東狽1に存在している。

北壁 と北東壁は第44・ 45号土坑に掘 り込まれている。

平面形は円形を呈 し,長径方向はN-30° 一Eを 指 し,規模 は長径 77m。 短径 7mと 当遺跡に

おける縄文時代の住居跡の中では最大規模 を有 している。壁はロームで硬 く,外傾 しながら立ち

上がってお り,壁高は10～ 17cmで ある。床面はほぼ平坦で,全体的に硬いロームであるが,炉跡

の北西側に凹凸状の硬 く締まった部分が存在する。

炉跡は中央に位置 し,長径 190cm・ 短径140cmの不整楕円形を呈 している。炉は床面を皿状に20

Cmほ ど掘 り込んだ地床炉で,炉跡も大形である。炉内には焼土粒子 を多量含む赤褐色土 と,焼土

粒子を多量・ローム小ブロックを少量含む極暗褐色土,及び焼土粒子 を少量・ローム粒子を中量

含む暗褐色土等が堆積 している。炉床はレンガ状に硬 く焼け,炉床の中心はやや東側 となってい
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る。ピットは12か所検出され,非常に分いピット数である。全体的に見てPiOが やや内側に位置

し,そ の他は壁 ぎわに酉己ア1さ れている。主柱穴はPl・ P2・ P4° P5・ P7・ P9・ P12と 考 えられ ,

規模は長径70～ 100cm・ 短径60～ 80cm・ 深さ70～ 110cmで ある。P3・ P6・ P8・ PiO・ Pllは 本 跡 に

伴わないものと考えられる。

覆土は中央部がローム粒子少量・炭化粒子 を微量含む暗褐色土,ロ ーム粒子を多量含む暗褐色

土,壁 ぎわにはローム小ブロックを少量含む褐色土が堆積 している。

遺物は,炉内と炉の周辺の床面及び北壁 と南壁 ぎわの覆上下層から加曽利式E式の上器片が493

片のほか,土器片錘 (第 180図 42～ 46)5′点,石器 (第 187図 38他 )3′く, 阿玉台式上器片76片

及び黒浜式土器片25片が覆土中から出土している。なお,石器の中では,磨製石斧がP3の覆上下

層から,凹石がP4の 覆土中層から出土 している。大形の住居跡にしては遺物量が少ない。

出上土器

第43号住居跡出土上器観察表

第76・ 77図 4～ 25は ,第 43号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。 4～ 12は 口縁部

及び胴部にかけての上器片である。 4～ 7は隆帯 と沈線による楕円文,長楕円文,及び円文で区

画され, 4は 区画内に単節 RLの縄文が斜位 に施 されている。胴部 は幅の広 い磨消帯によっ

て区画され,区画内には単節 RLの縄文が斜位に施されている。 5～ 7は単節 RLの縄文が斜位

に施されている。 7は 口唇部に沈線が施されている。 8は 口縁部直下に 1列の刺突文 と2列の沈

線が横位に施され,単節 RLの縄文が斜位に施されている。 9は 2本の沈線間に単節 RLの縄文

が施 され,胴部は磨消帯によって区画 され, 区画内に単節LRの縄文が斜位に施されている。

10は 口唇部直下から撚 りの大い単節 LRの縄文が粗雑に斜位に,11は 単節 RLが斜位に施されて

いる。12は有孔鍔付土器片で,胴部に磨消 して渦巻文が施され,縄文がわずかに窺える。

13～ 25は 胴部片である。 13～ 21は 磨消帯で区画 され,区画内に13～ 16は単節 RLの縄文が

いずれも斜位に施されている。14に は沈線 も認められる。17～ 20,23は単節 LRの縄文が斜位に

施され,21は複節RLRの縄文が斜位に施されている。 24は磨消帯を有 し,維位の撚糸文が地され,

25は 条線文が維位に施されている。

図 版 番 号 器  種 法 畳 (Cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・焼 成・色 調 備  考

第 76図 深 鉢 形 上 器

加 曽 利 EШ
A(358)
B(155)

口縁 部 は 胴 部 上 位 か ら緩 く外 傾 しな が ら立 ち上 が り ,

口縁 音隅と胴 著隅1よ 1本の 隆 起 線 に よっマf区画 さ″■て 乾ヽ る 。 月同

部 は 中 位 か ら 内 彎 し なが ら立 ち上 が って 口縁 部 に 至 る 。
胴 部 は 中 位 以 下 は 欠 損 して い る 。 口縁 部 は 無 文 で ,口 縁

下 に 隆 起 線 を配 し,その 両 側 に は な ぞ りが 加 ぇ られ て い る。

胴 部 は 単 節 LRの 縄 文 が 斜 位 に 施 さ れ て い る。口縁 部 内・

外 面 ,胴 部 上 位 に 横 位 の ナ デ が 施 さ れ て い る。

砂 粒

に ぶ い橙 色

良 好

20% 1舟
P82

深鉢 形 土 器

加 曽 利 E
Ｂ

Ｃ

底 部 は 平 底 を呈 し,胴 部 は 外 傾 し な が ら立 ち上 が っ て
い る 。 胴 部 は 幅 の 狭 い磨 消 帯 が 垂 下 し,磨 消 常 の 間 に は

単 節 LRの 縄 文 が 斜 位 に 施 さ れ て い る 。 内 ・ 外 面 は や や

摩 耗 して い る 。

石 英粒

色

通

砂

橙

普

20% 2片
P183

3

深 鉢 形 土 器

加 曽 利 E
B (43)
C (9 0)

底 部 は平 底 を呈 し,胴 部 は大 き く外傾 しなが ら立 ち上
が って い る。 胴 音焉

`こ

イよ単 節 LRの 縄 文 が斜 イ立に施 さ /Lて
い る。

砂 粒

に ぶ い 橙 色

普 通

10%  1片
P184
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第45号住居跡 (第 78図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央 D3c4区 を中心 に確認 され,第 43号住居跡の14m南側に存在 してい

る。第75,76号土坑に北側 と西側 を掘 り込み,第 301,302号 土坑 と南側の床面は重複 している

が,本跡 と後者 との新旧関係は不明である。

平面形はほぼ円形を呈 し,長径方向はN-55° 一Eを 指 し,規模は長径54m・ 短径48mである。

南壁はほぼ垂直に,そ の他の壁はゆるやかに立ち上が り,壁高は 5～ 15Cmと 浅い。床面はほぼ平

坦で硬いロームを呈 し,炉の周辺は踏み固められて硬 く締まっている。

炉跡は中央に位置し,長径72cm・ 短径60cmの 不整円形を呈 している。炉は床面 を皿状に10cmほ

ど掘 り込み,更に,炉跡の南西部 を20cm掘 り込んでいる中に, 口縁部 を欠いた加曽利 E式の深鉢形

土器 (第 79図 2)を埋め込み,土器埋設炉 としている。埋設土器は火を受けて もろくなっており,

土器内には焼土粒子を中量含む灰白色土や, ローム粒子を少量・焼土粒子 を微量含む暗褐色土が

充満 している。土器の外側は焼土粒子 を中量含む灰褐色土や,焼土粒子を多量含む褐色土等が堆

-100-



積 し,炉床はレンガ状に硬 く焼けている。ピットは 9か所検出され,配列や規模からPl・ P3° P5

・P6・ P7・ P9の 6か所が主柱穴と考えられる。主柱穴は壁ぎわや壁近 くに配列され,規模は長

径40～ 70cm・ 短径35～ 50cm。 深さ70～ 80cmである。P4は P3の支柱穴と考えられ,P2・ P8は 深さ

10Cmと 浅 くその性格は不明である。

覆土は遺構確認の際の削平により厚さ5～ 15cmで ある。壁ぎわはローム粒子多量・焼土粒子を

微量含む黒褐色土と,ロ ーム粒子少量 。ローム小ブロックを微量含む暗褐色土等が堆積している。

また,本跡の中央部か らヤマ トシジ ミを主体 とした貝層が検出されたと貝層は長径170cm・ 短径

80cm・ 厚さ30cmに わたっており,楕円形を呈する形で堆積している。そのほか,長径60cm・ 短径

30cmの不定形と,長径30cm・ 短径20cmの楕円形を呈する貝層が,中央からやや西側の覆土上層に
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も検出されている。

遺物は,炉内の南側から,埋設土器 として使用 した加曽利 E式のほぼ完形の深鉢形土器 (第79

図 2)が破片で出土した。半完形に復元できた深鉢形土器 (第 79図 1)や ,加 曽利 E式土器片

495片 のほか土器片錘 (第 180図 48～ 55)8点 と石器 (第 192図 179他)5点 が覆上下層か ら出土

している。そのほか阿玉台式土器片30片,黒浜式土器片37片 が覆土上層から出上 している。

出土上器

第45号住居跡出土土器観察表

第79・ 80・ 81図 9～ 28は ,第 45号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 9は 口縁部

から胴部にかけての上器片である。口縁部は隆帯 と沈線による半楕円文で区画され,区画内に複

節RLRの縄文が斜位 に施 されている。胴部 は磨消帯によって区画 され,区画内に複節RLR

の縄文が斜位や維位 に施 されている。10～ 19は 口縁部片である。10は 隆帯 と沈線による半楕円

三角文で区画され,区画内に複節RLRの縄文が斜位 と維位に施 されている。11は 隆帯 と沈線に

よって作 られた渦巻文によって長方形状に区画され,区画内に単節 RLの縄文が斜位に施されて

いる。12は はしご状の沈線が横位に,縄文が縦位に施され,胴部は単節 LRの縄文が斜位に施さ

れている。13は単節 RLの縄文 を斜位に施 し,上・下に沈線を有 している。14は 口縁部に 3本の

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第79図

1

深鉢形土器

加曽利 EH
A(333)
B(265)

胴部は中位か らやや外傾 しながら立ち上が り, 日

縁部に至 る。日縁部文様帯は隆常による 3単位の桔
円文で区画されるものと考えられ,区画内には単節LR
の縄文が斜位に施されている。胴部文様常は両側に沈線
を有する隆帯で日縁部と胴部を区画し,胴部は 3本の縦
位の沈線によって 3単位に区画され,区画内には単節 L
Rの縄文が斜位に施されている。内面は摩滅している。

砂粒・長石
暗褐色
普通

30% 16片
P7

2

深鉢形土器

カロ曽示JE H
B(235)
C 85

胴部は平底の底部か らやや外傾気味に立ち上がってい

る。胴部上位か ら口縁部は欠損 している。胴部は一面に

単節 LRの縄文が斜位 と一部維位に施 され,夏 に中位に
2本の沈線 と2本の波状沈線が 2段施 されている。底部
直上の外面 と内面は横位のすデが施 されている。

粒
色
好

砂
橙
良

70% 6片
P8

3

深鉢形土器

加曽利 EH
B(105)
C 64

底部は平底 を呈 し,胴部は底部から内脅気味に立ち上
がっている。胴部には単節 LRの撚糸文が維位に施され
更に中位に 3本の沈線が周回している。

砂粒・石英

暗赤褐色

普通

30% 9片
P187

4

深鉢形土器

加 曽 利 E
B(80)
C102

底部は平底を呈 し,胴部は底部から外傾 しなが ら立ち
上がっている。胴部には単節 LRの縄文が斜位に施 され
ている。

砂粒・雲母・石英

褐色

普通

10% 1片
P188

5

深 f・h形土器

加 曽 利 E
B(58)
C 97

底部は平底を呈 し,胴部は底部か ら外傾 しながら立ち
上がっている。胴部には単節 LRの縄文が斜位に施され
底部直上は横位のナデが施 されている。

砂粒 。長石
桂色
普通

10% 1片
P193

6

深鉢形土器

加 曽 利 E
B(103)
C 90

底部は平底を呈 し,胴部は底部から外傾 しながら立ち
上がっている。胴部は単節 LRの縄文が斜位に施されて
いる。器面はやや摩耗 し,胴部内面はナデが施 されてい

る。

砂粒・長石

にぶい赤褐色

良好

20% 2片
P83

7

器
Ｅ

上
利

形
曽

鉢
加

(30)
90

Ｂ

Ｃ

底部は平底 を呈 し,胴部は底部から強 く外傾 しなが ら
立ち上がっている。胴部には撚糸文がわずかに窺える。
底部直上はナデが施 されている。

砂粒・長石

橙色

普通

10% 3片
P187

8

深鉢形土器

加 曽 利 E
B(45)
C 82

底部は平底を呈し,胴部は底部からやや外傾しながら
立ち上がっている。胴部には幅の狭い磨消帯が窺え, ま
た,単節RLの縄文が斜位に施されている。底部直上は
横位のナデが施されている。

砂粒・長石
にぶい桂色

普通

15% 1片
P194
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第79図 第45号住居跡出土土器実測図・拓影図(1)
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第80図 第45号住居跡出土土器拓影図(2)



蜘

第31図  第45号住居跡出土土器拓影図(3)

沈線が横位に施され,胴部は無節 Lの撚糸文が縦位に施 されている。15は 沈線が窺え,沈線で区

画するものと思われる。区画内には単節 LRの縄文が縦位に施 され,16は 口唇部直下から単節 L

Rの縄文が斜位に施 されている。17は 口縁部が隆帯 と沈線によって長方形状に区画され,区画内

には条線文が縦位に施 されている。胴部 も条線文が縦位に施され,「″へ 」状の沈線が認められる。

18は 沈線が維位 と横位に雑に施 されている。19は浅鉢形土器の波状口縁部で,波頂部に凹みを有

し, 口唇部直下の内イ員」に 2本の沈線が施 されている。無文である。

20～ 28は 胴部片である。20～ 23は 磨消帯によって区画 され,20。 21は 単節 LR,22は単節

RL,23は 複節 RLRの縄文がそれぞれ斜位に施 されている。24は 3本の垂下する沈線によって

区画され,区画内に複節RLRの縄文が斜位に施 されている。25は単節 RLの縄文が斜位に,26

は非常に細い撚糸文が斜位に,27は 無節 Lの撚糸文が縦位に施 されている。28は 条線文が縦位に

施され,そ の上に, 2本 1組の沈線文が垂下 と蛇行 をしている。

第46号住居跡 (第82図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央部 C3i2区 を中心に確認され,第43号住居跡の lm西側に存在してい

る。西側で第23号 フラスコ状土坑 と重複 しているが,本跡は土坑が埋没した後に構築 されたもの

と思われる。また,北側は第21号土坑に掘 り込まれている。

平面形は円形を呈 し,長径方向はN-29° 一Wを指 し,規模は長径6.2m。 短径58mである。壁

はロームで硬 く,西壁はゆるやかに,そ の他の壁は垂直気味に立ち上が り,壁高は10～ 20cmであ

る。床面は平坦で硬いロームであ り,炉跡の周辺は踏み固め られて硬 く締まっている。
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炉跡はやや南東側に位置 し,長径 100cm・ 短径90cmの不定形 を呈 し,床面を10cmほ ど掘 り込ん

だ地床炉である。炉内には焼土粒子を中量含む暗褐色土 と,焼土粒子・焼土小ブロック・ローム

小ブロックを中量含む暗赤褐色土が堆積 し,炉床はレンガ状に硬 く焼けて若千凹凸している。ピ

ットは 9か所検出されたが不規則で,い ずれが主柱穴であるか判断できなかった。なお,炉跡ぎ

わのP3・ P4の規模は長径50cm・ 短径40～ 50cm。 深さ120～ 130cmである。P3・ P4以 外のピットの

規模は,長径20～ 55Cm。 短径 15～ 40cm・ 深さ30～ 40cmである。

覆土はローム粒子中量 。焼土粒子を微量含む暗褐色土 と,ロ ーム粒子少量・焼土粒子・炭化粒

子を微量含む暗褐色土,及び壁ぎわのローム粒子を少量含む暗褐色土がほぼ自然堆積の様相 を呈

している。
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遺物は,炉の南側の覆土下層を中心に加 曽利 E式の土器片が164片 ,石器 (第 190図 147他 )7

点が出土しており,そのほか少量の阿玉台式土器片,黒浜式上器片が覆土上層から出上 している。

出土土器

第48号住居跡出土土器観察表

第83図 3～ 10は ,第46号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。 3～ 6は 口縁部片で

ある。 3・ 4は 波状を呈 している。隆帯による渦巻文,沈線による楕円文や半楕円文で区画され,

区画内には単節 LRの縄文が斜位 に施 されている。胴部は 3が無文 で, 4は 磨 消帯 と縄文が

わずかに認められる。 5は 口縁部に 2列の刺突文 と沈線が横位に施 され,胴部には撚糸文が縦位

に窺える。 6は 2本の沈線の間に撚 りの細いRLの縄文が施されている。

7～ 10は 胴部片である。 7～ 9は 磨消帯によって区画され, 7は 単節 LRの縄文が斜位に,

8は単節 RLの縄文が斜位に施 されている。 9は無節 Lの縄文が斜位に,10は 無節 Rの縄文が浅

く斜位に施 されている。

第47号住居跡 (第84図 )

本跡は,当遺跡の中央部 D3b6区 を中心に確認され 第43号住居跡の12m南 東側に存在している。

南東側約半分はエ リヤ外のため調査できなかった。南西側は縄文時代 中期の加 曽利 E期 の第35

号住居跡に切 られてお り, また,第 33・ 51号土坑 とも重複 しているが,土坑 との新 旧関係は不明

である。

平面形は残存部から最大径58mを 有する楕円形か円形を呈するものと思われる。なお,長径方

向は不明である。壁はロームで硬 く,北壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面はほぼ平坦で,全体的

に硬いロームであり,中央に近い内側部分が踏み固められて硬 く締まっている。

炉跡は検出できなかった。ピットは 2か所検出され,位置や規模からいずれも主柱穴 と考えら

れる。主柱穴は壁ぎわに位置 し,規模は長径50～ 70cm・ 短径40～ 60cm・ 深さ75～ 80cmで,太 くし

っか りしたものである。

覆土はほぼ 6層から成 り,中央部はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・貝を微量含む黒褐色土

と,ロ ーム粒子・焼土粒子・貝を微量含む黒褐色土,及びローム粒子・焼土粒子 を微量含む壁ぎ

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第83図

1

深鉢形土器
カロ曽不」E]

A(295)
B(248)

胴部は下位で一度軽 く内彎気味に立ち上った後,中位
で外反し, 日縁部はやや内彎している。胴都下位及び底
部は欠損している。内・外面は全体的に摩耗し,文様は
やや不明瞭である。日縁部文様帯は隆帯と沈線による渦
巻文と長楕円文で構成されている。区画内には単節LR
の縄文が施されている。胴部文様常は幅の狭い磨消帯が
垂下し,磨消帯と磨消帯の間には単節RLの縄文が施さ
れている。

砂粒・雲母 。長石
によい橙色

普通

30% 11片
P137

2
浅鉢 形 土 器 A(260)

B(125)
C 75

底部は平底を呈し,胴部は底部から直線的に強く外傾
し, 日縁著卜はわずかに外反しながら立ち上がっている。
文様は撚 りの粗い縄文が斜位と純位に施されている。

色
粒
灰
好

砂
褐
良

30% 1片
P84
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第84図 第47号住居跡実測図

わの黒褐色土がおおむね自然堆積の様相を呈 している。また,エ リヤ境界付近の覆土上層にヤマ

トシジミを主体 とした貝層が 2か所堆積 している。

遺物は,北西壁ぎわの覆上下層から加曽利 E式の深鉢形土器の口縁部が,北壁 ぎわの床面 と北

側の覆上下層か ら土器片が208片 出土 している。そのほか北西側の覆上中・下層から,上器片錘

(第 180図 56～ 62)7点,磨石 1点 がそれぞれ出土 している。なお,覆土上層から阿玉台式上器

片 9片 と黒浜式上器片 8片が出上 している。

出土土器

第47号住居跡出土土器観察表
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引
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二

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第85図

1

深鉢形土器
カロ曽不J E II

A(30.5)
B(235)

胴部は下位から軽く外反し,波状を有する日縁都は内
彎気味に立ち上がっている。器面は単飾RLの撚糸文を
地文として維位に施されている。口縁部文様帯は回縁直
下に 2本 と3本の沈線が施され, 2本 の沈線間にはキザ
ミロを付けている。胴部文様帯は 3本の連弧文と逆「U」

字文が器面に施されている。

砂粒・長石

にぶい橙色

良好

20%  9岩‐

P85

-109-



脚
〃
脇

軸
0              10Cm

第85図 第47号住居跡出土上器実測図・拓影図
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第85図 2～ 23は ,第47号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 2～ 9は 口縁部片で

ある。 2～ 4は 隆帯 と沈線による楕円文で区画され,区画内には単節の縄文が斜位に施 されてい

る。 5は 渦巻文が 1対施されている。 6は 2列の刺突文が横位に施 され,胴部は一部系」離 してい

る。 7は 口縁部直下から単節 RLの縄文が縦位に,8は沈線の下方に条線文が縦位に施されている。

9は 口唇部が欠損 しているが, 2列 の刺突文が相互に加えられ,そ の下側に 1本の沈線が横位に

施されている。胴部は無節 Rの撚糸文が縦位に,更に,そ の上に 3本の沈線による連弧文が施さ

れている。

10～ 23は 胴部片である。10は 厚手で,口 縁部 と胴部は隆帯 とその両側の沈線によって区画され

胴部には単節 RLの縄文が斜位 に施 されている。11～ 16は 磨消帯 によって区画 され,11～ 14

は単節 LRの縄文が斜位に施 されている。15は単節 RLの縄文が斜位に,蛇行沈線文が縦位に施

されている。16は 無節 Rの縄文が斜位に施されている。17～ 19は 単節 LRの縄文が斜位に施され

ている。20～ 22は撚糸文が維位に施 され,20は 無節 Rの撚糸文が施 され,連弧文の一部 も認めら

れる。21は 2本の沈線文が横位 と維位に施され,更に,無節 Lの撚糸文が施 されている。23は 条

線文が維位に施されている。

第48号住居跡 (第68図 )

本跡は,当遺跡の南東側エ リヤ境界付近のD3d5区 に確認され 第45号住居跡の 3m東側に存在

している。北東側では縄文時代中期の加 曽利 E期 の第35号住居跡 と重複 しているが,本跡 との

新旧関係 を明確にすることはできなかった。なお,本跡の大部分がエ リヤ外に存在するため,調

査 した部分はほんの一部分である。したがって形状・方向 。規模等不明である。

壁はロームで硬 く,ややゆるやかに外傾 しながら立ち上が り,壁高は20cmである。床面は平坦

で硬 く締まったロームである。

炉跡は調査部分から検出されなかったが,長径50cm。 短径40cm・ 深さ120cmの ピッ トが 1か所

壁ぎわから検出された。

覆土は,ロ ーム粒子 を微量含む暗褐色上が堆積 している。

遺物は,覆土下層を中心に加曽利 E式の上器片が25片 出上 し,そ のほか,覆土上層か ら阿玉台

式上器片 9片 ,黒浜式上器片 3片が出上 している。

出土土器

第86図 1～ 5は ,第48号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。 1は 口縁部片で,口

唇部直下に小さな刺突文が 2列横位に施 され,そ こから2本の沈線が垂下 している。単節 LRの

縄文が斜位に施されている。

2～ 5は胴部片である。 2は 隆帯 と沈線によって区画され,区画内に単節 LRの縄文が斜位に
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第86図 第48号住居跡出土土器拓影図

施されている。 3,4は 磨消帯が垂下 し,磨消帯 と磨消帯の間には単節 LRの縄文が斜位に施 さ

れている。 5は単節 RLの縄文が維位に施 されている。

第55号住居跡 (第 87図 )

本跡は,当遺跡のやや南西側D2a。 区を中心に確認され,第46号住居跡の 7m南西側に存在 して

いる。本跡は南東側に位置する縄文時代前期の第54号住居跡の北西端 を掘 り込み,南側に位置す

る同中期の阿玉台期の第53号住居跡 と,西側に位置する同中期の加曽利 E期の第62号住居跡が埋

没した後構築されたもの と考えられる。

平面形は残存部から推定 して楕円形と思われ,長径方向はN-66° 一E,最大径は64m程度と推測

される。北西・北・北東 。東の各壁はロームで硬 く,ご くゆるやかに立ち上が り,壁高は 5～ 10

Cmと 浅い。床面はほぼ平坦で硬いロームであり,炉跡の西側は踏み固められて硬 く締まっている。

南狽1の約半分 と西側の一部の床面はロームでな く,第 53・ 62号住居跡の覆上である。

炉跡はやや北東側に位置 し,直径60cmの 円形を呈 し,床面を皿状に12cm掘 り込んだ地床炉であ

る。炉内には硬さや色調に相違のある暗褐色土が堆積 し,ロ ーム粒子・焼土粒子 。炭化粒子を含

んでいる。ピットは 5か所検出され,配列や規模からPl・ P3・ P4・ P5が主柱穴 と考えられる。

主柱穴は壁から内側に位置 しているP4を 除いて壁ぎわに配列され,規模は長径30～ 60cm・ 短径30

～44cm・ 深さ35～ 60cmでぁる。P2は Plの 支柱穴 と考えられる。

覆土はローム粒子・焼土粒子 。炭化粒子 を微量含む暗褐色土 と,壁 ぎわにローム粒子を微量含

む暗褐色土が堆積 している。また,中 央からやや西側にヤマ トシジミを主体 とした貝層が長径70

Cm・ 短径100cmの不整楕円形を呈す る形で20cmの厚 さで堆積 し,その他にも北側と南側に長径70Cm・

短径40cm,長径60cm・ 短径30cmの 楕円形状に広がる貝層が堆積 している。

遺物は,炉内と東壁 ぎわの床面直上や覆上下層を主 として加曽利 E式の上器片が151片出土し,

そのほか磨石 1点,軽石 1点 ,阿玉台式上器片 と黒浜式上器片が覆土上層か ら少量出土 してい

る。
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引第87図 第55号住居跡実測図

出土土器

第55号住居跡出土土器観察表

第88図 2～ 8は ,第55号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。 2・ 3は 口縁部であ

る。 2は 隆帯 と沈線による渦巻文によって長方形状に区画され,区画内には縦位の沈線が施 され

ている。胴部はわずかに縄文が窺 える。 3は 口唇部直下に 2本の沈線が横位に施され,単節 RL

の縄文が維位や斜位に施されている。

4～ 8は 胴部片である。 4～ 6は単節の縄文が施 され, 4は 2本の沈線が横位に巡 り,単節 R

Lの縄文が施されている。 5は幅の広い磨消帯が垂下 し,磨消帯 と磨消帯 との間には単節 RLの

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・焼 成・色 調 備  考

身も38屁]

1

浅 鉢 形 土 器

加 曽 利 E
A(408)
B(134)

胴 部 は 下 位 か ら 内 彎 気 味 に 大 き く開 き な が ら立 ち 上 が

り,日 縁 部 は 外 反 気 味 に 大 き く開 い て 立 ち 上 が る 。 胴 部

中 位 の 内 側 に 稜 を有 す る 。 底 部 は 欠 損 して い る 。 文 様 は

無 文 で あ る。 口 縁 部 外 面 は て い ね い な 横 位 の ナ デ ,胴 部
は 縦 位 の ナ デ が 施 さ れ ,内 面 は て い ね い な横 位 の ナ デ が

施 され て い る 。

石長粒

色

好

砂

褐

良

片％

９．

２。

Ｐ
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第88図 第55号住居跡出土土器実測図・拓影図

縄文が, 6は 単節 RLの縄文がそれぞれ斜位に施 されている。 7は 3本 1組の沈線が 3単位垂下

し, 8は 幅の広い磨消帯が垂下 し,そ れぞれ撚 りの太い無節 Rの縄文が斜位に施されている。

第56号住居跡 (第 89図 )

本跡は,調査エ リヤ南西端の台地縁辺部に位置 し,Elas区 を中心に確認された住居跡である。

北東側に位置する縄文時代 中期の加 曽利 E期 の第57号住居跡を掘 り込み,北・北東 。南東側で

第80・ 81。 153・ 119。 186号土坑 と重複 している。上坑 との新旧関係は明確にできなかった。な

お,本跡の調査については,調査エ リヤ境界の台地突端部は崖になって危険なため,南側半分は

調査できなかった。

平面形は調査 した範囲か ら円形になるものと思われ,最大径 は5.5mと 推測 される。壁はロー

ムで硬 く,北東壁は垂直に,東壁・南東壁・北壁は外傾 しながら立ち上が り,壁高は12～ 29cmで

引
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第89図  第56号住居跡実測図 ―
0              2m

ある。床面はやや凸凹している。

炉跡は北東壁から34m離れたエ リヤ境界付近 に位置し,直径50cmの 円形を呈するものと考 え

られ,床面を10Cmほ ど掘 り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子を多量含む暗赤褐色上が堆積

しているが,炉床はそれほど焼けていない。ピッ トは 5か所検出され,配列や規模からPl・ P3・

P4・ P5が主柱穴 と考えられる。P3～ P5は 直線的に配列され,Plは 壁ぎわに位置している。規模

は長径50cm・ 短径30～ 40cm。 深さ25Cm内 外である。

覆土はローム粒子中量 。ローム大ブロックを少量含む暗褐色土 と, ローム粒子中量 。ローム月ヽ

ブロックを中量含む暗褐色土,及 びローム粒子を少量含む暗褐色土が人為堆積の様相を呈している。

遺物は,覆土下層 を中心に全域か ら,加曽利 E式の土器片264片 ,土器片錘 (第 181図86～ 90)

5点,阿玉台式土器片 3片 ,黒浜式上器片14片 ,及び須恵器片 1片が出上 している。

出土土器

第90図 1～ 14は ,第56号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。 1～ 6は 口縁部片で

ある。 1・ 2は 隆帯 と沈線による渦巻文によって長方形状や楕円形に区画され,区画内に 1は単

節 RLの縄文が, 2は 単節 LRの縄文がそれぞれ斜位に施されている。 3は隆帯 と沈線による半

楕円文で区画され,区画内には縄文がわずかに窺 える。 4は 2本の沈線が横位に,単節 RLの縄

文が斜位に施 されている。 5は 単節 LRの縄文が斜位に, 6は 大い撚糸文が維位に,い ずれ も口
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居

唇部直下か ら施 されている。

7～ 14は 胴部片である。 7は 連弧文 と単節 LRの縄文が斜位に施されている。 8～ 12は磨消帯

が垂下 し, 8～ 11は単節 RLの縄文が斜位に施 されている。11は撚 りの細い単節 LRの縄文が斜

位に施されている。12は 無節 Lの撚糸文が斜位に,13は単節 RLの縄文 と3本の沈線が施されて

いる。14は撚糸文が縦位に施され,沈線が 1本垂下 している。

第57号住居跡 (第91図 )

本跡は,当遺跡の南西端 Ela9区 を中心に確認され,第 70号住居跡の lm西側に存在 している。

南西側 を縄文時代 中期 の加 曽利 E期 の第56号住居跡に掘 り込まれている。また,東イ貝1に 位置す

る第66号土坑が埋没した後貼 り床をして本跡の床 を構築 している。北側では第67号土坑 と重複 し,

本跡が掘 り込まれていることから第67号土坑 より本跡の方が古い。

平面形は円形を呈するものと考えられ,長径方向はN-4° 一E,規模は長径 7m・ 短径6.5mで

ある。壁はロームで硬 く,南壁は垂直に,北壁・北東壁・北西壁はゆるやかに立ち上が り,壁高

は約10cmと 浅い。東壁は削平されてな くなっている。床面は平坦で硬いロームであ り,炉跡の周

辺は踏み固められて特に硬 く締まっている。

炉跡はやや西偵」に位置 し,長径70cm・ 短径56cmの 楕円形を呈 し,床面を10cmほ ど掘 り込んでい

る。更に,炉床の南東壁を10Cmほ ど掘 り込んで深鉢形土器の胴部を埋め込んでお り,土器埋設炉

としている。土器内には焼土粒子を多量含む暗褐色土が充満 し,土器の外側は焼土粒子 を分量含

む暗赤褐色土 と,焼土粒子・焼土小ブロック少量を含む暗赤褐色土,及びローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子を多量含む暗褐色土等が堆積 している。炉床はレンガ状に硬 く焼けている。ピットは14
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第91図 第57号住居跡実測図

0              2m

か所検出され,配列や規模か らPl,P2・ P4・ P6・ P7・ P9・ Pll・ P13が主柱穴 と考えられる。主

柱穴は炉跡近 くのP9を除き壁 ぎわに位置し,長径50～ 90Cm・ 短径40～ 70cm・ 深 さ50～ 75cmで あ

る。P3は P2の ,P5は P4の,P14は P13の支柱穴と考えられ,Pl。 も支柱穴と考えられる。Ps・ P12

は浅いピットで,性格は不明である。

覆土は一部攪乱を受けているものの 3層から成 り,ロ ーム粒子中量・炭化物 を微量含む暗褐色

土,ロ ーム粒子中量・ローム中ブロックを微量含む暗褐色土,及び焼土粒子 を多量含む極暗褐色

土等が堆積 している。

遺物は,炉跡のやや南側か ら埋設炉 として利用された加曽利 E式の深鉢形土器 (第 92図 1)が
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出上 し,ま た,ほぼ全域の床面 と覆上下層か ら土器片370片 が出上 している。そのほか,阿玉台

式上器片,黒浜式土器片が数片出上 している。

出土土器

第57号住居跡出土土器観察表

第92図 第57号住居跡出上土器実測図・拓影図

第92図 3～ 20は ,第 57号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 3～ 10は 口縁部片で

ある。 3～ 6は 隆帯 と沈線による楕円文や長方形状文で区画され,区画内に, 3・ 5は複節LRL

図版番号 器  種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第92図

1

深鉢形土器

加 曽 利 E
B(160) 底部 と日縁部は欠損 している。胴部には単節 LRの縄

文が器面全体に斜位や縦位に施 されている。内面 は維位
のナデが施 されている。

砂粒

橙色

良好

50% 34片
埋設上器

P16

2
深鉢形土器

加 曽 利 E
B (26)
C(80)

底部は平底を呈 し,胴部には単節 LRの縄文が横位に
施 されている。底部直上は横位のナデが施されている。

砂粒・長石
明赤褐色 普通

10%
P217

1片

蘊辮



が, 4は 複節RLR, 6は 単節 LRの縄文がそれぞれ斜位に施されている。 7・ 8は磨消帯が垂

下 し, 7は 複節RLR,8は 単節 LRの 縄文が いずれ も斜位に施 されている。 9は 2列の刺突

文が上下交互に施 され,10は 無節の縄文が斜位 と維位に施 されている。

11～ 20は 胴部片である。11～ 14は 単節 RLの縄文が斜位に施 されている。11は磨消帯が 2本垂

下 し,12は 「U」 宇文 と沈線が施 されている。15・ 16は磨消帯が垂下 し,磨消帯 と磨消帯 との間

には複節 LRLが ,171よ 複節LRLの縄文が , それぞれ斜位に施 されている。18は撚 りの大い無

節 Lの縄文が斜位 と縦位に施されている。19。 2叫よ撚糸文が維位に施され 20は 2段の撚糸文である。

第58号住居跡 (第93図 )

本跡は,当遺跡の南西端 Dlis区 を中心に確認され 第57号住居跡の 2m北西側に存在している。

北西側半分はエ リヤ外のため調査できなかった。本跡は第114・ 118号土坑 と重複 しているが,セ

クション図でも明らかなように,土坑埋没後本跡が構築されたものである。

平面形は残存部か ら円形ないし楕円形 を呈す るものと考えられ,長径方向は不明であるが ,

最大径 4mを 測 る。壁はロームで硬 く,南東壁はゆるやかに,南壁はほぼ垂直に立ち上が り,

壁高は20～ 30cmである。床面は重複する土坑の部分を除きほぼ平坦で硬い。

炉跡は検出されなかった。ピットは北東壁下に 1か所検出され,長径は推定で80Cm・ 短径 は50

Cmで,深さは40cmを 有する柱穴である。

覆土はほぼ 2層 から成 り,上層はローム粒子中量・焼土粒子・砂 を微量含む極暗褐色土,下層

はローム粒子中量 。ローム小ブロックを少量含む褐色上がおおむね自然堆積 している。

遺物は,覆上下層から加曽利 E式の上器片 7片 が出上 している。
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出土土器

第94図 1～ 3は ,第58号住居跡から出土

た縄文土器片の拓影図である。 1～ 3は胴部

片で, 1は 磨消帯 と単節 LRの維位の縄文力ヽ

2は単節 LRの縄文が斜位に施されている。

3は磨消帯が 2本垂下 し,磨消帯 と磨消帯の

間には無節 Lの縄文が斜位に施されている。

3

0             10Cm

第94図  第58号住居跡出土上器拓影図

第62号住居跡 (第95図 )

本跡は,当遺跡のほぼ南西側 C2j8区 を中心に確認され,第46号住居跡の10m西側に存在 してい

る。北側を第108号土坑に掘 り込 まれてお り,東側で縄文時代中期の第55号住居跡 と重複 してい

る。なお,第 55号住居跡は,本跡の埋没後に構築されたものである。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-2° 一Wを指 し,規模は長径5,4m・ 短径45mで ある。

壁はロームで硬 く,外イ頃しながら立ち上が り,壁高は25～ 30cmで ある。床面はほぼ平坦で,硬 く

締まっているロームであり,炉跡の周囲は踏み固め られて特に硬 く締まっている。

炉跡は中央からやや北側に位置し,長径80cm・ 短径70cmの不定形を呈 し,床面を10Cmほ ど掘 り

込んだ地床炉である。炉内はローム粒子 。焼土粒子・炭化粒子を微量含む極暗褐色土 と, ローム

粒子・焼土粒子を微量含む暗褐色上が堆積 し,炉床の東恨1は特に焼土や焼土大ブロックが硬 く焼

けている。ピットは 9か所検出され,酉己列や規模か らPl～ P4・ P6° P7・ P9が主柱穴 と考えられ

る。主柱穴は壁ぎわに配置され,P2と P3は 双円形 を呈 している。規模は長径40～ 75cm・ 短径40

～70cm・ 深さ70～ 90cmである。P8は P7の 支柱穴 と考えられる。Psは 貯蔵穴 と考えられ,P4と P6

の間のやや内側にあって長径65cm・ 短径50cm・ 深さ75cmの規模 を有する卵形状のもので,壁は垂

直に立ち上がっている。

覆土はほぼ 3層か ら成 り,上層はローム粒子少量・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む極暗褐色土 ,

下層はローム粒子を微量含む暗褐色上が自然堆積 している。また,南側のP5° P6か ら南壁にかけ

て,ヤマ トシジミを主体 とした長径250cm・ 短径 100Cm・ 厚さ15～ 25cmの 貝層が不整楕円形を呈 し

て覆土上層か ら中層まで堆積 している。そのほかに,長径55cm・ 短径40cmの楕円形状 を呈する貝

層が南壁の覆土層に堆積 している。

遺物は,P5の貯蔵穴の底面直上から,加曽利 E式の完形の深鉢形土器 (第 96図 1)と ,ほぼ完形

の深鉢形土器 (第96図 2)が 2個横位の状態で出上 したほか,炉跡周辺の床面や覆土中層を中心

として,加曽利 E式の土器片が262片 出上している。また, 耳栓 (第 180図 1)1点 ,土器片錘 (第

181図 94～ 96)3点 ,敲石 (第 190図 152)1点,メ ノウ原石 1′ミが出土してお り,そ のほか,覆土

上・中層を中心に茅山式,黒浜式,諸磯式,阿玉台式,及び中峠式の上器片が数片出土している。
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第95図 第82号住居跡実測図

出土土器

第62号住居跡出土土器観察表

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・焼 成・色 調 備  考

第 96図 深鉢 形 土 器

加 曽 利 EI
Ａ

Ｂ

Ｃ

底 部 は や や 厚 手 の 平 底 で ,胴 部 は ほ ぼ 外 傾 し, 口縁 部

は 直 立 し て い る 。 胴 都 も厚 手 で あ る 。 口縁 部 と胴 部 の 文

様 帯 は 1本の 沈 線 で 区 画 さ れ て い る 。 口縁 部 と胴 部 の 文

様 帯 は 単 節 LRの 縄 文 が 斜 位 に た さ れ て い る 。 胴 部 に は

垂 下 す る 3本の 沈 線 と 2本の 蛇 行 沈 線 が それ ぞれ 3単位
づ つ 施 され て い る。 口縁 部 内面 は横 ナ デ が施 され ている。

砂 粒 。長 石

に ぶ い橙 色

良 好

100%  25片
P18

深鉢 形 土 器

加 曽 利 EI
B(22 5)
C 90

底 部 は 厚 手 の 平 底 で ,胴 部 は や や 外 傾 し な が ら立 ち上

が っ て い る。 口縁 部 は 欠 損 して い る 。 竪 綾 な 土 器 で ,胴
郡 文 様 は 単 節 LRの 縄 文 が 器 面 全 体 に 斜 位 に 施 さ れ て い

る 。 底 部 直 上 の 外 面 と上 ・ 中 位 以 下 の 内 面 は 横 位 の ナ デ
が 施 され て い る 。

砂 粒・雲 母・長 イF

橙 色

良 好

80ワち   5,|
P17

深 鉢 形 土 器

加 曽 利 EI
A(21 8)
B(157)

口縁 音Ьは 大 き く開 き な が ら立 ち上 が っ て い る 。 男lalttБ 以

下 は 欠 損 して い る 。 口縁 部 に 幅 4 cm位 の 無 文 帝 を有 し ,

口縁 部 下 位 に 3本 の 沈 線 を横 位 に 巡 ら して い る 。 胴 部 の

文 様 は 単 師 RLの 縄 文 が 全 面 に 斜 位 に 施 さ れ て い る 。 ロ

縁 部 内 ・ 外 面 は 横 位 の ナ デ ,胴 部 内 面 は 維 位 の ナ デ が 施

さ れ て い る 。

砂 粒・石 英・長 石

灰 褐 色

良 好

20%  6)キ
P273

第96。 97図 4～ 17は ,第62号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 4は 把手の部分

で,外面は「八」の字状の沈線が施され,内面は無文である。 5～ 11は 口縁部片である。 5の 口

縁部は無文で, 口縁部 と胴部は隆帯 と沈線によって区画されている。胴部は蛇行する粘土紐 を貼

り付けた隆線 と蛇行沈線文が垂下 し,そ の間に単節 RLの縄文が斜位に施されている。 6は 隆帯

と沈線による渦巻文で長方形状に区画され,区画内は単節 RLの縄文が斜位に施されている。 7
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第96図 第82号住居跡出土土器実測図・拓影図(1)
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江

す

。

出上土器拓影図(2)

ら単節 LRの縄文が縦位に施 されている。 9は 口唇部に凹線を有 し,無文である。10は 浅鉢形土

器片で,口 縁部は波状を呈 し,波頂下の内面に,沈線の「 U」 字文 とその両側に 悠三フ(ラ勿

状の沈線が施 されている。11は 口唇部直下から単節 RLの縄文が斜位に施 され,口 唇郡直下の一

部に縦位の沈線が窺 える。

12～ 17は胴部片である。12は 隆帯が横位 と縦位に施され,単節 RLの縄文が斜位に施 されてい

る。13は無節のl.e文が斜位に施 され, 1本の蛇行沈線文が垂下 している。14は単節 LRの縄文が

斜位に施され,15は 無節 Lの縄文が,16は 無節 Rの縄文がそれぞれ斜位に施されている。17は 条

線文が縦位に施されている。

第65号住居跡 (第98図 )

本跡は,調査エ リア南西側の境界付近のE2csを中心に確認され,第 72号住居跡の 2m南西側に

存在 している。北東側は第147号土坑 と南側は第215号土坑 と重複 しているが,重複部に貼 り床が

みられることか ら2基の上坑が埋没した後本跡が構築されたものと思われる。

平面形は円形を呈 し,長径方向はN-2° 一Eを 指 し,規模 は長径 3.8m・ 短径3.6mである。壁

はロームで硬 く,南壁は垂直に,そ の他は外傾 しながら立ち上が り,壁高は10～ 20cmである。北

東壁は土坑の調査中に掘 り込んで存在 しない。床面は平坦な硬いロームである。

炉跡はやや東側に位置 し,長径55Cm・ 短径50Cmの 円形を呈 し,床面 を12cmほ ど掘 り込んだ地床

炉である。炉内には焼土粒子 をそれぞれ微量,少量,夕量に含む暗褐色土が堆積 し,炉床は硬 く

第97図  第 82
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第98図 第65号住居跡実測図

E 21.8m   E′

O

焼け, ゴッゴツしている。ピットは 2か所検出され,Pl・ P2と も主柱穴 と考えられる。Plは司ヒ壁

近 くに, P2は ほぼ中央に位置 し, 規模は長径30～ 50cm・ 短径30～ 40cm。 深さ30～ 50cmである。

覆土は 5～ 6層 から成 り,上層はローム粒子多量・焼土粒子を微量含む暗褐色土が,下層や壁

ぎわはローム粒子中量を含む褐色土等がほぼ自然堆積の様相 を呈 している。

遺物は,Pク の西側の覆上下層を中心に加曽利E式の上器片23片 が出土 している。

出土土器

第99図 1～ 8は ,第65号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 1～ 8は 胴部片で,

1は 横位の沈線が巡 り,単節 RLの縄文が施されている。 2は磨消帯が認め られ,単節 RLの縄

文が施されている。3は炉内から出土したもの全 単節 LRの縄文が斜位に施 されている。 4は無節

Rの縄文が斜位に施されている。 5は 単節 Rの撚糸文が, 6は 条線文がそれぞれ縦位に施 されて

第99図 第65号住居跡出土土器拓影図
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いる。 7・ 8は無文で, 7は浅鉢形土器片で,炉内からの出上である。

第67号住居跡 (第 100図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央郡 C3g6区 を中心に確認され 第43号住居跡の 5m北東側に存在 して

いる。北側約 3分の 1を 古墳時代前期の第37号住居跡に掘 り込まれている。また,南東壁か ら南

壁にかけて 3か所を第132・ 133・ 131号土坑に掘 り込まれている。

平面形は円形か楕円形を呈するものと考えられるが,長径方向は不明で,規模 は最大径 4.6m

と推定される。壁はロームで硬 く,東壁や南壁は外傾 しながら立ち上が り,壁高は20cm内 外であ

る。残っている床面はほぼ平坦で硬いロームである。本跡の床面が25cm高い。

炉跡は,第37号住居跡に掘 り込まれていて検出されなかった。ピットは,13か所検出され,配列や

規模からPl・ P3・ P6° P9° Pll・ P12が 主柱穴 と考えられる。規模は,長径30～ 60Cm。 短径28～

40cm・ 深さ40～ 60cmである。P4は P3,P5'P7は P6,P8・ PiOは P9の 支柱穴 と思 われ る。P2・

P13は不明である。

覆土はほぼ 2層 から成 り,上層から下層にかけてローム粒子・焼土粒子 を微量含む暗褐色土が

自然堆積 しているが,色調に僅かな相違が認められる。

遺物は,南側の覆土下層を中心に,加曽利 E式の上器片19片 が出土 し, また,覆土上層か ら凹

石 (第 191図 170)1′t, メノウ系J片 1点,黒浜式上器片・阿玉台式上器片が出土 している。
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第100図 第67号住居跡実測図
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瑚

第101図 第67号住居跡出土土器拓影図

0             1ocm

出土土器

第101図 1～ 10は ,第 67号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 1～ 4は 口縁部片

である。 1は 隆帯 と沈線による半楕円文で区画され,区画内に単節 RLの縄文が斜位に施されて

いる。 2は 口縁部が無文で,沈線によって口縁部 と胴部が区画され,胴部 は一面に複節RLRの

縄文が斜位に施されている。 3は 浅鉢形土器片で,波状を呈 している。波頂下の左側の口唇部に

は凹線が,右側は沈線によって渦巻文が施され,胴部は無文である。 4は 口唇部直下 と口縁部下

位に各 1本ずつ 2本 の沈線が横位に施され,そ の間に円形刺突文が 2列施 されている。

5～ 10は 胴部片である。 5～ 7は磨消帯 と磨消帯の間に, 5は RL, 6は LRの単節の縄文 ,

7は 複節LRLの 縄文がそれぞれ斜位に施されている。 8。 9は単節の縄文が斜位に施 され, 8

はRL, 9は LRである。10は 無節 Lの撚糸文が縦位に施されている。

第88号住居跡 (第 102図 )

本跡は,調査エ リヤの南西側の境界D3e3区 を中心に確認され,南側の約 3分の 1のエ リア外の

ため調査できなかった。また,農道が本跡を北西から南東方向に横切 るように存在 しているため ,

当初農道を除 く約半分を調査 し,そ の後農道を取 り払い,残 りを調査 した。北西側は縄文時代中

期の第69号住居跡 と若千重複 しているが,セ クション等から見て本跡の方が新 しい。また,本跡

は残存部から推定 して最大径66mの 円形 を呈するものと考えられるが,長径方向については不

明である。壁は硬いロームで,外イ頃しながら立ち上が り,壁高は20～ 30cmである。床面はほぼ平

坦で硬いロームであり,主柱穴を結ぶ内側は踏み固められて硬 く締まっている。
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炉跡は中央からやや西側に位置するものと思われ,長径53cm・ 短径45cmの 楕円形を呈 している。

床面を12cm掘 り込み,更に,炉跡の南西側 を約20cmほ ど掘 り込み,そ の中に胴部下位か ら底部

を欠損 している加 曽利 E式の深鉢形土器 (第 103図 2)を埋め込み,土器埋設炉としている。土器

内にはローム粒子・焼土粒子を微量含む黒褐色土が充満 し,炉内にはローム粒子・焼土粒子を分

量含む暗褐色土 とローム粒子を微量含む暗褐色土が堆積 している。炉床は硬 く焼けている。ピッ

トは 7か所検出され,配置や規模からPl～ P7と も主柱穴と考えられる。主柱穴は炉跡の60cm南側

に位置するP3以 外は壁ぎわに位置し,規模は長径35～ 50cm・ 短径30～40cm・ 深さ50～ 60Cmである。

覆土はほぼ 3層から成 り,ロ ーム粒子少量 。焼土粒子・炭化粒子を微量含み色調に僅かに相違

のある黒褐色土 と,ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色土等が自然堆積の様相を

呈 している。

遺物は,炉跡から埋設土器 として使用した加曽利 E式の深鉢形土器力、 P3の南側の床面から復

元できた大木8b式 の深鉢形土器 (第ユ03図 1)が横位につぶされた状態で出上 し,更に,西壁ぎわ

の床面か ら加曽利 E式の深鉢形土器 (第 103図 5)がつぶれた状態金 また,炉跡の西側の覆上下

層から半完形の深鉢形土器 (第 103図 4)がつぶれた状態で出上している。そのほか,覆土中・下
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層か ら大木系の大形の 口縁部 (第 103図 3)や土器片712片
,

点 と石器 (第 189図 99他 )6点 ,軽石 3点 のほか, 覆土上・

黒浜式,浮島式,阿玉台式の土器片が出土 している。

出土土器

第60号住居跡出土土器観察表

土器片錘 (第 181図 100～ 110)11

中層から少量であるが,茅山式,

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第103図

1

深鉢形土器

大 木 8b
Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部のくびれているキャリパー形の完形の上器である。
日縁部は無文で,頸部 と胴部 との間に 2本の沈線が横
位に巡り,頸都 と胴部を区画 している。胴部文様帯は

単節 RLの縄文が斜位に施され,縄文地文の上に2～ 3

本の連続する沈線によって 3単位に
'働

巻文が構成され,

1単位には渦巻文が 3イ団施されている。また,沈線と連
続している楕円文が単位ごとにそれぞれ 1個ずつ右下に

付けられている。

砂粒・長石
にぶい褐色
普通

100% 66片
P19

2

深鉢形土器

加曽利 E II

A160
B(165)

胴部はやや外反し, 日縁部は内彎している。胴部下位
と底部は欠損している。日縁部を除いて器面に粗い単節
LRの縄文が斜位に施されている。日縁部内・外面は横
位のナデが施されている。

粒
色
通

砂
橙
普

80% 15片
P20

3

深鉢形土器

大 木 系

A(305)
B(23 5)

胴部は内鸞し, 日縁部は軽く外傾している。口縁部は
無文で,胴部文様帯は4列の刺突勲 洵 され また,刺突
文を有する渦巻文の小突起が 3単位施されている。刺突
文の下側は無節の縄文が斜位に施されている,更に,

2～ 3本の沈線によって小突起下から渦巻文が描かれて
いる。口縁部内・外面は横位のチデが施されている。

砂粒・石英・長石
にぶい橙色
普通

30% 17片
P21

4

深鉢形土器

カロ曽不可EH
B(23 5) 大形の胴部片で,胴部は下位から外傾気味に立ち上が

り,上位で内彎している。文様は条線文が横位や斜位に

雑に施されている。

砂粒 。長石
橙色
普通

40% 28片
二次焼成
P4

5

深鉢形土器

加 曽 利 E
B(105)
C108

底部は平底を呈し,胴部は底部から外傾しながら立ち
上がっている。胴部は沈線が斜位に施 されている。底
部直上は横位のナデが施されている。

央石粒
色
通

砂
橙
普

20% 24片
P234

6

深鉢形上器

加 曽 利 E
B(61)
C 94

底部は平底 を呈 し,胴部は底部か らやや外傾 しなが ら

立ち上がっている。胴部には単節 LRの縄文が斜位に施

されている。底部直上は横位のナデが施 されている。

砂粒 雲母・石英

橙色

普通

10カう  2)|
P231

7

深鉢形土器

加 曽 利 E
(4 4)

104

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈 し,胴部は底吉卜か ら外傾 しながら立ち

上がっている。胴部には単節 LRの斜位の縄文がわずか

に窺える。

砂粒 ・石英

明赤褐色

普通

10% 1片
P233

8

深鉢形土器
加 曽 利 E

(64)
(7 6)

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,胴部は外傾しながら立ち上がって
いる。胴部には大い沈線が施されている。底部直上は横
位のナデが施されている。

砂粒 。長る

暗褐色

普通

109/9 1片
P238

9
浅鉢形土器

加 曽 利 E
Ｂ

Ｃ

30
20

底部は平底 を呈 し,胴部は強 く外傾 している。無文の

土器で,底部直上は横位のナデが施 されている。

砂粒・長石
暗褐色 普通

10% l片
P239

10
深鉢形上器

加 曽 利 E

Ｂ

Ｃ

62
14

胴部は外傾しながら立ち上がっている。胴部は単節 L
Rの縄文が斜位に施されている。

砂粒・石英・長石・

雲母 橙色 普通
10% 1片
P241

第104図 11～ 32は ,第 68号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。11～ 19は 口縁部片

である。11は 隆帯の両側に沈線が横位に巡 り,そ の下側に単節 RLの縄文が斜位に施されている。

12は 口唇部直下に 3本の沈線が横位に施 されている。13は 口唇部直下の 2本の沈線 と口縁部下位

の 1本の沈線によって楕円状の区画が施され,区画内に無節 Lの撚糸文が斜位に施されている。

14は 口唇部直下に刺突文が 2列横位に施されている。15は 口唇部直下から単節 RLの縄文が斜位

に全面施されている。16は 口唇部直下から複節RLRの 縄文が斜位に全面に施されている。17は

中央に沈線を有する隆帯を口縁部下位に施 し,更に,小突起へ と続いている。胴部は無文である。
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の縄文,30は 無節 Rの縄文がそれぞれに施されている。31は磨消帯が窺え,条線文が維位に施さ

れている。32は 条線文が斜位に施されている。

第69号住居跡 (第 105図 )

本跡は,当遺跡の中央からやや南西側のD3d2を 中心に確認され,第43号住居跡の16m南恨Jに 存

在 している。第68号住居跡 と同様に農道が横切ってお り,同 じような方法で調査を実施 した。南

東側で縄文時代中期の第68号住居跡 と若千重複 しているが,セ クションからみて本跡が掘 り込ま

れている。更に,北東側 と南西側は第24。 143号 土坑 と重複 しているが,新旧関係は不明である。

平面形は円形を呈 し,長径方向はN-21° 一Eを 指 し,規模は長径7.2m・ 短径 7mである。壁は

南東壁を除いて硬いロームであり,外傾 しながら立ち上が り,壁高は20～ 30cmである。床面は平

坦でロームで硬 く,主柱穴を結ぶ内側は踏み固められて非常に硬 く締まっている。

炉跡は中央に位置し,長径 100Cm。 短径85cmの 楕円形を呈 し,床面を25cm掘 り込み,炉跡のほ

ぼ中央に底部 を欠損 した加曽利 E式の 2個の上器 (第 106図 6・ 7)を埋め込み,土器埋設炉 とし

ている。 2個 の土器内には,ロ ーム粒子・炭化粒子・焼土粒子・焼土小ブロック・ローム中ブロ

ックを微量含む暗褐色土が堆積 し,土器の外側には,ロ ーム粒子微量・焼土粒子を中量含む暗褐

色土 と,焼土粒子を分量含む暗赤褐色土等が堆積 している。炉床は硬 く焼けて, ゴツゴツしてい

る。ピットは15か所検出され,配列や規模からP3・ P5'P7'P10・ P12・ P14・ P15が主柱穴 と考え

られる。主柱穴は,炉跡近 くの P12を 除き,い ずれも壁ぎわに配列され,規模は長径65～ HOcm・

短径45～ 85cm・ 深さ80cm内 外である。P7と P14は床面か ら40cnの 地点か ら段状になり,底面は狭

く掘 られている。P10は ,長径 110Cm・ 短径85Cm・ 深さ85cmで最大規模である。Pl・ P2'P4・ P6・

P3・ P9° Pll・ P13は ,P6を 除いて主柱穴の内側に配列され,Pl・ P2は P15の ,P4は P3の ,P8は

P7の ,P9,P llは P10の,P13は P14の支柱穴と考えられる。P6も 同様である。支柱穴の規模は直径

35～ 45cm・ 深さ40～ 45Cmである。

覆土はほぼ 3層から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色土,下層

はローム粒子少量,焼土粒子を微量含む暗褐色土等が自然堆積の様相 を呈 している。

遺物は,炉跡から埋設土器 として使用されたほぼ完形の小形深鉢形土器 (第 106図 6。 7)が 2

個並立 して出土 し,ま た,炉跡の南西側の床面か ら深鉢形土器 (第 108図 16)が逆位につぶれた

状態で,南側のPs付近の覆土中・下層から半完形の深鉢形土器 (第 106図 2)が破片の状態で出

上 している。更に,炉跡の北側の床面 と西壁 ぎわの覆上下層から深鉢形土器の大形の口縁部 (第

108図 15)が出上 している。そのほか覆土中・下層から加曽利 E式上器片1,661片 ,曽利式上器片

8片,土器片錘 (第 181図 111～ 114)4点,石器 (第 186図 20他 )8点 ,及びチャー ト手」片 2フミが出

土している。そのほか,少量の阿玉台式 と茅山式 と黒浜式の土器片が出土 している。
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出上上器

第69号住居跡出土土器観察表

C 222m

D 222蘭

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第106図

1

深鉢形土器
カロ曽不可EH

A307
B(195)

キャリパー形を呈する土器で,胴部中位以下は欠損し
ている。日縁部文様帯は 2列の列点と2本の沈線が施さ
れている。胴部文様帯は日縁直下から3本の沈線による

連弧文が 2段施され,更に幅の狭い磨消帯が横位に周回
し,その下側に更に 3本の沈線による連弧文が施されて
いる。器面内部は摩耗している。

砂泣・長石
にぶい赤褐色
普通

片％

２２

４０

Ｐ
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図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備  考

第106図

2

深鉢形土器

加曽利EH
A385
B(200)

キャリパー形を呈する土器で,胴部中位以下は欠損し
ている。日唇部に凹線が施され,渦巻文に続いている。
日縁部文様帯は隆帯と沈線によって渦巻文が 3単位施さ
れ,渦巻文の間には隆帯と沈線によって楕円形や長方形
状に区画されている。区画内には複節LRLの 縄文が斜

位に施されている。胴都文様帯は幅の狭い 3本 の磨消帝
によって 3単位に区画され,区画内には複節RLRの 縄

文が斜位に施されている。内面は横位のナデが施されている。

砂粒

灰 白色

普通

40% 43片
P24

3

深鉢形土器

加曽利EI
A(338)
B(133)

胴部中位から口縁部にかけての上器片でオる。日縁部
文様帯は隆帝と沈線による渦巻文や長楕円文で区画され
区画内に単節 LRの縄文が施されている。胴部文様帯は
日縁直下から幅の広い磨消帯 と,幅 の狭い磨消帯が垂
下し,磨消帯との間には単節RLの縄文が斜位に施され
ている。内面は横位のナデが施されている。

砂粒・石央

にぶい橙色

良好

10% 2片
P98

4

深鉢形土器

加曽利 EH
A(396)
B(321)

胴部は外反し, 日縁部は内彎している。日縁部文様帯
は隆帝と沈線による楕円形や長方形で区画され,区画内
に単節 LRの縄文が斜位に施されている。胴部文様帯は
幅の狭い磨消帯が垂下し,そ の間には単節RLの縄文が
斜位に施されている。内面は横位のナデ,下位に維位の
ナデが施されている。

砂粒 。長石
浅責褐色
良好

35% 7片
P97

5

深鉢形土器

方日曽示JE H

A(357)
B(297)

胴部中位から日縁部にかけての大形土器片である。日

縁部文様帝は隆帯と沈線による楕円文で区画され,区画
内には単師 RLの縄文が斜位に施されている。日縁部の
一部に孔が認められ,把手を有していたものと考えられ
る。胴部は幅広の磨消帝が 5本施され, また,単飾RL
の縄文が同じく斜位に施されている。日縁部内面は横位
のナデが施されている。

砂粒

にぶい橙色

普通

30% 26片
P26

6

小形深鉢形

土器

加曽不」EH

B(214) 底部と口縁部の大部分を欠損した小形のキャリパー形
土器である。日縁部文様帝は隆帝と沈線による渦巻文に
よって区画され,渦巻文と,尚 巻文の間には隆帯と沈線に
よって楕円文が施され,楕円文の中には単節 LRの縄文
が斜位に施されている。胴部文様帯は磨消帝によって逆
「U」 字文が 8個構成され,区画内には単節 RLの縄文
が斜位に施されている。内面は摩減している。

砂粒・長石

にぶい橙色

良好

90% 6片
埋設土器

P25

7
小形深鉢形土器

加曽利 EH
A 208
B(23 8)

胴部は底部からやや外反しながら立ち上がり, 日縁部
に至る。一部を除き,文様は条線文が縦位に施されている

石
好

長

良

粒

色

砂

橙

90% 17片
埋設土器 P23

第107図

8

深鉢形土器

力日曽希lE H
A(278)
B(131)

胴部中位から口縁部にかけての上器片である。日縁部
文様帯は隆帯と沈線による楕円文,渦巻文,及 び長楕円
文で区画され,区画内には単節 LRの縄文が施されてい

る。胴部文様帯は幅の狭い磨消帯が垂下し,磨消帯の間
には単節 RLの縄文が施されている。内面は横位のナデ
が施されている。

砂粒

にぶい橙色

普通

20% 4片
P105

9

深鉢形土器

方日曽不U E HI

A(260)
B(165)

胴部は中位からやや外反し, 日縁部は内鸞しながら立
ち上がっている。日縁部文様帯は隆帯と沈線による1局 巻
文と楕円文で区画され,区画内には撚 りの細い単飾LR
の縄文が施されている。胴部文様帯は日縁直下から幅の

狭い磨消帯が垂下し,そ の間にやはり撚 りの細かい単節
RLの縄文が施されている。内面はやや摩減している。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

20% 15片
P143

深鉢形土器

力R曽 不」EI
A(204)
B213
C(75)

胴部は底部から内腎しながら軽く開き, 日縁部は外反
気味に立ち上がる。文様は胴部下位を除いて条線文が器
面に稚位に施されている。口縁部は 2列の刺突文が施さ
れ,胴部には細い 2本の沈線が垂下している。内面は制
離している。

砂粒・長石
明褐色

普通

片％

９６

２０

Ｐ

深鉢形土器

加 曽 利 E

Ｂ

Ｃ

(60)
(72)

底部は平底を呈 し,胴部は外イ頃しなが ら立ち上がって
いる。胴部には単節 LRの縄文が斜位に施 され, 2本 の

沈線が垂下 している。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

10%  1岩
P245

深鉢形土器
加 曽 利 E

Ｂ

Ｃ

(84)
69

底部は平底を呈し,胴部は外傾しながら立ち上がって
いる。胴部文様帯は単節 LRの縄文がほぼ縦位に施され
ている。底部と底部直上にていねいな横位のナデが施さ
れている。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

30% 3片
P101
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0            1ocm

第106図 第69号住居跡出土土器実測図(1)
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0               10Cm

第107図 第69号住居跡出上上器実測図(2)
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第108図 第69号住居跡出土土器実測図・拓影図(3)
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施

〃
〃

航 0               10Cm

第109図  第69号住居跡出土土器拓影図(4)

第108・ 109図 17～ 31は,第 69号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。17～ 25は 口縁

部及び胴部にかけての土器片である。17は 波状 を呈 し,波頂下に隆線 と沈線によって渦巻文が施

され, 口唇部直下か ら磨消帯が垂下 している。磨消帯 と磨消帯の間には単節 RLの縄文が斜位に

施されている。18は 隆帯 と沈線による楕円文 と半楕円文で区画され,区画内に単節 LRの縄文が

横位や斜位に施 され,胴部には磨消帯がわずかに窺え,単節 LRの縄文が斜位に施されている。

19は 隆帯 と沈線による渦巻文 と半楕円文で区画され,区画内に単節 RLの縄文が斜位に施されて

いる。20は 2本の沈線上に竹管による明確な円形の刺突文 と,そ の下に 1本の沈線が施 され,複

節LRLの 縄文が施 されている。21は 口唇部直下から複節 RLRの 縄文が斜位 に施されている。

22は 口唇部直下に下側か ら刺突文が施され,23は 無文で,日 縁部は外傾 している。24は浅鉢形土

器片で,波状口縁を呈 し, 日唇部直下に隆帯が施されている。25は沈線で区画 し,区画内にわず

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土 焼成・色調 備  考

第107図

13

深鉢形土器

方日曽不」EH
B(121)
C 61

底部は平底 を呈 し,胴部下位は底部か らやや内彎気味

に開きながら立ち上がっている。胴都下位は無飾 Rの撚

糸文が維位に施 されている。更に 2本の沈線が 3段巡 り,

沈線間は磨消されている。底部 と底部直上はていねいな

横位のナデが加 えられている。

砂粒

にぶい橙色

普通

30% 7片
P103

深鉢形土器

曽 利 系

B(128)
C(65)

底部は平底を呈し,胴部は底部から外傾しながら立ち

上がっている。胴部文様帯は雑な条線文が縦位に施され
隆帝が10本垂下している。底部及び底部直上は横位のナ

デが施されている。内面は維位のナデが施されている。

砂粒

灰 白色

普通

30% 14片
P106

第108図

15

深鉢形土器

曽 利 系

A355
B(62)

口縁部は胴部から外傾 しながら立ち上がっている。文

様は無文で,内 ・外面はていねいな横位のナデが施 され

ている。

砂粒・雲母
にぶい橙色

普通

片％

９５

Ю

Ｐ

深鉢形土器

カロ曽不l E II

A(240)
B210

胴部は外反し, 口縁部は内彎気味で緩い波状を呈して
いる。口縁部を除き,無節 Lの撚糸文を維位に施し, 日
縁部文様帯は 2列の列点と1本の沈線が施されている。
胴部上位は 2本の沈線を挟んで上下 2段に 3本の連弧文
を施している。胴部中位は 1本の沈線が施され,下段に

逆「U」 字文が窺える。

砂粒・長石

褐灰色

普通

片％

９９

７０

Ｐ
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かに縄文が認められる。沈線の下側は無文で,頸部に 2列の刺突文が横位に施され,胴部は沈線

によって楕円文 と逆「 U」 字文に区画 し,区画内に複節LRLの縄文が斜位に施されている。

26～ 31は 胴部片である。26～ 28は磨消帯が垂下 し,区画間に,26は単節 LRの縄文が,27は 単

節 RLの縄文が,28は 複節RLRが ,そ れぞれ斜位に施されている。29は無節 Lの撚糸文が縦位

に, 2本の沈線が横位に施 され,沈線の下側に 2本の沈線によって逆「U」 字文が垂下している。

30は 単節 RLの縄文が,31は複節 RLRの縄文がそれぞれ斜位に施 されている。

第70号住居跡 (第 110図 )

本跡は,当遺跡の南西側 Ela。 区を中心に確認され 第57号住居跡の lm東側に存在している。

本跡は第65・ 70・ 82・ 83号土坑に南西壁・北壁 。南壁・北東壁を掘 り込まれ,更に,近世の第 5

号土坑 (墓墳 )に東壁を掘 り込まれている。

平面形は円形を呈するものと考えられ,長径方向は不明で,規模 は最大径 4.8mで ある。壁は

硬いロームで,北壁の一部はゆるやかに立ち上が り,南壁は検出できなかった。確認された壁高

は 5～ 10cmで ある。床面の約 3分の 1は各土坑に掘 り込まれ,残った床面はほぼ平坦で,硬いロ

ームである。

炉跡はやや南側に位置し,南西側は第65号土坑に掘 り込まれて破壊され,残存部は半月状 を呈

Ｅ

Ｏ

，
劇
　

・
Ｉ

判

１

Ｅ

Ｏ

．
Ｔ
Ｎ

Ｉ

Ｉｍ

C 213m」と

―
第110図 第70号住居跡実測図

0                2m
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し,最大径は50cmであるが,本来は円形を呈 していたものと考えられる。床面 を10Cmほ ど皿状に

掘 り込んでいる地床炉である。炉覆土は攪乱を受けているものの,炉内には焼土粒子 を多量含む

暗赤褐色土が堆積 し,炉床はレンガ状に硬 く焼けている。ピットは 4か所検出され,配列や規模

か らPI～ P4が主柱穴 と考えられる。Plと P3は 壁 ぎわに,P2と P4はやや内側に配置され,規模は

長径40～ 60Cm・ 短径35～ 55cm・ 深さ約60～ 75cmである。

覆土は,ロ ーム粒子・焼土粒子を微量含む暗褐色上がわずかに堆積 している。

本跡は,ご く少量の加曽利 E式の上器片が覆土中から出土したにすぎない。

出土上器

第Hl図 1は ,第 70号住居跡から出上 した縄文土器片の

拓影図である。 1は 口縁部が無文で,口縁部下に浅い 2本

の沈線が横位に施され,沈線上に刺突文が施 されている。

胴部は単節 RLの縄文が斜位に施されている。
0              10Cm

第111図 第70号住居跡出土上器

拓影図

第71号住居IJtl(第 H2図 )

本跡は,調査エ リヤの南西端の E lb。 区を中心に確認され,第 57号住居跡の 3m南東側に存在

している。第78号土坑 と重複 しているが,土坑が埋没した後本跡が構築されている。古墳時代前

期の第24号住居跡に西側が, また,第 79・ 82・ 86,96。 186号 の各土坑に南側 。北壁・東壁 。南

壁・北東壁をそれぞれ掘 り込まれている。

平面形は残存壁から推定 して,円形を呈するもの と考えられる。長径方向は不明だが,規模は

推定で直径 5m前後 と思われる。壁は東側の第86号土坑と南側の第96号土坑の間がわずかに残り,そ

の他の壁は,削平されて存在 しない。壁はロームで硬 く,垂直気味に立ち上がっている。床面は

西側の住居跡に掘 り込まれている部分や,各土坑 と重複している部分を除いて, ほぼ平坦で硬い

ロームである。

炉跡はやや東側に位置 し,長径80cm。 短径75cmの 円形を呈し,第78号土坑の埋没 した後構築さ

れ,床面を10Cmほ ど掘 り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子を多量含む暗赤褐色土が堆積し,

炉床は硬 く焼けている。ピットは 9か 所検出され,位置や規模からPl～ P3・ P夕 ～P9が 主柱穴と

考えられる。主柱穴はP9を 除いて壁 ぎわに位置 している。主柱穴は長径30～ 50cm・ 短径30～ 40cm・

深さ40～ 50Cmで ある。P5° P6は 第24号住居跡に伴 うピットであり,P4は不明である。

覆土は表土除去時に削平されて観察できなかった。

遺物は,炉跡の北側の床面か ら加曽利 E式の大形の土器片がつぶれた状態で出土 し,半完形に
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―第112図 第 71号住居跡実測図

復元できた深鉢形土器 (第 113図 1)と 覆土中

出土土器

第71号住居跡出土土器観察表

0                2m

下層から土器片167片 が出上している。

ｇ

。

劇
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Ｎ
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引

―

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・焼 成・色 調 備  考

寄手ユ13歴] 深 鉢 形 土 器

加 曽 利 E
A(330)
B(23 5)

胴 都 中 位 か ら 口 綾 部 に か け て の 上 器 で あ る。 口縁 部 文
様 帝 は 隆 帯 と沈 線 に よ る楕 円 文 や 長 構 円 文 で 区 画 さ れ ,

区 画 内 に は 単 飾 LRの 縄 文 が 斜 位 に 施 さ れ て い る。 胴 部
文 様 帯 は 幅 の 狭 い磨 消 精 が 8本 認 め られ る。 そ の 間 に は

単 節 LRの I.B文 が 斜 位 に 施 さ れ て い る 。 口縁 部 内 面 は 横
位 の ナ デ が 施 さ れ て い る 。

砂 粒 ・ 長 石

橙 色

普 通

片％

２７

３。

Ｐ

第113図 2～ 13は ,第 71号住居跡か ら出土 した縄文土器片の拓影図である。 2～ 5は 口縁部片

である。 2は薄手の土器で,隆帯 と沈線による渦巻文 と楕円文で区画され,区画内に細かい単節

LRの縄文が縦位に施されている。胴部は幅の狭い磨消帯が垂下 し,細かい単節 RLの縄文が斜

位に施 されている。 3は沈線による楕円文で区画され,区画内に単節 RLの縄文 を斜位に施 して

いる。 4は 隆帯 と沈線によって長方形状に区画され,区画内に複飾LRLの縄文が斜位 に施され

ている。 5は無文である。

6～ 13は 胴部片である。 6～ 10は磨消帯が垂下 し,そ の間に, 6～ 8は単節 RLの縄文が斜位

に, 8は さらに沈線が斜位に施 されている。 9は 複節 RLRの縄文が斜位 に施 されている。10は

沈線が曲線的に施され,無節 Rの縄文が斜位に施されている。11は単節 RLの縄文が斜位に,12

は無節 Lの撚糸文が維位に施されている。13は 太い沈線が縦位に施されている。
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第72号住居跡 (第 114図 )

本跡は,当遺跡の南西側 E2b6区を中心に確認され,南東側約半分は調査エ リヤ外のため調査が

できなかった。第65号住居跡の 2m北東側に存在 している。第159,187・ 188号土坑 に北東壁・

南西壁付近 と南西壁を掘 り込まれている。また,第 178号 土坑に も北壁 を若千掘 り込まれている。

平面形は残存部から推定 して円形を呈 し,長径方向は不明で,規模は最大径 5mと 考えられる①

壁はロームで硬 く,ご くゆるやかに立ち上が り,壁高は 5～ 10cmで ある。残存床面はほぼ平坦で

硬いロームである。

炉跡は残存する壁等から, ごくわずか北側に位置 しているものと思われ,直径80cmの 円形を呈

し,床面を10Cmほ ど掘 り込んでいる地床炉である。炉内は焼土粒子を多量含む暗赤褐色土が充満

し,炉床は赤 く硬 く焼けていて, 夕少ゴツゴツしている。ピットは 2か所検出され,位置や規模

か らPl・ P2と も主柱穴と考えられる。Plは 北壁をごくわずか掘 り込み,P2は 西壁ぎわに位置し,

規模は長径65～ 75cm・ 短径58～ 60cm・ 深さ60cm内 外である。

覆土はローム粒子を中量含む褐色土 と,焼土粒子・炭化粒子を微量含む褐色土が
'佐

積 している。

遺物は少量で,北壁ぎわの覆土中層を中心に加層利 E式の上器片31片 ,磨石 1点,黒浜式の土

器片 4片 ,阿玉台式の上器片 3片 が出土 している。

戸

‐ ｏ

居跡出土上
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第114図 第72号住居跡実測図

出上土器

第115図 1～ 9は ,第 72号住居跡から出土 した縄文土器片の拓影図である。 1・ 2は 口縁部片

で,日 縁部下に刺突文が 2列横位に施されている。 1は刺突文の下側に沈線を巡らし,更に,細い

単節 RLの縄文が斜位に施されている。

3～ 9は胴部片である。 3～ 6は磨消帯が垂下 し,磨消帯 と磨消帯の間に, 3。 5は 単節 LR

の縄文が, 4は 単節 RLの縄文がそれぞれ斜位に施 されている。 6。 7は撚糸文が縦位に施 され

6の撚糸は粗いものである。 8は雑な撚糸文が斜位に施 され, 2か所に刺突が窺える。 9は幅の

狭い磨消帯が垂下 し,磨消帯の間には条線文が縦位に施 されている。

日
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
爛

第115図 第72号住居Ltl出 土土器拓影図
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第73号住居Ltl(第 116図 )

本跡は,当遺跡の南西側 E2a6区 を中心に確認され 第65号住居跡の10m北 東側に存在 している。

本跡は,南東側の第176号土坑が埋 没 した後に構築され,東側 を方形周溝墓 と思 われ る周 溝に

掘 り込まれ,更に,第 157。 171号土坑に南側 と北西側 をそれぞれ掘 り込まれている。

平面形は円形を呈するものと考 えられ,長径方向は不明で,規模は推定であるが直径 4.3m前

後 と思われる。残存する床面は平坦で,硬いロームである。

炉跡は南側に位置しているものと考えられ,長径 120cm・ 短径70cmの楕円形を呈 し,176号土坑

の埋没した後構築された床面を15cmほ ど掘 り込んだ地床炉である。炉内にはローム粒子中量 。焼

土粒子微量・炭化物を含む暗褐色土 と,焼土粒子 を多量含む暗赤褐色上が堆積 し,炉床は硬 く焼

けている。ピットは 4か所検出され,位置や規模か らPl～ P4と も主柱穴 と考えられる。主柱穴は

北壁 ぎわに 3か所 と炉跡の西側に 1か所存在 し,規模は長径40～ 60cm・ 短径35～ 50cm・ 深 さ40～

60Cmである。

覆土はローム粒子を中量含む暗褐色土 と,ロ ーム粒子 を少量含む褐色土がわずかに堆積 している。

遺物は,Plと P3付近の覆土中から加曽利 E式の土器片が少量出上したが,接合・復元できたも

のはない。
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第116図 第73号住居LII実 測図
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出土土器

第117図 1～ 4は ,第

73号住居跡から出土 した

縄文土器片の拓影図であ

る。 1は 口縁部片で, 2

A 22.2m

ヽ
０

SXl /

SK ltЮ疵
SK 228

駕

難
駕

/

第117図 第73号住居跡出上土器拓影図

本の隆帯が横位に巡 り,その下に縄文が縦位に施 されている。

2～ 4は胴部片で, 2・ 3は磨消帯が垂下 し,磨消帯 と磨消帯の間に, 2は 単節 LR, 3は複

節LRLの 縄文がそれぞれ斜位に施 されている。 4は単節 LRの縄文が維位に施 されている。

第74号住居跡 (第 118図 )

本跡は,調査エ リヤの南東側境界のD2i9区 を中心に確認され,方形周溝基 と思われる周溝の内

側に存在 している。本跡の南東側は調査エ リヤ外のため調査できなかった。本跡は方形周溝墓に

北西側 を,第 139。 140・ 228号士坑に北東側・南西側・炉跡の北側 をそれぞれ切 られている。

平面形は残存壁から推定 して,円形になるものと考えられる。長径方向は不明で,規模は最大

径約5,8mに なるもの と推定される。壁はロームで硬 く,ご くゆるやかに立ち上が り,壁高は10

cmと 浅い。床面はほぼ平坦で硬いロームである。

炉跡は第228号 上坑の南側に位置 し,直径50cmの 円形を呈し, 床面を皿状に10cmほど掘 り込んで

・炭化粒子を微量含む暗褐色土 と,

いる地床炉である。炉内には焼土粒子 を中量 。ローム粒子少量

一④

Ｅ

ω

Ｎ

Ｎ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

０

Ｅ

Ｎ

ミ
§
　

，ヽ
―

判

D 218m 」と

―

第118図  第74号住居跡実測図
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ローム粒子少量・焼土粒子 を中量含む暗赤褐色土が充満 している。炉床は焼けて硬い。ピットは

2か所検出され,位置や規模から主柱穴 と考えられる。主柱穴は壁ぎわに位置し,直径60～ 80cm・

深さ60cmである。

覆土はほぼ 2層 から成 り, ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む黒褐色土 と, ローム粒

子少量,焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色上がほぼ自然堆積の様相 を呈 している。

遺物は,炉跡の周辺から加曽利 E式の上器片43片が,覆土Tか ら磨石 1点 と,茅山式,黒浜式 ,

浮島式の上器片が数片出上 している。

出土土器

第119図 1～ 7は ,第 74号住居跡か ら出土 した縄文土器片の拓影図である。1～ 3は 口縁部片全

1は 隆帯 と沈線による半楕円文で区画され,区画内に無節 Lの縄文が斜位に施 されている。 2は

口唇部直下か ら沈線が斜位に施 され, 3は 無文である。

4～ 7は 胴部片で, 4は 2本の沈線が横位に巡 り,撚糸文が維位に施されている。 5は連弧文

が巡 り,撚糸文が維位に施されている。 6は条線文が縦位に施 され, 7は 無文である。

0             10Cm

第119図 第74号住居跡出上上器拓影図

第75号住居跡 (第 120図 )

本跡は,当遺跡の南西側D2h。 区を中心に確認され,方形周溝墓 と思われる周濤の内側に存在 して

いる。調査エ リヤ外のため,南東側は調査できなかった。本跡 も第74号住居跡 と同様,方形周溝

墓 と思われる周溝に北側から東側にかけて掘 り込まれている。

平面形は残存壁から推定 して円形になるもの と考えられる。長径方向や規模は不明である。残

つている南西壁はロームで硬 く,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は15Cm内 外である。現存する床面

は約 4分の 1であると思われるが,ほぼ平坦で硬いロームである。

炉跡は調査エ リヤ境界に位置してお り,最大径80cmの 円形を呈するものと考えられ,床面を25

Cmほ ど鉢状に掘 り込んだ地床炉である。炉内には上層から下層にかけてローム粒子・焼土粒子 を

少量含む褐色土 と,焼土粒子を分量・ローム粒子を微量含む暗赤褐色上が充満 し,炉床は硬 く焼

けている。ピットは 4か所検出され,酉己置 と規模からPl～ P4と も主柱穴 と考えられる。主柱穴は
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壁ぎわに配置されているP4を 除いて壁からやや内側に配置され,規模は長径50～ 70cm・ 短径40～

6Clcm・ 深さ50～ 60cmである。

覆土は 2層から成 り,上層はローム粒子を多量・焼土粒子を微量含む黒褐色土,下層はローム

粒子を中量含む褐色上が自然堆積の様相を呈している。

遺物は,西側のP2付近の覆土下層から,加曽利E式の上器片94片 ,磨石 (第 189図 107他 )6点

が出土している。
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．
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Ｎ
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第120図  第75号住居跡実測図

出土土器

第121図 1～ 13は ,第 75号住居跡から出上 した縄文土器片の拓影図である。 1～ 5は 口縁部片

である。 1は 口唇部か ら撚糸文が維位に施 され,口 唇部直下に 2本の浅い沈線が横位に巡 り,更

に,その下側に 2本の浅い沈線が横位に巡っている。 2は 口唇部直下に 2本の沈線が積位に施され

その間に刺突文が 1列施 されている。沈線下には撚糸文を斜位に施 し,さ らに連弧文が認められ

る。 3は 口唇部直下に刺突文が 2列横位に施されている。 4は 隆帯が施 され,無文で, 5は 2本

の沈線が横位に施されている。

6～ 13は 胴部片である。 6～ 10は磨消帯が垂下 し,磨消帯の間に,6。 7は単節 LRの縄文が ,

8～ 10は単節 RLの縄文がそれぞれ斜位に施されている。11は 1本の沈線が斜位に施 され,単節

RLの縄文が,12は単節 RLの縄文が斜位に施されている。13は 条線文が斜位に施 されている。

謂
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第121図 第75号住居跡出土土器拓影図

第 2表 住居跡一覧表

縄文時代前期 (黒浜 )

住居跡

番 号
位 置 平面形状

規 模  (m)
長径方向 炉 柱 穴 覆 土 出 土 堂違 物 備  考

長径 ×短 径 壁  高

第 3号 A4gB (ほ ぼ 円 形 ) (68× 6) 03～ 05 N-33生 w 中央 8 N 工 台 43片 , カロ曽 不W E 144片 , 土 師

第 7号 (隅 丸長方形 ) (6× 5) 02～ 03 6 N 深鉢形土器底部,黒 浜 230片
第 8号 住 居
跡 と重 複 じ

第12号 (不整円形 ) (52× 45) 02～ 03 N-25生 w 中央 6 N 深鉢 形 土 器 ,黒 浜250片 ,石器 2

点,土製品 1点

居

じ

住
複

号

重
・６
と

第

跡

第16号 A4f (ほ tF円 形 ) (45× 3 9) 03 N-36生 E 中央 5 N
黒浜87片 ,加 曽利 E10片 ,石器 1 居

し
住
狼

号
葦

・２
と

第

跡

第41号 D3b2 隅丸長方形 7× 5 0 25 N-24生 w 7 N 峙韓
・片，製矮Ｅ５。片，【脚な

鉢
片
器

深
７
石

第49号 D3ac 円 形 38× 36 03 N-56生 W 4 N
黒浜39片 ,阿玉 台 9片 ,加曽利 E
48片 ,石器 1点

第54号 D2dO (楕 円 形 ) (6× 5) 02 N-33生 W NA
浮
Ｅ

月
営

４７６
加

浜

，

黒
片

”呻捧
殊２片，６片，

小
島

２５

第 53  55号
住 居 跡 と重

第76号 不 整 円 形 46× 4 2 02～ 03 N-50生 W 3 NA
峙
一

片
，
曽

嗚
片

浜

■３晶【
］

欺

鉢
片
，器

深
３
石

縄文時代中期 (阿玉台 )

住居跡

番 号
位 置 平面形状

規 模 (m)
長径方向 炉 柱 穴 覆土 出 遺 物土 備  考

長径 ×短 径 壁  高

第26号 E2f 楕  円  形 3× 25 044～ 05 N-42生 E な し 2 N 阿玉台51片 ,黒浜10片 ,土製品 1

ミ, 石器 2“

属
じ

住
複

・

号
重

る

２３
と

い

葬
跡

て

第44号 C3ie (葎茸軍彪) 36 02 N 把手 ,I可二 台35片 ,カロ曽利 E99片
,

土製品 1点

第50号 C3i 円 形 3× 28 03 N-27生 W な し 1 NA
阿玉 台34片 ,黒浜 5片 ,加 曽利 E
50片

第 38号 佳 居
跡 と 玉 複 じ

第51号 (盃丸方形) (48× 45) 035～ 045 N-26生 E な し N 利 E97片 ,芽 山 1片 ,黒 浜 71片 ,

諸 稜 ユO片 ,上 製 品 9点 ,石 器 2点

居

し

住

複

。

号

竜

る

２９
と

い

第

跡

て

第52号 C2ge 隅九長方形 46× 3 7 N-15生 E 争 し 5 N
浜
曽

点

黒

加

５

，　
，
器

片

片

石

・０
３
　

，

中

片
，

浮 島

］

鉢 形 土 器
，弾

一

深

５７
利

第 53号 D2ac 隅丸長方形 49× 4 03～ 04 N-90生 E な し 4 N 58片 ,9rt津 5片 ,浮 島 3片 ,カロ曽
利 E4夕 片 ,土 理 品 ユ2点 ,石 器 5点

住 居 跡 と 卓

第59号 C3c2 (格 円 形 ) 3 03 l N
阿玉 台 9片 ,黒浜 5片 ,加 曽利 E
16片 ,石器 1点

跡 と 重 複

第60号 C3i7 (長精 円形 ) (4× 28) 015～ 0 N-37生 E な し N
深鉢形上器底部,阿玉 台34片 ,加
曽利 E12片 ,土製品 2点

居

し
住
複

。

号

重

る

３３
と

い

第

跡

て

第61号 C2h8 楕  円 形 28× 24 01 N-33生 E な し 3 N 阿玉 台47片,土製品 1点

第 63号 C3ds
形

形円

円

楕
34 0 15 1

阿工 台25片 ,黒浜 2片 ,加 曽利 E
5片 ,土製品 1点

号
竜

る

３３

と

い

一
跡

て

飩
居

じ

第
住
複
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夕64号 C3iG (ほ ぼ 円形 ) 32 02 ] N 阿玉 台 48片
済
し

住
複

。

号
車

る

３４
と

い

第
跡

て

第66号 (楕 円 形 ) (55× 44) 015～ 045 N-40生 W な し 6 N 21片 ,諸 機 2片 ,浮 島 2片 ,

コIE 20片 ,上 製 品 2点

浜
曽

黒
加 跡 と こ卦 宴 じ

縄文時代中期 (加 曽利 E)

住居跡

番 号
位置 平面形状

規 模  (m)
長径方向 炉 柱 穴 覆土 出 土 こ追 物 備  考

長径 ×短 径 壁  高

第 1号 A5f 円 形 72× 65 03 N-38生 w 中央 7 N 工 台 269片 ,黒 浜 361片 ,上 製 品 5
第 2号 住 居
跡 と重 複 じ

第 2号 A4fO (円 形 ) 53 025～ 035 中央 3 N 加 曽利 E200片 ,阿 玉 台20片 ,黒
浜77片 ,土製品 2点,石器 3点

第13号 A4fO 円 形 52× 47 020～ 025 N-86生 w 中央 5
深 鉢 形 土 器 ,加 曽 利 E234片 ,阿
工 台 35片 ,黒 浜 68片 ,貝 類 (ヤ マ

ト ン ジ ミ ),土 製 品 2点 ,石 器 1主

眉

し

住

複

。

号

重

る

３

と

い

第

跡

て

第14号 A5el 楕  円 形 56× 48 N-10と W 中央 7 A
里
（
土

片

ミ

２６

ジ

ム
白
ン

」

「

か

７６３ 片
，

韓

井

妙

・７ 片
，

弾

加

浜

卿

第15号 A5d2 楕  円 形 55× 48 025～ 030 N-344W 3 N
黒

土

片

ミ

・５

ジ

ム
ロ
ン噸「猟

３２８片，報，石器
穀４片，韓

加浜理第 28号 (円 形 ) 西 側 7 玉 台 5片 ,黒 浜 7片 ,殊 ■ 1片 ,

第 26号住 居
跡 と重 複 し

第30号 円 形 49× 46 010～ 020 N-37生 E 衛西側 7 N 加 曽利 E ll片 ,黒浜 8片 ,石器 ユ

第35号 D3c (円 形 ) 01～ 02 3
深 鉢 形 土 器 ,小 形 土 器 ,加 曽 不」E
530片 ,阿 工 台 78片 ,黒 浜 24片 ,

芽 山 8片 .上 製 品 5点 ,石 器 8点

号
重

る

４８
と

い

。
跡

て

４７
居

Ｌ

第

住

わ

第38号 C3h8 (円 形 ) (68× 63) 中央 7
加 曽利 E481片

,

浜22片 ,土製品

里
ヽ

占
、

片
１

８３
器

台
石

工

，

阿
点

第 50・ 60予身

住 居 跡 と 重

第42号 D3a2 円 形 45× 40 005～ 013 N-55生 E 中央 6
加 曽利 E44片 ,阿玉 台 2片 ,黒浜
2片

第43号 C3h4 円 形 77× 70 010～ 017 N-30生 E 中央 7
加 曽利 E493片 ,阿 玉 台76片 ,黒
浜25片 ,土製品 5点,石器 3点

第45号 D3c4 ほ ぼ 円 形 54× 48 005～ 015 N-55生 E 中央 6
阿

マ
青

，
ヤ

く

片
く

翼

９５
類

若

Ｅ４
貝

古

崎

韓

』

器
，
黒

．

鬼

Ｏ片
，〔

釣

部

一

深

玉

ｋ

第46号 C3i2 円 形 62× 58 01～ 02 N-29生 W 南東狽1 9 N 加 曽利 E164片 ,阿 玉 台16片 ,黒
浜 7片 ,石器 7点,土 製品 1点

第47号 D3と G (楕 円 形 ) 58 2
黒

土

片

ミ

９

ジ

ネ
巨
、ン

嘘

マ ト

一

‐

ヤ

■

２。８ 片
，報

捧

利

片
，

７

曽

８
品

加

浜
理

居

じ

住

複

＾

号

重

る

３５
と

い

第

跡

て

第48号 D3ds 02 1
加 曽利 E25片 ,阿玉 台 9片 ,黒 浜
3片

第 35号住 居
跡 と重 複 し

第55号 D2an (格 円 形 ) 005～ 010 N-66ヒ E 北東側 4
皇
一
石

片

ミ

ヽ

ジ

エ
ロ
ン」４

１

ヤ

叫
韓

利

片
，

点

曽

８

２

加

源
器

号

楔

６２

重

ｏ

今

と

る

も

跡

い

５３

居

て

第

住

し

第56号 (円 形 ) 55 012～ 029 北tll 4 A 加 曽利 E264片 ,阿 玉 台 3片 ,黒
浜14片 ,須恵器 1片 ,土製品 5点

跡
て

第57号 E la9 円 形 70× 65 01 N-4上 E 西 側 8 深鉢形土器,加 曽利 E370片 ,阿玉

台 2片 ,黒浜 21片

第 56号住 居
跡 と重 複 じ

第58号 Dli (言協彰) 40 02～ 0 3 1 N 加 曽利 E7片

第62号 C2is (楕 円 刃杉) (54× 45) 025～ 030 N-2と W 中央 7 N
保鉢 形土 器,加 習利 E262お ,中 峠 6サヤ,I町
モ 台 3つ 片,オ 山 1れ ,黒 浜 4ユ h,譜 磯 3月 ,

貝類 (ヤ マ トシ ツ ミ丞 土製 品 4■ ,石 器 2■

第 55号住 居
跡 と重 複 し

第65号 E2c5 円 形 38× 36 01～ 02 N-2生 E 東側 2 N 方日曽利 E23片

第67号 C3g6
形

じ

形
い
円

円

を
格

02 6 N 加曽利 E19片 ,阿玉 台 6片 ,黒 浜
2片 ,石器 2点

第 37号住 居

跡 と 重摯 賞 し

第68号 D3e3 (円 形 ) 66 02～ 03 中央 7 N 83片 ,黒浜 15片 ,浮島 4片,茅 山 3片 ,

第 69号住 居
跡 と 重複 し

第69号 D3d2 円 形 72× 70 02～ 03 N-21生 E 中央 7 N
深 鉢 形 上 器 ,加 曽 利 E1661片 ,曽
利 8庁 ,同 玉 台 7片 ,黒 浜 ユ4片 ,

第 68号住 居
跡 と重 複 じ

第70号 E lac (円   形 ) 48 005～ 010 南側 4 加曽利 El片

第71号 Elも。 (円   形 ) 東側 6 深鉢形土器,加 曽利 E167片
第 24号住 居
跡 と重 複 じ

第72号 E2b6 (円 形 ) 0 05^-0 10 2 加曽利 E31片 ,阿工 台 3片 ,黒 浜
4片 ,石器 1点

第73号 E2ac (円   形 ) 43 南側 加 曽利 E7片

第74号 D2ie (円 形 ) 58 01 南側 2 N 加曽利E43片 ,茅山2片 ,黒浜22

片,浮島3片 ,石器 1点

第75号 D2h。 (円   形 ) 0 15 4 N 加曽利 E94片 ,石器 6点
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2  」L 坑

当遺跡において検出された土坑は,302基である。これらの上坑の多くは,当 遺跡の中央 を東

西方向に横切 るように存在 している町道の南西側の C2・ C3・ D2・ D3・ El・ E2区 を中心に

検出されている。上坑の平面形は,円形・楕円形・隅九方形・不定形 を呈するものが多く,断面

形は円筒状・なべ状・フラスコ状・皿状 と多種である。出土遺物は,縄文土器や土器片が殆ど全

時期 を決定 し得る底面か らの出土例 もかなり見られる。ここでは断面形や出土遺物における特徴

が顕者にみられる土坑について記述 し,そ の他の上坑については一覧表にして掲載 した。

第 1号上坑 (第 141図 )

本跡は,A4i。区に確認され,第 13号住居跡の 3m南東側に位置 している。

平面形は円形で,長径 1.2m。 短径 lm・ 深さ04mの規模である。断面形はなべ状を呈 し,南

壁は外傾 しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが,ゴヒ側は15cmほ ど掘 りくばめられている。

覆土はほぼ 2層 か ら成 り,上層はローム粒子・焼土粒子を微量含む暗褐色土,下層はローム粒

子 を微量含む褐色上が自然堆積の様相 を呈 している。

第 1号土坑出土土器観察表

0            10cm

図 版 番 号 器  種 法 量 (Cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・色 詞・焼 成 備   考

第 122図 深 鉢 形 上 器
加 曽 利 E
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第122図 第 1号土坑出土土器実測図
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遺物は,中央の底面や覆土下層か ら縄文時代中期の加曽利 E式の上器片13片 等が出土している。

第 11号土坑 (第 142図 )

本跡は,当遺跡の中央部 C3h7に確認され,縄文時代中期の阿玉台期 の第60号住 居跡 と同中期

の加曽利 E期の第38号住居跡を掘 り込んでいる。

平面形は円形を呈 し,直径26m。 深さ1.lmで,断面形は円筒状 を呈 している。壁は硬 く垂直

に立ち上が り,嵐面は平坦で硬 いロームである。底面の中央と南壁下の 2か所にピットが存在し,

南壁下のピットは直径0.9m・ 深さ0,9mである。

覆土は 5層から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む暗褐色土 と極暗褐色

土,下層はローム粒子・焼土粒子 を微量含む暗褐色土が自然堆積 し, また,ヤマ トシジミを主体

とした貝層が上層から中層にかけて20～ 80cmほ ど堆積 している。

遺物は,覆土上層か ら中層にかけて縄文時代中期の加曽利 E式の上器片610片 を中心 に,阿玉

台式や黒浜式の土器片各11片 ,打製石斧 (第 186図 25)1点が出上 している。

出土土器

第123図 1～ 5は ,第 11号 土坑か ら出土 した縄文土器片の拓影図である。 1～ 4は 口縁部及び

口縁部から胴部にかけての土器片である。 1は 口縁部が無文で,胴部は単節 RLの縄文が斜位に

全面に施されている。 2は 両側に沈線 を有する隆帯が横位に巡 り,隆帯直下 には複節LRLの 縄

文が斜位に施されている。 3。 4は 無文全 3は壺形土器と思われ,内・外面に赤彩が施 されている。

5は胴部片全 幅の狭い磨消帯が垂下し,磨消帯と磨消帯の間に無節 Lの縄文が斜位に施されている。

10Cm

第123図 第 11号土坑出土上器拓影図
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第 14号土坑 (第 143図 )

本跡は当遺跡の南西側 D3b2区に確認され,縄文時代前期の黒浜期 の第41号 住居跡の西 コーナ

ー部 を掘 り込んでいる。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-13° 一Wを指し,長径32m・ 短径26m。 深さo7mであ

る。断面形は円筒形状 を呈 している。壁はロームで硬 く,西壁は垂直に,南壁は外傾 しながら立

ち上がっている。底面は平坦で,硬いロームである。ピットが東壁下 と南側の 2か所に認められ ,

南壁下のピットは深さ1.3m,東壁下のピットは深さ1.4mである。

覆土は 2層から成 り,上層はローム粒子多量・焼土粒子を微量含む暗褐色土,下層はローム粒

子 多量 。ローム小ブロックを微量含む暗褐色土が自然堆積 している。

遺物は,縄文時代中期の加 曽利 E式の土器片が覆土上層を中心に548片 出上 し,投棄 された状

態を窺わせ る出土状況である。また,前期の黒浜式や諸磯式,中期の曽利式の上器片 も少量出土

している。そのほか,土器片錘 (第 181図 140～ 143)4点 や打製石 斧 1点 ,磨石 1点 ,敲石 1点

が出土している。

第 14号土坑出土土器観察表

第124図 3～ 7は ,第 14号土坑か ら出上 した縄文土器片の拓影図である。 3～ 5は 口縁部及び

口縁部から胴部にかけての上器片である。 3は器肉が厚 く,大形土器 と思われる。口縁部は隆帯

と沈線による半楕円三角文で区画 し,区画内に撚 りの太い単節 RLの縄文が斜位 に施されている。

胴部は幅の広い磨消帯が垂下 し,そ の間に撚 りの太い単節 RLの縄文が斜位に施 されている。 4

は弱い波状 を呈 し,口 唇部直下に 2列の円形刺突文が横位に施 されている。刺突文の直下に単節

RLの縄文 を斜位に施 した後,幅の狭い連弧文を刺突文下に施 している。 5は 口唇部直下に 1本

の円形刺突文 と沈線を横位に施 し,そ の下側に無節の撚糸文を斜位に施 している。更に,幅 の狭

い雑な逗弧文 と沈線が巡っている。

6・ 7は胴部片で無節 Lの撚糸文 を縦位に施 している。 6は 逆「U」 字文が施 され, 7は 沈線

が横位に施されている。

第 17号 土坑 (第 143図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央部C3il区 に確認され,当初,確認の段階では楕円形 を呈するので円

筒状の土坑 と予測 したが,調査の進行に伴い,フ ラスコ状土坑であることが判明 した。

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・色 調・焼 成 備  考

第 124図
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深 鉢 形 土 器
加 曽 利 E

B (5 2)
C (70)

底 著トイよ平 底 を呈 し, 月同音h′ よ底 音Ьか らタト傾 しな が ら立 ち
上 が っ て い る 。 磨 消 帯 と単 節 LRの 縄 文 が わ ず か に 認 め
ら才とる 。

砂 粒 ・ 長 石
に ぶ い オ登色
普 通

lo% 1片
P147
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0            10Cm

第124図 第14号土坑出土土器実測図 。拓影図

掘 り込みの上面は円形を呈 し,規模は長径 13m・ 短径1.lm・ 深さ15mで,底面は,長径2.3

m・ 短径22mの 円形を呈する土坑である。壁の断面はフラスコ状を呈 し,底面か ら0.6mの 高さ

まではゆるやかで,ほぼ直線的に内傾 し,そ の地点か ら04mほ どほぼ垂直に立ち上が り,外イ頃し

ながら上面に至 る。床面はほぼ平坦で,硬 くしまったロームである。

覆土はほぼ 3層 から成 り,上面はローム粒子多量・焼土粒子 と炭化粒子 を微量含む暗褐色土 ,

中・下層はローム粒子中量・ローム小ブロックを少量含む暗褐色土 とローム小ブロックを多量含

む褐色上が自然堆積 している。

遺物は下層から阿玉台式の無文の大形破片や土器片63片 ,勝坂式の上器片 9片が出土している。

7
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第 17号 土坑出土土器観察表

図 版 番 号 器  種 法 量 (Cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・色 調・焼 成 備  考

第 125図 深 鉢 形 土 器

卜可  玉   台

B (27)
C(175)

平 底 の 底 部 片 で ,大 形 の 上 器 と思 わ れ る 。 砂 粒・長 石・石 英

雲 母・に ぶ い橙 色

普 通

ユ0%  2片
P145

第125図 2・ 3は ,第 17号土坑か ら出土 した縄文土器片の拓影図である。 2は 口縁部か ら胴部

にかけての破片である。口縁部の下位には左右に凹みを施 した突起が設けられ,隆帯 と接合 して

楕円形や三角形状の文様が構成されている。楕円文や三角形状文の隆帯の内側は隆帯に沿って幅

の広い刺突文が施 され,楕円文の右側の隆帯上にも刺突文が施 されている。胴部は無文である。

口唇部直下の内側に稜 を有 している。 3は 口縁部片である。波状を呈 し,波頂下か ら隆帯を設け,

隆帯に沿って右側は, 2本の結節沈線文が「(馬」のような曲線に,隆帯に沿って左側は 4本の

結節沈線文が 貶憂」状に口唇部直下に施されている。また,内側にも口唇部に沿って 2本の結

節沈線文が施されている。口唇部直下の内根1に は稜を有している。

|ヽ、＼_                   _ |

0             10Cm

第125図 第 17号土坑出土上器実測図・拓影図

第19号土坑 (第 143図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央C2i。 区に確認された。

平面形は楕円形を呈 し,規模は長径 2m・ 短径 1.4m・ 深さ1.5mである。底面の平面形は円形

を呈 し,直径は2.lmで ある。壁はロームで硬 く,南壁は底面から0.55mほ どの高さまで内彎 し,

更に,やや内傾 しながら05mほ ど立 ち上が ったのち外側にほぼ平坦気味に向い,外傾 しなが ら

上面に至る。底面は平坦で硬 く締 まったロームである。

覆土の下層はローム中ブロック中量 。ローム大ブロックを多量に含む褐色土が堆積 し,上層は

ローム粒子中量・焼土粒子少量・炭化粒子 を微量含む黒褐色土等が人為的に堆積 している。
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遺物は,上層から下層にかけて検出され,縄文時代中期の阿玉台式の上器片が128片 出上 して

いる。そのほか,中期の加曽利 E式の上器片や前期の黒浜式の上器片が若千出上している。

出土土器

第126図 1～ 4は ,第 19号土坑から出土 した縄文土器片の拓影図である。 1～ 4は 口縁部か ら

胴部にかけての破片及び胴部片である。 1は 隆帯 と沈線によって大 きい渦巻文が作 り出され,隆

帯の両側にペ ン先状工具による刺突文が施 されている。 2は隆帯に沿って内側に 2列 の結節沈線

文が施 され,更に,2本の沈線が横位に施されている。口唇直下の内側にやや弱い稜が認められる。

3は 口唇直下 と口縁部下位,及 び胴部上位に爪形文が 3段横位に施 されている。口縁部 と胴部 と

の境は断面三角形の隆帯が施されている。 4は 渦巻状の突起を備 え,突起の周縁には刺突文が施

され,突起の付け根にも刺突文が施 されている。

0             10Cm

第126図 第 19号土坑出土土器拓影図

第30号土坑 (第 144図 )

本跡は,当遺跡の南西側 C2is区 に確認され,古墳時代の第30号住唇跡に切 られている。

平面形は円形を呈 し,規模は長径16m・ 短径15m・ 深さ04mで ある。断面形は円筒状 を呈

している。壁はロームで硬 く,ほ ぼ垂直に立ち上が り,底面はほぼ平坦で硬いロームである。

覆土はほぼ 4層 から成 り,上層はローム粒子 を多量含む暗褐色土,中層はローム粒子少量・炭

化物 を微量含む暗褐色土,下層はローム小ブロックを少量含む褐色土がほぼ自然堆積 している。

また,中 層にヤマ トシジミを主体 とした厚さ10Cmの 貝層が堆積 している。

遺物は,縄文時代中期の加曽利 E式 の上器片が貝層中か ら4片 ,覆土中層から12片 出土 してい

二層に阿玉台式の上器片 8片 ,前期の黒浜式の土

/て いるが,混入したものと考えられる。

第30号土坑か ら出土 した縄文土器片の拓影図で

~   
ある。 1は 胴部片で,単節 RLの縄文が浅 く斜位に施 され,維位

第127図
第30号上坑出土土器拓影図  のナデによって縄文が 2か所磨消されている。

就 騨 瀬 、
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第32号土坑 (第 145図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央 C2h。 区に確認され,西側に位置する縄文時代中期の阿玉台期の第61

号住居跡を若干掘 り込んでいる。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-72° 一Eを指 し,規模は長径2.9m・ 短径22m・ 深さ 1

mである。壁はロームで硬 く,北壁はややオーバーハ ングしている。南壁はフラスコ状を呈 して

お り,底面か ら内傾 しながら0.6m立 ち上が ったあと,ゆ るやかに外傾 しながら立ち上がってい

る。底面はほぼ平坦で,硬いロームであり,底面の規模は長径24m・ 短径2.2mで ある。

覆土は 5層 から成 り,上層はローム粒子 を中量含む黒褐色土,下層はローム粒子 を分量含む黒

褐色土がほぼ自然堆積 している。また,上層にはヤマ トシジミを主体 とした貝層が南壁ぎわに長

径0.5m・ 短径03mの楕円形を呈する形で堆積 している。

遺物は,南西側の奥壁の底面や底面直上か ら縄文時代中期の阿玉台式の深鉢形土器 (第 128図

1・ 2・ 5)3個 がつぶれた状態で,ま た,周辺の底面や覆上下層から阿玉台式の上器片70片 ,

覆土上 。中層からも70片 出上 している。更に,覆土中層から勝坂式の上器片 1片 が出上している。

前期の黒浜式や中期の加曽利 E式の上器片 も若千出上 しているが,混入したものと考えられる。

第32号土坑出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色詞・焼成 備  考

第128図

1

深鉢形土器

阿 玉 台 I11

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部が内鸞 して立ち上がる。口縁直下に断面 カマボ

コ状の隆帝による「V」 字状文が施 され, 4単位に区画

している。器面は無文である。日縁部内・外面,胴部上

位外面,胴部内面は横位のナデ,胴部上位以下は縦位の

ナデが施 されている。

砂粒 雲母

橙色

良好

80夕ち  14ナヤ

P28

2

深鉢形土器

阿 工 台 m
A 348
B(285)

胴部中位から内彎しながら外イ貝1に 開き,日 縁音μこ至る。
日縁部内面に稜が認められる。日縁上端には無文の隆帝
を周回させ,そ の直下に縄文を施した 4単位の断面カマ

ボコ状の隆帯を「V麹 字状に貼り付けている。器面には

単節 LRの縄文が斜位や縦位に施されている。日縁部内・

外面・胴部内面は横位のナデが施されている。

砂粒・_T母

褐灰色

良好

70% 23片
P29

3

深鉢形土器

阿 玉 台 III

A(250)
B(80)

把手を有する口縁部か ら胴部上位にかけての破片であ

る。胴部上位で くびれ, 日縁部は外傾 している。無文で

ある。内・外面は横位のていねいなナデが施されている。

砂粒。長石・石英

雲母 橙色
良好

309/9  7片
P142

4

浅鉢形土器

阿 工 台 Ⅲ

A(344)
B(84)

日縁吉Fslま 胴部から強く外イ頃しながら立ち上がっている。
口縁部内面には明瞭な稜を有する。無文である。内・外

面は横位のナデが施されている。

母壼
´

粒
色

好

砂
橙
良

10% 3片
P l13

5

深鉢形上器

阿 玉 台 皿

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部のやや広い円筒形の上器である。文様は胴部上

位に小突起を備え, 日縁部と小突起の間は断面三角形状
の隆帝によって逆三角形を,小突起から底部直上にかけ

ては断面三角形状の隆帯によって逆「V」 字を構成して
いる。文様は対になっている。

砂粒・長石・石英

雲母
橙色

普通

100%21片
二次焼成

P l14

6

深鉢形上器

阿 玉 台 m
A(246)
B(168)

胴部は外傾 しながら立ち上がり, 日縁部に至る。口縁

部には断面カマボコ状の隆帯が 1本周回している。無文

である。日縁部は横位のナデ,胴部外面は維位のナデが

施され,内面は摩耗している。

砂粒・雲母
にぶい黄褐色

普通

20% 6片
P140

第129図

7

深鉢形土器

阿 玉 台 Ⅲ

A(275)
B(102)

口縁部から胴部上位にかけての破片である。日縁部は

小突起によって区画され,区画内には隆帯に沿って結節
沈線文が施されている。胴部は単節RLの縄文が斜位に

施されている。

砂粒・長石・雲母

褐灰色

普通

10% 4片
P l15

4鉢形土器

阿 玉 台 H
B(38)
C(108)

胴部下位から底部にかけての上器片で,底部は網代痕

を有する平底である。

砂粒・長石・要廿

にぶい赤褐色

普通

10% 5片
P146
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第128図  第32号土坑出土土器実測図・拓影図(1)
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第129図 第32号上坑出土土器実測図・拓影図 (2)

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第129図

9

深鉢形土器

阿 玉 台 Ⅲ

B(107)
C l16

円筒形を呈する土器である。無文で,胴部外面は縦位
のていねいなナデが施されている。

砂粒・雲母

浅責橙色

良好

40% 10片
P lll

深鉢形土器

阿 工 台 III

(32)
12 0

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,胴部は底部から軽 く外傾しながら

立ち上がっている。胴部には単節 LRの縄文が斜位に施

されている。底部直上は横位のナデが施されている。

砂粒・雲母

によい橙色

普通

20% 4片
P l12
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第129図 11～ 16は ,第 32号土坑か ら出土 した縄文土器片の拓影図である。11～ 14は 口縁部及び

口縁部から胴部にかけての土器片である。11は波状 を呈 し, 口縁部下位に断面カマボコ状の隆帯

が貼付 され,日 唇部 と隆帯の間に 2列 の刺突文が横位に施 されている。胴部は単節 LRの縄文が

斜位に施されている。12は右方向からの刺突文 を有する隆帯 を 1列横位 に巡 らし,そ の下方に

「し」の字状 を施 し,「 し」の字の両端 と片側 に結節沈線文 を施 している。胴部は細い沈線が

斜位に施されている。口縁部下位の内面に稜 を有 している。13は 下方向か ら刺突 した細い結節沈

線文が深く縦位に施 されている。14は 勝坂系の上器片全 国唇部, 口縁部下位,及 びその間に斜位

に隆帯が設けられている。斜位の隆帯上には 2列 の「C」 形刺突文,横位 の隆帯上には 1列 の

「 C」 形刺突文が施 されている。口唇部直下,斜位の隆帯の両端 ,及 び 口縁部下位の上端 には

「 D」 形刺突文が施 され,そ れらのペシ先形刺突文がそれぞれ施 されている。

15。 16は 胴部片で,15は 限鏡部 とつる状部が接合 した「J」 状 を呈 し,そ の接合部に小突起 を

備えている。器面には横位 と斜位の沈線がそれぞれ施されている。16は結節沈線文がわずかに窺

え,そ の下側に幅の広い波状沈線文が浅 く横位に施されている。

第64号土坑 (第 148図 )

本跡はD2ao ttに 確認され,縄文時代前期黒浜期の第54号住居跡の北西恨」と同中期の阿玉台期の

第53号住居跡の南東 コーナー部を掘 り込み,逆に南側で縄文時代中期の加 曽利 E期 の第262号 土

坑に掘 られている。

上面の平面形は円形を呈 し,規模は長径075m・ 短径0,7m・ 深さlmであ り,断面形はフラス

コ状を呈 している。底面の平面形は円形を呈 し,直径は24mである。壁はロームで硬 く,南西

壁は底面から0.2mほ ど内彎しながら立ち上がった後,急角度で05mほ ど内傾 し,更に,0.5mほ

どゆるやかに内傾 しながら上面に至 る。北東壁は底面か ら02mほ ど内彎 しながら立ち上がった

後,直線的に急な角度で内傾 しながら立ち上が って上面に至 る。底面はほぼ平坦で,硬 く締まっ

ている。

遺物は,覆土中・下層か ら縄文時代中期の阿玉台式土器片86片 と勝坂式上器片が出土 し,そ の

他,加曽利 E式の上器片が覆土上層から48片 ,上器片錘 (第 182図 140)が 1点 出土 している。

出土土器

第130図 1～ 5は ,第 64号土坑か ら出土 した縄文土器片の拓影図である。 1は 把手で,隆帯に

よる楕円形状の文様 を施 し,内面は楕円形の片方上側に凹みを有する渦巻文がある。楕円形の部

分は無文で,凹 みを有 し,外面は無文で中央はやや出っ張り,才旨頭痕が隆帯脇に認められる。把手

の付け根には単節の縄文が施 されているのがわずかに窺える。 2,3は 口縁部片で, 2は 波状 を

呈 し,波頂下から凹みを施 した隆帯が口縁下位 まで垂下 し,そ の左右両側に 2列 の波状沈線文が
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第130図 第34号土坑出土土器拓影図

横位に施されている。 3は 隆帯による楕円形が施 され,隆帯の内側に沿って幅の広い結節沈線文

と波状沈線文が施 されている。

4・ 5は 胴部片である。 4は 隆帯による円文が設けられ,隆帯の内側に沿って 1本 の沈線が施

されている。沈線の内側に無節の縄文が横位 と斜位に施されている。 5は 断面三角形状の隆帯が

横位に 1本,縦位に 3本施されている。横位の隆帯には,隆帯の上端部 と一部下端部に刺突文 を

斜位に施 している。 3本の隆帯のうち右側の縦位の隆帯は両端に横位の結節沈線文を施 し,中側

の縦位の隆帯は右端に斜位の刺突文 と左端に横位の結節沈線文 を施 し,左根」の縦位の隆帯は右端

に斜位,左端に横位の結節沈線文 をそれぞれ施されている。右側 と中側の隆帯の間には 2列 の山

形沈線文が 2段横位に施されている。

第71号土坑 (第 148図 )

本跡は,当遺跡の南西側D2,1区 に確認され,古墳時代の第20号住居跡に北西側 を切られている。

平面形は楕円形 を呈 し,長径方向はN-65° 一Eで,規模は長径2.4m・ 短径 2m・ 深さ lmで

ある。断面形は円筒形を呈 している。壁はロームで硬 く,南東壁がややオーバーハング状に,そ

の他の壁は垂直に立ち上が り,底面は平坦な硬いロームで,南東壁下 と中央部 の 2か 所に深 さ

0.65～ 085mの楕円形 と円形を呈するピットが存在する。

覆土は 4層か ら成 り,上層はローム粒子少量・焼土粒子 を微量含む黒褐色土,下層はローム粒

子 を多量含む褐色土等が自然堆積 している。

遺物は,縄文時代中期の加曽利 E式の上器片が覆土上・中層か ら137片等が出土 している。

Ｔ

み
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第131図 第71号土坑出土土器拓影図

出土土器

第131図 1・ 2は ,第71号土坑

か ら出上 した縄文土器片の拓影

図である。 1は 口縁部片で,隆

帯 と沈線による半楕円文で区画

され,区画内に無節 Rの縄文が

斜位に施 されている。

2は胴部片で,横位の沈線が

巡 り,凹みを有する隆帯が垂下 し,単節 RLの縄文が斜位に施 されている。

第111号土坑 (第 152図 )

本跡は,D2h7に 確 認 され,当初住居跡の柱穴 として調査 を実施 したが,柱穴にはならず土坑

として取 り扱った。

平面形は直径0.5mの 円形 を呈 し,深さは約 lmでぁる。壁はロームで硬 く,垂直に立ち上が

り,底面は平坦で,硬いロームである。ピット状の上坑で幅が狭いため土層図はとらなかった。

遺物は,覆土中層か ら貝 (マガキ・ハマグリ・ヤマ トシジミ・ハイガイ・アサ リ・オキシジミ。

シオフキ)と 茅山式の上器小片 1片がまとまって出上 し,更 に,縄文時代早期の茅山式 と前期の

第132図 第111号土坑出土土器拓影図

1。cm 縄文上器片の拓影 図である。 1・ 2は 胴部片

で, 1は 外面に条痕文が横位に, 2は 内・外

面に斜位に施 されている。

第138号土坑 (第 154図 )

本跡は,当遺跡の南西側 D2c9区 に確認され,北側に位置する第206号土坑 を掘 り込み,底面は

本跡が04mほ ど低い。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-74° 一Wで,規模は長径 3m・ 短径2.3m・ 深さo.6mで

ある。断面形は円筒形 を呈 している。壁はロームで硬 く,ほぼ垂直に立ち上がっている。底面は

平坦で硬 いロームを呈 し,直径0.4～ 0.8m・ 深さo.8～ 1.2mの ピッ トが 3か所存在する。北壁下

のピットはオーバーハ ング状に,南壁下のピットは垂直に掘 り込まれている。

覆土は 4層 か ら成 り,上層はローム粒子 を中量から多量・焼土粒子少量・炭化物微量を含む暗

褐色土が,下層はローム粒子多量・ローム小ブロック中量を含む褐色上がレンズ状に自然堆積している。
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第133図 第138号 土坑出土土器実測図・拓影図
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遺物は,縄文時代中期の加曽利 E式 の上器片が覆土中層を中心に888片 出土 し,大部分が胴部

片で投棄されたものと考えられる。深鉢形土器 (第 133図 1)が 中層か ら横位の状態で出土して

いる。その他に,覆土土層から前期の黒浜式・阿玉台式の土器片も少量出土しているほか大木式の土器

片 1片,土器片錘 (第 182図 157～ 161)5′く,磨製石斧 (第 187図42)1′ミ,磨石 1′ミが出土している。

第138号土坑出土土器観察表

第133図 4～ 9は ,第 138号土坑から出土 した縄文土器片の拓影図である。 4～ 6は 口縁部から

胴部にかけての土器片である。 4は 口縁部が隆帯 と沈線による長楕円文で区画され,区画内に単

節 LRの縄文が斜位に施 されている。胴部は幅の広い磨消帯 と幅の狭い磨消帯が垂下 し,その間

には単節 LRの縄文が斜位に施 されている。 5は 口唇直下に沈線が横位に施され,その下方は,

磨消による逆「U」 字文で区画され,区画内に単節 RLの縄文が斜位に施 されている。 6は 口唇

直下か ら条線文が器面に斜位に施されている。

7～ 9は 胴部片である。 7は 大形深鉢形土器の破片で,幅の狭い磨消帯が垂下 し,磨消帯 と磨

消帯の間には撚 りの太い単節 LRの縄文が斜位に施されている。 8は 無節 Lの撚糸文が縦位に施

され,幅 の狭 い磨消帯 で沈線 と「U」 字文が施 されている。 9は撚 りの大い無節 Lの撚糸文が

縦位に施されている。

第200号土坑 (第 161図 )

本跡は,当 遺跡の南西側 D2c8区 に確認され,第 212号 フラスコ状土坑の南西側 を掘 り込んでいる。

平面形は直径22mの 円形を呈 し,深さ08mである。断面形は円筒形 を呈 している。壁はロー

ムで硬 く,ほぼ垂直に立ち上がっている。底面は平坦な硬いロームで,やや北側 に直径 0.4m,

深さ0,4mの ピットが 1か所存在する。北東側は約0.2m段差があ り,本跡の方が高い。

覆土はローム粒子 を多量, ローム小ブロックを少量含む褐色土 と暗褐色土が自然堆積している。

遺物は,覆土中層を中心に して,縄文時代中期の加曽利 E式土器片102片等が出上 している。

出土土器

第134図 1～ 3は ,第 200号土坑から出上 した縄文土器片の拓影図である。 1は 口縁部片で,沈

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・色 調 焼 成 備  考

第 133図 深 鉢 形 土 器

加 曽 利 EH
B(189)
C  83

底 都 は 平 底 を呈 し,内 彎 しな が ら外 側 に 開 い て 立 ち 上

が っ て い る 。 胴 部 中位 以 上 は 欠 損 して い る 。 胴 部 は 幅 の

狭 い 磨 消 持 に よ っ て 6単位 に 区 画 さ れ ,区 画 内 に 単 節 L
Rの 縄 文 が 斜 位 や 縦 位 に 施 さ れ て い る 。 胴 部 内 面 は 積 位

と縦 位 の ナ デ が 施 さ れ て い る 。

石長粒

色

好

砂

橙

良

片％

４３

４。

Ｐ

2

深 鉢 形 土 器

加 曽 利 EH
B(11 2)
C  64

底 部 か ら胴 部 下 位 に か け て の 上 器 で あ る 。 胴 部 に は 単

節 RLの 縄 文 が 斜 位 に 施 さ れ ,更 に 3本 の 波 状 沈 線 が 周

回 して い る 。 底 部 直 上 は 横 位 の ナ デ ,胴 部 内 面 は 維 位 の

ナ デ が 施 さ れ て い る 。

砂 粒 ・ 長 石

に ぶ しヽ左登色

良 好

40%  1片
Pユ 19

深 鉢 形 上 器

加 曽 利 EH
B(122)
C 75

底 著h′ ま平 底 を呈 し, 胴 音hは 底 音るか ら ケト傾 しな が ら立 ち

上 が っ て い る 。 月同音F`ま 6単イ立の I幅 の 狭 ▼ヽ磨 消 帯 1こ よ っ て

区 画 さ れ ,区 画 内 に は 縦 位 の 細 い 沈 線 が 施 さ れ て い る 。

内 面 は 縦 位 の ナ デ が 施 さ れ て い る 。

石長粒

色

通

砂

褐

普

40%  8,キ
P l18
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線を有する隆帯と沈線が横位に施 され,隆帯 と沈線の間には単節RLの縄文が斜位に施 されている。

2・ 3は胴部片で, 2は 幅の広い磨消帯が垂下 し,磨消帯 と磨消帯の間には無節 Rの縄文が斜

位に施され,更 に,沈線が垂下 している。 3は 無節 Lの撚糸文が縦位に施されている。

ⅧII♯拍1背
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第134図 第200号土坑出土土器拓影図

第218号土坑 (第 163図 )

本跡は,当 遺跡の南西側 D2d9区に検出され,縄文時代中期の第53号住居跡の10m南側に存在する。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-50° 一Eで,規模 は長径 2.2m・ 短径 1.8m・ 深さo.4m

である。断面形はなべ状 を呈 している。壁はロームで硬 く南西壁がややオーバーハ ング状,そ の

他の壁は外傾 しながら立ち上がっている。底面は平坦で硬い。南西壁下に長径08m。 短径0.6m・

深さ0.6mの楕円形のピットが 1か所存在する。

覆土はほぼ 3層から成 り,上層はローム粒子 を中量含む極暗褐色土,下層はローム粒子 を中量

含む暗褐色土がほぼ自然堆積 している。

遺物は縄文時代中期の加曽利 E式の土器片50片 や勝坂式の上器片少量が覆土上 。下層か ら出土

し,復元できた勝坂式上器は円筒形の有孔鍔付土器 (第 135図 1)である。

第218号 出土土器観察表

第241号土坑 (第 165図 )

本跡は,D2f7区 に確認され,第 194号 土坑の lm東側に位置している。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-76° 一Wで,規模は長径2.8mm・ 短径2.3m。 深さ0.6m

である。断面形はなべ状を呈 している。壁はロームで硬 く,東壁は垂直に,西壁は外傾 しなが ら

立ち上がっている。底面は平坦で硬 いロームで,ほぼ中央 と南壁下 に直径 0.2～ 04m・ 深 さ01

～0.3mの ピットが 2か 所存在 している。

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第135図

1

有孔鍔付土

器

勝 坂 系

A149
B 404
C(197)

日縁部のやや狭い円筒形の上器金 底削よ欠損している。
日縁下に対になる3孔 を有し,日縁部直下,胴部中位,及
び底部直上に隆帯が設けられている。口縁部内・外面は
横位のナデ,胴部内・外面は縦位のナデが施されている。

砂粒・スコリア

長石

赤色

不良

50%  48片
日縁言卜・胴

部一部赤彩

P124
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第135図 第218号土坑出土土器実測図

覆土は 3層 から成 り,上層はローム粒子 を

中量,炭化粒子・焼土粒子を微量含む暗褐色

土,下層はローム粒子多量,ロ ーム刻ヽブロッ

ク少量,焼土粒子を微量含む褐色土が 自然堆

積 している。

遺物は,縄文時代中期の加曽利 E式の胴部

から底部にかけての小形深鉢形土器が覆土上

層から横位に投棄 された状態で出上している。

また,同 時期 の土器片は上 。中層 を中心 に

111片 出土 している。その他に前期の黒浜式

や阿玉台式の土器片も 5・ 6片 出上 している

が周囲か らの流入 と思われる。

出土土器

第136図 2～ 4は ,第 241号土坑か ら出上 し

た縄文土器片の拓影図である。 2・ 3は 口縁

部か ら胴部にかけての破片である。 2は 波状

口縁 を呈 し,口 唇直下か ら単節 RLの縄文が

器面全体に斜位に施されている。 3は 日唇直

下か ら沈線が浅 く斜位に施された後,沈線が

維位に施 されている。

4は薄手の胴部片で,幅の狭い磨消帯が垂

下 し,磨消帯の間には複節RLRの縄文が斜

位に施 されている。

第246号土坑 (第 166図 )

本跡は,D2e6区に確認され,第243号上坑に隣接 している。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-82° 一Wで,規模は長径 3m・ 短径2.4m・ 深さ0.4mで

第241号 土坑出土土器観察表

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上・色調・焼成 備  考

第136図

1

深鉢形土器

加 曽 利 E
Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,胴部は底部から内彎気味に軽く外

側に開きながら立ち上がリロ縁部に至る。器面には縦位

と斜位の細い沈線が施されている。外面の一部と内面は

摩減している。

砂粒 。長石
明赤褐色

普通

90%  35片
二次焼成

P42
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第136図 第241号土坑出土土器実測図・拓影図

ある。断面形は円筒状を呈 している。壁はロームで硬 く,垂直に立ち上がっている。底面は平坦

で,硬いロームを呈 し, ピットが大小合せて 4か所存在 している。南壁下のピットはオータヾ―ハ

ング状に掘 り込まれ,長径 lm。 短径0.8mの楕円形を呈 してお り,深さは0.8mで ある。

覆土は 6層から成 り,上層はローム粒子多量・焼土粒子 を微量含む極暗褐色土,下層はローム

粒子中量・ローム小ブロックを中量含む褐色土がほぼ自然堆積 している。

遺物は,縄文時代中期の加曽利 E式 の深鉢形土器 (第 137図 1)が北壁下のピットの中か ら斜

位の状態で出上している。そのほか覆土中 。下層か ら加 曽利 E式 の土器片が110片 等 出上 して

いる。

第246号 上坑出土土器観察表

第137図 2・ 3は ,第 246号土坑か ら出土 した縄文土器片の拓影図である。 2・ 3と も口縁部か

ら胴部にかけての上器片で, 2は 口唇直下から単節 RLの縄文が器面全体に縦位に施されている。

3は 口唇直下から無節 Rの縄文が器面全体に斜位に施されている。

第284号土坑 (第 171図 )

本跡は,当遺跡の南西側 D2b7区に確認され,西側の第290号土坑を掘 り込み,南側 を第285号土

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・色 調・焼 成 備  考

身与137屁電 深 鉢 形 土 器

加 曽 利 E
Ａ

Ｂ

Ｃ

23 6
37 0

底 部 は 平 底 を呈 し, 丹同部 は 底 音巨か ら軽 くケト傾 しな が ら

立 ち上 が って い る。口縁 都 は や や 内 彎 して い る。口縁 部 文

様 帯 は,隆 帝 と沈 線 に よ って ,4単 位 の 渦 巻 文 で 区 画 され

渦 巻 文 と渦 巻 文 の 間 に は 長 方形 状 や 台 形 状 の 文 様 が 施 さ

れ ,そ の 中 に 単 節 LRの 縄 文 が 斜 位 に 施 さ れ て い る。 胴

部 蕉 様 帯 は , 3本 1組の 沈 線 に よ っ て 6単位 に 区 画 され

区 画 内 に は 単 飾 LRの 縄 文 が そ れ ぞ れ 斜 位 に 施 され て い

る 。 口縁 音Б 月同著Б内 面
`よ

横 位 の ナ デ が 施 さ オ■て ヤヽ る。

砂 粒・雲 母・石 英・

長 石

褐 色

良 好

95夕ち  36,キ
P34
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第137図 第246号土坑出上土器実測図・拓影図

坑に若千切 られている。

平面形は円形を呈 し,規模は長径21m・ 短径2.Om・ 深さ0,8mである。断面形は円筒状 を呈

している。壁は切 られている部分 を除いて垂直に立ち上がっている。底面は平坦で硬 く,南側に

深さ01mほ どのピットが 1か 所存在 している。

覆土は 4層から成 り,上層はローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色土,下層

はローム粒子少量,炭化粒子を微量含む暗褐色上が自然堆積 している。

遺物は,ほぼ完形の加曽利 E式の深鉢形土器 (第 138図 1)が覆上下層か ら,半完形の深鉢形

土器 (第 138図 2)が覆土上層か らそれぞれ横位の状態で出土 している。そのほか,覆土中層か

ら加曽利 E式上器片356片 ,阿玉台式の土器片15片 等が出上 している。

第284号 土坑出土上器観察表

第138図 3～ 9は ,第 248号土坑から出上 した縄文土器片の拓影図である。 3～ 7は 口縁部及び

口縁部か ら胴部にかけての破片である。 3は 口縁部が沈線による楕円文で区画され,区画内に単

節 RLの縄文が斜位に施され,胴部は幅の狭い磨消帝が垂下 し,磨消帯 と磨消帯の間には単節 R

図 版 番 号 器  種 法 量 (Cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 上・色 調・焼 成 備  考

第 138図 深 鉢 形 土 器

加 曽 利 E
A 25 8
B(26 1)

月同部 は 外 ftHし な が ら立 ち _と が り, 口 縁 著Б
`よ

更 に 外 傾

して い る 。 胴 部 下 位 以 下 は 欠 損 し て い る 。 口暮 部 に 1本
の 沈 線 が 周 回 し, 口縁 部 は 無 文 で あ る 。 胴 部 は 2本 1組
の 沈 線 が 4単位 と, 1本 の 蛇 行 沈 線 文 で 区 画 され て い る。

区 画 内 に は ,雑 な 単 節 RLの 縄 文 が 斜 位 に 施 され て い る。

口縁 部 内 ・ 外 面 ,胴 部 内 面 は 横 位 の ナ デ が 施 され て い る。

砂 粒 ・ 雲 母 ・ ス

コ リヤ

灰 褐 色

普 通

片％

３７

６。

Ｐ

深 鉢 形 土 器

加 曽 利 E
B(22 0)
C (9 4)

底 著焉は 平 底 を呈 し , 月同音Бは 底 音るか ら内管 気 味 に立 ち上 が

っ て い る。 口縁 著焉′よ欠 主員し て やヽ る 。 月同部 は 2フトの汐訪泉
`こ

よ

っ て 4単位 に 区 画 さ れ ,区 画 内 に は単 節 RLと LRの 縄 文

が 斜 位 に 施 さ れ て い る 。 中 位 以 下 のヽ ヤよ縦位 のナ デ に よ

り磨 消 さ イして い る 。月同音Ь内 面 は横 位 のナ デカ瓶 さオして い る。

砂 粒 ・ 長 石

赤 褐 色

音 通

40% 30岩
P38
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Lの縄文が斜位に施されている。 4は 日縁部が隆帯 と沈線によって区画され,区画内に単節 RL

の縄文が斜位に施 されている。胴部には幅の狭い磨消帯が垂下 し,磨消帯の間には単節 RLの縄

文が斜位に施 されている。 5は 口縁部が隆帯 と沈線によって区画され,区画内に単節 LRの縄文

が斜位 に施 されている。胴部は磨消帯がわずかに認め られ,単節 LRの縄文が斜位に地 され

引

〃

航

第138図  第284号土坑出土土器実測図・拓影図
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ている。 6は 口唇部直下から磨消帯が垂下 し,磨消帯 と磨消帯の間に単節 RLの縄文が斜位に施

されている。 7は 口唇部直下から雑な沈線が器面全体に縦位に施 されている。

8・ 9は 胴部片で,いずれも磨消帯が垂下し,磨消帯の間には単節RLの縄文が斜位に施されている。

第285号土坑 (第 171図 )

本跡は,D2c7区 に確認され,北西側の第209号土坑 と,北側の第284号土坑の一部 をそれぞれ掘

り込んでいる。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-74° 一Wで,規模 は長径2.3m・ 短径18m・ 深さ0,8m

である。断面形は円筒状 を呈 している。壁はほぼ垂直に立 ち上が り,底面 は平坦で硬 く,長径

03～ 06m・ 短径0,3～ 045m。 深さo.2～ 0.7mの ピットがほぼ中央 と西壁ぎわの 2か所に存在

している。

覆土は 3層 か ら成 り,上層はローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子 を微量含む褐色土,下層は

ローム粒子・ローム中ブロックを微量含む褐色土が自然堆積 している。

遺物は,縄文時代中期の加曽利E式の完形の深鉢形土器 (第 139図 2)力ЧよIF中 央の床面を若千掘 り

込んで,逆位の状態で出上している。そのほか,覆土中。下層から同期の上器片が少量出土している。

第286号 出土土器観察表

第139図 3・ 4は ,第 285号土坑から出上 した縄文土器片の拓影図である。 3は 口縁部片で,隆

帯 と沈線による楕円文で区画され,区画内に単節 LRの縄文が斜位 に施され,ま た,渦巻文がわ

ずかに窺える。 4は 胴部片で,単節 RLの縄文が間隔をあけて斜位に施 されている。

第291号土坑 (第 171図 )

本跡は,D2d7区に確認され,東側に位置する第278号土坑 と接 している。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-55° 一Wで,規模は長径 lm・ 短径07m。 深さ1.lmで

ある。断面形は円筒状を呈している。壁はロームで垂直に立ち上がり,底面は平坦なロームである。

覆土の記録については,本跡が第278号 土坑の調査 中に検出されたことや,ピ ット状のため土

層の記録ができなかつた。

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 土・色 調・焼 成 備  考

第 139図 深 鉢 形 土 器

方日曽 不可EH
A(342)
B(25 2)

口縁 音るか ら月同部 にか け ての破 片 で 捌みる。 口纏譜Бは隆 帯 と沈

線 に よ っ て

'島

巻克 楕 円克 及 び長楕 円文 で区画 され 区画

内 に は 単 節 RLの 縄 文 が斜 位 に施 され て い る。胴著税よ幅 の狭
い磨 消 常 が 垂 下 し,磨 消 帯 と磨 消帯 の 間 に は単 師 RLの 縄 文

が 斜 位 に 施 さ れ て い る。 内面 は横 位 のナ デ が施 され て い る。

砂 粒・長 石・雲 母

に ぶ い君圭色

普 通

20舅歩  7,キ
P150

2

深 鉢 形 土 器

加 曽 利 EH
Ａ

Ｂ

Ｃ

キ ャ リパ ー 形 を呈 す る土 器 で あ る。 口縁 部 は 2本 の列

k文 と 1本の沈 線 が 周 回 して い る。 胴 音卜
`よ

単 節 LRの 撚

糸 文 が縦 位 に施 され て い る。 更 に 中央 に 2本の 沈 線 が 周

回 し,上 位 に は 2本 の 波 状 沈 線 文 が 3段周 回 して い る。

下 位 に は 2本の 沈 線 に よ って逆 「 U」 字 文 が 5単位 施 さ

れ て い る。 口縁 部 内面 ・ 胴 部 上 位 内面 は横 位 の ナ デ が施

され て い る。 そ の他 は摩 耗 して い る。

砂 粒 ・ 長 石

橙 色

良 好

1009/9 11'キ

P39
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第139図 第285号土坑出土上器実測図・拓影図

遺物は,底面か ら縄文時代中期の加曽利 E式上器片 1片 ,覆土中か ら同 じく3片出上している。

なお,覆上下層から縄文の文様や刻み目を有する加曽利 E式の未焼成の上器片50片 が出上 してい

鰈薮局学i

rI 岳上土器
1      2   第140図 1・ 2は ,第 291号土坑から出上 した縄文土器
O          Scm
~  

片の拓影図である。 1は 口縁部片で,沈線 と縄文が施 さ

れ, 2は 未焼成の上器片で,キ ザ ミロが施 されている。
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第 3表 土坑一覧表

号

号

番

番
版
坑

図

土 位 置 平 面 形 長径方向
規 模

底  面 覆土 出 土 遺 物 形態分類 備  考
長 径 ×短径 ×株 さ(ln

第141図
1

A4i。 円 形 12× 10× 04 凹 凸状 N 1珂玉台4片 , カロ曽不U E 13片 I Bbl 第122図
1

2 A4e 円 形 ) N-48生 E) (10× 04)× 04
平 埋 ,

硬 く締 まっ N
目
（

占
い

器
ナ

石
ミ

(ヤマ トシジ I Bbl

3 A4h9 円 形 10× 09× 04 ほぼ平 IB,

硬 い
N 方口曽不可E16片 I Bbl

4 A4f 円 形 12× 12× 06 ほぼ平坦 ,

硬 い
A

片

３６

浜
利

黒
曽

阿玉台 3片 ,加 I Bb2

5 E2al 不 整 円 形 40× 38× 10 ほぼ平坦 ,

硬 い
A 替晃岸lヵ口雪矯餡 3∬F馬

8辛 21'キ
I Bd3 墓壊

6 E2a 円 形 50× 50× 09 多少 凹 凸状 ,

硬 い
N

黒 浜 13h tt i台 8h.加 智利 378
片,■ 師 器 4月 、 陶 器 10,十 ,万器

2i
I Bd2 墓獲

7 E2b2 円 形 28× 28× 03 騒程:

ピ /卜 3本
黒浜 5片 ,加 曽利 E33片 ,

石器 1点
I Cc

第142図
8

Dlh。 不整精 円形 N-51° 一E 44× 28× 07 る
本

，
絡
ト

坦
く

ツ

半
硬

ピ

黒 浜 10片 ,阿 工 台 5片
加 曽 利 E96片 ,

石 器 1点
H Ad2

9 C4dl 精  円  形 N-70° 一E 14× 11× 02 接F干
坦,

ビ /卜 1本
N 黒 浜 1片 ,阿二 台 1片 ,

加 曽利 El片 ,石 1点
II Bb

10 C3a5 円 汗 1 2× 11× 08 平捉 ,

硬 い ,

黒浜 1片 ,阿玉 台11片 ,

加曽不可E16片
I Ab2

11 C3h 円 形 26× 26× 11 議揆f

ピ ット 2本
N 曽 オU E 610片 ,上 器 府 錘 3i,

石 器 1点 ,貝 (ヤ マ トン シ ミ)

I Ac

C3gO 楕  円 形 N-38° 一W 1 5× 1 1× 1 15 平 J・
B,

石更い ,

N な し I Ab

Dlh。 (不 整円形 ) (31× 30)× 02 ほぼ平坦 ,

巧更い ,

A 黒浜 6片 ,加 曽�l E 185片 。 I Bdl

第143図
14

D3b2 本看  円  形 N-13° ―W 32× 26× 07
平 坦 ,

コ更 い .

ビ ット2本
N

異浜 8片 ,諸磯 2月 ,阿 工台16片 ,

曽利 1片 ,加 曽和I E 548片 ,上 器片
禅 4●  石器 3(

II Bd2
第124図

2

15 D3al 円 形 26× 26× 07～ 08 硬 く締 まつ AN
黒浜 4片 ,阿■ 台21片 ,

曽利 E338片 ,土器 片錘 ユ

加
点 I Ac 第173図

1

C312 円 形 11× 1× 08
ほぼ 平坦 ,

硬 く締 まっ
て い る

A

片
片

篠
ム
ロ

黒
エ，阿

片

，片

１
片

４３

山
ｌ
Ｅ

茅
末

利
加 曽 I Ab2

17 C3i 円 形 23× 22× 15 硬 く締 まっ N 嚢看鼻lヵ口響希芭舞毎:墜
器 片 錘 3点

I Dc3
フラスコ
状土坑

D3a3 円 形 23× 22× 06 五兎 い ,

ビ /卜 2本 希書竜紳7:藁象堪夕寧 I Bc2

19 C2iO 円 形 21 21 15 硬 く結 まつ
ている

A
黒 浜 10片 ,前期 末 2片 ,阿
工 台 128片 , カロ曽不U E16片 ,

上 器 片錘 4点
[Dc3

フラスコ

状土坑

D3a 格  円 形 N-58° 一W 14× 10× 02 に 緩 傾 斜 ,

ピ ッ ト 1本
N 阿工 台 3片 Ⅱ Cbl

C3h2 円 形 24× 21× 05 荀更 い ,

ピ ン ト 1本
A 黒浜 3片 ,阿玉 台12片 ,加

曽利 E103片 ,土 器 片錘 1点
ICc

第144図
22

円 形 20× 18× 0コ
平 坦 ,

れ電 い
,

ピ ン ト 3本 篇,lヵ口書蕊を1舜
発賜子 I Bcl 第173図

2

精  円 形 N-80° 一E 20× 17× 08 硬 く結 まっ N ，片

浜

利

黒

曽
阿五 台 1片 , 加 H Dc2

フ フス コ

状土 坑

D3c8 円 形 〕 3× 1 1× 0 2 可通 い ,

ピ ット 1本
A 卜可工 台11片 , カロ曽不」E19片 I Cbl

(円 形 ) (15× 14)× 04 平坦 ,

硬 い
N 黒浜 1片 ,

曽利15片 ,

‐３
錘

台
片

玉
器

阿
土

Ⅳ Bb

D3ds 円 形 085× 08× 06 平坦 ,

硬 い
A 黒浜 5片 I Aa2

D3ba 脩  円 形 N-41° 一E 085× 05× 10 平坦 ,

硬 ヤヽ
阿玉台 2片 H Aa3

D3b3 楕  円 形 N-20° 一W 085× 06× 21 坦
い

平
硬

N 黒浜 2片 II Aa3

C3j7 不整楕 円形 N-23° 一W 22× 14× 04
決凸

い
凹
硬 N

勝
■

片
片

点

飩
７２
・

台
Ｅ
器

玉
利

石

阿
曽

，

，加
点

片

，
１

７
片
錘

浜

２
片

黒
坂
器

H BcI

C2,8 円 形 16× 15× 04 ほぼ平 坦 ,

硬 い

那
貝

庁
点

首
器
ケ

上
石

ミ

円

，
シ

，片

シ

片
１６
ト

Ｚ
Ｅ

マ

供
利

ヤ

黒
曽
ぐ

I Bb

31 (不整推円形 ) N-55生 W (16× 10)× 05
卿

本ヽ

四
斜

１

つ
傾

ト

が
緩

ツ

米
に
ビ

A
黒 浜 2片 ,阿 工 台 8片 ,ガロ

曽 利 E16片 ,貝 (ヤ マ トン

ジ ミ )

H Ab2
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号
号

番
番

版
坑

図
土

位 置 平 面 形 長径方向
規 模

底  面 覆 土 出 土 遺 物 形態分類 備  考
径 ×短径 ×深 さm

第145図
32

C2h。 不 整 円 形 24× 22× 10
ほぼ平 坦 ,

硬 く締 まっ
て い る

N I Dc3 第
７

D3b? 円 形 075× 07× 07 ほぼ平 坦 ,

硬 い
N な し I Aa2

C2iO 橋  円  形 N-89° 一E I 2× 10× 0 2 暴FT坦 ,

ビ ット 1本
A な し ICbl

D3bl 円 形 10× 10× 02 平坦 ,

硬い N 加曽利 E3片 I Cbl

C3c2 (格 円 形 ) (N-39生 E (13× 09)× 08 ほぼ平 坦 ,

榎 ヤヽ
A 卜可工 台 5岩 ,力H曽 奉JE 4片 H Bb2

C3c9 (不 整楕円形) N-53生 W) (2× 16)× 04
頼
て

坦
ま

平
締
る

A な し HBcl

C3c3 惰  円 形 N-34° 一E 13× 10× 02 ほぼ平坦 ,

硬 い
A な し II Cb

C3el (不 lFk円 形 ) (24× 22)× 03 ほla平坦 ,

硬 い
A

黒浜 2片 ,阿二 台 7片 ,加
曽利 E22片 ,土器 片錘 1点 I Cc

40 円 形 24× 23× 08
ほ ′F平迎 ,

勘更い
,

ピ ン ト 2本
N lH片 ,手控ね l lln,石器 2■ ,只

(ヤ マ トシノミ)

I Ac2

第146図
41

D3b】 4骨  円 形 N-7♂ ―W 25× 2× 0 4

ほ ぼ 平 坦 ,

1再 い
,

ピ /卜 1本
A 黒 浜 114片 、加 曽利 E125片 I Bc

42 C3gs 円 形 13× 12× 04 やや 凹凸状 ,

硬 い
N 卜可玉 台 18片 I Bb

C3g4 不 整脩円形 N-86° 一W 14× 1 1× 04 援FT埋 ,

ピ /卜 1本
N 黒浜 2片 ,阿二 台 8片

加 曽利 E5片 H Bb

C3h4 不整椿円形 N-54° 一E 17× 09× 08 ほぼ平lEI,

ビット1本 N 暴浜 2片 ,阿玉 台 1片
方日曽利 E12片

H Ab2

C3hs 円 形 13× 11× 05 平 坦 ,

硬 ヤヽ
N 黒浜 1片 ,阿王 台 9片

,

加 曽利 El片 I Ab

楕  円 形 N-23° 一W 1× 07× 04
び
る
本

を
締
ト

味
く

ツ

九
硬
ピ

N 黒浜 3片 ,阿玉 台12片 H Ebl

C3g5 楕  円 形 N-87° 一E 08× 06× 03
ほ ぼ 平 坦 ,

コ更 い ,

ビ ッ ト 1本
A な し H Ba

C3d2 (不整楕円形) N-38ヒ E) (14× 12)× 16 ほぼ平坦 ,

榎 い
N 黒 浜 1片,阿工 台 4片 H Bb3

C3el 惰  円 形 N-38° 一E 28× 17× 05 平坦 ,

硬い
N 黒浜 3片 ,阿玉 台22片 ,加

曽利 E39片 ,土器片錘 1点
H BC2

D3bl 橋  円 形 N-77° 一E 2× 15× 06 平坦 ,

硬 い
N

茅 山 1片 ,黒 浜 12片 ,阿玉
台 3片 , カロ曽不」E37片 , 曽
利 I片 ,

H Ac2

D3b6 格  円 形 N-85° 一W 1× 06× 08
ほ
硬
ビ

1平埋 ,

卜 1本
A な し H Ab2

第147図
52

C3es 橋  円  形 N-83° 一W 15× 09× 02
ほ
硬
ビ

平 坦 ,

'卜 1本
N 阿玉 台 4片 I Cbl

C3es 楕  円 形 N-40° 一E 17× 13× 02 ほぼ平坦 ,

硬 い
N 卜可玉台 4片 , 力日曽利 E4片 ⅡCも 1

C3e3 円 形 1× 1× 03 凹 凸】大,

硬 い
N な し I Bbl

C3e 円 形 14× 12× 02 ほぼ平坦 ,

石更い
N 加 曽利 El片 I Cbl

C3e4 円 形 075× 07× 04 平坦 ,

石死い
N 黒浜 1片 ,阿三 台 lh I Bal

C3he 円 形 1× 09× 0 15
多少 凹 凸状

誓サイ1本
N 阿玉 台 4片 I Cbl

C3i8 円 形 23× 2× 05 ，　
本

坦
　
３

平

，ト

は
い

ツ

ほ
硬
ビ

N
票 浜 3片 ,浮 島 3片 ,阿 エ
台 36片 ,加 曽 利 E42片 ,上
器 片 錘 1点,石 器 1点

I Ac2

C3j6 円 形 15× 14× 03 平坦 ,

硬 い
A ，正」＝

片
６

２
ム
ロ

浜
玉

黒
阿

浮島 6六
I Bbl

C3g5 円 形 12× 1× 08
鉢 状 ,

狭 い 底 面 ,

獅吏Vヽ

NA 黒浜 1片 ,阿玉 台 2片 ,加
曽利 E5片 I Ab2

C386 (不 整楕円形) N-37と W (26× 07)× 04
い
ビ

硬

に
本

，端

１

坦
東

ト

平
南

ツ

A ，片
片

２２

浜
利

黒

曽
阿玉 台 1岩 , カロ H Bcl

C3hs 形円 08× 07× 06
丸 味 を お び

農F面 , A 卜可玉台5片 , カロ曽不」E4片 I Ea
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号

番
番

版
坑

図
土

位 置 平 面 形 長径方向
規 模

底  面 覆土 出 土 遺 物 形態分類 備  考
長径 ×短 径 ×深 さ(�

第147図
63

C3g3 円 形 1× 1× 04 掻「
平坦

, A 加 普利 El片 I Bb

第148図
64

D2ac 円 形 24× 24× 1 騒'こ驀詈ち
て い る

N 最f干 lヵ口響希宮2:痒 :

器 片 錘 1点

勝
土 I Dbe

フラスコ

状土坑

E laO 円 形 23× 2× 04 振FT坦 ,

ピ ット4本
A 黒浜36片,輿津 1片 ,前期

末 1片 ,加曽利 E127片
I Ac 第173図

3

Ela 円 形 18× 16× 04 護程|

ピ ン ト 3本
N 黒浜 1片 ,加 曽利 E14片 I Bbl

67 円 形 22× 19× 04 `ュ `F三

711D,
範電Ψヽ ,

ピ ッ ト 2本
N 黒浜 9片,阿玉 台 3片 ,加

曽禾けE59片
I Bcl

C3d5 楕  円  形 N-25° ―E 1× 06× 01
ほ la平坦 ,

ぞ
'卜

1本
N 卜可玉台 5片 , カロ曽利 E2片 ,

土器片錘 1点
II Cb

D l19 円 形 2× 2× 02
ほ は 平 坦 ,

硬 い ,

ピ /卜 3本
N

ア山 1片 ,黒浜11片 .阿土台2片 .

加曽利E54片 ,曽 利 (半 完形)1
個 土器片錘 1■

I Cc

Elac 円 形 25× 24× 04
南 IRjに傾 斜 ,

コ露 い
,

ピ ント4本
NA

工
原，片

片
５６

・４
Ｅ
占
〔

浜
利

１

黒
曽
器

，加

石

片

，

，

４
片

点

山

５

１

茅
台

石
I Bc

71 D2j 桔  円 形 N-65° 一E 24× 2× 〕
平 壇 ,

荀蓬 い ,

ビ /卜 2本
N 加

点
片
錘

１

片

台
器

玉
土

卜
片

片

１３

浜
利

里
“当
日

I Ace

D3as 脩 円 形 N-13° 一W 16× 12× 03 範電 い ,

ピ ット 1本
N

玉
，片

片

２

浜

利
黒
曽，加

片

，

１
片

山

３

茅
台

II Cbl

第149図
73

D3a9 不 整 円 干 31× 27× 03 ，

本

坦
　
６

平

，
ト

は
い

ツ

ほ
硬
ピ

A
加
点

片
錘

５
片

台
器

玉
土

阿

，
，片
片
４３

浜
利

黒
曽

I Bdl

D3b 円 形 2× 18× 03 騒慣
平坦

, N 阿玉 台18片 , 加 曽不りE6片 ,

土器片錘 1点
[Bc!

D3b` 脩  円  形 N-89° 一W 28× 2× 04 振FT坦
,

ピ /卜 5本
A

黒 浜 4片 ,阿 工 台 14片 ,加
曽 利 E66片 ,上 器 片 錘 2点
石 器 2点

H Bcょ

D3c 円 形 23× 2× 03 騒揆f

ピ ット 3本
A 黒浜 7片 ,阿王台 5片 ,加

曽利 E96片
I Bci

D3cs 円 形 09× 09× 04 ほぼ平坦 ,

硬 い
N 卜可玉台2片 , カロ曽利E12片 I Bal

E2bl 不整楕円形 N-75° 一E 22× 12× 03
ほ ぼ 平 坦 ,

莉電 い ,

ピ /卜 2本
A 芽 山 2片 ,黒浜 6片 ,加曽

利 E66片,土器片笠 1点 HCcI

ElcO 円 形 06× 06× 06 平坦 ,

石更い
N

祟浜 3片,加 曽利 E25片
,

土器片錘 1点 ,石器 1点 I Ea2

Ela 不整橋円形 N-34° ―E 18× 11× 04
平 坦 ,

荀護 い
,

ピ ット 1本
N 矛山 1片 ,黒 浜 4片 ,前期

末 1片 ,加曽利 E ll片
I Bbl

Ela 格  円  形 N-81° ―W 2× 11× 02
平 坦 ,

硬 い
,

ビ ット2本
A な し HCcき

E2bl 不整格円形 N-5° ―E 2× 12× 04
ほ ぼ 平 坦 ,

■蒐い ,

ビ /卜 2本
A

茅 山 2片 ,黒 浜 2片 ,加 曽
利 E18片 ,石 器 1点 ,鉄 片
3ミ

II Acl

第150図
83

E2a! 楕  円 形 N-82° 一E 2X16× 03 A 茅 山 2片 ,黒 浜23片 ,加 曽
利 E34片

IBcl

D2,2 円 形 15× 14× 04 平ln,
石死い

阿玉 台 1片 I Bbl

E2b2 楕  円 形 N-0° 22× 18× 04 護揆;

ビ ッ ト 2本
N 香り井1加暮矯ε畠井T垂

器 片 錘 1点
H Bcl

E2bi 円 形 2× 2× 05 護俣:

ピ ッ ト 2本

工
耳

卜
片

片

お
６
Ｅ
占
（

浜
利

１

黒

曽
器

，加

石

片

，

，

１
片

点

山

２

１

芽

台
栓

I Ac2

E2c2 円 形 12× 12× 02 ほld平坦 ,

硬 い
N 加 曽利 E6片 ,石器 1片 ICと 1

E2c 円 形 17× 17× 03
平 埋 ,

商露νヽ ,

ピ /卜 1本
N 黒浜 3片,阿玉 台 1片 ,加

曽利 E ll片
I Cb

不 定 形 09× 06× 04
平 坦 ,

範竜 い ,

ビ ッ ト 1本
A 力口曽不可E27片 Ⅳ Ba

E2dl 楕 円 形 N-21° ―W 13× 08× 02 坦

い

平
硬

N な し I Cb

E2d2 格 円 形 N-7ず ―W 1× 08× 02 士ヨ慣平
坦

, N な し H Cbl

C3i6 楕  円  形 N-82° 一E 15× 12X02
平 坦 ,

硬 い ,

ピ ノト2本
N 阿玉 台 6片 .石 器 1点 H Cb

C3i7 (楕 円 形 ) N-36生 W) (12× 09)× 02 ほぼ平坦 ,

硬い
A 阿玉 台 3片 , 方日普利 E12片 H Cbl
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図版番号
上坑番号

位 置 平 面 形 長径方向
規 模

底  面 覆 土 出 土 遺 物 形態分類 備  考
長径×短径×深さい

第150図
94

C3i 楕  円 形 N-26° ―E 2× 14× 05 硬 い
ビ ント2本

，片
片
３５

浜
利

皇
い誇
日

卜可玉 台 H片 , 方日 I Ac

第151図
95

C3e6 円 形 065× 06× 06
ヤユ′

=平
迎 ,

硬 ヤヽ ,

段 状
N ，片

片

１４

浜
利

黒
曽

阿玉 台 6片 ,加 [Aa

楕  円 形 N-12° 一W 065× 04× 05 平 坦 ,

硬 ▼ヽ
な し H Aa2

E2d2 (円  形 ) (2× 18)× 03 振FT坦 ,

ビ ント 1本
黒浜 6片 ,阿玉 台 2片 ,加
曽利 E26片

I Cc

E2c2 (円   形 ) 24× 22× 04
平 迎
硬 い

片
点

台
器

玉
石

阿

，
，片
片
６８

浜
利

里
〔静
日

I Bc】

E2c2 (円 形 ) 1× 1× 08 ほ ぼ平 坦 ,

硬 立ヽ
黒浜 9片 ,加曽利 E5片 I Eb2

100 E2b2 (円 形 ) 24× 23× 04
平 坦 ,

コ電 い ,

ビ ット3本
黒浜 7片 ,阿玉 台16片 ,加
曽利 E16片 ,上器片錘 1点

I Bcと

101 E2c3 楕  円 形 N-56° 一E 12× 1× 02 平坦 ,

硬 い
，片
片

１

浜
利

黒
曽

阿王 台 2片 ,力日 H Cbl

E2b3 (楕 円 形 ) N-82上 w) (32× 28)× 04 振慣干
坦,

ピ ット4本
A 考蝉,1岳鋤桑琴管1芳膳瑞

E264片
H Bd,

E2b3 円 形 22× 22× 06
平J,4Fく 締
まっている,

ピ ント8本
A

茅山 5埒 ,黒浜40片 ,諸磯 1片 ,

興i=4片,阿工台 10岩 ,加 曽利 E
132片 , J=器 川懸 1主

I Ac2

第152図
104

E2c4 円 形 25× 24× 08
イユぼ 平 埋 ,

1電 ▼ヽ ,

ビ ッ ト 2本
N

片
片

４

９ ‐

浜
Ｅ

黒
利

諸磯 3片 ,加曽 I Ac 第173図
4

105 E2c4 円 形 19× 18× 03
ほ

`F平
坦 ,

1蔵 い , N 黒浜 1片 ,前期末 2片 ,加
普利 E36片 ,石器 1点

I Bbl

106 E2e 円 形 22× 21× 06
平 坦 ,

硬 い ,

ピ ント3本
N 茅 山 1片 ,加曽利 E129片 ,

土器片錘 1点
I Ac

(円 形 ) (26× 24)× 02
平 坦 ,

硬 Vヽ ,

ピ /卜 2本
N 暑で卑年ヵ口蓄騎き亀4ギ子垂

器 片 錘 1点  石 器 1点
I Cc

C2j8 (円 形 ) (16× 14)× 03 坦
い

平
硬

N 黒浜 1片 ,加曽利 E12片 I Bbl

C2je 格  円 形 1× 08× 08 ほぼ平坦
,

硬 い
N 黒 浜 1片、 阿玉 台 1片 I Ab2

C2ie 円 形 07× 07× 09 ほぼ平 坦 ,

i硬 い
N 加 曽利 E III I Aa

111 D2h7 円 形 05× 05× 1 援「
平坦

, N I Aa3

D3ac (橋 円 形 ) N-694W (08× 06)× 04 ほぼ 平坦 ,

硬 い
A 力口曽不可E10片 I Ba!

悟 円 形 N-52° 一W 16× 1× 01
,ユ |す平坦 ,

獅更い ,

ビ ット 1本
N 加 曽利 E3片 [ICbl

橋  円  形 N-85° 一E 13× 1× 06 平坦 ,

硬 い
N 黒浜 1片 ,加曽利 El片 I Ab2

D2b思 楕  円 形 N-30° 一E 23× 2× 05
平 坦 ,

1更 い ,

ピ /卜 3本
N 香申岸,加警島ζ免持T≡

冑

“

号
'1'十

[I Ac2

第153図
116

E2cs 楕  円 形 N-31° 一W 16× 14× 14
平 坦
硬 い
ビ /ノ 2本

N 黒浜 6片 ,阿玉 台 1片 ,加
曽利 E12片

[I Bbl

117 E2c5 円 形 07× 065× 06 平坦 ,

硬 い
N 加 曽利 El片 I Aa

Dl18 (不 整楕円形) N-31° 一E (26× 17)X05
本

坦
い

ツ

平
硬
ビ

N 卜可王台 4片 , 力口曽不可E19片 I Ac

Ela 不 定  形 12× 06× 02～ 05
凹 凸 状 ,

I蒐 い ,

ビ ッ ト 1本
A な し Ⅳ Eb2

E2b5 楕  円 形 N-87° 一W 14× 11× 02
平 坦 ,

五麗ヤヽ ,

ビ /卜 1本
N 茅 山 5片 ,黒浜 1片 ,加 曽

利 E6片 とI Cbi

E2a4 楕  円 形 N-83° 一W [8× 13× 0る 護憬'
N

黒浜 5片 ,加曽利 Ell片 ,

石器 1点 H Bbl

E2b6 円 形 21× 2× 06
平 坦 ,

五電 い ,

ビ ン ト 3本
N

茅 山 1片 ,黒浜 2片 ,阿玉
台13片 , カロ曽不可E25片 【Ac

E2as 円 形 25× 22× 04 援
「

予坦'

ピ /卜 1本
N

片
片

磯

台

諸
エ，阿

片

，片

１
片

１３

浜

ｌ

Ｅ

黒
未

利

前 期
加 曽 I BcI

E2a5 円 形 [1× 10× 04 坦
い

平
榎

N 黒 浜 2片 I Bbl
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図版番号
土坑香号

位 置 平 面 形 長径方向
規 模

底  面 覆 土 出 土 遺 物 形態分類 備  考
長径 ×短径 ×深 さ ml

第153図

125
E2as 楕  円 形 N-77° 一W 08× 06× 09 振慣

平坦
, 加 曽利 El片 [IEa2

126 E2a5 円 形 06× 06× 02 平避 ,

硬 い
A な し I Cal

E2a5 円 形 07X07× 02 平坦 N な し I Ca

第154図
128

円 形 09× 09× 10 援慣
平坦, N 黒浜 1片 ,加曽利 El片 I Aa3

129 楕  円  形 N-71° ―E 28× 24× 04
平 理■ ,

薯サイ4本
N 茅山 1片 ,黒浜 3片 ,加 曽

利 E25片 H Bcl

130 惰 円 形 N-5ご 一E 09× 07× 02 騒F平
坦

, N 黒浜 1片 ,加曽利 E14片 ,

曽利 1片
HCal

C3g6 精 円 形 N-68° ―W 03× 04× 06 平坦 ,

硬 い
A [可玉 台 1片 ,カロ曽不可E2片 II Aa2

C3gG 楕  円 形 N-71° 一W 07× 05× 08 ほぼ平 坦 ,

硬 い
A 阿玉 台 7片 II Aa2

C3gG 桔  円 形 N-59° 一W 05× 04× 0 5 ほぼ平坦 ,

硬 い
A な し H Aa2

C3f6 円 形 07× 07× 07 ほぼ平坦
石更い

A な し I Aa2

格  円 形 N-6グ ーE 08× 06× 06 平坦 ,

石更い
N な し H Aa2

D3bi 不 整 円 形 1× 09× 02
平 坦 ,

硬 い ,

ピ /卜 1本
A な し I Cbl

C3d】 (不整円形 ) (14× 14)× 04 ほぼ平坦 ,

硬 ヤヽ
N 黒浜 2片 ,阿玉台16片 ,加

普利 E97片 ,上器片錘 1点 I Bb

D2c。 桔  円  形 N-74° 一W 3× 23× 06 荀更 い ,

ビ /卜 3本
N

黒浜21片 ,大本 1片、 |・」工台32片 ,

加曽利 E(半 完形 2個 )888片,曽
利12片,■ 器片盛 5■ .石 器 2i

II Ad2 第133図
1・ 2・ 3

第155図
139

円 形 (24× 24)× 08 硬 い
ピ ント4本

A
１
加融

片，点黒浜５片，い螂
片
，射
片

１
末
５

山
期
的

芽
前
Ｅ

ⅣAc2

D2jB (不正楕円形 ) N-39生 E) (16× 11)× 03 平坦
,

硬 い
N ，片

片

１０

浜
利

皇
〔当
日

前期 末 4片,加 I Bb

円 形 ) N-49生 W (32× 26)× 06
平 坦 ,

洵電 い ,

ピ /卜 2本
N

期
曽

片

前
加

７９

片
片

個

３６
３

１

浜
台

形

暴
工
完

，阿

ぼ

片

，ほ

１
片
く

山

２
Ｅ

茅
未
利

H Ad2

D3dl 格  円 形 N-15° 一W 08× 065× 05 ほぼ平坦 ,

硬 い
N

黒 浜 24片 ,大 本 1片 , lal i
台 2片 ,加 曽 利 E249斉 ,上
器 片 錘 1点

H Aa2

D3el 不 定  形 38× 37× 06
ほ ぼ 平 坦 ,

響り'卜

3本
N 黒浜 5片 ,諸磯 1片 ,阿玉

台 4片 . 方日普不」E l16片
Ⅳ Bd2

E2bs 格  円 形 N-31° 一E 26× 22× 03 河更▼ヽ ,

ピ ン ト 5本
A

黒浜 7片 ,阿玉台 1片 ,加
曽利 E217片

H Bcl

E2c] 円 形 24× 22× 04
平 坦 ,

範煮ヤヽ ,

ビ ント4本
A 黒浜12片 ,加曽利 E18片 I Bcl

E2c3 円 形 22× 21X03
平 坦 ,

硬 い ,

ビ ット 2本
N 茅 山 1片 ,黒浜 9片 ,加 曽

利 E54片
I Bct

第156図
147

E2c6 楕  円 形 N-16° ―W 26× 22× 06
平 坦 ,

硬 い ,

ビ ット3本
N

加
点

片
錘

２
片

末
器

期
土

前
片
，

片

１３

浜
利

黒
曽

IAc2

E2bs 惰 円 形 N-4° 一E 20× 18× 02
ほ ぼ 平 坦 ,

硬 ▼ヽ
,

ピッ ト1本
N 黒浜 8片,諸磯 2片 ,阿玉

台 3片 , 方口曽千」E35片
II Ccl 第173図

E2cs 惰  円 形 N-43° 一E 38× 3× 04
坦

い

ッ

平
硬
ピ 3本

N II Bdl

DhO 円 形 31× 28× 03
迎

い

ッ

平
硬
ピ 7本

A 黒浜 1片 ,阿玉 台 1片 ,加
曽利 E ll片

I Bdl

E2ca 楕 円 形 N-16° 一E 11× 08× 02～ 03 振FttIB' N な し II Cb

E2d2 円 形 13× 11× 08 平坦 ,

硬 い
A な し I Ab2

E laB (円 形 ) (11× 11)X01～02
平 坦 ,

獅更 い ,

ピ /卜 1本
N 加 曽利 El片 I Cb

E2a8 円 形 23× 2× 03
ほ ぼ 平 坦 ,

硬 し、 ビ /
卜 1本

N 茅 山 1片 ,果浜22片 ,加 曽
利 E20片

I Bcl

第157図
155

円 形 15× 14× 05 平坦 ,

硬 い
N 黒浜 2片 ,加普利 E34片 I Ab2
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図版番号
土坑番号

位 置 平 面 形 長径方向
規 模

底  面 覆土 出 土 遺 物 形態分類 備  考
長径 ×短径 ×深 さlnw

第157図
156

E2as 隔 丸 方 形 N-32° 一E 2× 2× 02～ 06
ほ lF平坦 ,

碩 い ,

ビ ント5本
N 茅 山 1片 ,黒浜 2片 ,加曽

利 E49片 ,石器 1点
ⅢBC2

157 E2a (楕 円 形 ) (N-0° ) (36× 20)× 03 平坦 ,

硬 い
A 茅 山 1片 ,黒浜 1片 ,阿 玉

台 1片 , カロ曽利 E63片
H Bdl 第174図

6

円 形 11× 1× 02 平坦 ,

硬 い
N 卜可王 台 1片 , 力口曽卜けEl片 I Cc

E2b7 (楕 円 形 ) (N-49生 w (33× 22)× 03
ほ ぼ 平 坦 ,

1電 ▼ヽ ,

ピ ッ ト 3本
N 阿玉 台 2片 ,加曽利 E19片 II Bdl

(惰 円 形 ) (N-59生 w (28× 20)X02 ，
込

坦
り

平
掘
り

は
い
あ

ほ
浅
み

N ，片
片

１７

浜
利

里
卜鶴
日

阿王 台 1片 ,加 H Cc

D2ec 楕  円 形 N-39° 一W 17× 14× 04
ほ ぼ 平 坦 ,

商驀い ,

ビ /卜 1本
A 黒浜 7片,阿玉 台 1片 ,加

曽利 E31片
II Bbl

D2i4 円 形 1× 1× 05 ほぼ平 IFH,

硬 い
A 加 曽利 El月 I Ab

D2i4 楕  円 形 N-42° 一W 28× 21× 02～ 0コ ほ tF平坦
,

硬 しヽ
N 加 曽利 E7片 II Bcl

第158図
164

D2g4 円 形 13× 13× 015 ほ la平坦
,

硬 ヤヽ
A

浮片ム
ロ
占
【

玉

１
阿
器，

石
片

，

２
占
ヽ

浜

１

黒
子

I Cbl

D2b8 円 形 24× 23× 05
平 埋 ,

税廷 い ,

ピ ット2本
N ，片

片

４４

浜
利

黒
曽

阿玉 台 3片 ,カロ I Ac

E2a4 円 形 12× 12× 03 皿状 ,

硬 い
A 黒浜 2片,加曽利El片 I Bb,

D2,6 円 形 07× 06× 04 ほぼ平 lH,
石更い

N 加 曽利 E3片 I Ba,

D2j。 惰 円 形 N-39° 一W 09× 05× 03 平坦
,

硬 い N な し ■Ba,

格  円  形 N-36° 一W 13× 10× 03 凝 ヤヽ ,

ピ ッ ト 1本
A 黒浜 1片 ,阿玉台 1片 H Bbl

D2is 楕  円 形 N-19° 一W 16× 14× 02 硬 い

平坦
N カロ曽不可E3片 H Cbl

円 形 23× 21× 03
ほ ぼ 平 坦 ,

五麗 い ,

ピ ント2本
N 方口曽示」E8片 , 石器 1専 I Bcl

D2j6 円 形 18× 18× 03
平 坦 ,

河更 い ,

ピ ント 1本
N 茅山 1片 ,加 曽コJE 19片 I Bbi

円 形 19× 18× 06 平坦
,

硬 い
N 茅山 1片 ,黒浜 6片 ,加曽

利 E9片 I Db2
フラスコ

状土坑

D2he 円 形 10× 10× 03 ほぼ平 坦
,

硬 ヤヽ
土器 片錘 1点 I Bbl

E2b7 (不 整格円形) (N-0° ) (22× 18)X03 平 坦 ,

硬 ヤヽ
A 加

点
片
錘

１

片

未

器
期

土

一副
　

，
，片

片

５０

ｌ

Ｅ

浜
利

望
〔曽
日

H Bcl

第159図
176

E2a7 惰  円  形 N-75° 一W 28× 18× 05 ほぼ平 l Ef,

硬 い
N 茅山 1片 ,黒浜15片 ,加曽

利 E100片
Ⅱ Ac2

177 D2iG 楕  円 形 N-31° 一E 24× 19× 04
ほ は 平 坦 ,

コ更 い ,

ビ /卜 2本
N

芽山 1オ ,黒浜 2片 .I可 モ台21h,
勝坂 1片 ,加 曽利 E14月 ,上器片
錘 lt,石 器 1虫

【IBcI

E2ち s (円 形 ) (12× 12)× 02 ほぼ平坦
硬 い

N 黒浜 2片 ,加 曽利 E6片 I Cbl

D2i3 円 形 07× 07× 06
平 遅 ,

硬 く締 まつ
て い る

N 茅 山 1片 I Aa2

D2ha 円 形 07× 07× 02 平坦
,

石更い
N な し I Cal

D2ge 円 形 08× 08× 05 護揆'
N 黒浜 1片 ,加 曽利 E4片 I Aa2

D2j。 惰 円 形 N-62° 一W 21× 15× 02 平坦 ,

硬 い
N な し H Ccl

D2f。 隅 九 方 形 N-50° 一W 24× 09× 05 援
「

予
坦

,

ビ ット 1本
N カロ曽不可E46片 IIIAc2

Dl,9 楕 円 形 N-17° 一W 12× 09× 04 騒俣'
A な し H Bbl

不 定 形 24× 16× 04 振
「

干
坦

'

ビ /卜 1本
加 曽利 E2片 ,営利 1片 ⅣBcl

186 E lb8 隅 九 方 形 N-63° ―W 08× 06× 015 騒慣
平坦

, N な し III Ca
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図版番号
土坑番号

位置 平 面 形 長径方向
規 模

底  面 覆 土 出 土 遺 物 形態分類 備  考
長径 ×短径 ×渫 さllw

第159図
187

E2c6 (惰 円 形 ) N-38° 一E) (25× 14)× 04 ほぼ平坦 ,

硬い
N 黒浜 8片 ,加曽利 E(半 完

形 1個 )54片
HBcl 第174図

7

第160図
188

E2cG (槍 円 形 ) N-32生 E) (18× 13)× 04 騒
「

干
坦,

ピ ント1本
N 浮島 1片 ,加曽利E29片 E Bbi

D2ha 円 形 09× 09× 02 夕少凹凸状
硬 い

N な し I Cal

D2ge 円 形 13× 12× 03 振R平
坦

, N 加 曽利 E4片 I Bbl

D2gl 円 形 1 1× 10× 06
平坦 ,

硬 く締 まっ
て い る

方目曽利 E35片 [Ab2 第174図
8

192 Dlge 円 形 15× 14× 02 巧庭▼ヽ ,

ピ ット 1本
A ，片

片

５

浜
利

望
鶴ヽ
日

阿玉 台 3片 ,加 I Cbl

193 円 形 05× 05× 06 語揆'
N 雰 山 2片 ,黒浜 3片 ,加曽

利 E17片 I Aa

円 形 26× 24× 06 護揆:

ピ ント 1本
N

焉す倉|カロ書矯三歩とナIF:警 I Ac2

D2gl 不墜精円形 N-9° 一E 32× 21× 02
↑央に1何 かっ
て傾斜,硬 い
ピ ット4本

A 卜可二 台 5片 , 力口曽不可E33片 Ⅳ EdI

D lgO (不整方形 ) N-37生 E) (30× 30)× 01～ 08 鶏洪,あ
る,

ピ ント2本
A 茅 山 1片

,

利 E124片
,

離
ｇ片，嗽鋭器

III Ed2
第174図

9

第161図
197

円 形 27× 25× 03
平 坦
河更い
ピ ッ ト 1本

片１
片

山

２

芽
台

黒 浜 4片 ,阿エ ■Bcl

D3gl 精  円 形 N-63° 一W 32× 24× 06
本

坦

い

ツ

平
硬

ピ

工

土
却
分

点

片

１１
１

４
Ｅ
器

浜

利

石

黒

曽

・

，加
点

片

，
１

１
片

錘

山

１
片

孝
台
器

H Ad2

楕  円 形 N-73° 一W 32× 26× 04
平 坦 ,

れ吏 い ,

ピ ット4本
N

黒浜9片 ,浮島1片 ,阿玉
台1片 , カロ曽利E29片 H Bdl

D2c8 円 形 22× 22× 08
綿

，

く

る
本

硬

い
１

坦

つ
ツ

平
ま
ピ

N
筆芹筵,1智曽希芭f3舛 ,埜 I Ac2

D2ee 不 定 形 33× 12× 04～ 07 振FT埋 ,

ピ ッ ト 3本
N ，片

片

８９

浜
利

里
〔苗
日

阿玉 台 2片 .加 ⅣAd2

D2e。 精  円 形 N-45° 一W 09× 05× 05
ほ ぼ 平 坦 ,

範更 い
,

ピ ント1本
A ，

片
片

１
台
利

玉
曽

阿
加

H Aa2

D2ec 円 形 08× 07× 07
ほ ぼ 平 坦 ,

刊電 い ,

ピ /卜 1本
N な し ユAa2

第162図
204

D2d。 橋  円  形 N-57° 一W 08× 06× 03 ほぼ平 坦 ,

石更い N な し Ⅱ Bal

円 形 14× 13× 03 坦
い

平
硬

A
片

片

Ｅ
２
利

浜
曽

黒

加 I Bb]

隅 九 方 形 N-63° 一W 28× 25× 05
平 坦 ,

IIEヤ ,ヽ

ビ /卜 4本
A

阿工台 7片 ,加 曽利 E(半完形 1

個 )160片 ,土器片難 1点、石器 1 ⅡIAc 第174図
10

円 形 21× 2× 08
平lt,硬 く締
まっている,

ピフト9本
A 稀哲,も痒;嘗篤〔痒:碧纂

2点
I Ac

D2gG 円 形 21× 21× 06 A 黒浜 6片,阿玉 台 1片 ,加
曽利 E l14片

I Ac2

E2b6 (隅丸方形 ) N-34生 w (09× 08)× 01 平坦 ,

硬 い な し mca

E2b5 (楕 円 形 ) N-80生 W (10× 08)× 03
平 」t,
コ吏 い ,

ピ ット1本
N な し II Bcl

E2b4 円 形 05× 05× 12 癌俣九
味

, N な し I Aa3

212 D2ce 円 形 22× 22× 14
迎
ま

平
絡

る

ぼ
く

い

ほ
硬

て
N

６６
器

台
土
点

工

，
１

阿
片
器

，
例
石

１
利
■

木
曽
１

大
加
石

，
，雛

１
２
●
（

浜
坂
３

黒
勝
錘

I Dc3
フラスコ

状土坑

第163図
213

E2be (不 整楕円形) N-43と W (10× 08)× 03 ほIF平 坦 ,

石買い A
加

シ

片

マ

２

ヤ

台
く

工

貝
，片

片

１０

島

利

ミ

浮
曽

ジ
I BbJ

E2aG (楕 円 形 ) N-33生 w (28× 21)X02～04 平坦
,

硬 い
N 加 曽利 E6片 H BcI

E2dぅ 楕  円  形 N-66° 一W 08× 05× 02 議揆'
A な し H Ca

D2cO 円 形 09× 08× 04 振
「

予坦,

ピ ット 1本
A 加 曽利 E3片 I Ea

217 D3dl 楕  円  形 N-68° 一W 13× 09× 04 ほぼ平坦
,

硬 い
N 加 曽利 E3片 H Bb
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図版番号
土坑番号

位 置 平 面 形 長径方 向
規 模

底  面 覆 土 出 上 遺 物 形態分類 備  考
長径 ×短径 ×深 さllrv

第163図
218

D2de 格  円 形 N-5ば ―E 22× 18× 04
平 埋 ,

れ電 い ,

ピ ント 1本
N

半
Ｅ

坂
曽

勝
加
点

片
片
器

３
１
石

末
峠

，

翔
中
鮮

，，
器

片
個
よ

浜
形
片

黒
完
５。

II Bcl

D2d9 楕  円 形 N-54° 一W 15× 11× 04 平規 ,

硬 い
A 加 曽利 E4片 II Bbl

D2gs 糖  円 形 N-0° 28× 21× 02 緩憬:

ピ ント 1本
A 茅山1片 ,黒浜2片 ,浮島

1片 , カロ曽不可E15片
HCcl 炉穴

D2g6 円 形 22× 22× OJ
JrlR, 製くriv

まっている,

ピ′卜3本
A

片

片
２
２４

山

Ｅ

葬

利
黒浜10片 ,加曽 I Bcl

D2e 円 形 23× 23× 07
平Π,硬 く薪
まっている,

ピ ント1本
A

加
利

口
叶
エ

台

２４

２

■
，
器

阿
個
布

片
形
点

２

一
一

１

浜
半
冷

I Ac2 第174図
11

223 D2a9 隅九長方形 N-45° 一W 2 1× 13× 0 4
ほぼ平坦 ,

硬 ヤヽ
N 茅山 1片 ,

カロ曽不U E 10片
1lI B cl

D2a9 不 定 芳 22× 14× 08 平 坦 ,

硬 ヤヽ
N

片

２９

末
利

期
曽

前
加

阿工 台 l hi
Ⅳ Ac2

第164図
225

D2e8 格  円 形 N-79° 一W 28× 21× 03
平 埋 ,

硬 い ,

ピ /卜 2本
N 黒浜 6片 ,阿玉台 1片 ,加

曽利 E7片 H Bcl

226 D2d8 円 形 23× 22× 07
平lu,硬 〈新
まっている.

ピ ット3本
N 黒浜 8片 ,加曽利 E242片 ,

曽利 5片 ,土器片錘 1点 I Ac2

D2f6 円 形 ] 1× 11× 03 ほぼ平坦 ,

石死い
人骨,古銭 (寛永通宝 ),キ

セ ,レ
I Bb 墓 装

D2i9 (柘 円 形 ) N-17と W) (22× 08)× 06
平 坦 ,

巧じ臣ヤヽ ,

ピ /卜 1本
N な し II Ab2

D2h8 円 形 10× 1× 02
ほ ぼ 平 lH,
硬 ヤヽ ,

ピ ント1本
力H曽 奉町El労 I Cb

D2h8 円 形 09× 09× 03 ほば平n,
硬 い

N 鼎雪税色ケ狩 I

231 不整糖円形 N-68° 一W 28× 23× 04
平選と,

コ電 い ,

ピ /卜 1本
A

馬磐ぇ 体
,黒浜 4片 ,加曽 H Bc

円 形 24× 22× 07
平工1,破 〈締
よっている.

ピ ット2本
A

ナ山 14.=浜 Sh.諸 磯 ll,
勝坂 lh,加 曽利 E287Ⅲ ,コ 41・ 1

■ ■器川雛 lt・

I Ac2

E2b7 (精 円 形 ) N-87生 W (24× 16)× 04 平IE,

硬 い
A な し Ⅳ Bc

D2g 楕  円 形 N-51° 一W 18× 12× 04 ほぼ平坦
,

硬 い
N 力日曽ホ」E7片 H Bbi

第165図
235

不 整 円 形 08× 07× 02
中 央 に 向 つ
て 緩 傾 斜 ,

稜 い
N 茅山20片 I Ca 炉 穴

D288 惰  円 形 N-88° 一W 23× 16× 02
平 坦 ,

コ更 い ,

ピ ント 1本
茅山 1片 ,加 曽利 E4片 H Cc 炉 穴

D2g8 悟  円  形 N-45° 一E 10× 08× 02
平埋 ,

硬 く焼 イナて
い る

N 茅山 (半完形 1個 )3岩 II Cbl
第 176図
1 炉 穴

D2g9 円 形 08× 08× 02
なべ状 ,

腹 く焼
`ナ

て
いる

な し I Cal 炉 穴

不整楕円形 N-5° ―W 41× 23× 06
,ュ ↓♂三

『
上旦,

コ蒐しヽ ,

ビ /卜 5本
A 奮伴,4嘉皆馬哲:;み ,暑豪 H Ad2

C3ic 円 形 25× 25× 07
平IR,顔 く誌
まっている,

ピ ′卜2本
曹出降1藤最fギ

'加

薯鶏
E551片 .上 器 片 錘 3点

I Ac2

楕  円 形 N-76° 一W 28× 23× 06
平 埋 ,

砲電 立ヽ ,

ピ ット2本
N

力

片

片

１１

台
個

玉
１

阿
形，一万

片
く

５

Ｅ

浜
利

黒
曽

H Ac2

D2e7 楕  円 形 N-27° 一W 25× 22× 05
平 坦 ,

Ⅵ電 い ,

ピ ノト2本
A

茅 山 3片 ,阿 工 台 1片 ,加
曽 利 E89片 ,曽 利 1片 ,上
器 片 錘 1点

H Ac2

第166図
243

D2f6 円 形 24× 22× 05 騒揆:

ピ /卜 4本
N 黒浜 10片 ,阿工台 4片

,

力日曽利 E97片
I Ac2

不整楕円形 N-90° 一W 14× 07× 04 平坦 ,

硬 い
N 黒浜 1片 ,阿玉台9片

,

カロ曽不UE13片
II Bb

D2fs 惰 円 形 N-89° 一W 4× 31X03
平 坦 ,

硬 い ,

ピ ッ ト 3本
N 書矯魯貨ほ|]発膨阜橘ぅ把

片
II Cd〕

D2eG 惰 円 形 N-82° 一W 3× 24× 04 `よ

ぼ平坦 ,

コ更 い ,

ピ /卜 4本
N て牌,1縞警瑞哲i舅第 i将昂

110片 ,■ 器 片 錘 1点
H Bdl 第137図

1

(不 整楕円形) (N-59上 W (27× 22)× 04
平 坦 ,

コ露セヽ ,

ピ ント3本
N 黒浜 2片 ,阿玉 台 1片 ,

曽利 E93片 ,土器片錐 ユ
加
点 Ⅱ Bc

桁  円 形 N-0° 25× 22× 05
南側に傾斜 ,

硬い
ピ フト1不

A 茅 山 1片 ,阿工台 5片
,

力日曽不∬E77片
II Ac
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号
号

番
番

版
坑

図
土 位 置 平 面 形 長径方向

規 模
医  面 覆土 出 土 道 物 形態分類 備  考

長径 ×短 径 ×深 さm

第166図
249

格  円 形 N-28° 一W 22× 17× 05
平 坦 ,

コ更 い ,

ピ ント1本
N 卜可玉 台 1片 , 力日曽不可E20片 H Ac2

第167図
250

D2c5 円 形 23× 21× 06
ほ ぼ 平 坦 ,

二打貫:い ,

ピ ッ ト 4本
A

黒浜 6片 ,阿玉 台 6片,加
曽利 E225片 ,曽 利 4片

H Ac2 第175図
12

D2g6 格  円  形 N-0° 21× 1× 02～ 03
ほは平IB,硬
い、南端は硬
く焼けている

N な し I BcI 炉 穴

D2e4 不 整 円 形 24× 22× 04
東側 に緩傾
斜 ,:,巨こい
ビ ット 2本

A カロ曽希けEH片 I Bc

D2e4 円 形 12× 1× 03 平坦 ,

硬 い
N 加 曽利 E(日 縁部 1個 )2片 I Bb 第175図

13

254 D2d3 (橋 円 形 ) N-404E) (28× 14)× 04 ほぼ平n,
石死い A 加 曽利 E3片 I Bc

D2c8 (円   形 ) (2× 2)× 04 振FT坦 ,

ピ /卜 1本
N 黒浜 2片 ,阿玉 台 1片 ,

カロ曽示J E76片
I Bc

D2e4 精  円  形 N-23° 一W 25× 21× 07
平 坦 ,

硬 ヤヽ ,

ピ /卜 1本
A 片

片

Ｅ
ｌ
利

浜

曽

黒

加 H Ac2 第175図
14

D2d4 不整格円形 N-8° 一W 4× 22× 05
平 坦 ,

五更 い ,

ピ ン ト 2本
A 手]発ef宿 )狙罵「」呈革奸

錘 3点  石 器 1点
H Ad2 第175図

15

第168囲
258

D2dc 不整格円形 N-18° 一W 27× 2× 04
平 埋 ,

頼 ヤヽ ,

ビ ント2本
A 片

●

，
６２
・

片

Ｅ
錘

３
利

片

浜
曽

器

黒
加

上
H Bcl

D2de 円 形 05× 05× 05 平
硬

N
個

，片

形

片
９
完

ｌ
Ｅ
半

台
利
く

玉
曽

取

阿
加
網

I Aa

D2b6 隅 丸 方 形 N-67° 一W 26× 23× 07
平 理 ,

二:ヨ :ν ,ヽ

ピ ッ ト 1本
A 黒浜 1片 ,

力口曽希けE126片
III A(

D2b6 格  円 形 N-33° 一E 28× 23× 06
平 坦 ,

荀電Ψヽ ,

ピ ン ト 2本
A

黒 浜 4片 , lpJ上 台 5片
カコ曽 オu E 272片 ,

土 器 片 錘 2点
H Ac

D2b0 精  円 形 N-0° 25× 22X09
五棄〈軒

ている N 若

点

，
蛉
１

片
Ｅ
錘

１
利

片

浜
曽
器

暴
加

土
H Ac

D2d6 脩 円 形 N-37° ―E 26× 22× 04 援
「

T坦 ,

ピ ン ト 3本
N 黒浜 5片 ,阿玉 台 2片 ,

力口曽利 E44片
H Bcl

D2d。 円 形 12× 12× 05 て緩傾斜 A 黒浜 1片 ,加 曽利 E6片 I Ab

第169図
265

D2es 惰 円 形 N-71・ ―E 3× 25× 04
ほ ぼ 平 坦 ,

コ更 い ,

ピ ット1本
N

形
片

一
死
８

半

Ｅ

ぐ

利
台
曽

工
加

阿

，点

，片

１

片

７
錘

４
＞

片

浜
個
器

黒

１
土

II Bdl
第175図

16

D2ce 円 形 23× 23× 06 振霞1坦 ,

ピ ント1本
N カロ曽示」E190片 ,

土 器 片 錘 2点
I Ac

不 整 円 形 04× 04× 09 やや丸味 ,

硬 い
黒浜 1片 ,

加 曽利 El片 I Aa2

D2ee 指  円 形 N-60° 一E 06× 05× 09 ほぼ平lH,

硬 い
黒浜 2片 ,

加 曽利 E4片 H Aa

円 形 12× 12× 04 平 IB,
石更い な し I Bbl

270 C2i (不 整格円形) N-43° 一E (22× 16)× 08
ほ ぼ 平 坦 ,

硬 ヤヽ
,

ピ ッ ト 1本
A 阿工台1片 ,加 曽利E103片 ,

土器片錘 1ヽ ,石器 1点 H Ac2

D2c 惰 円 形 N-0° 21× 16× 03 硬 い
,

ビ ット 2本
N 黒浜 3片 ,阿二 台 2片 ,

加 曽利 E16片
H Bcl

272 E2a8 (惰 円 形 ) N-44生 W) (06× 04)× 04 平里 ,

硬 い 加 曽利 E7片 H Ba

273 E2a8 円 形 06× 06× 04 ほぼ平JFI,

fFい な し I Ba

E2a8 特 円 形 N-62° 一W 08× 06× 04 ほぼ平坦 ,

硬 い
黒浜 6片 ,

カロ曽不可E15片
H Ba

275 D2j8 不整格円形 N-39° 一E 04× 03× 03 ほば平旦
,

石更い
な し H Ba

第170図
276

D2c6 楕 円 形 N-59° 一E 16× 12× 05 平 lTt,

硬 い

阿王 台 5片 ,

カロ曽不U E 10片 H Ab

277 D2dB 格  円 形 N-15° 一E 18× 15× 04 平坦 ,

硬 い
な し HBも

D2d7 不整桁円形 N-8♂ ―W 33× 23× 07
西から束に観
傾↑|,I葉 い
ピ ァト5本

N 曽 利 E53片 ,土 器 片 錘 1点 ,

石 器 1点
H Ad2

279 D2d5 円 形 22× 22× 12
中

，

斜
低

傾
が
い

緩
央
硬

N
，
５片

，球

片
１４
錘

３
台
片

際
工
器

黒
阿
土

II Dc3
ス
坑

ラ
土

フ
状
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号
号

香
番

版
坑

図
土 位 置 平 面 形 長径 方 向

規 様
底  面 覆土 出 土 遺 物 形態分類 備  考

長径 ×短径 ×深 さm

第170図
280

D2e6 (円 形 ) (23× 23)× 09 援慣T坦 '

ピ ン ト 3本
A

黒 浜 3片 ,「可工 台 33斉 , 勝

曇岸基'3智曽利E22片 ,土 I Dc2 ス
坑

ラ
上

フ
状

281 D2as 円 形 09× 09× 03 藩程'
N 黒浜 5片 ,

力口曽イ」E26片 ,

I Ba

282 楕  円 形 N-0° 17× 12× 05
平 坦 ,

コ電ヤヽ ,

ビ ン ト 2本
N 阿玉台 1片 ,

力口曽和IE 20片 ,

H Ab

D2cG 不整楕円形 N-3r― W 22× 16× 05
平 坦 ,

硬 い ,

ビ ン ト 1本
黒浜 1片 ,阿玉 台 1片 ,

力口曽コIE 12片
H Ac

第171図
284 円 形 21× 2× 08

平 坦 ,

巧罵 い
,

ピ ン ト 1本
N 暮矯哲賃辛里影ウ椙拓36押 ,

上 器 片 錘 2点
I Ac 第138図

1・ 2

D2c7 楕  円 形 N-74° 一W 23× 18× 08
平 坦 ,

五斑 い
,

ビ /卜 2本
黒浜 1片 ,加曽利E(完形
1イ固)27片

H Ac2 第139図
1・ 2

286 D2a6 円 形 24× 23× 08 1更 しヽ ,

ビ ッ ト 5本

黒 浜 3片 ,阿 工 台 3片 ,

カロ曽 不U E 158片 ,

土 器 片 錘 1点
I Ac

第175図
17

C217 不整楕 円形 N-18° 一E 15× 09× 02 ほぼ平坦 ,

硬い
N 黒浜 1片 ,加 曽利 E(半 完

形 1個 )22片
HCも 1

第175図
18

C2j8 楕  円 形 N-41° 一E 1× 08× 03 ほば平坦 ,

硬 �ヽ
N な し H8b

D2b8 楕  円 形 N-53° 一E 17× 13× 03
平 坦 ,

獅蒐 い
,

ピ ッ ト 1本
A 黒浜 1片

,

加 曽利 E4片 H Bb

(楕 円 形 ) (N-85■ W) (18× 13)X05
平 迎 ,

誓サ'卜 2本
な し H Ab

D2d? 指  円 形 N-55° 一W 1× 07× 11 平 IIB,

榎 い
N ，片

片

５０
４
器

Ｅ
土

利
成

曽
焼

加
未

力日曽利 Eの H Ab

D3al 楕  円 形 N-32° 一W 08× 06× 04 平坦 ,

硬 い な し II Ba

D2c, 円 形 19× 19× 06
平 坦 ,

コ更 い
,

ピ ント1本
N

片
片

Ｅ
ｌ
利

山
曽

茅

加 I Ab2

第172図
294

D3al 円 形 05× 05× 08 ほぼ平坦 ,

硬 い
N

片台工

，

阿
片

，
・ ２

片

Ｅ
片

３
利

Ｉ

浜
曽

利

黒
加

曽
I Aa2

円 形 05× 05× 09 平坦 ,

硬 い N 曽浜 2片
,

加 曽利 E12片 I Aa

D2c8 楕  円 形 N-50° 一W 15× 12× 04
′よ131平 坦 ,

再更 い
,

ピッ ト1本
N 加 曽利 E16片 II Bb

D2c8 楕  円 形 N-46° 一E 19× 16× 04
北から東側に
緩傾↑|,

ピ ット4本
NA ，片

片
５５

ｌ
Ｅ
占
（

台
利
１

工
曽
器

阿
加
石

I Bb

D2a? 不整楕 円形 N-77° 一W 19× ユ 1× 04
固から栞側に
傾斜,I更 い,

ピ ′卜1本
A な し I Bbl

D2a7 不 整 円 形 20× 2× 03
ほ ぼ 平 坦 ,

蠅更 い
,

ピッ ト 2本
N

黒 浜 7片 ,

力口曽 利 E36片 ,

原 石 1点 ,石 器 1点
I Bcl

円 形 18× 17× 05
平 坦 ,

二打ヨ:い ,

ピ ント2本
N 加 曽利 E14片 I Ab2

D3b4 惰 円 形 N-9σ一E 09× 05× 06 ほぼ平坦 ,

硬い な し II Aa2

D3b4 円 形 08× 07× 06 ほぼ平坦 ,

硬 い
A な し I Aa2

・フラスコ状土坑は坑底面の形状及び規模 であ る。
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第142図 上坑実測図(2)
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第 148図 土坑実測図 (3)
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第 144図 土坑実測図 (4)
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第145図 土坑実測図(5)
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第 146図 土坑実測図(6)
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第147図  土坑実測図(7)
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第 119図  土坑実測図(9)
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出土土器

その他の上坑出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第173図

1

深鉢形土器
加 曽利 E

A(399)
B(197)

胴部は内彎しながら立ち上がり, 日縁部は外傾 してい

る。無文である。外面はていねいな横位のナデ,内面は
横位のすデが施されている。

砂粒・石英
褐灰色

普通

20% 6片
P l10

S K15

2

深鉢形土器

大 木 7a
A178
B(143)

胴言卜はほぼ直立 し, 口縁部は内彎 し, 口唇直下で

外傾している。口縁部文様帯は日縁直下に単節 LR
の縄文が斜位に施 され,そ の下側は 2本 1組 の細い

沈線によって 6単位に区画されている。区画内の外面
はほとんど摩滅しているが,単節 LRの縄文が認められ
る。胴部は日縁部との境にキザ ミロが周回し,小突起を
1か所備えている。また,単節RLの縄文が斜位に施さ
れ,所々に 1本の細い蛇行沈線文が施されている。日縁
部・胴部内面は横位のナデが施されている。

砂粒・雲母・石英

長石

橙色

普通

20% 9片
P41
S K22

3

深鉢形土器
方日曽不可E II

A(320)
B(103)

口縁部はやや内彎気味に立ち上がる。口縁部は 2列の

列点文と1本の沈線が周回している。胴部は単節 LRの
縄文が斜位に施され,更 に口縁部の境に 2本の波状沈線
が周回している。内面は横位のナデが施されている。

砂粒・雲母
にぶい橙色

普通

10% 6片
P l16

S K65

4

深鉢形土器

加 曽利 EH
A(414)
B(290)

口縁部から胴部上位にかけての破片である。日縁部は
隆帯と沈線によって渦巻文と楕円文で区画され,区画内
には縦位の沈線が施されている。胴部は幅の広い磨消帯
が垂下し,磨消帯と磨消帯の間には単飾RLの縄文が斜
位に施されている。

砂粒 。長石

橙色

普通

20% 13片
P l17

S K104

深鉢形土器
力口曽不UE H

A(259)
B(285)

胴部は下位から外費しながら立ち上がり, 日縁部はほ
ぼ直立している。日縁都は隆帝と沈線による長楕円文で

区画されるものと思われる。区画内には単節 LRの縄文
が斜位に施されている。月Πttは幅の広い磨消帯によって
6単位に区画され,区画内には単節 LRの 縄文が斜位に

施されている。日縁部内・外面,胴部上位内面は横位の

すデ,胴部中位以下は維位のナデが施されている。

砂粒・長石

灰褐色

普通

30% 8片
P120
S K148

第174図

6

深鉢形土器

カロ曽禾」EH
A(225)
B(118)

口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部は隆帯
と沈線による惰円文で区画され,区画内には単節 RLの
縄文が斜位に施されている。胴部は幅の狭い磨消帯が認
められ,単節 LRの縄文が斜位に施されている。内面は
横位のナデが施されている。

石長粒
色
好

砂

橙
良

20% 8片
P121
S K157

7

小形深鉢形

土器

カロ曽希」EI

B(101)
C 48

底部は平底を呈し,胴都は底部から外傾した後,直立
している。胴部の一部は文様が摩滅している。胴部には
無節 Rの縄文が斜位に施され,更に 2本 1組の沈線が 8

単位と, 1本の沈線が垂下している。

砂粒・石英・長石

にぶい橙色

普通

50% 4片
P122
S K187

深鉢形上器

加 曽 利 E
B(133)
C 73

底部はやや丸味をおび,胴部は底部から外傾 しながら
立ち上がっている。無文である。内・外面とも縦位の雑
なナデが施されている。

石長粒
色
通

砂
橙
音

30% 3片
P123
S K191

鉢 形 土 器

カロ曽「 lEH
B(85)
C 67

底部は平底を呈し,胴部は外側に大きく外傾 しながら
立ち上がっている。胴部には単飾 LRの 縄文が斜位に施
されている。内面は縦位のナデが施されている。

砂粒 。長石
橙色

普通

20% 8片
P141
S K196

深鉢形土器

加 曽 利 E
B(497)
C135

底部は平底を呈し,胴部は底部から内彎気味にやや外
側に開きながら立ち上がっている。日縁部は欠損してい

る。胴部全面には単節LRの縄文が余地 に施されている。
底部直上の外面は横位のナデ,胴部内面は縦位のナデが

施されている。

石長粒
色
好

砂
橙
良

70% 32片
P30
S K206

11

深鉢形土器

加 曽 利 E
Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,胴部は軽く外傾しながら立ち上が
り日縁部に至る。器面全体に無飾 Lの縄文が斜位や縦位
に雑に施されている。日縁部内面は横位のナデが施され
その他は摩滅している。

砂粒
にぶい褐色

普通

70% 21片
P31
S K222

第175図

12

深鉢形土器

加曽利 E II

A(30
B(22

口縁部から胴部上位にかけての土器片である。日縁部
は隆帯と沈線によって渦巻文と半楕円形の区画力沌 され
区画内には単節 LRの縄文が斜位に施されている。胴都
は幅の狭い磨消帯が垂下し,磨消帝と磨消帯の間には単
節 LRの縄文が斜位に施されている。口縁部内面は横位
のナデが施され,胴部内面は摩耗している。

砂粒・長石

灰褐色

普通

P149
S K250

12片20ワ笞
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上・色調・焼成 備 考

第175図

13

深鉢形土器
力日曽示」EH

A371
B(145)

口縁部から胴部上位にかけての大形の破片である。日

縁部は隆帯と沈線による渦巻文が 6単位構成されるもの

と思われる。渦巻文との間には単節 RLの縄文が施され

ている。胴部は 2本の沈線によって 6単位に区画され,

区画内には単節 RLの 縄文が斜位に施されている。日縁

部・胴部内面は横位のハケロが施されている。

砂粒 。長石
にぶい赤褐色

普通

20% ■片
P35
S K253

深鉢形土器

加 曽 利 E
(97)
85

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,胴部は底部から外傾 しながら立ち

上がっている。胴部は単節 LRの縄文が斜位に施され,

幅の狭い磨消帝が10本胴部下位まで垂下している。内面
は摩滅している。

砂粒・長石
にぶい橙色

普通

30% 7片
P126
S K256

小形深鉢形

土器

阿 工 台

A(120)
B150
C 74

無文のほIF円 筒形を呈する土器で, 口縁部内・外面,

胴部内面は横位のナデ,胴部外面は縦位のていねいなナ

デが施されている。底部に網代痕がわずかに認められる。

砂粒・石英・長石

にぶい橙色

良好

60% 1イ団体
P127
S K257

深鉢形土器

阿 玉 台

A262
B336
C135

口縁部のやや広い円筒形を呈する土器である。日縁部

と胴部は縦半分欠損している。口縁部は 2列の結節沈線

文の両端にキザ ミロを施した 2個の突起を有するものと

思われる。突起間には一列の結節沈線文を沿わせた隆帯
で長楕円区画が施されている。楕円区画直下には 1本の

沈線が周回している。口縁部と胴部との境には両端に 1

列の結節沈線文を沿わせた断面カマボコ状の隆帯を周回

させている。胴部には断面三角形を呈する「 S」 字状と

逆「 S」 宇状の隆帯を断面カマボコ状の隆帯 と結合した

形で 1単位として垂下させ,その間に 2本の波状沈線文
″構位に流している^

砂粒・雲母・石英
長石
にぶい褐色
普通

片％

３３

Ｋ

７０

Ｐ

Ｓ

深鉢形土器

力口曽不L E II

A(372)
B(163)

口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部は無文

である。胴部は日縁部直下に 1本の沈線が横位に周回し,

その下側は隆帯と沈線によって渦巻文と長楕円文区画が

施され,区画内には単節RLの縄文が斜位に施されてい

る。沈線の下側にはなぞりが見られる。更に,単節RL
の縄文が斜位に施されている。日縁部内・外面,胴部内

面は横位のていねいなナデが施されている。

砂粒・長石

浅黄橙色
良好

20% 3片
P129
S K286

深鉢形土器

加 曽 利 E
B(140) 胴部片である。胴部には 1本の横位の沈線が窺え,器

面にL(と の縄文が斜位に施されている。更に 2本の蛇

行沈線が 4単位垂下 している。内面は摩減している。

砂粒 。長石

橙色

不良

40% 3片
二次焼成
P40 S K287
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第173図  その他の土坑出土土器実測図(1)
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第174図  その他の上坑出土上器実測図(2)
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3炉 穴

第237号土坑 (第 165図 )

本跡は当遺跡の南西側 D2gs区に確認され,本跡の近辺に第235・ 236・ 238号土坑,約 10m西側

に第220。 251号土坑が存在 している。本跡を含めこれらの土坑 も,土坑 として通 し番号で扱って

いるがいずれも炉穴である。なお,本文では,炉穴の立ち上が り部 を炉壁,炉穴の底面部 を炉穴

底面,火 の焚かれたと思われる掘 り込み部 を炉床 と呼称 した。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-45° 一Eで,規模は長径 lm,短 径0.8m,深さo2mで

ある。炉壁全体は赤 く焼け,ややゆるやかに立ち上が り,炉床は皿状を呈 し,非常に硬 く焼けて

いる。炉穴の覆土上層はローム粒子中量 。ローム小ブロック微量・焼土粒子微 量 を含む暗褐色

土,下層はローム粒子中層・焼土粒子・焼土小ブロックを微量含む暗褐色土が 自然堆積 している。

遺物は,覆土上 。中層か ら縄文時代早期の茅山式の深鉢形土器の回縁部か ら胴部片にかけての

もので,つぶれた状態でまとまって出土 している。なお,同 じ形態の炉穴は第235。 238号土坑で

ある。

出土土器

第237号土坑出土土器観察表

第176図 2は ,第 237号土坑 (炉穴 )か ら出上 した縄文土器片の拓影図である。 2は胴部片で,

隆線が横位に施され,隆線上にキザ ミロが施されている。外面は条痕文が横位や斜位に施され ,

内面は条痕文を横位に施 し,そ の上に縦位の条痕文が重なるように施されている。

第235号 土坑出土土器

第176図 1～ 3は ,第 235号土坑 (炉穴)か ら出上 した縄文土器片の拓影図である。 1・ 2は ロ

縁部か ら胴部にかけての破片である。 1は 突起を備え,口 唇部の内面は下側か ら刺突文が,口 唇

部の外面は竹管による圧痕文が施 されている。口縁部は突起直下から竹管文 を下か ら刺突した刺

突文で「ζ」状を描 き,上下の「○」の中は半円形の指頭圧痕が加えられている。また,竹管に

よって下から刺突の施された横位の隆帯によって口縁部 と胴部が区画されている。内・外面に条

痕文が横位や斜位に施され,内面の条痕文は消されている。 2はやや雑な作 りで,内・外面に条

図 版 番 号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎 上・色 調・焼 成 備  考

第 176図 深 鉢 形 土 器

茅    山

A 32 5
B(28 6)

月同部 は タト傾 し な が ら立 ち上 が り, 口縁 部 は ,ユ ′デ直 立 し

て い る 。 口縁 都 は 半 分 以 上 欠 損 して い る の で 明 確 で は な

い が ,隆 帯 に キ ザ ミロ と,上 面 に キザ ミロ を もつ 小 突 起

に よ り 4単位 に 区 画 さ れ て い る。 区 画 内 に は 横 位 の 条 痕

文 が 施 さ オ■, 口唇 部 に

`よ

キ ザ ミ ロが 施 さ ″して ヤヽ る 。 月同音ト

は そ れ ぞ れ キ ザ ミ ロ を有 す る 2段の 隆 符 が 横 位 に 巡 り,

上 段 の 隆 帝 は 口縁 部 と胴 都 と を区 画 して い る 。 下 段 の 隆

帯 の 上 ・ 下 段 に は 条 痕 文 が 横 位 に 施 さ れ て い る 。 内 面 も

条 痕 文 が 横 位 や 斜 位 に 施 さ れ て い る。

砂 粒 ・ 長 石

灰 褐 色

不 良

片％

３２

３。

Ｐ
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SK 237

第176図 第 237・ 235号土坑出土土器実測図・拓影図

3

235
ＳＫ
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痕文 を横位に施 し,内面の条痕文は一部 を除いて消されている。日唇直下に楕円形の補 4笏孔が外

面から穿たれている。

3は胴部片である。 1と 同一個休である。低い隆線が横位に施 され,隆線上に竹管によって下

側から刺突文が施されている。外面は条痕文が横位に施 され,内面は摩減 している。

第220号土坑 (第 163図 )

本跡はD2g5区 に確認され,縄文時代中期の第197号土坑に北側を掘 り込まれている。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-0° で,規模 は長径2.8m,短 径2.lm,深さ02mである。

炉壁はロームで硬 く,外傾 しなが ら立ち上が り,炉底面はほぼ平坦で硬い。南東壁下 に長径0.3

m,短径0.2m,深 さ0.2mの ピットが存在 している。南東側には長径 lm,短径0.9mの 円形の炉

床 と,やや西側には長径0.6m・ 短径0.5mの 円形の炉床が存在 し,そ れぞれ皿状に20cm掘 り下げ

られている。炉床は双方 とも硬 く焼け,焼土粒子を多量に含む暗赤褐色土が充満 している。

炉穴覆土はローム粒子‐中量・焼土粒子少量 を含む極暗褐色土,北西壁ぎわの下層は焼土粒子夕

量を含む暗褐色上がほぼ自然堆積 している。

遺物は,覆土中・下層から茅山式の上器片 1片 ,黒浜式

の上器片 2片 ,浮島式の上器片 1片 ,加 曽利 E式の土器片

が15片 出土 している。

出土土器

第177図 1は ,第 220号土坑 (炉穴)か ら出上 した縄文土

器片の拓影図である。 1は 胴部片で,断面三角形の隆線が

横位に施 され,内・外面に横位の条痕文,内面は一部 を残

して条痕文が磨消されている。

第251号土坑 (第 167図 )

本跡は当遺跡の南西側 D2g6区 に確認され,第 220号炉穴に隣接 している。

平面形は楕円形を呈 し,長径方向はN-0° で,規模は長径2.lm,短 径 lm,深 さ0.2～ 0,3mで

ある。炉壁はゆるやかに立ち上が り,炉穴底面はほぼ平坦で硬 く,南端に長径0,8m・ 短径07m

の円形の炉床が存在 し,皿状に約02m掘 り下げられている。炉床は硬 く焼け,焼土粒子 を多量

含む暗赤褐色土が堆積 している。

炉穴の覆土は上層から下層にかけて焼土粒子・ローム粒子 を多量含む暗褐色土 と,に ぶい褐色

上がほぼ自然堆積 している。

遺物は,出土 しなかった。

0              10Cm

第177図
第220号 土坑出土土器拓影図
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4  塑里 甕

当遺跡か ら検出された埋甕遺構は,わ ずかに 1基 のみである。確認の段階では埋甕遺構の存在

が認め られず第259号 土坑 として取 り扱ってきたが,調査進展に伴い埋甕遺構であることが判明

した。 したがって,本項を設け,遺構の概要 を略述することとする。

第 1号埋甕遺構 (第 168図 )

本跡は当遺跡の南西側 D2d6区 に確認され,縄文時代中期の第264号土坑 と0.6m離 れた第263号

土坑 との間に位置 している。本跡は直径05m・ 深さ約0.5mの 円形を呈する土坑か ら検出され胴

部中位から底部を欠損 した縄文時代後期の網取式の深鉢形土器 (第 178図 1)を 75° 南西側に傾け

て埋設されていたもので,逆位状態で検出された。土器は土坑の底面まで達せず,覆土内に埋設

されてお り,掘 り方は確認できなかった。

土器内の覆土は 4層 から成 り,上層はローム粒子少量・焼土粒子 。炭化粒子を微量含む褐色土 ,

下層はローム粒子 を少量含む暗褐色土が 自然堆積 している。また,埋甕の下の土層はピッ ト状の

狭い土坑にすっぽ り上器が埋設されていたため,掘 り込んでしまい,土層は不明である。

第 1号埋菱遣構出土土器観察表

0             10Cm

第178図 第 1号埋養遺構出土土器実測図

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 偏  考

第178図

1

深鉢形上器

綱   取

A167
B(297)

胴部は中位からやや内彎しながら立ち上がり, 日縁吉ト
は直立している。胴部中位以下は欠損している。日縁部
は両端の凹んだ「少」状の沈線と,そ の下側に横に 2つ
の穴を施した把手によって 4単位に区画されている。ロ
縁部は無文である。胴部は単節 LRの縄文が斜位にやや
雑に施されている。口縁部内・外面,胴部内面は横位の
ナデが施されている。

砂粒 。長石

橙色

良好

50% 54片
P36



土 製 品

当遺跡からは,耳栓 。有孔円板・円板・土器片錘などの上製品が出土 している。本項では,各器

種 ごとに解説を概述 し,個々の土製品の出上位置,法量等については一覧表にして掲載 した。

(1)耳  橙 (第 180図 )

耳栓は 5個 出土 しているが,完形品は 1個 のみで, 4個は一部ないし半分欠損 している。 1は

完形品で,滑車形 を呈 し中央に直径0.8cmの孔が貫通 している。直径が3.3cm, くびれ部の直径が

2 cmである。無文で,ナ デが全面に施 されている。胎土は砂粒 。雲母が含まれ,色調は褐色であ

る。縄文時代中期の加曽利 E期 の第62号住居跡からの出上である。 4は一部欠損 しているが,上

径約3 1cm,下径4.5cmで ,器台の形状 を呈 している。無文で,外面は崇J離 している。胎土は砂粒・

長石 を含み,色調は明褐色である。第222号土坑か らの出上である。

(2)映状耳飾 (第 180図 )

6は C2h9区から 1イ固のみ出上 しているが,半分欠損 している。周縁に横位の細い沈線 を数本施

し,そ の上に縦位の細い沈線が深めに 1本横切 っている。胎土は砂粒を含み,色調は灰褐色である。

(3)手 担 ね (第 180図 )

7は雑な作 りである。底部は平底状で,胴部は厚い。内部は指 1本入る位の大 きさである。内

外面にナデが施 され,無文である。胎土は砂粒 を含み,色調は橙色である。第40号土坑か らの出

上である。

い)有孔円板 (第 180図 )

有孔円板は 6イ回出上 しているが,完形品は 1個 のみで, 4個は一部ないし, 3分の 1が欠損し,

他の 1個は穿孔途中のものである。14は 完形品で,縄文土器の胴部片を利用 したものである。長

径3.6cm・ 短径3 3cm,孔 の大きさは0 9Cmで ぁる。やや片寄 った位置に両側から穿孔 されている。

胎土は砂粒 を含み,色調は橙色である。A5d2区からの出上である。12は一部欠損 してお り,縄文

土器胴部片の中央部に直径0.8cmの孔 を片側か ら穿っている。胎土は砂粒 を含み,色調は明赤褐

色である。第15号住居跡からの出上である。15は 無文の上器片で,直径0,9cm,深 さ0.2cmの穿孔

途中の凹みが認められる。胎土は砂粒 を含み,色調は明褐灰色である。A4eO区からの出土である。

(5)円  板 (第 180図 )

円板は10個出上しているが,17は 縄文土器の底部片を利用 したもので,長径7 1Cm・ 短径6 4cm

と大 きい。胎土は砂粒 を含み,色調はにぶい褐色である。第 2号住居跡出上である。残 りの 9個

は縄文土器片の胴部片を利用 したものである。

(6)土器片錘 (第 180～ 184図 )

上器片錘は合計297点 出土 している。住居跡出±136点 ,上坑出±97点,周溝出± 2点, グリッ
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ド出±59点,表採 3点 である。第53号住居跡か らは11個 とまとまっ

状態をみると完形品,ほ ぼ完形品が288点 で,約97%を 占めている。

も重いものが47.Og,最 も軽いものが5.lgである。

第179図 土器片錘重量分布図

て出上 している。また,遺存

完形 品の重量 をみると,最

第 4表 土製品一覧表

版

号

図

番
名 称

土

点

出

地

量法
備  考

上径に耐 下径Cn 厚さに→ 重量(g)

第180図

3

4

5

6

耳  栓

耳  栓

耳  栓

耳  栓

耳  栓

瑛状耳飾

S162

S127

SK86

SK222

S(232

C2h3

3 3

(27)

(31)

(17)

34

33

48

37

45

(32)

20

32

(25)

21

25

13

22 9

(257)

(133)

(32 1)

(137

(82)

DP310

半 分 欠 独

一 部 欠 ln

一 部 欠 lA

一 部 欠 択

版

号

図

番
名 称

出土

地点

量法
備  考

長さにn 晰邑  にn 厚 さにn 重量回

第130図

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

円  板

円  板

円  板

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

S137

S138

S153

SI I

S11

S13

S113

S113

S114

S126

S128

S135

S135

S135

S135

S135

S141

S141

S141

S143

S143

S143

S143

S143

26

17

39

38

25

27

40

41

43

35

44

43

4 2

32

36

26

38

47

40

41

39

39

48

26

19

41

35

28

26

(47)

39

39

25

34

35

(33)

(27)

26

26

31

31

42

37

32

33

35

35

08

10

09

12

13

09

09

11

09

07

11

09

09

10

10

12

10

10

08

11

1 2

14

4 7

55

146

15 1

95

78

(176)

153

17 3

96

19 8

19 0

(145)

(112)

104

12 9

10 2

127

ユ9 8

19 5

170

21 5

195

21 4

DP325

D P303

D P304

DPl

DP2

DP3

-音卜久 4・ Ft

DP7

DP8

DP19

D P23

D P48

-音卜欠ln

DPSO

DP51

DP52

DP63

DP64

D P65

DP66

DP67

DP68

DP69

D P70

版

号

図

番
名 孫

土

占
（

出

地

量法
備  考

長さにTl 幅  m 厚 さにn 重量(g)

8

9

10

11

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

手 控 ね

土 製 品

装 飾 品

有孔円板

有孔円板

有孔円板

有孔円板

有孔円板

有孔円板

円  板

円  板

円  板

円  板

円  板

円  板

円  板

SK40

S11

S146

S11

S11

S115

S131

A5d2

A4ee

S12

S12

S13

S14

S112

Sl 14

S122

(21)

(33)

(43)

(61)

(42)

49

(40)

36

35

4 2

71

59

29

32

43

31

(09)

40

(34)

(2 1)

(4 9)

(22)

33

35

39

64

60

27

29

43

45

17

08

1 6

14

09

(12)

07

1 1

13

16

1 2

1 1

08

11

(163)

(2 5)

(156)

(30 1)

(98)

(25 5)

(7 0)

96

136

182

75 9

34 5

76

81

20 8

26 9

一 部 欠
jR

半 分 欠 根

一 部 欠 顔

%の み

一部 欠頻

%の み

DP308

穿孔途中

DP299

DP298

DP300

DP323

DP301

DP302

DP324
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版

号

図

番 名 称
出土

地′ミ

法 量
備  考

長さにn 幅  にIl 厚 さにn 重量(g)

第180図

48

49

50

51

53

54

55

56

57

58

第 181区

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

89

90

91

上器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

S144

S145

S145

S145

S145

S145

S145

S145

S145

S147

S147

S147

S147

S147

S147

S147

S151

S151

S151

S151

S151

S151

S151

S151

S151

S152

S152

S153

S153

S153

S153

S153

S153

S153

34

68

47

42

33

43

45

38

45

44

38

34

46

40

37

(25)

38

41

37

33

34

29

(35)

34

45

55

42

4 6

33

43

4 9

48

41

37

36

47

54

45

48

52

46

40

42

30

39

43

27

41

33

33

32

29

36

26

30

30

28

3 2

33

26

26

39

80

31

31

26

29

26

35

32

43

39

32

32

29

44

34

36

39

26

39

27

34

43

50

41

37

38

29

11

14

13

13

11

10

12

1 0

11

07

1 0

07

10

09

10

10

09

11

tO

10

12

09

09

11

11

12

09

10

08

10

13

16

125

34 0

25 5

160

22 7

10 9

198

15 7

11 7

24 0

17 6

170

14 5

18 2

186

15 0

(62)

112

13 6

15 8

12 1

10 1

84

(85)

75

118

155

24 3

164

16 1

108

11 9

23 3

17 4

22 2

13 5

115

13 8

185

23 2

23 0

33 0

32 1

172

17 7

18 3

DP71

DP72

DP73

DP74

DP75

DP76

DP77

貝層の中

貝層の中

DP78

DP79

DP80

DP81

DP82

D P33

DP84

-部欠狼

D P86

DP87

DP88

DP89

D P90

DP91

-部欠jft

D P93

D P94

DP95

DP96

D P97

DP98

DP99

DP100

D PiOl

DP102

DP103

D P104

DP105

DP106

DP107

D P108

D P109

DPl10

DPlll

DPl12

DPl13

D Pl14

版

号

図

番
名  称

出土

地 ミ

量法
備  考

長さにn 幅 ←n 厚 さにn 重量(g)

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

1ユ 1

112

113

114

ユ15

116

117

118

119

第 1821

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

上器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

S161

S162

S162

S162

S163

S166

S166

S168

S168

S168

S163

S168

S168

S168

S168

S168

S168

S168

S163

S169

S169

S169

SKll

SKll

SKll

SK14

SK14

SK14

SK14

SK15

SK17

SK17

S K17

SK18

SK18

SK19

SK19

S K19

SK19

SK21

SK25

SK29

S K32

SK32

SK39

SK49

38

(35)

45

26

36

43

36

48

36

56

33

41

40

46

40

(33)

37

38

40

48

46

38

49

46

52

45

39

41

43

38

38

55

47

50

41

33

37

43

35

42

43

32

37

29

28

43

27

24

29

33

31

32

34

27

40

38

35

38

35

36

30

30

29

28

32

29

37

(37)

39

41

45

32

34

33

36

38

25

35

36

38

31

31

26

43

29

35

31

26

25

27

0 9

13

09

12

08

15

08

10

1 1

1 5

10

09

10

1 6

12

41

09

10

10

10

15

11

09

11

0 9

11

09

09

11

07

13

13

09

10

08

1 1

10

10

10

12

12

08

10

11 3

(225)

15 0

80

10 3

138

17 1

17 9

12 7

31 7

ユ74

16 7

22 7

23 6

193

(86)

11 3

11 5

149

20 5

19 9

(125)

25 2

22 5

29 2

178

ユ88

17 9

よ7 7

13 2

13 6

27 3

169

26 8

14 2

11 9

87

21 0

11 5

16 6

165

10 8

96

91

DPl15

半分欠JR

DPl17

DPl18

DPl19

DP120

DP121

DP122

DP123

D P124

D P125

DP126

DP127

DP128

D P129

DP130

DP131

-苦卜欠TR

D P133

DP134

DP135

DP136

DP137

-=砂寸貝

D P139

D P140

DP141

DP142

DP143

D P144

D P145

DP146

DP147

D P148

D P149

D P150

DP151

DP152

D P153

DP154

DP155

DP156

DP157

DP158

DP159

D P160

-223-



版

号

図

番
名 称

出上

II IS

量法
備  考

長さ修n 幅 tけ 厚 にn 重量 (8)

第182図

140

141

ユ42

ユ43

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

175

176

177

178

179

180

よ81

183

184

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片鐘

土器片錘

上器片錘

上器片錘

上器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片鐘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

SK58

SK64

SK63

SK69

SK71

S K73

SK74

SK75

SK75

SK78

SK79

S K85

SK100

SK102

SK103

SK106

SK107

SK137

S K138

SK138

SK138

S K138

SK138

SK139

SK139

SK139

SK139

SK139

SK139

SK142

SK147

SK149

S K149

SK149

SK149

SK149

SK149

SK175

SK177

SK198

S(200

SK206

SK212

SK212

SK212

SK218

40

41

36

41

45

30

39

4 1

36

50

33

25

35

56

42

41

37

48

60

57

64

51

52

38

28

38

42

40

36

31

34

35

37

(33)

37

45

46

37

43

32

33

30

25

39

35

34

27

31

31

30

40

29

32

30

29

4 5

44

31

25

43

49

36

30

50

41

48

29

31

35

36

40

3 9

26

25

24

36

37

31

33

29

44

35

41

86

31

180

15 2

92

19 9

159

14 6

84

159

142

130

20 8

72

13 2

97

38 6

21 5

13 2

14 3

28 8

46 6

19 2

27 1

45 6

26 1

30 9

19 0

93

18 5

180

22 3

26 8

11 7

86

12 3

190

13 9

(142)

108

129

21 6

19 6

168

188

12 8

DP161

DP162

DP163

DP164

DP165

DP166

DP167

DP168

DP169

DP170

D P171

DP172

D P173

D P174

D P175

DP176

DP177

DP179

DP180

DP181

DP182

DP183

DP184

DP185

DP186

DP187

DP188

D P189

D P190

D,191

DP192

DP193

D P194

DP195

D P196

DP197

D P198

-部欠In

D P200

D P201

D,202

DP203

DP204

DP205

D P206

版

号

図

香
名  称

土

点

出

地

量法
備  考

長さtn 幅 俗n 厚 さに→ 重量(g)

第183図

186

187

138

139

190

191

192

193

194

195

196

198

199

200

201

202

203

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片鐘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

SK226

SK232

SK240

SK240

S K240

SK242

SK246

SK247

SK257

SK257

SK257

SK258

SK261

SK261

SK262

SK265

SK266

S K266

SK270

SK278

SK279

S K280

SK280

SK280

SK284

S K284

SK286

周 溝

周 溝

表 採

表 採

表 採

A4e9

B4c4

84eЭ

C2he

C2hタ

C2he

C2h。

C217

C2,8

C3j9

C219

C3e:

C3e2

C3e2

32

3 3

43

64

40

39

49

41

36

40

45

30

23

41

34

35

40

31

26

38

27

31

27

37

30

42

(32)

36

30

44

28

29

28

58

51

42

37

40

4 3

41

3 7

3 0

35

26

27

23

42

4 3

33

42

26

31

26

29

25

36

29

31

3 2

30

17

31

25

34

33

20

31

27

30

35

34

48

30

30

87

52

37

32

34

30

39

34

3 5

3 5

2 2

3 6

14

10

11

12

09

10

10

18

12

11

10

11

09

1 1

10

08

11

09

08

06

09

1 2

09

08

09

11

09

10

08

08

14

11

14

09

11

10

09

23

09

13

10

11 2

150

36 4

19 1

21 7

22 0

163

175

183

143

123

33 4

144

11 8

173

139

44

15 6

85

144

99

67

15 7

85

13 1

(96)

15 7

57

34 7

75

68

74

47 3

136

25 7

169

129

11 7

162

17 1

22 9

■ 2

86

13 3

DP207

DP208

D P209

DP210

DP21と

D P212

D P213

DP214

DP215

DP216

DP217

DP218

D P219

D P220

DP221

D P222

D P223

D P224

DP225

D P226

DP227

DP228

D P229

D P230

DP231

DP232

DP233

半分欠預

DP235

DP236

DP237

DP238

DP239

DP240

D P241

DP242

DP243

DP244

DP245

DP246

D P247

DP248

D P249

D P250

DP251

D P252

-224-



版

号

図

番 名 称
土

古
〔

出

地

量法
備  考

長さにn 幅 にn 厚 重量(g)

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

第184図

254

255

256

257

258

259

260

26ユ

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片鐘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片鍾

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片鍾

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片鍾

土器片錘

土器片錘

土器片錘

C3fl

C3fl

C3f4

C3g2

C3ga

C3h4

C3hG

C3i4

C3鷺

C314

C3,6

C3,6

C317

C3i8

C3is

C316

C317

C3j7

D2a9

D2a。

D2a。

D3al

D3a2

D3a2

D3a2

D3a2

D3a4

D3a6

D3a5

D3ac

D3も 2

D3b2

D3b4

D3b4

D3b6

D3b7

D3bG

D3も。

D3cs

D3cs

D3cs

D3c5

D3d6

D3d5

Dtts

S18

51

45

(38)

46

41

33

51

47

4 1

44

38

45

30

38

41

36

36

(35)

4 9

40

46

46

25

4 0

44

45

31

(43)

48

(25)

44

42

6 1

37

37

31

32

34

49

39

35

38

40

45

(51)

49

35

34

45

44

30

31

45

45

41

29

41

47

30

25

33

31

38

40

30

22

44

27

43

35

29

33

33

35

45

30

56

29

43

28

30

28

40

27

37

32

38

62

35

1

9

3

9

4

9

0

1

1

0

0

2

3

3

3

0

9

3

0

3

0

4

4

0

4

0

3

2

9

0

0

0

4

9

1

0

0

3)

35

21 9

18 2

(176)

22 5

12 5

10 6

29 0

22 1

17 0

152

164

20 0

87

106

15 3

16 0

112

(86)

15 9

12 9

15 2

45

11 0

28 1

10 6

(169)

11 5

(99)

30 2

13 6

39 8

130

84

13 4

10 7

20 7

10 7

10 4

19 3

17 7

16 9

(302)

21 6

DP253

DP254

半分欠換

DP256

DP257

DP258

DP259

DP260

D P261

DP262

DP263

DP264

DP265

DP266

DP267

DP268

DP269

半分欠jR

DP271

DP272

DP273

DP274

DP275

DP276

DP277

DP278

DP279

-部欠TR

D,281

半分欠根

DP283

D P284

DP285

DP286

D P287

DP288

D P239

DP290

D P291

D P292

DP293

DP294

D,295

DP296

-部欠jR

DP5

版

号

図

番 名 称
上

点

出

地

量法
備  考

長さ修耐 幅 にω
'早

さCll 重量(g)

第184図

278

279

280

28ユ

232

233

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

318

319

320

321

322

上器片錘

土器片錘

土器片鐘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

上器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

上器片錘

土器片錘

土器片錘

土悉片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

S119

S119

S119

S119

S122

S122

S122

S122

S122

S127

S127

S127

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S129

S132

S132

S134

S134

S134

S134

S134

S136

S137

S137

S137

S137

S139

S139

S140

S140

S140

37

31

42

43

35

40

40

48

38

40

43

38

35

37

53

65

52

45

35

31

34

43

4 5

37

27

33

33

3 8

5 2

42

49

40

23

41

3 1

36

25

26

33

(26)

43

4 0

42

27

36

3 3

2 7

3 0

3 0

31

3 3

34

2 8

2 6

41

34

35

(33)

2 6

3 2

(31)

4 6

4 5

39

26

32

(32)

34

32

24

34

28

40

(34)

32

33

24

33

29

29

21

25

35

31

36

37

35

23

24

98

16 9

16 2

94

16 0

14 6

14 1

110

21 3

148

14 5

(141)

75

24 1

(129)

47 0

28 3

22 2

12 8

10 3

106

(153)

178

15 6

89

127

134

11 4

23 8

(177)

20 4

19 5

100

17 3

10 9

11 0

97

39

75

(75)

19 7

152

16 4

67

113

DP9

D P10

DPll

DP12

DP13

DP15

DP16

DP17

DP18

D P20

DP21

DP22

-部欠損

DP25

DP26

-部欠択

DP23

DP29

DP30

DP31

DP32

DP33

DP35

DP36

DP37

DP38

DP39

DP40

DP41

-部 欠 jR

DP43

DP44

DP45

DP46

DP47

DP53

DP54

DP55

DP56

-部欠預

DP58

DP59

DP60

DP61

DP62
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6 石器・石製品

当遺跡か らは,石鏃・打製石斧・磨製石斧・磨石・敲石・石匙・浮子などの石器が出土 してい

る。本項では,若千の解説を加え,個々の石器の出上位置,法量等については一覧表にして掲載

した。

(1)石  鏃 (第 185図 )

石鏃は,住居跡や土坑等か ら15点 出土 している。完存品は12夕点で,他の 3点は基部の一部や先

端部が欠損 している。石質はチャー トが多く12点 で,黒曜石は 3点 である。また,石鏃は有茎石

鏃 1点 ,無茎石鏃 14点 で,袂 りの深いもの 8点,浅いもの 3点 ,な いもの 2点 となっている。他

の 1点 は欠損品のため袂 りの状況は不明である。この中で,特徴的な石鏃は11で,全体的にやや

九味を帝びている。第40号土坑からの出上である。13は 片面に平坦な部分があ り,磨 られている

ものと思われる。第156号土坑か らの出上である。

(2)打製石斧 (第 185～ 186図 )

打製石斧は,住居跡 と土坑から12点出土 している。完存品は 8点で,他の 4点は基部や刃部が

欠損 している。石質は安山岩が 5点 と多く,他に流紋岩 2点,片麻岩,縁泥片岩,頁岩,角 閃片

岩,及 び凝灰岩が各 1点ずつである。殆 どが分銅形で11点 出上 しているが,25は 短冊形 を呈 し,

やや一方にそっている。刃部は粗い作 りである。石質は頁岩で,長 さ11.5Cm,幅 6.4cm,厚 さ2.3

Cm,重量134.3gである。第11号土坑か らの出上である。

(3)磨製石斧 (第 186～ 187図 )

磨製石斧は,住居跡 と土坑から16点出上 している。完存品は 4点 で,12点 は基部や刃部が欠損

している。石質は縁泥片岩 4点,安山岩 3点,砂岩 2点 ,角 閃片岩 2点,そ の他砂岩,琲岩 ,石

英玲岩,石英,及 び粘板岩が各 1点ずつ出上 している。石斧は全て定角式磨製石斧で,両恨I縁及

び基部はていねいに研磨されている。ハマ グリ刃の刃都付近を除き全体的に厚 く,基部付近では

ほぼ円形に近い形をしている。その中で,38は 代表例の 1つ で,て いねいに研磨 されている。石

質は縁泥片岩で,長 さ13.6cm,幅 5,9cm,厚 さ3 1cm,重 量467.2gで ある。偏刃 で,当遺跡の中

では最大のものであり,第43号住居跡か らの出土である。31は石質が石英で,長さ7.lcm,幅 4,7

Cm,厚 さ1.7cm,重 量108.8gを 測 り,直刃である。刃部に一部使用痕が認め られ,比較的小形な

もので,第 2号住居跡からの出上である。

(4)石  匙 (第 188図 )

石匙は,住居跡から 1点 出上 している。基部 と刃部が直交する横形石匙で,完存品である。石

質はメノウである。基部・刃部 とも両面か ら調整が加 えられ,丁 寧に作 り出されている。長 さ

3.5cm,幅 3 4cm,厚 さ1.lCm,重量9,7gである。第53号住居跡からの出上である。



(5)浮  子 (第 188図 )

浮子は,住居跡 と土坑から各 1点ずつ出土 している。いずれも軽石製である。54は 長 さ5.8cm,

幅7.lcm,厚 さ1.4cm,重 量6.8gで,小形の隅九台形状 を呈 し,一方に直径0,7cmの孔が穿たれて

いる。第15号 住居跡か らの出上である。55は長 さ6 6cm,幅 6 1cm,厚さ2.5cm,重量17.6gで ,

54と 比べると厚い。不整楕円形状 を呈 し,片方に直径0.6cmの孔が穿たれている。第164号土坑か

らの出上である。

第 5表 石器 。石製品一覧表

図帳需 器 種 4凱
畳法

石 質 備 考
長さでⅢ 幅 厚さlW 重量(g)

第

3

4

6

7

9

10

11

12

14

15

16

17

18

19

1儀

20

21

22

23

24

25

26

27

28

30

: ‡

|

石  鏃
|

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鉄

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製所斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

藩製病斧

S12

S14

S1 16

S1 27

S1 27

S127

S127

S1 35

S149

S152

S K40

S K 144

S K 156

S K239

D3as

S115

S127

S1 52

S154

S169

S169

S169

S169

S169

SKll

SK14

S K239

A4e9

C2i7

SI I

22

35

23

(20)

18

24

26

25

28

27

21

29

05

(97)

108

80

12 5

(60)

(92)

116

(64)

115

12 3

116

87

108

93

16

22

12

13

12

(17)

19

16

20

17

(23)

66

63

69

52

86

69

76

62

53

64

67

67

41

05

08

0 45

05

05

03

04

06

05

05

06

05

06

0 45

16

14

21

29

16

20

25

15

23

23

18

17

24

(08)

06

(17)

16

13

21

13

(26)

(743)

2109

106 5

328 3

(638)

(146 5)

208 0

(791)

134 3

158 8

139 1

154 9

164 9

チャート

チャート

チャート

チャート

チャート

黒 曜 石

チャート

チャート

チャート

黒 曜 石

チャート

チャート

チャート

チャート

黒 曜 石

片 麻 岩

流 紋 岩

流 紋 岩

縁泥片岩

安 山岩

安 山岩

安 山岩

安 山 岩

角閃片岩

貢  岩

疑 灰 岩

安 山岩

安 山 岩

安 山岩

角閃片岩

Ql

Q197

Q3

Ql∝

先端部夫損
Q169

QlЮ

Q17」

基都欠損
Q4

Q5

Q6

Q■

Qユ 2

Q13

Q14

き部一部欠損
Q15

Q36

-部欠損
Q175

Q38

Q40

Q41

半分欠損
Q42

-部欠損
Q43

Q44

両端欠損
Q45

Q46

Q47

Q49

Q50

Q5ユ

Q19

図版番号 器 種

量法
石 質 備 考

長さt, 幅 ,「 厚さm 重凰0

31

187

32

33

34

35

36

38

39

43

44

45

46

47

48

49

50

188

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

石  匙

万  匙

尖 頭 器

浮  子

浮  子

浮  子

石  皿

石  皿

石  錐

円  板

S12

S1 14

S1 22

S1 26

S1 35

S1 35

S1 35

S143

S152

S153

S153

S K 138

S K207

S K257

S K297

C3e2

C3f,

D3a,

D3as

表 採

S153

C4el

SK8

S1 15

S K 164

C4ct

S154

S159

S127

S135

(85)

(48)

(78)

(59)

(60)

(62)

136

85

(115)

(55)

(46)

(72)

(100)

(72)

10 4

74

66

(74)

86

35

38

61

58

66

(121)

(168)

26

31

62

(37)

49

42

43

51

59

42

51

50

41

54

41

36

43

34

54

36

34

20

71

61

118

26

26

17

31

13

25

30

22

30

35

23

22

24

13

15

31

ユ1

14

25

10

40

105

07

04

1088

(2647)

(346)

(712)

(105 1)

(22 0)

(810)

467 2

■59

(2835)

(97 2)

(32 9)

(104 3)

(196 0)

(76 7)

178 3

44 9

51 2

(1958)

64 5

81

59

68

176

80

(3914)

(昴894)

35

40

石  芙

角閃片岩

縁泥片者

安 山 者

縁泥片岩

砂  岩

石英紛岩

縁泥片岩

安 山 岩

紛  岩

安 山 岩

縁泥片岩

粘 板 岩

砂  岩

縁混片岩

砂  岩

流 紋 岩

縁泥片岩

角閃片岩

砂  岩

メ ノ ウ

買  岩

黒 曜 石

軽  石

軽  石

軽  石

安 山 岩

安 山 岩

チャート

雲母片岩

Q20

基部欠損
Q21

雪部キテ欠狽
ヨ1密

基部のみ
Q37

刃部欠損
Q22

刃部のみ
Q23

刃著Ьのみ

Q24

Q25

Q26

刃部欠損
Q30

刃部のみ
Q27

基端部のみ
Q28

-部欠損
Q48

刃部欠損
Q29

基部欠損
Q30

Q32

Q33

Q34

刃部欠損
Q35

Q31

Q7

Ql粥

Q10

Q205

Ql∞

Q149

半分欠損
Q147

半分欠損
Q148

Q172

Q二 8
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図版春号 器 種 HJ」しヽ
法 量

石 質 備 考
長さtl 幅 やけ 厚さ,→ 重量 g)

第188図

62

63

64

66

67

68

69

73

75

76

79

80

81

83

84

85

第ユ89図
86

88

89

90

91

93

94

95

96

97

98

99

装 飾 品

装 飾 品

石  錘

磨  石

磨  石

磨石 (敲 )

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  7f

磨  石

磨石(敲 )

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨イf(敲 )

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨イ|(敲 )

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

S1 19

S K222

C3f】

Sl l

S11

Sl l

SI S

S13

S13

S15

S110

S1 10

S1 12

S1 14

Sl 15

S1 19

S122

S1 22

S1 22

S127

S127

S130

S134

S1 37

S138

S141

S1 43

S145

S145

S145

S145

S1 46

Sと 47

S151

S152

S153

S155

S1 68

S1 68

(45)

(39)

60

14 1

(82)

(135)

70

]0 1

15 9

57

122

(28)

(102)

(61)

(51)

(98)

(98)

(66)

71

こ13

10 5

96

(61)

(56)

(83)

(64)

(58)

(38)

100

54

(78)

(85)

10 7

(22)

34

10 5

61

38

65

58

50

83

37

80

03

56

(44)

38

78

83

53

43

29

69

76

74

46

50

70

47

66

50

62

55

59

78

90

09

12

98

33

26

29

59

39

15

46

23

40

38

86

75

45

49

62

08

87

43

29

27

53

24

42

44

34

28

53

(95)

(190)

38 1

876 2

18429)

1272 4)

60 8

269 8

705 8

160 3

52 6

5430

(225)

597 0

(5724)

(78 9)

(89 0)

(227 3)

330 9

16334)

(2801)

265 9

237 7

23 5

3529

474 6

(830)

(95 1)

(2848)

(514)

281 0

(1268)

(1135)

224 4

(1584)

(4461)

878 9

チャー ト

チャー ト

流 紋 岩

流 紋 岩

石英班岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

石英班岩

砂  岩

流 紋 岩

砂  岩

砂  岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

流 紋 岩

砂  岩

チャー ト

砂  岩

砂  岩

砂  岩

片 麻 岩

ホ ル ン

安 山 岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

流 紋 岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

縁泥片岩

安 山 岩

安 山 岩

一部のみ
Ql網

一部のみ
Q17

Q16

Q76

-部欠損
Q]硲

一部欠損
Q77

Q78

Q79

Q80

Q179

Q1811

Q181

半分欠損
Q199

Q81

-部欠損
Q82

半分欠損
Q182

半分欠損
Q183

半分欠損
Q184

Q185

-部欠損
Q186

半分矢損
Q187

Q83

Q188

Q189

Q84

Q85

Q86

-部欠損
Q87

-部欠損
Q88
-部欠損
Q89

-部欠損
Q90

Q91

-部欠損
Q92

半分欠損
Q93

Q94

Q95

半分欠損
Q96

半分欠損
Q97

Q98

図版番号 器 種 B土地点
法 豊

石 質 備 考
長さtn 幅 0→ 厚さやn 重量(g)

第189図

100

iOl

102

104

105

106

107

108

109

113

114

■6

■7

■8

■9

121

122

123

124

125

126

1努

130

131

132

133

134

135

136

138

磨  石

磨石 (凹 )

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨石 (敲 )

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

店石 (敲 )

磨  石

磨  πf

磨  石

磨石 (敲 )

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

磨  石

敵  石

敲  石

敲  石

S1 68

S1 68

S169

S169

S172

S174

S175

S175

S1 75

S1 75

S175

S1 75

S176

S1 76

SK6

S K 14

S(58

S K75

S K86

S K92

S K98

S K 105

S K 107

SKl■

SKl■

SKl■

S K 138

S K206

SK218

S K222

S(278

C2,3

C3il

D2as

D3as

表 採

S11

S11

S12

(81)

68

73

46

(66)

68

99

(64)

(69)

(69)

(93)

(58)

(58)

(48)

100

(80)

(67)

(119)

95

(74)

(96)

(62)

(53)

(74)

(48)

67

87

(97)

54

(71)

(94)

(53)

100

67

93

78

90

(55)

(29)

45

57

(87)

52

54

46

68

33

27

49

(46)

65

81

54

60

(41)

68

54

50

59

53

96

56

67

65

66

63

48

46

26

87

15

51

35

36

(32)

26

40

46

(50)

33

70

41

35

(39)

36

28

38

59

29

43

51

45

45

38

50

41

(3786)

451 4

(1087)

(83 8)

(563)

206 0

(6278)

(89 1)

(299 0)

(126 7)

(274 5)

(66 6)

(64 4)

(1259)

493 2

(1614)

(165 7)

(677 6)

205 5

(2875)

(162 9)

(153 3)

(99 6)

(167 7)

(615)

237 9

206 6

543 0

202 1

(1292)

(352 3)

(105 4)

457 0

154 3

344 5

172 9

安 山 岩

石英J分岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

流 紋 岩

流 紋 岩

砂  岩

安 山 岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

安 山 岩

砂  岩

安 山 岩

砂  岩

安 山 岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

頁  岩

流 紋 岩

安 山 岩

砂  岩

砂  岩

安 山 岩

安 山 岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

流 紋 岩

砂  岩

流 紋 岩

流 紋 岩

半分欠損
Q99

Ql∞

半分欠損
Q101

半分欠損
Q102

Q21X

一部欠損
Q201

Ql∝

一部欠損
Q104

半分欠損
Q105

半分欠損
Ql∝

半分欠損
Ql"
半分欠損
Q108

-部欠損
Q202

-部欠損
Q203

半分欠損
Q109

Q■ 0

-部欠根
Q■ 1

半分欠損
Q■ 2

-部欠損
Q■ 3

Q■ 4

-部欠損
Q■ 5

-部欠損
Q l16

半分欠損
Q■ 7

半分欠損
Q■ 8

-部欠損
Q■ 9

半分欠損
Qユ拗

Q121

Q122

Q123

Q】

"
半分丈損
Q125

Q127

-部欠損
Q128

-部欠損
Qユ 29

半分欠損
Q130

Q126

Q52

Q53

Q54
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□版番 器 種 J」」也|

法
石 質 備 考

長さ0∬ 幅 やn 厚さm 重量 g)

第190図
139

140

141

142

143

145

146

147

148

149

150

151

153

154

155

156

158

159

第191図

1∞

162

163

164

166

167

敲  石

敲  石

敲  石

散  石

敲  石

敲  石

敲  石

敲石 (磨 )

敲  石

敲  石

敲  石

敲  石

敲  石

敲  石

敲  石

敲  石

敲  石

敲  石

敲  石

敲石 (磨 )

敲  石

敲  石

敲  石

敲  石

凹  石

凹  石

凹  石

1甘 :

受|
S128

S1 35

S141

S143

S1 43

S146

S146

S146

S151

S153

S162

S168

S168

S169

SK2

S K14

S K30

12 0

10 6

103

(69)

115

120

13 0

10 5

89

88

78

(84)

(65)

110

60

84

123

(122)

76

83

20 4

96

163

95

111

76

69

64

46

46

51

55

66

76

42

46

57

76

59

62

81

61

42

64

58

82

79

103

40

34

32

31

72

22

40

45

25

30

45

40

49

15

32

56

51

66

33

30

44

35

68

5123

4688

343 0

(1264)

271 9

1216

152 8

308 4

676 5

404 0

205 0

1310

1709

(2434)

(230 6)

346 5

41 4

232 6

6130

(3736)

723 4

149 0

237 0

1254 0

225 3

459 9

265 8

850 2

石芙班岩

石英班岩

砂  岩

砂  岩

流 紋 岩

砂  岩

砂  岩

砂  岩

安 山 岩

安 山 岩

流 紋 岩

流 紋 岩

流 紋 岩

流 紋 岩

流 文 岩

石英勁岩

砂  岩

石英班岩

アブライト

石英紛岩

石英扮岩

石英扮岩

砂  岩

流 紋 岩

片 麻 岩

安 山 岩

安 山 岩

片 麻 岩

安 山 岩

Q176

Q177

Q55

半分欠損
Q2C4

Q56

Q57

Q58

Q59

Q60

Q61

Q62

Q63

Q64

Q65

半分欠損
Q66

半分欠損
Q67

Q68

Q69

Q70

Q71

-部欠損
Q72

Q73

Q74

Q75

Q131

Q lQ0

Q191

QiV

Q133

図版番号 器 種 出土地ヽ
法

石 質 傭 考
長さm 幅 4耐 厚さ卸 重量0

第19ユ
「

168

169

170

171

第1921

172

173

174

176

178

179

180

182

183

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

1弱

凹  石

凹  石

凹  石

凹  石

凹  石

凹  石

Ш  石

口  石

警  石

魅  石

軽  石

軽  石

軽  石

軽  石

軽  石

軽  石

整  石

軽  石

素1  片

辛1  片

剖  片

石  核

焼  石

原  石

原  石

原  石

原  石

原  石

原  石

S1 46

S152

S1 67

S K6

S(75

S K79

S K 171

A4i7

S11

S112

S135

S145

S155

S1 68

S1 68

S168

S K212

表 採

S128

S169

S1 69

S1 76

S146

S131

S136

S162

S1 67

S K70

S K299

(111)

(112)

84

132

125

(67)

96

87

56

60

51

63

85

90

62

90

78

38

30

47

110

73

125

73

61

79

108

(77)

114

55

75

71

77

34

49

29

72

61

63

57

70

60

45

31

79

80

121

74

59

62

26

31

50

34

48

45

23

32

31

27

32

29

26

33

18

13

55

73

61

40

40

24

26

68

5320)

344 3)

146 7

401 4

374 1

12348)

403 0

420 9

34 8

30 0

158 5

74 6

137 4

109 1

36 5

206 7

21 6

161

132

142

586 7

433 6

1038 3

266 4

■34

138 5

489 7

安 山 岩

片 麻 岩

片 麻 岩

熔  岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

流 紋 岩

格  岩

熔  岩

熔  岩

安 山 岩

熔  岩

格  岩

熔  岩

熔  岩

熔  岩

熔  岩

泥  岩

チャー ト

チャート

砂  岩

流 紋 岩

班 粉 岩

チャート

メ ノ ウ

メ ノ ウ

メ ノ ウ

安 山岩

一部欠損
Ql契
一部欠損
Q135

Q136

Qユ 37

Q138

半分欠損
Q139

Q140

Q141

Q152

Qユ 53

Qユ開

Q155

Q156

Q157

Q lr08

Qユ∞

Q161

Q162

Q151

Q8

Q9

Q150

Q163

Qユ 93

Q194

Q164

Q165

Q166

Q167
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第185図 石器実測図(1)
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第186図 石器実測図(2)
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第188図 石器・石製品実測図(4)
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第189図 石器実測図(5)
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第191図 石器実測図(7)

-241-



一慧ラZ―

9団

woor              o

ととI



7

グリッ

遺構外出土土器

ド出土土器観察表

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調。焼成 備  考

第193図

1

小形鉢形土

器 (祭 JTE用

品 )

加 曽 利 E

A 12 6
B 31

浅い鉢状を呈し,両端に直径 l Cmの穴と,長径1 4cm・

短径0 8cmの 楕円形の穴が穿たれ,そ の他直径0 3cmの 円
形の穴が 2個並んで穿たれている。底部から胴部にかけ
て巴文が施されている。内面は少し摩滅し,外面は巴文
に沿ってナデが施されている。

砂粒・長石
にぶい褐色

普通

100%1個 体

内・外面赤
彩一部残 る
P437
A5fi

2

深鉢形上器
カロ曽オ」E III

A(505)
B(234)

波状の口縁部から胴部上位にかけての破片である。大
形の深鉢形土器になると思われる。口縁部は隆帯と沈線
によって渦巻文と長楕円文で区画され,区画内には単節
LRの縄文が斜位に施されている。胴部は幅の広い磨消

帯が施され,磨消帯の間には単節 RLの縄文が斜位に施
されている。内面は横位のナデが施されている。

砂粒 。長石
明赤褐色
普通

10% 8片
P131
C2,8

3

深鉢形土器
方口曽示UEH

B(179)
C(76)

底部は平底を呈し,胴部は内彎しながら外側に開いて
いる。胴部中位以上は欠損している。無文で,胴部外面
は縦位のサデが施され,内面は摩減している。

砂粒・長石・雲母
明赤褐色
普通

15片

P130
C4cl

4

深鉢形土器

阿 工 台
B(64) 波状口縁の一部である。内面には結節沈線文を施した

細い粘土紐を楕円形に貼りつけて目を表現し,その下側
に小突起を施して鼻を抽象化している。更に,それらを

囲むように, 2列の結節沈線文を施している。人面を象

徴化しているものと思われる。外面は波頂部から垂下さ
せた隆帯で文様を区画し,そ の右側に 4列の結節沈線文

を,左側に円形刺突文を施している。

砂粒・長石
にぶい褐色
普通

5% 1片
P439
D3d5

0               10Cm

第193図  グリッド出土土器実測図
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8 住居跡覆土内混入出土遺物

住居跡調査の過程で,当該期の住居跡に伴わない土器片が出土 しているが,それらの上器片に

ついて,・ 次のような分類に基づいて掲載 した。但 し,大木7a。 大木7b・ 加曽利 EI。 同 EⅣ ・前

野町式上器・五領式のそれぞれの上器は住居跡の覆土からは出上 していない。

土器の分類

I群 縄文時代早期前葉

Ⅱ群 縄文時代早期後葉

Ⅲ群 縄文時代前期前葉

Ⅳ群 縄文時代前期後葉

V群 縄文時代中期前葉

Ⅵ群 縄文時代中期中
後葉

Ⅶ群 縄文時代後期前葉

Ⅷ群 弥生時代中期

後期

Ⅸ群 古墳時代前期

鰯《I

0           5cm

-第 194図
I群土器拓影図

a類

b類

a類

b類

c類

a類

b類

c類

d類

e類

a類

bl類

c類

d類

a類

bェ 類

井草式土器

茅山式上器

黒浜式上器

大木2b式上器

諸磯式上器

浮島式上器

興津式上器

阿玉台式上器

勝坂式土器

大木7a式土器

大木7b式上器

中峠式上器

加 曽利 EI式土器

加曽利 EH・ Ⅲ式上器,b2類 連弧文式上器

加曽利 EⅣ式上器

曽利式上器

綱取式土器

女方式上器

前野町式上器,b2類  東関東系土器,b3類  弥生最終末土器

五領式上器

I群土器 (第 194図 )

1は 口縁部小片で,口縁部は外反 し,やや肥厚 している。口唇部

に縄文原体 を押圧 し,口 唇部外面は縄文が斜位に施 されている。口

唇下に縄文がわずかに認められ,口 唇直下に指頭圧痕が窺える。第

29号住居跡からの出土土器片である。
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H群土器 (第 195図 )

1～ 6は 胴部片である。 1は横位の隆帝に竹管による圧痕が斜位に施され,外面は斜位の条痕

文,内面は横位の条痕文が施されている。 2は低い横位の隆帯に斜位のキザ ミロを施 し,内・外

面は横位の条痕文が施されている。 3は断面三角形状の隆帯に楕円形状の刺突文が 4か所縦位に

施 され,隆帯の上側に隆帯に沿ってナデが施 されている。 4～ 6は 横位の条痕文が内・外面に施

されている。 2・ 5は 第35号,1は 第49号,4は 第62号 ,3・ 6は 第68号住居跡か らの出土である。

r義霧舞
Ⅲ

機纂摯V爾
掛

議
麟

Ｍ
日

‐―
日
御
５

韓 0             10Cm

第195図  H群土器拓影図

Ⅲ群 a類土器 (第 196・ 197図 )

1～ 19は 口縁部である。 1～ 6は 2本組の撚糸文で, 1は 無節 Lと Rの撚糸文が斜位に, 3は

無節 Lの撚糸文で菱形文が施され,単節の縄文 もわずかに窺える。 4・ 5は 撚 りの太い無節の縄

文の上に無節 Lの撚糸文が斜位に施 され, 6は 撚糸文の上には付加条縄文が斜位に施 されている。

7～ 9は 単節の縄文が斜位に施され, 7・ 8は LR, 9は RLで, 口唇部直下に浅い押圧が横位

に施 されている。10は 付加条縄文が斜位や横位に,11は 無節 Rの縄文が斜位に施されている。12

～15は刺突文が施されている。12は 口唇部直下から単節 LRの縄文が斜位に施され,そ の上に竹

管による円形の刺突文が口唇郡直下に横位に施 されている。13は半載竹管文が横位に 2段施 され

ている。更に,口 唇部直下に横位の沈線が 2段施され,沈線上に半載竹管文を刺突 している。14

は胴部に原体の異なる付加条縄文がそれぞれ斜位に施され,13と 同 じように刺突されている。15

は口唇部直下に半我竹管文が横位に,そ の下側に竹管による圧痕 を有する隆帯が横位に施 されて

いる。隆帯の下側に 2段の沈線が巡 り,沈線上に半載竹管文が施 されている。16は 口唇直下に 2

列の押引文が横位に,そ の下側に単節 LRの縄文 と押引文が斜位に施されている。17～ 19は 沈線

が施 され,17は 横位に,18は 山形に,19は 斜位に施されている。

20～ 47は 胴部片である。20～ 23は 2本組の撚糸文で,20・ 21は 無節 Lの撚糸文 を斜位に,22は
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第197図 Ⅲ群 a類土器拓影図(2)

無節 Lと Rの撚糸文が縦位に施 されている。23は 無節 Rの撚糸文が菱形を構成 している。24は 5

本組の細い撚糸文が横位に施 され, 2か 所指頭痕が認められる。25～ 28は 単節の縄文が施され ,

25・ 26は RLの縄文,27・ 28は LRの縄文が浅 くそれぞれ斜位に施 されている。29,30は 付加条

縄文が斜位に施 され,31は 原体の異なる付加条縄文が斜位に施 されている。32・ 33は 無節 Rの縄

文が斜位に,32は 浅 く施されている。34は 半裁竹管による刺突文が 4方向に交差 し,縄文の地文

がわずかに窺 える。35～ 38は 押引文が施されている。37・ 38は 単節 LRの縄文の上に 1列 と2列

の押引文が横位や斜位に施されている。39～ 44は沈線文で,39は小突起 を備え,横位に太 く,40

は間隔をあけて,横位に太 く施 している。41は 密に太 く,斜位に,42は 密に細 く横位に沈線文 を

施 している。43は 4本単位に山形文を作 り,44は 細い格子文 を施 している。45は 雑な細い沈線が

施され,更に,補修孔が外面か ら穿たれている。46・ 47は アナグラ属の貝殻腹縁文が維位に施さ

れている。 l・ 5・ 8・ 12。 19。 23は 第 1号 , 3・ 6。 31,44は 第 2号, 9。 25。 27は 第13号 ,

4 ・ 20は 第14号, 331よ 第151許 , 28,30。 43は 第35号, 14は 第36号, 42は 第38号 , 16は 第42号 , 32・

37・ 38。 46は 第43号, 13・ 21・ 34'391よ 第45号, 47は 第46号 , 411よ 第56号, 2,18は 第57号 , 7・

15。 24・ 26は 第62号 , 22・ 35'36は 第68号 , 17・ 29。 40。 45は 第69号, 10は 第74号 , 11は 第76号

の住居跡か らの出土である。

Ⅲ群 b類土器 (第 198図 )

1は 胴部片で,連鎖状撚糸文が全面に横位

に施されている。第68号住居跡からの出上で

ある。

I

10Cm

第198図 Ⅲ群 b類土器拓影図

Ⅳ群 a類土器 (第 199図 )

1～ 3は 口縁部片である。 1は 波状を呈 し,細い爪形文が 3段施され,竹管文が 4か 所施 され
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ている。 2は細かい爪形文が密に 3段横位に施され, 3は 1・ 2と 比べると爪形文はやや幅が広

く,横位に 2段施 されている。 4は胴部片で,単節 LRの縄文の地文に爪形文が縦位,横位,及

び斜位に施 されている。 1は第36号, 4は 第39号, 2,3は 第62号住居跡か らの出土である。

伊I劉 陥 乱 10cm

第199図 Ⅳ群 a類土器拓影図

Ⅳ群 b類土器 (第 200図 )

1～ 5は 口縁部片で, 1は 口唇部に右方向から棒状施文具で刺突文 を施 し,貝殻腹縁文が波状

に,ア ナグラ属の貝殻腹縁文が縦位に施 されている。 2は 口唇部に刺突文が 1列施 され,変形爪

形文が 2段横位に施されている。更に,爪形文の上側に細い沈線が施 されている。 3は波状を呈

し, 2本の沈線により大 きい山形文 と, 5本の波状沈線文が横位に施 されている。更に,上方か

ら縦位に刺突文が除々に強 く施されている。 4は 波状 を呈 し,口唇直下に縦位の条線文が施され,

その下側に三角刺突文が山形状に施 されている。 5は 口唇部に押圧が施され,波状 を呈 し,波状

貝殻文が 2段横位に施されている。

6～ 11は胴部片である。 6は無節 Lの撚糸文が斜位に,更に,沈線による山形文が施されてい

る。 7は 2本組の無節の撚糸文が斜位に,更に, 4本の沈線が横位に施 され,斜位の 2本の沈線

と交差 している。 8は 3本の沈線 と 1本の爪形文が横位に施されている。 9は波状貝殻文が施さ

れ,10は アナグラ属の貝殻腹縁文が斜位に施 されている。11は アナグラ属の貝殻腹縁文による貝殻

波状文が 2段施され, 1か所はややねせて幅広 く施されている。 5は 第29号 , 4・ 11は 第35号 ,
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第200図  Ⅳ群 b類土器拓影図



2は 第42号 , 1・ 6は 第54号 , 3・ 7

Ⅳ群 c類土器 (第 201図 )

9は 第68号, 8・ 10は 第74号住居跡か らの出土である。

1～ 4は 口縁部から胴部にかけての上器片で, 1～ 3は 横位や斜位の条線が施 されている。 1

は波状を呈 し,口 唇直下に縦位の沈線が施 されている。 2は 平縁で, 1と 同じ文様である。 3は

器面全体に 7本単位の櫛歯状の条線文が横位 と波状に施 されている。 4は 口唇直下にアナグラ属

の貝殻腹縁文が維位に施 され,更に,そ の下方に 3本の沈線が横位に施 されている。

5は 胴部片で, 1と 同一個体であると思われる。 4は 第21号 , 1・ 5は 第29号, 2は 第46号 ,

3は 第62号住居跡からの出上である。
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第201図  Ⅳ群 c類土器拓影図

0            10Cm
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V tt a類土器 (第 202・ 203図 )

1・ 2は把手で, 1は 先端に楕円形の凹みを設けた隆帯 を貼付 し,隆帯に沿って 2列 の結節沈

線文が,中傾1に もわずかに 2列 の結節沈線文が施 されている。 2は 渦巻状の沈線が施 され ,

孔 を有 している。 3～ 11は 口縁部及び胴部片である。 3は 波状 を呈 し,刺 突文 を施 した隆帯

が施され,隆帯に沿って結節沈線文が施されている。 4・ 5は 突起 を設け, 4は 圧痕 を 4か 所

施 した隆帝 を有 し,隆帯に沿って 1列 の結節沈線文 を施 し,そ の内側に結節沈線文によって変形

波状文が施 されている。日唇直下の内側に稜 を有 している。 5は竹管による圧痕 と結節沈線文を

有する突起から隆帯に続 き,隆帯で長方形を区画 している。更に,隆帯に沿って簡略化 した結節

沈線文が 2列施されている。口唇部にも結節沈線文 とキザ ミロが施 されている。 6は 口唇部に竹

管による圧痕 を斜位に施 し,隆帯によって長楕円文が口縁部に区画 されている。隆帯に沿って 2

列の結節沈線文が施され,胴部に斜位の結節沈線文を施 している。 7は 口唇部に結節沈線文を 1

列施 し,隆帯によって楕円文が作 られ,隆帯に沿って結節沈線文,内側に 2～ 4列の結節沈線文

が斜位に施 されている。 8は 口唇部にキザ ミロを有 し,口 唇部直下に波状沈線文,下方に 2本の

沈線文が横位に施されている。 9は 口唇部直下に 1段 の爪形文が施され,10は 口唇部に逆「し」の

字状の隆帯が貼付 され,無文である。11は浅鉢形土器片全 国唇部直下の外面は肥厚し,内面は口縁

部下位で段状になっている。12は橋状把手を有 し,隆帯に沿って 1列 の結節沈線文が施されている。
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V tt a類土器拓影図(1)
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第203図  V tt a類 土器拓影図(2)

13～ 24は 胴部片である。13～ 17は隆帯に沿って結節沈線文が施 され,13～ 15は楕円文状に,13

は隆帯の内側に 2列 ,外イ員」に 1列結節沈線文 を施 している。14は 隆帯間に波状沈線文 を横位に施

し,15は 刺突文が 1列横位に施 されている。16は結節沈線文 を方形状に 1列 と 2列施 し,17は 三

角形状に 1列か ら3列施 している。18,19は 爪形文が施され,18は 横位 と縦位の隆帯に沿って両

側に爪形文が施され,更に,山形沈線文が施 しているのが窺える。19は 2段の爪形文が横位に施さ

れている。20～ 24は 沈線文が施 されている。20は横位の沈線 と山形文が横位 に,21は 横位 に 2

本の波状文 を,22は 横位に 2本の波状文 と隆帯の下狽1に 2本の沈線が横位 と斜位に施されている

のが窺える。23は 渦巻文,24は 隆帯下に 2本 の蛇行沈線を挟むように 2本の沈線が垂下 している。

7・ 15。 19。 22は 第 1号, 6・ 14は 第13号, 17は 第14号, 2・ 12は 第35号 , 5は 第36号,23は 第

38号,10,13・ 24は 第43号 ,11は 第45号,20は 第46号,18・ 21は 第47号, 9は 第49号 , 4は 第55

号, 8は 第67号 , 1・ 3・ 16は 第68号住居跡からの出上である。

V tt b類土器 (第 204図 )

1～ 3は 口縁部片である。 1は 口唇部直下に 2孔が横位に穿たれ,円錐状の突起 を有 し,無文

である。 2は 2列 の結節沈線文 を両側に沿わせた隆帯で逆三角形を構成 し,更に, 3本の波状沈

線文が横位に施されている。 3は 口縁部下位に指頭圧痕 を有する隆帯 を貼付 し, 口唇部 と隆帯の

了
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第204図  V tt b類 土器拓影図
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間に上から沈線文,結節沈線文,山 形沈線文,及び結節沈線文が横位に施 されている。

4・ 5は 胴部片で,4は爪形文 を密に施 した横位の隆帯 を有し,単節 RLの縄文 を縦位に施 して

いる。5は結節沈線文を施した「コ」の字状の隆帯を有し,隆帯に沿って両側に 2列 の結節沈線文が

施されている。 1・ 4は 第29号,5は第35号,3は 第38号,2は第64号 の各住居跡からの出土である。

V tt e類土器 (第 205図 )

1～ 3は 口縁部及び胴部片で, 1は 口唇部直下に雑な沈線 と各方向か らの刺突文,沈線が横位

に巡 り,そ の下側に高い隆帯 を貼付 している。 2は 口唇直下に連続「コ」の字文が横位に施され,

その下側に刺突文を施 した隆帯 を有 し,隆帯に沿って 2本の沈線が施 され,沈線間に刺突文が施

されている。 3は 口唇直下に縦位の沈線,キザ ミロを施 した曲線の隆帯が施 され,隆帯に沿って

沈線が施されている。口縁部内面は複合 を呈 し,薄い粘土帯が貼 り付けられている。

4は 胴部片で,沈線を有する隆帯が貼 り付けられ,隆帯の上下に維位の沈線が施 されている。

3は 第29号 , 1・ 2,4は 第62号住居跡からの出土である。

0              10Cm
半

一第205図  V tt e類 上器拓影図

Ⅵ群bl・ b2類土器 (第 206図 )

1～ 10は 口縁部及び胴部片である。 1は 薄手の土器で,隆帯 と沈線によって渦巻文 と楕円文 と

が区画され,楕円文区画内に縦位の沈線が地されている。胴部は沈線 を有す る磨消帯による逆

「U」 字文が施され,磨消帯間には単節 LRの縄文が斜位に施されている。 2,3は 口唇直下に

2列 の円形刺突文が横位に巡 り, 2は 竹管によって, 3は棒状施文具によって施されている。 2

は磨消帯が垂下 し,磨消帯 と磨消帯の間には無節 Lの縄文が斜位に施 されている。 3は 無文であ

る。 4は 口唇部直下に 1列 の大 きい圧痕が横位に施され,磨消帯による逆「 U」 字文が描かれ ,

磨消帯間に単節 LRの縄文が斜位に施 されている。 5は 口唇部直下に隆帯 と沈線が横位に施され,

単節 LRの縄文が斜位に施 されている。 6は浅い凹線 と沈線が口唇部直下に横位に巡 り,単節 R

Lの縄文が斜位に施されている。 7は 口唇部直下に 1本の沈線が横位に巡 り,単節 RLの縄文が

斜位に施され, 8は 無節 Lの縄文が斜位に施されている。 9は 口唇部直下が無文で,無節 Rの撚

糸文が浅 く斜位に施 されている。 10は刺突文がわずかに窺え,胴部は 2本の連弧文が横位に,更に

●7潮頭Aと湧継

爛地獣騨1

―-252-



引
／
＝
ｈ

乱
――
胤

0            10Cm

第206図  Ⅵ群 bl・ b2類土器拓影図

2本の沈線を垂下させ,単節 RLの縄文 を斜位に施 している。

11～ 15は 胴部片である。11は縦位の撚糸文が施され,連弧文の一部が認められる。12～ 14は磨

消帯が垂下 し,12・ 13は磨消帯間に単節 RLの縄文が斜位に施され,14は無節 Rの縄文が斜位に

施されている。15は 条線文が維位に施されている。 9は 第 3号, 6・ 8。 12は 第12号, 2は 第22

号,10は 第29号,1は 第86号,7・ 13は 第49号,3・ 5,14は 第54号 ,4・ 11・ 15は 第76号の各住居

跡からの出土である。これらの上器片のうち,殆どがbl類に含まれ,b2類は,10。 11の上器片である。

Ⅵ群 d類土器 (第 207図 )

1～ 5は 口縁部及び胴部片である。口唇部直下から半裁竹管による重弧文が施 され,口 唇部直

下の内面に突帯が横位に施 されている。 2は 口唇部直下から棒状施文具による沈線が雑に縦位に

施されている。内面は複合 し,明 瞭な段状が認められる。 3は大い沈線が斜位に施されている。

絆
″
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4は 口縁部に斜位の沈線が施 され,胴部に楕円形 と円形の刺突文が 2段 と,そ の下側に縦位の隆

帯が認められる。更に,隆帯に沿 う沈線 と,縦位の沈線が施されている。口縁部の器肉断面にキ

ザ ミロが施 され,輪積み された所である。 5は 口縁部に斜位の沈線が施 され,胴部に横位の隆

帯 を設け,隆帯上や両側に雑な刺突文が施 されている。また,維位の隆帝 と維位の沈線が施され

ている。 1は 第

29号 , 3は 第35

号,4は第39号 ,

5は 第68号, 2

は第76号住居跡

か らの出土であ

る。

第207図  Ⅵ群 d類土器拓影図

Ⅷ群 a類土器 (第 208図 )

1～ 3は 胴部片である。 1は 2本の沈線が横位

に巡 り,単節 LRの縄文 を斜位に施 し, 2は 沈線

による無文帝が区画され,細 い単節 RLの縄文が

横位,斜位,及 び維位に施されている。 3は 無文

帯を有 し,単節 RLの縄文が斜位に施 され, 2本

の沈線が斜位に施されている。 2・ 3は 同一個体

引

雇

で,薄手である。 1～ 3は 第27号住居跡からの出上である。

Ⅷ群b2類土器 (第 209図 )

1。 2は 胴部片である。 1は 4本単位の

櫛歯状文が波状に,そ の両側に同じく櫛歯

状の文が横位に施され,そ の下側に単節 R

Lの縄文が斜位に施 されている。 2は反撚

りの縄文 と無節 Rの縄文が交互に施 され ,

―

‐

扱士鮎《争宅乳!
O          SCm

-
第208図 Ⅷ群 a類土器拓影図

0              10Cm

第209図 Ⅷ群b2類土器拓影図

羽状 を呈 している。 1は 第22号, 2は 第37号住居跡からの出土である。

/挙・善
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第 3節 弥生時代の遺構 と遺物

1 竪穴住居跡

第17号住居跡 (第 210図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央部B4fl区 を中心に確認され,第 5号住居跡の 6m南西側に存在 して

いる。

平面形は隅九方形を呈 し,長軸方向はN-72° 一Eを指 し,規模は長軸4.2m・ 短軸 4mで ある。

壁は,ロ ームで硬 く各壁 とも,ほ ぼ垂直に立ち上が り,壁高は30～ 40cmで西 コーナー付近が浅い。

床面はほぼ平坦で,全体的に硬 いロームである。図中の壁周辺 を除いた破線内は踏み固められて,

パカパカに硬 く締まっている。

炉跡はP2近 くの南東側に位置 し,長軸 55cm・ 短軸50cmの やや不整隅九方形を呈 し,床面 を皿状

に 7 cmほ ど掘 り込んでいる地床炉である。炉内には,焼土粒子少量含む褐色上がかすかに堆積 し,

炉床はレンガ状に硬 く焼けている。ピットは 4か所検出され,配列や規模からPl～ P4が主柱穴 と

考えられる。主柱穴は,いずれも各コーナー部の壁ぎわに位置し,規模は長径33～ 55cm・ 短径24

～48cm。 深さ25～ 30cmで ある。P3は本跡の中で最大規模で,長径55cm。 短径48cmの 円形 を呈 し,
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P2'P4の柱穴の底面は傾斜 して掘 られている。貯蔵穴は,検出できなかった。

覆土はほぼ 3層か ら成 り,上層はローム粒子 を少量,焼土粒子・炭化粒子を微量含む黒褐色土 ,

中層はローム粒子 を少量,炭化粒子を微量含む暗褐色土,下層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子 を微量含む黒褐色土等が自然堆積の様相 を呈 している。一部に上層から下層にかけて攪乱がみ

られる。

遺物は,P3の主柱穴の覆土中層から姑の頸部片や甕の底部片が出土 してお り,そ のほか,中央

の床面や南コーナー部の覆土上層や覆土中か ら土器片67片が出土 している。なお,そ の中には

赤彩された壺の口縁部の破片が 1片含 まれている。

出土上器

第211図 1は 頸部か ら胴部にかけての上器片で,網 目状撚糸

文が施 されている。 |一

第211図 第 17号住居跡
出土土器拓影図

第22号住居跡 (第 212図 )

本跡は,当遺跡南西端の台地縁辺部 E2d3区 を中心に確認され,第 25号住居跡の 8m東側に存在

している。

平面形は隅丸方形を呈 し,長軸方向はN-56° 一Wを指 し,規模は長軸5.5m。 短軸5.4mで ぁる。

壁はロームで硬 く締 まり,全壁 ともほぼ垂直に立ち上が り,壁高は40cmでぁる。床面は平坦で ,

全体的に硬 く締まっているロームで,主柱穴より内側の破線で示 した範囲内は踏み固められ,特

に硬 く締まっている。

炉跡は北西壁近 くに位置し,長径70cm・ 短径60cmの 楕円形を呈 し,床面を皿状に10Cmほ ど掘 り

込んでいる地床炉である。炉内にはローム粒子・焼土粒子・炭化粒子等多量 とローム粒子・焼土

粒子を微量含む暗褐色土等が堆積し,炉床は硬 く焼けている。ピットは 6か所検出されたが,位置

や規模か らP上 °P2・ P4・ P5が主柱穴 と考えられる。主柱穴は各コーナーに位置 し,規模は長径35

～65cm・ 短径35～ 55cn・ 深さ25～ 55cnでぁる。P3は支柱穴 と考えられる。貯蔵穴 (P6)は 東 ヨー

ナー部付近の南東壁下に位置し,長径80cm・ 短径65cmの 楕円形 を呈 し,深さ30cmである。壁はほ

ぼ垂直に立ち上が り,底面はほぼ平坦である。また,貯蔵穴を囲むように上幅 13～ 15cm・ 下幅30

～35Cm・ 高さ 3 cm。 長さ 2mの周堤が存在 している。

覆土はほぼ 3層から成 り,ロ ーム粒子少量・焼土粒子・炭化粒子を微量含む黒褐色土,下層は

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色土 と褐色土がおおむねレンズ状に自然堆積 し

ている。また,本跡は炭化材 と厚さ10Cm内 外の焼上が主柱穴に囲まれた内側の広い範囲に堆積 し

ていることか ら,焼失家屋 と考えられる。

遺物は,東 コーナー部の壁ぎわや南東壁ぎわか ら,完形の壺 (第 213図 1～ 3)3個 体や ほぼ

く
|
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完形の甕 (第 213図 4・ 5)2個体,台部 (第 213図 9)等が,正位や斜位および横位の状態でま

とまって出上している。また,中央部の床面や覆上下層からつぶされた状態で甕 (第 213図 6・ 7)

が出上している。そのほか,貯蔵穴や覆土中・下層を中心に,土器片237片 が出土してお り,縄

文土器片多量,土器片錘 (第 184図 181～ 185)5点 ,土製円板 (第 180図 22)1点 等が出上している。

A 21,8m

C 21.3m

21.4m」■
 lh  E'

一

F 21.4m  F'

D 21.8m

0              2m

第212図  第22号住居跡実測図

出土土器

第22号住居LTl出 土土器観察表
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図版番号 器 種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第213図

1

〓霊 Ａ

Ｂ

Ｃ

底面は平底を呈し,胴部はほ
ぼ球形で,中位に最大径を有す
る。日縁部は外傾 している。

日縁部内・外面は縦位のヘラ
磨き,胴部外面も縦位のヘラ磨
き,内面は横位のナデカ沌 され
輪積痕がわずかに窺える。

砂粒
にぶい橙色
良好

90%1個体
輪積痕
P331
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図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第213図

2

士電
Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈する。胴部は
球形を呈し,中位に最大径を有
する。日縁部は外傾している。

日縁部内面は横位のハケロ,

外面は斜位のハケロを施 し,そ
の上に横位のナデを軽 く施 して
いる。胴部内・外面は横位のナ

デが施 され,外面はていねいな

ナデである。頸部にキザ ミロを

施 している。

砂粒
にぶい橙色

良好

100%1イ固体
P329

3

士霊
Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,胴部はや

やつぶれた球形を呈し,胴部や

中位よりやや下に最大径を有し
ている。日縁部は複合口縁を呈

し,大 きく外傾している。

日縁部内・外面は横位のナデ
I同部外面は横位のナデが施され
ている。

砂粒
にぶい橙色

普通

90% 4片
P330

4

台付甕 A176
B(195)

胴部は球形を呈し,中位に最
大径を有する。日縁部は頸部か

ら外傾しながら立ち上がってい

る。底部は欠損している。

口縁部内面は横位のハケロが

施されている。外面は 3段の輪

積痕が明瞭に残っている。胴部

外面は斜位のハケロ,内面はナ

デが施 されている。

砂粒・長石・

スコリア

赤褐色

普通

90% 7片
輪積痕に指

頭圧痕
P46

5

台付甕 A157
B(160)

胴部は球形を呈し,中位に最
大径を有する。日縁部は外反し
ている。底部は欠損している。

口縁都内面は横位のナデが施
されている。外面は 3段の輪積

痕が明瞭に残つている。胴部外

面は斜位のハケロ,内面は横位
のナデが施されている。

砂粒・長石・

スコリア
黒褐色

普通

90% 6片
P45

6

甕 B(154)
C 64

底部は平底を呈し,胴部は球
形で,胴部中位に最大径を有す
る。口縁部は軽 く外傾 し, 日唇

部付近は欠損している。

口縁部内面は横位のナデ,外
面に輪積痕が残っている。胴部
外面は横位 と斜位と縦位のナデ

が雑に施されている。

砂粒
にぶい褐色

普通

30% 9片
P338

7

甕 B(138) 胴部は球形を呈する。底部と
口縁部は欠損している。

胴部外面はハケロを施してヽ

る。輪積痕が認められる。

・雲母粒
色
良

砂
橙
不

30% 12片
P337

8

坑 A(86)
B(44)

体部から日縁部にかけての土

器片で,日 縁部は内彎している。
体部内・外面はヘラ磨キが施

されている。

砂粒
によい赤褐色
普通

20% 1片
P340

9

台付甕 D 88 台部は「″ヽ」の字状に開いて

裾部に至る。

内・外面はハケロが施されて
いる。

粒
色

通

砂
赤
普

20% 1片
P336

第213図 10。 11は 口縁部片で,10は 複合口縁を呈 している。複合 口縁部に縦位の沈線が 4本認

められ,内面は網 目状撚糸文が施 されている。口縁部外面は赤彩が施 され,複合部は赤彩が殆 ど

消えている。11は 外面の輪積痕が 2段明瞭に残 り,口 唇直下に棒状施文具による押圧が縦位に施

されている。

第23号住居謝 (第 214図 )

本跡は,当遺跡の中央 C3c。 区を中心に確認され,第 19号住居跡の 6m北西恨1に 存在 している。

平面形は隅丸方形を呈 し,長軸方向はN-46° 一Eを指 し,規模は長軸4.8m。 短軸4.2mで ある。

壁はロームで硬 く,全体に重機によって削平されて浅い壁である。壁高は 4～ 20cmで ,東コーナ

ー部付近がやや高い。床面はロームを掘 り込み,ほぼ平坦で全体的に硬 く,中央部は踏み固めら

れて特に硬 く締まっている。

炉跡は北 コーナー部付近に 2か所検出され,北 コーナー部に近い炉跡は長径55cw・ 短径45cm,
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中央に近い炉跡は長径40cm・ 短径35cmで ,床面をそれぞれ 4 cmと 2 cmほ ど皿状に掘 り込んでいる

地床炉である。炉内にはそれぞれ焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子を微量含む暗褐色上が堆積 し

ている。炉床は硬 く焼けているが,中央に近い炉跡の炉床はレンガ状に硬 く焼け,締まっている。

炉床の焼け方から,中央に近い炉跡が主に使用されたものと考えられる。ピットは 4か所検出さ

れ,位置の規模からPl～ P3が主柱穴 と考えられる。Pl～ P3は 各コーナーの壁 ぎわに位置 し,規模

は長径30～ 35cm・ 短径25～ 30cm。 深さ13～ 30cmである。東コーナー部付近では,住居内・外部 と

も確認 したが,柱穴 と思われるものは検出できなかった。P4は 東コーナー部の南東壁下に位置す

る貯蔵穴で,長軸65Cm・ 短軸55cmの隅丸長方形を呈 し,深さ30cmである。壁はほぼ垂直に立ち上

が り,底面は平坦である。

覆土は重機により削平され薄いが, ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む暗褐色土 と黒

褐色上が 5～ 10Cmの厚さで堆積 している。

遺物は,東 コーナーに位置する貯蔵穴から,弥生式土器の壺形土器 (第 215図 1),台付甕 (第

215図 3),器台の脚部 (第 215図 6)が,横位及び正位の状態でまとまって出土 している。その

ほか,擬似木葉痕を有する底部片が北東壁付近の床面から逆位の状態で,ま た,球状土錘 (第 222図

1・ 2)が 2点南東壁ぎわの床面から出土 している。なお,土器片は床面や覆土中から26片 出土

している。

A 22.Om                        止

第214図  第23号住居Ltl実 測図
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 215図

l

前野町

B(312)
C 90

底部は平底で,胴部は横長の

球形を呈 し,胴 中位下に最大径
を有し,下ぶくれである。頸部
は「く」の字状を呈し,日 縁部は

外傾 している。

口縁部内面はヘラナデ,外面
は縦位のハケロを施している。
頸部に 1列 の刺突文 と2段の網
目状撚糸文が施され,端部 3か
所は横位にナデが施されている。
胴部外面は横位のハケロが施さ
れ,内面は摩滅している。底部
に擬似木葉痕が認められる。

砂粒・長石

橙色

良好

90ワち  50ナ午
P48

2

一霊 A162
B314
C 74

平底で胴部は球形を呈し,中
位に最大径を有する。日縁部は

外反し,複合口縁である。

日縁部内面は横位のヘラ磨き

外面上位は横ナデ,上位以下へ

ラ磨きが施され,胴部内面はヘ

ラナデ,外面はヘラ磨キが施さ
れている。底部に木葉痕が認め

られる。

砂粒

橙色

普通

60% 40片
P346

3

台付甕 Ａ

Ｂ

Ｄ

台部は「ハ」の字状を呈し,

底部は厚い。胴部は球形を呈し,

中位に最大径を有する。日縁部
は軽 く外傾している。

日縁部内面は横位のヘ ラナデ

外面は 3段の輪積痕が明瞭に残

っている。胴部内・外面はナデ

が施 され,台 部内・外面 もナデ

が施 されている。

砂粒

暗赤褐色

普通

80% 45)キ

輪積痕に指

頭圧痕
P47

4

小形台

付甕

B 9) 胴部は球形を呈し,中位に最
大径を有する。台部の一部と頸
部・口縁部は欠損している。

胴部内・外面は横位や斜位に

雑なヘラナデが施されている。

砂粒

灰 白色

普通

70%1個体
P343

5

Ｂ

Ｃ

(20)
80

底部片である。 擬似木葉痕が認め られる。 砂粒

橙色

普通

10% 1片
P344

6

器  台 B(54)
E 99

脚部は「八」の字状を呈し,

裾部で大きく開いている。器受
部の中心に孔を有し,脚部下位
にも3孔ずつ 2段に孔が穿たれ
ている。

脚部外面は縦位のヘ ラ磨 キ,

内面の裾部 にはハ ケ ロが見 ら

れる。

粒
色
好

砂
橙
良

50%1個体
P345

出土土器

第23号出土土器観察表

第25号住居跡 (第 216図 )

本跡は,当遺跡南西側の台地縁辺部 Elc。 区を中心に確認され,第 24号住居跡の 2m南東側に存

在する。本跡の南西側の半分はエ リヤ付近のため調査できなかった。

平面形は隅九方形か隅九長方形 を呈するものと考えられ,北東壁はN-50° 一Eを指 し,北東壁

の長さは3.5mでぁる。壁は ロームで硬 く垂直に立ち上が り,壁高は55cmである。北 コーナー部

は,東 コーナー部 と比べるとゆるやかなカーブを呈 している。床面は平坦で,硬 く締 まっている

ロームで,壁周辺 を除いて踏み固められている。

炉跡は,やや北側に位置するものと考えられ,約半分ほど調査 したが,長径80cm・ 短径は推定

で55cmの楕円形を呈 し,床面 を皿状に 7 Cmほ ど掘 り込んでいる地床炉 と考えられる。炉内には焼

土粒子 を多量含む暗赤褐色土や ローム粒子 。焼土粒子・炭化粒子 を微量含む黒褐色土が堆積 し,

炉床は硬 く焼けている。ピッ トは 1か所検出され,位置や規模から主柱穴 と考えられる。Plは 東

コーナーの南東壁ぎわに位置 し,規模は長径45cm。 短径35cm・ 深さ25cmである。

覆土はおおむね 3層から成 り,上層はローム粒子 。焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロックを
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第216図 第25号住居跡実測図

微量含む黒褐色土,下層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含む黒褐色土 と暗褐色土等が

ほぼ自然堆積の様相 を呈 している。

遺物は,北東壁ぎわの覆上下層か ら,完形の小形甕 (第 217図 1)が正位 の状態 で出上 してい

る。その他,北東側の覆土下層か ら土器片 8片が出上 している。なお,こ の中には赤彩された土

器片 2片が含まれている。

出土土器

第25号住居謝出土土器観察表
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図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ,色調・焼成 備  考

第217図

1

小形甕 Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,胴部は横
長の球形を呈し,中位に最大径

を有する。口縁部は外反し,短

日縁部内 。外面は横位のヘラ
ナえ 胴部内 。外面も横位のヘ

ラナデが施されている。

砂粒
にぶい橙色
良好

100%1個体
P347

2

霊
Ａ

Ｂ

(90)
(29)

日縁部は外傾 している。 口縁部内・外面は摩耗してし

る。
砂粒
褐灰色

普通

10% 1片
P348

第217図 3・ 4は 回縁部片で, 3は 外面 に赤彩が施 され,内面は網 目状撚糸文が施 されている。

4は 口唇部に棒状施文具による押圧が斜位に施されている。

4

0            10Cm

第217図  第25号住居跡出土土器実測図・ 拓影図

鞠鵜可V了
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第36号住居Frl(第 218図 )

本跡は,当遺跡の中央部 C3g8区 を中心に確認されたもので,本跡の北東側の一部は,農道下の

ため調査ができなかった。

平面形は隅丸方形か隅九長方形になるもの と思われ,主軸方向は不明で,規模は南西壁の長さ

が45mである。壁はロームで硬 く,ややゆるやかに外傾 しながら立ち上が り,壁高は10～ 20cm

である。当遺跡の弥生時代の住居跡の中では壁高が浅い。床面はほぼ平坦で,全体的に硬 く締 ま

っているロームで,Plの 北側の破線で結ばれた範囲が踏み固められ,特に硬 く締 まっている。

炉跡 と貯蔵穴は,確認できなかった。ビットは南コーナー付近から 1か所検出され,位置や規

模から主柱穴 と考えられる。Plの規模は長径40cm・ 短径35cm・ 深さは45cmである。そのほかのピ

ットは確認できなかった。

覆上は,ロ ーム粒子夕量・焼土粒子 を微量含む暗褐色土等が自然堆積の様相 を呈 している。

遺物は,農道の南恨1や南コーナー部及び南東壁ぎわの床面から,弥生式上器片47片 が出上 し,

半完形であるが復元できた遺物は,南関東系 の壷 (第 219図 1)である。高不の不部 (第 219図

2)は,主柱穴の覆土中の上器片13片 と主柱穴 ぎわの上器片 1片が接合 して復元できたものであ乳

そのほか,覆土中からチャー トの原石 1点のほか土器片 も少量出上 している。

Ъ
I

bl

C 22.5m

0                2m

Ｅめヽ
ＮＩ剣―
ド二

―

‥ド

釧

＝

淮

＝

脆

甘

粋

β

‐

Ｅ

ゆ
．
Ｎ
Ｎ

Ｊ
剰
‐

A 22.5m

第218図  第36号住居跡実測図
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図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第219図

1

前野町

A206
B 295
C 83

底部は平底で,胴部は横長の

球形を呈 し,中位に最大径を有
する。日縁部は複合口縁を呈 し,

キザ ミロを持つ 4本の棒状浮文

を単位として, 4単位有してい

る。また,頸部にも4個の円形

浮文を 1単位 として 3単位飾ら
れている。

日縁部内面は横位のナデが施

され,外面は複合 日縁部に施 さ

れた棒状浮文によって区画され,

区画内には網 目状撚糸文が施 さ

れている。頸部か ら胴部上位に

かけても網 目状撚糸文が施され

ている。胴部外面はていねいな

横位のナデが施 されている。

石長粒
色
好

砂
橙
良

片％

５３

６０

Ｐ

2

高 17N A179
B(88)

tTN部 はやや内彎気味に開いて
いる。脚部は殆 ど欠損 している。

j7N部 内・外面は横位のナデが

施されている。

砂粒

にぶい橙色

普通

60%  14片
P417

出土土器

第36号住居跡出土土器観察表

0              10Cm

第219図 第 36号住居跡出土土器実測図

第40号住居跡 (第 220図 )

本跡は,当遺跡の中央 C2i。 区を中心に確認され,第 29号住居跡の4m西恨Jに 位置 している。北

西側エ リヤ境界に存在しているため,調査ができたのは南東側のごく一部である。

平面形は隅丸方形か隅丸長方形を呈するものと考えられ,南東壁はN-44° 一Eを 指 し,南東壁

の長さは5.6mである。その他は不明である。壁は垂直に立ち上 り,壁高は40cmである。東 コー

ナー部は南 ヨーナー部 と比べると九味を帯びている。床面は壁周辺を除いて少 し掘 り過 ぎたため

段状の状態を呈 しているが本来は平坦であると思われる。

炉跡は検出されなかった。ピットは 3か所検出されたが,主柱穴は検出できなかった。Plは貯

蔵穴 と考えられ,長径60cm・ 短径40cmの 楕円形を呈 し,深さ45Cmで ある。壁は垂直に立ち上がり,

底面は平坦である。P2・ P3は 深さが 10～ 15cmと 浅 く,性格不明のピットで,本跡には伴わないも

のと考えられる。

覆土は一部明瞭に攪乱 を受 けているが,ほ ぼ 2～ 3層から成 り,上層はローム粒子 を多量 ,

焼土粒子・炭化粒子を微量含む極暗褐色土,下層はローム粒子多量・焼土粒子 を微量含む黒褐色
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A 226m

C 226m C'

0              2m

第220図  第40号住居跡実測図

上が堆積 している。また,本跡の貯蔵穴周辺に焼上があることと,覆上下層に焼上粒子・炭化粒

子・炭化物 を含んでいることから,焼失家屋 と考えられる。

遺物は,東 コーナー部付近の覆上下層か ら,こ (第 221図 1)の上に甕 (第 221図 4)が正位 で

重なった状態のものと,甑 (第 221図 5)が斜位 で出土 した。南 コーナー部付近の覆上下層か ら

は,壷 (第 221図 2)が横位 の状態で出土 している。そのほか,覆土中から土器片11片 ,上器片

錘 3点,縄文土器片少量が出上 している。

出土土器

第40号住居跡出土土器観察表

Ｅ
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Ｎ
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剣

Ｉ

Ｅ

Ｏ
．
ｓ
Ｎ
Ｉ

引

―

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第221図

1

B(21_5)
C 9,5

底部はやや上げ底で,胴部は

横に張った球形を呈し,下ぶく
れ状で,中位のやや下側に最大
径を有する。胴部上位と口縁部
は欠損している。

胴部外面は横位のていねいな
ナデ,内面は雑なナデが施され
ている。

砂粒・長石
にぶい赤褐色
良好

85%1個体

外面の一部

赤彩
二次焼成
P55

2

gE Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底で,胴部は球形を
呈し,日 縁部は外反している。

日縁部外面は縦位のナデ内面
は横位のナデが施されている。
胴部外面は横位のナデが施され
ている。いずれもていねいなナ
デである。内面は横位のナデが
施されている。輪積痕が 4段窺
える。

砂粒・長石
にぶい橙色
良好

90%1個体
二次焼成
P429

-266-



図版番号 器  種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

第221図

3

甕 B(300)
C 76

底部は平底で,胴都は球形 を

呈 し中位に最大径 を有す る。日

縁部の大部分は欠損 している。

口縁端部に細かいキザ ミロが

施されている。胴都外面は横位
のナデ,内面は摩滅している。
胴部

~下

位の接合部にキザ ミロを
施している。

砂粒・長石 。

スコリア
にぶい橙色
不良

85% 38片
P54

4

甕 A 18 9
B 181
C 62

底部は平底で,胴部は球形を
呈し,中位に最大径を有する。

複合口縁部の両端部にキザ ミ

目を有し,日縁部内面は横位の

ナ尤 胴部外面は横位のナデが

施されている。内面は摩滅して
いる。

砂粒 。長石

赤橙色
普通

80ワち  20ナ子

二次焼成

P428

5

甑 Ａ

Ｂ

Ｃ

17 6

15 0

64

平底で底部中央に孔を有する。
】同著いは内彎しながら外側に大き
く開き,上位に最大径を有する。
頸部には対になる孔を有し,日
縁部は外反している。

口縁部外面は 2段の輪積痕が

明瞭に残 り,内面は横位のナデ
が施されている。胴部外面は摩

滅し,内面は横位のナデが施さ

れている。

砂粒
にぶい橙色

普通

95% 2片
二次焼成

P430

第221図  第40号住居鯨出土土器実測図

0              10Cm
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2土 製 品

球状土錘 (第 222図 )

③ ⑮
俄 I(こ3シ2[と孫れ告三二警ど:銘

鋼螂題螺舞

陸

一

第222図 土製品実測図(6)

球状土錘 1,2は ,大形の完形品である。長 さ3.5～ 3.7cm。 幅

3.6～ 3.7cm・ 重さ41.9～ 48.Og全 ほ
'F中

央に0,7～ 0.8cmの 貫通孔を

第 6表 土製品一覧表

図版番号 名 称 出土地点
法 量

備 考 図版番号 名 称 出土地点
法 量

備考
長さ|け 幅 |け 厚 さ0け 重量(g) 長さlm) 幅 lm) 厚 さln) 重量(g)

第222図

1
球状土錘 S123 DP331 第222図

2
球状土錘 S123 43 6 DP330

第 7表 住居跡一覧表

住居跡
番 号 位  置 平面形態

規   模 (m)
長径方向 炉 柱 穴 覆 土 出 土 遺 物 備 考

長径×短径 壁 高

第17号 B4f I爵丸方形 42× 40 03～ 04 N-72° 一E 南東側 4 N
対,甕,土器片67片 ,赤彩壺
口縁 1片

第22号 E2da 隅九方形 55× 54 N-56°一W 北西側 4 N
壷,甕,土 器片239片 ,縄文
土器片多量,土器片錘 5点 ,

土製円板 1点,石器 5点
火災

第23号 C3c9 隅丸方形 48× 42 0 04-0 2 N-46°一E
封ヒコー

ナー

2か所

台付甕,器台,土器片26片 ,

壺,木葉痕底部,土製品 2′蕉

第25号 E lcO
隅九方形
隅丸長方形

35 0 55 N-50°一E 耳ヒ 狽J l N
，
片

甕

２

土器片 6片,赤彩土器片

第36号 C3gs
隅丸方形
ないし

隅丸長方形

0 1～ 02 不 明 l N
壺,高不,土器片29片 ,土器
片錘 6点 ,原石 1点

第40号 C2,O

隅丸方形
ないし

隅九長方形

N-44°一E NA
壷,甕,観,土器片■片,縄
文土器片少量,土器片錘 3点 火災
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第 4節 古墳時代の遺構 と遺物

1 竪穴住居跡

第 4号住居跡 (第 223図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央部 B4f4区 を中心に確認され,第 5号住呂跡の 4m南側に存在 してい

る。近辺には,古墳時代前期の住居跡が 8軒存在している。

平面形は隅九長方形を呈 し,長軸方向はN-68° 一Eを指 し,規模は長軸6.5m・ 短軸5.7mで あ

る。壁はロームで硬 く締まり,各壁 とも垂直に立ち上がっている。壁下には,壁溝が上幅20cm・

下幅 5 Cm。 深さ10～ 20cmの規模で周回している。壁高は40～ 45cmである。床面は平坦で,壁周辺

は軟らかいロームであるが,図 中の各主柱穴を結ぶ破線内は踏み固められて非常に硬 く締まって

いる。

炉跡はごくわずかに北側に位置し,直径110cmの 円形 を呈 し,床面 を皿状に10cmほ ど掘 り込ん

でいる地床炉である。炉内には焼土粒子や焼土小ブロック・炭化粒子等を中量含む極暗褐色土が

堆積 し,炉床はレンガ状に硬 く焼け, ゴツゴツしている。ピットは 5か所検出され,位置や規模

からPl'P2'P4・ P5が主柱穴 と考えられる。主柱穴は各コーナーの内側に位置 し,規模は長軸50

cm・ 短軸30～ 50cm・ 深さ60～ 70cmで ある。主柱穴の平面形は隅九長方形を呈 し,底面 も隅九方形

や隅九長方形を呈 している。南壁 ぎわのやや東側に位置するP3は 貯蔵穴 と考えられ,直径40cmの

円形を呈 し,深さ40cmでぁる。壁はほぼ垂直に立ち上が り,底面は東側に傾斜 している。

覆土は一部攪乱を受けているが,B― B′ のセ クション図を見ると9層 に細分され,ロ ーム粒子

中量・焼土粒子を微量含む黒褐色土,下層はローム粒子中量 。ローム小ブロックを少量含む褐色

土やローム粒子を微量含む黒褐色土がおおむね自然堆積の様相 を呈 している。

遺物 は,南東壁下や南東 コーナー部 の床面か ら,土師器の半完形の甕 (第 224図 1)と ほぼ

完形の小形台付甕 (第 224図 2)が横位 の状態で出上 している。また,甕,器台の底部,脚部の

小片も床面から出土 している。更に,土師器片が覆土中層・下層から271片 と土製円板 1点 ,覆

土中層から石鏃が 1点出土 している。
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第223図 第 4号住居鯨実測図

出土土器

第 4号住居跡出土土器観察表

0              2m

図版番号 器 種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ,焼成 備  考

第224図

1

嚢
五 領

A(205)
B(192)

胴部はほぼ球形を呈し,中位
に最大径を有する。頸都は「く」
の字状を呈し,日 縁部は強 く外
傾している。胴部下位 と底部は
欠損している。

口縁部外面は斜位のハケロ,

内面は横位や斜位のハケロが施
され,胴部外面は斜位のハケロ,

内面は横位のナデを施している。

砂粒・スコリ
ア
橙色
普通

50% 7片
P301

2

小形台

付甕
五 領

A 86
B(85)

胴部はほぼ球形を呈し,中位
に最大径を有する。頸部は「く」
の字状を呈し,日 縁部は外傾し
ている。台部は欠損している。

口縁部内・外面は横位のナデ,

胴部外面は斜位のナデを施して
いる。

砂粒・雲母
にぶい橙色
良好

90%1個体
P300



0              10Cm

第224図 第 4号住居跡出土土器実測図

第 5号住居跡 (第 225。 226図 )

本跡は,当遺跡の中央部 B4d3区 を中心に確認され,第 4号住居跡の 4m北側に存在 している。

当初から東側半分位の表土が,重機等の掘削により攪乱 を受けていた。

平面形は隅九方形を呈するものと考えられる。長鞘方向はN-47° 一Eを指し,長軸69m・ 短軸

6.7mと 推定 され る。壁はロームで硬 く,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は40～ 50cmで ある。床面

は東ヨーナー部付近が約 3分の 1ほ ど削平 を受けているが,ほぼ平坦で全体的に硬いロームであ

り,図 中の 3本の柱穴を結ぶ破線内は踏み固められて,特に硬 く締まっている。

炉跡はやや北側に位置 し,炉床が 2か所検出され,床面 を皿状に10Cmほ ど掘 り込んでいる地床

炉である。北側の炉跡は,長径80cm・ 短径60cmの楕円形 を,南恨1の炉跡は長径80cm・ 短径50cmの

楕円形を呈するものと考えられる。炉内には,焼土粒子夕量 と炭化物 を微量含む暗赤褐色土や焼

土粒子を少量含む極暗褐色土が堆積 し,炉床は,いずれ もレンガ状に硬 く焼けている。ピットは

6か所検出され,配列や規模か らPl～ P4が主柱穴 と考えられる。主柱穴は各ヨーナーの内側 2m

に位置し,規模は長径40～ 50cm・ 短径35～ 45Cm・ 深さ70cm前 後である。貯蔵穴は,南東壁ぎわ中

央のP5と 北 コーナー部付近のPsの 2か所に検出された。P5は隅丸長方形を呈 し,長軸85cm・ 短軸

60cm。 深さ30cmである。南壁はゆるやかに,北壁は急に立ち上がっている。底面はやや丸味を帯

び,中 央部 に直径 30cm・ 深 さ10cmの円形のピットを有 している。P6も 隅丸方形状を呈 し′,長軸

100cm・ 短軸80cm・ 深さ35cmである。壁はややゆるやかに立ち上が り,底面はほぼ平坦である。

覆上の上層は攪乱 を受けているが,下層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色

土等がおおむね自然堆積の様相 を呈 している。また,床面に焼土や細かい炭化物が多くあること
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第225図 第 5号住居跡実測図(1)
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E 226m E'

D               2m

第226図 第 5号住居Ltl実測図(2)

や覆上下層に焼土粒子・炭化粒子が含 まれていることから,焼失家屋 と考 えられる。

遺物は,北 コーナー部のほぼ床面か ら土師器の完形の大形壺 (第 227図 1)が横位の状態で出

土し,西 コーナー部の覆土下層か ら復元できた長頸壷 (第 227図 3)がつぶれた状態で,同所か

ら完形の小形甕 (第 227図 5)が逆位 の状態で出土している。また,北 コーナー部壁下か らは完

形の台付甕 (第 227図 4)が横位 の状態で,北西壁側の床面直上か らはほぼ完形 の高lTN(第 227

図 6)が出土 している。更に,北西側 と南 コーナー部の覆土中・下層か ら台付甕の脚部 (第 227

図 9。 10)2個が横位の状態で,北東壁下の床面から棒状浮文の口縁部片 と赤彩された土器片 8

片が出上 している。そのほか,覆土中から土師器片122片 と縄文土器片少量,磨石 1点 が出土し

ている。また,本跡から次のような弥生式土器片が出土 している。第227図 11・ 12は 口縁部で,

複合 口縁 を呈 し,11は 棒状浮文が 6本認められ,浮文間に網 目状撚糸文がわずかに窺える。12は

口唇直下に棒状施文具による押圧が維位に施 されている。

出土土器

第 5号住居跡出土土器観察表

図版番号 器 種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第227図

1
五  領

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部はやや凹む。胴部は下ぶ

くれを呈し,胴部下位に最大径
を有する。日縁部は複合日縁を
呈し,外傾している。

口縁部内面は横位のナデ,外
面は縦位のナデが施されている。
胴都内外面は横位のナデが施さ
れている。

砂粒 。長石
橙色
良好

90% 22片
P44

2
五  領

B(191)
C 66

底部は平底で,胴部はややつ

ぶれた球形を呈し,下位に最大
径を有する。日縁部は頸部直上
を除いて欠損している。

胴部外面は縦位のていねいな
ヘラ磨 キ,内面はナデが施 され

ている。

砂粒

明赤褐色

良好

80%1個体
P304

3

霊

五 領

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,中央がや
や凹む。胴部は下位の張った下
ぶ くれを呈し,下位に最大径を

有する。口縁部は頸部から直線
的にタト傾 しながら7 cm位 立ち上
がっている。

日縁部外面は上方%が横位の

ナデ,残 り%は縦位のナデ,内
面は横位のナデを施している。
B同部内・外面は横位 と斜位のナ

デが施されている。

砂粒

明赤褐色

良好

85% 22片
P306

4

小形台

付甕
五 領

Ａ

Ｂ

Ｄ

台部は「ハ」の字状を呈し,

4居吉るに百二る。月Πtthは 功更死多をξ圭し,

日縁部は垂直に立ち上がり,複
合日縁である。

口縁内部内・外面は横位のナ

デが施され,外面に輪積痕が残
っている。胴部外面は横位 と斜

位の雑なナデ,内面は横位のサ
デが施されている。台部外面は

斜位の雑なナデ,内面は横位の

ナデが施されている。

砂粒・スコリ
ア
にぶい黄橙色

普通

100%1個体
P305
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第227図  第 5号住居跡出土土器実測図・ 拓影図

菫那訓牌可
0              10Cm
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ,色調・焼成 備  考

身も227E]

5

甕
領

形小
五

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底であるが中央部は
やや凹む。胴部はほぼ球 形を呈

し,中位に最大径 を有する。日

縁部は短 く,垂直に立ち上がっ
ている。内面にやや弱い稜 をも
っている。

日縁部内面は横位のハケロ,

外面は横位のナデが施されてし

る。胴部外面は横位のハケロ,

内面は横位のナデが施されてし

る。

砂粒
によい橙色
良好

100%1イ 固体
P303

6

不
領

高
五

A235
B144
E(107)

脚部は孔の所までほぼ円筒形
状を呈しその後大きく「入」の

字状に開く。脚部に 3孔 を有し,

不部は大きくゆるやかに内彎し
ながら口縁部に至る。器受部近
くに外稜を有する。

不部内・外面はヘラ磨キが施
されている。脚部外面は縦位の
ハケロが加えられ,内面は斜位
のナデが施されている。

砂粒・石英
にぶい橙色
普通

60% 14片
P302

7
甕

五 領

Ｂ

Ｃ

胴部下位から底部にかけての
破片で平底を呈し,小 さい。胴部
は内彎気味に立ち上がっている。

胴部内・外面は横位のていね
いなナデが施されている。

砂粒
赤褐色
良好

10% 2片
P310

8
五 領

Ｂ

Ｃ

(80)
80

胴部下位から底部にかけての
破片で,底部は厚い平底である。
胴部は底部からゆるやかに開き
ながら立ち上がっている。

胴部内・外面の一部にハケロ
が施されている。

砂粒
明赤褐色
普通

10% 9片
P308

9

甕
領

付台
五

B(60)
D 97

台付甕の台部で,接合部から
ほぼ直線的にロー ト状に開く。

台部外面は縦位の磨キ,内面
は横位のナデが施されている。

砂粒
にぶい橙色
良好

20% 1片
P309

10

台付甕
五 領

B(42)
D 67

台付甕の台部で,接合部から
ほぼ直線的に「ハ」の字状に開
いている。

台部内・外面ともナデが施さ
れている。輪積痕が窺える。

砂粒
にぶい黄褐色
普通

10% 1片
二次焼成
P307

第 6号住居跡 (第 228図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央部 B4i4区 を中心に確認され,第 4号住居跡の5m南側に存在している。

平面形は隅九方形を呈 し,長軸方向はN-71° 一Eを指 し,規模は長軸57m・ 短軸5.5mで ある。

壁はロームで硬 く垂直に立ち上が り,壁高は40～ 45cmで ある。床面はほぼ平坦で,全体的に硬い

ロームで,図 中の破線で結んだ内佃」は踏み固められて硬 く締まり,Plの 東側 とP5° P3の 中間の一

部分の床面は,特に硬 く踏み固められている。また,南壁 ぎわのP5周 辺はごくわずかに高 く盛 り

上が り硬 く踏み固められている。

炉跡はわずかに北東側に位置し,長径75Cm・ 短径60cmの楕円形を呈し,床面を皿状に10cmほ ど掘 り

込んでいる地床炉である。炉内には焼土粒子 を少量から多量含む暗褐色土等が堆積し,炉床は硬 く

焼けている①ピットは6か所検出され,位置や規模からPl～ P4が主柱穴と考えられる。主柱穴は各コ

ーナー部の内側に位置し,規模は長径30～ 55Cm・ 短径25～ 50Cn・ 深さ50～ 80cmである。主柱穴の中でP2

は,長径 55cm。 短径50Cmの ほぼ円形を呈し,深さ80cmと しっかりしている。P3は北側が途中まで広 く

掘られている。また,貯蔵穴と考えられるP5は ,長径50cm・ 短径40cmの 卵形を呈し,深さ45cmである。

壁はほぼ垂直に立ち上が り,底面は平坦である。第 4号住居跡の柱穴状の貯蔵穴 と同形態である。

覆土はA― A′のセクション図のように 6層 から成 り,上層はローム粒子 多量・ローム中ブロッ

ク少量を含む暗褐色土,中層はローム粒子多量・ローム中ブロック中量を含む暗褐色土 と,ロ ー
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ム粒子中量・娩土粒子微量を含む極暗褐色土,下層はローム粒子中量・焼土粒子 を微量含む極暗

褐色土がほぼレンズ状に堆積 している。なお,南北セクションのB一 B′ には一部攪乱が認められる。

遺物は,貯蔵穴付近 と北西壁ぎわから,土師器片が覆土中層・下層か ら147片 出上 したが接合

できたのは 2片 である。床面出上の上器片は数点である。また球状土錘 (第 264図 5)が貯蔵穴

の覆土中層の北壁から 1点 出上している。

第 8号住居帥 (第229図 )

本跡は,当遺跡の中央部 B3,0区 を中心に確認され,当遺跡のほぼ中央を横切 る町道下に遺構が

く' ィ
/

/イ
＼`
 ヽ  照)L(
| _/― 一 A

箋⑤◎鮮こ

第228図  第 6号住居跡実測図
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存在するため南西側の約半分は調査ができなかった。また,東側に位置する縄文時代の第 7号住

居跡の西側 を掘 り込んでいる。

平面形は隅丸長方形か方形を呈するものと考えられ,北東壁の長さは 7mである。長軸方向は

不明である。壁はロームで硬 く締まり,垂直に立ち上がっている。壁高は50～ 70cmで,当遺跡に

おける一番深 く掘 り込んでいる住居跡である。床面はほぼ平坦で,全体的に硬いロームで,図 中

の各柱穴や貯蔵穴を結ぶ破線の内側は踏み固められて特に硬 く締まっている。

当初,Plの南側に長径 120cm・ 短径80Cmの楕円形を呈する焼土が確認された。調査 を進めると,

炉跡が 2か所検出され,北西側の炉跡は長径50cm・ 短径30cmの楕円形,南東側の炉跡は長径35cm・

短径25cmの楕円形を呈 し,床面を皿状にそれぞれ10Cn, 7 cmほ ど掘 り込んでいる地床炉である。
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第229図 第 8号住居跡実測図
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炉内には焼土粒子 を多量含む極暗褐色上が堆積 し,炉床は赤 く硬 く焼けている。炉跡は, 2か 所

とも使用されている。ピットは 3か所検出され,位置や規模からPl・ P2が主柱穴 と考えられる。

いずれもコーナー部から約 2m内側に位置し,規模は長径55～ 75cm・ 短径50～ 55cm・ 深さ90～ 100

Cmで,太 くしっか りした柱穴である。P3は 東コーナー部付近の南東壁 ぎわに位置 している貯蔵穴

で,直径65cmの ほぼ円形を呈 し,深さ40cmでぁる。東コーナー部はほぼ垂直に,西 コーナー部は

ややゆるやかに立ち上がっている。底部は平坦である。

覆土は,上面や北西壁近 くに一部攪乱があるもののおおむね 2層 か ら成 り,上層はローム粒子

少量 。焼土粒子微量を含む黒色土,下層はローム粒子中量を含む黒褐色土がほぼ自然堆積の様相

を呈 している。また,壁 ぎわには, ローム粒子を多量・焼土粒子を微量から分量含む暗褐色土 と

極暗褐色土が堆積 している。

遺物は,貯蔵穴の30cm北側の床面や床面直上から,半完形の大型甕 (第 230図 1)が横位につ

ぶれた状態で,小形甕 (第 230図 4)が Pl(主柱穴)と 北西壁の間の床面直上からつぶれた状態

で出上 している。坑 (第 230図 2)が主柱穴のP2ざ わの床面から正位の状態で,完形の ぐい呑状

の小形土器 (第 230図 3)が主柱穴のPlの 西 ぎわか ら横位の状態で出土 している。そのほか長頸

この口縁部が北西壁ぎわの覆上下層から破片の状態で出土 し,台付甕の脚部がP2付近の覆上下層

から正位の状態で出土している。なお,覆土中 。下層から土師器片が363片 ,覆土上層から縄文

式上器片が少量出土 している。

出上土器

第 8号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第230図

1

甕
五 領

A183
B(150)

胴部はほぼ球形 を呈 し,

部は大 きく外反 している。
は欠損 している。

縁
部

口
底

器面内・外面は雑なハケロが
施されている。

砂粒・雲母
にぶい橙色

30% 4片
P315

2

筑

五 領

18 4

10 2

55

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底であるが,中央は

やや凹む。体吉Ыよ内彎気味を呈

しなが ら大 きく開いている。 日

縁部はごくわずかに外傾 してい

る。

口縁部内 ,外面はハケロが施

され,胴部内 ,外面はヘ ラナデ

カ功日えられている。日縁直下に

キザ ミロを有 している。

砂粒
にぶい橙色
良好

100%1イ団体
P311

3 挽
領

手

五

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底 を呈 し,胴部は内

彎気味に立ち上がっている。

外面にはハケロを,内面には

横位のナデが施されている。
砂粒
にぶい橙色

良好

100%1イ 団体
P312

4

小形甕
五 領

(98)
(86)

胴部は球形を呈 し, 口縁部は

やや内鸞気味に外に開いている。
口縁部内面に稜 を有する。

日縁都下位の外面は斜位のナ

λ 内面はナД 】同部内・外面は

横ナデとナデが施されている。

砂粒・長石

橙色

良好

60% 5片
P313

5
五 領

A l14
B(76)

口縁部は外傾 し,頸部か ら胴

部にかけては内彎気味に大 きく

開いている。

口縁都外面は斜位のヘラ磨キ,

内面は横位のヘラ磨キが施され
ている。頸部外面は横位や斜位
のヘラ磨キが加えられている。

粒
色
通

砂
橙
普

20% 7片
P316

6

甕
領

付台
五

B(59)
D 95

台部で「ハ」の字状に開いて
るヽ。

外面はナデを,内面はハケロ
とナデが施されている。

砂粒
にぶい橙色

良好

10% 1片
P314
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図版番号 器 種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

身著230優]
7

台付甕
五 領

台部である。やや開 きが狭 t 外面はヘラ磨キ,内面はヘラ

ナデが施されている。

砂 粒
に よ い 濯垂色
普 通

10% 1片
P319

維
領

期
五

B(13) 装飾器台の装飾部分の一部で

ある。

外面の一部にハケロが施され
ている。

砂粒 橙色

普通

片％

３．

５

Ｐ

勝 8

0              10Cm

第230図 第 8号住居跡出土土器実測図

第 9号住居Ltl(第 231図 )

本跡は,当遺跡の中央B3g。 区を中心に確認され,第 17号住居跡の 2m南西側に存在 している。

平面形は南西側の約 3分 の 1が重機等の掘削を受けて不明瞭であるが,残存部か ら判断 して,

方形ないし長方形を呈するものと考えられる。主軸方向は不明で,規模は北東壁が3.6mである。

壁はロームで硬 く,北西壁はややゆるやかに外傾 し,商東壁 と北東壁は外傾 しなが ら立 ち上がっ

ている。壁高は25～ 30cmで ある。南西壁・西・南コーナー部付近の壁は,重機等の掘削のため存

在 しない。床面はほぼ平坦で,全体的に硬いロームである。南西恨J床面の 3分の 1は ,攪乱 を受

けて存在 しない。焼上が北西壁近 くに認められるが,掘 り込みや熱を受けた形跡が無い。結局本

跡において,炉跡は掘削されて消滅 したかあるいは元来ないものと考えられる。ピッ トは住居跡

内・外いずれからも検出できなかった。

覆土は大部分攪乱を受けているが,ロ ーム粒子 を中量含む暗褐色土,ロ ーム大ブロックを中量

含む暗褐色土, ローム粒子中量・ローム小ブロックを少量含む極暗褐色上が堆積 している。
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第231図 第 9号住居跡実測図

遺物は,覆土中から土師器片が35片 出上 したが,接合・復元できたものはなかった。

第10号住居Ltt(第 232図 )

本跡は,当遺跡の中央B3f8区 に確認され,北西側の調査エ リヤ境界付近に存在 している。また,

第17号住居跡の 6m西側に近接 している。

平面形は隅九長方形を呈 し,長軸方向はN-52° 一Eを指 し,規模 は長軸 4.4m・ 短径 4mで ぁ

る。壁はロームで硬 く,北壁は垂直,そ の他の壁はほぼ垂直に立ち上が り,壁高は35～ 40cmであ

る。床面はほぼ平坦で,全体的に硬 く締 まり,図中の主柱穴を結ぶ破線の内側は,踏み固め られ

て特に硬 く締まっている。

当初,中央か らやや北側に長径 120cm・ 短径 80cmの楕円形 を呈する焼上を確認 した。調査 を進

めると,炉床を 2か所有する炉跡にな り,土師器片を炉の炉の間に斜めに立てて, しきりとして

いる。北側の炉跡は長径45cn・ 短径38cm,南側の炉跡は長径35Cm。 短径33cmで ,ぃずれも円形 を

呈 し,床面 を12cmと 16cm掘 り込んでいる地床炉である。双方の炉内には,焼土粒子 を多量に含む

暗褐色上が堆積 し,炉床はレンガ状に硬 く焼け, ゴツゴツしている。ピットは 4か所検出され ,

位置や規模か らPl・ P3・ P4が主柱穴 と考 えられる。Pl・ P4は それぞれ北・西コーナーに,P3は南

く
|∞ |
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東壁のほぼ中間の壁近 くに位置している。規模は長径32～ 35Cm。 短径22～ 28cm・ 深さ25～ 90Cmで

ある。P3は掘 り方がやや外側に傾いている。P4は 90Cmと 一番深 く,し っか りしている。P2は PIの

東側の南東壁下に位置し,貯蔵穴 と考えられる。長径45Cm・ 短径40cmの 円形を呈 し,深 さ30cmで

ある。北壁は垂直にその他の壁 もほぼ垂直に立ち上が り,底面は平坦である。

覆土はB一 B′ のセクション図のように,中 央部はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む

黒褐色土,壁ぎわはローム粒子・炭化物 を微量含む黒褐色土 とローム粒子 を微量含む黒褐色土が

堆積 している。東西セクションA― A′ の一部分に攪乱が認められる。

遺物は,北 コーナー部の覆上下層か らほぼ完形の甕 (第 233図 1)が斜位 の状態で,東 コーナ

ー部の床面から完形の高不 (第 233図 2)が逆位の状態で出土し,更に,P4の東ぎわか ら脚部が欠

損 している装飾器台 (第233図 6)が正位 の状態で出上 している。また,P4の南東 ぎわと北 コー

ナー部の床面から小形甕 (第 233図 3・ 4)が,1ヒ コーナー部付近の覆上下層から完形 と半分程

欠損 している球状土錘 (第 264図 6。 7)や壷 (第 233図 5)の~部のほか,土師器片 165片が出

土 している。更に,覆土上層か ら縄文土器片少量,石器 3点が出土 している。なお,本跡 で注 目

されるのは,高不の不部の破片を立てて炉のしきりにしていることである。
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第232図  第10号住居跡実測図
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出土土器

第 10号住居跡出上上器観察表

潔

図版番号 器  種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第238図

1

小形甕
五 領

A 14 1
B(101)

胴部は球形を呈し,中位に最
大径を有する。頸部は「く」の

字状を呈し,日 縁部は外傾する。
日唇部には刺突文が施され最大
径を回縁部にもつ。底部は欠損
している。

日縁部外面は斜位のナデ,内
面は横位のナデが施されている。

砂粒・雲母
によい橙色

普通

50% 9片
P325

2

邦
領

一局
五

19 0

13 0

12 6

Ａ

Ｂ

Ｅ

脚部は外反しながら裾部に至
り,脚部上位に 3孔 を有する。
lTN都 は大きく内彎しながら口縁
部に至る。底部外面に明確な稜
を有する。

不部内・外面は縦位のヘラ磨キ

脚部内・外面はヘ ラ磨 キが施さ
れている。

粒
色
好

砂
橙
良

100% 7片
P324

3

小形甕 A 61
B 73
C 89

底部は厚手の平底 を呈 し,胴
部は内彎 しなが ら立ち上が り,

日縁都は頸部か ら軽 く外傾 して
いる。

口縁部内・外面は横位のヘラ
ナデ,胴部外面は横位のナデが

施 されている。

砂粒
によい赤禍色

良好

100%1イ固体
P321

4

小形甕 Ａ

Ｂ

Ｃ

器形は 3と 酷似 している。 日縁部内面は横や斜位のナデ
が施 され,胴部外面は横ナデが

施 されている。

砂粒
にぶい赤褐色
良好

100%1イ固体
P320

5
五  領

B(46) 口縁部はゆるやかに外反 し,

胴部上半が内彎 している。

日縁部から頸部にかけての外
面はヘラ磨キ,内面は横位のナ
デが施されている。

粒
色
良

砂
橙
不

20% 8片
輪積痕

P323

6

装飾器台

五 領

18 9

(75)
器受部外面に装飾用の突帯を

持ち,器受部底面から外傾気味
に立ち上がり,中位から再び外
反しながら大きく開いている。
脚部は欠損している。

器面は全体にヘラ磨キが施さ
れている。

砂粒・雲母
にぶい橙色

良好

60%1個 体
P322

第233図  第側号住居跡出土土器実測図
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第 11号住居跡 (第 234図 )

本跡は,当遺跡の中央部 B4i3区 を中心に確認され,第 6号住居跡の lm南西側に存在する小形

の住居跡である。

平面形は隅丸方形を呈 し,長軸方向はN-65° 一Eを指 し,規模 は長軸 3.2m・ 短軸 3.15mで あ

る。壁はロームで硬 く,全壁 ともほぼ垂直に立ち上が り,壁高は20～ 40cmで東壁が高い。床面は

ロームを掘 り込みほぼ中央部に厚さ10Cm内外の暗褐色土の貼 り床がなされ,全体的にほぼ平坦で

硬い。図中の柱穴,炉跡 と貯蔵穴を結ぶ破線内は踏み固められて特に硬 く締まっている。

炉跡は中央から北側に 2か所検出され,東側の炉跡は長径65cm。 短径45cmの 楕円形,西側の炉

跡は長径55cm・ 短径45cmの楕円形を呈 し,床面 をそれぞれ10Cm, 8 cm掘 り込んでいる地床跡であ

る。炉内には焼土粒子を多量に含む暗赤褐色土やローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を中量から多

量含む暗褐色土が堆積 し,炉床は双方 ともレンガ状に硬 く焼けている。東狽」の炉跡は,焼上の堆

積状況か ら西側の炉跡より長期間使用されたものと考えられる。ピットは 5か所検出され,配列

や規模からPl～ P4が主柱穴 と考えられる。Pl・ P3・ P4は コ~ナー部に位置 しているが,P2は 東コ

ーナー部から若千北側に位置 し,規模は長径25～ 40cm・ 短径20～ 30cm。 深さ15～ 20cmで ある。貯

蔵穴Psは 東 コーナー部よりの南東壁下に位置 し,長軸90cm・ 短軸50cmの隅丸長方形を呈 し,深さ

25cmで ある。北壁はほぼ垂直に,南壁は壁下からややゆるやかに掘 られている。底面は南側に10D

るく傾斜 し,北側は平坦である。
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第234図 第 11号住居跡実測図
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覆土は一部分攪乱 を受けているが,ほぼ 2層から成 り,上層はローム小ブロック少量を含む暗

褐色土,下層はローム粒子少量を含む暗褐色土等がおおむね自然堆積の様相 を呈 している。

遺物は,東側の炉の東端の床面や覆上下層を中心にして土師器片17片が出上 している。

第18号住居跡 (第 235図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央部 B4h2区を中心に確認され,第 4号住居跡の 4m南西側に存在 し,

古墳時代前期の住居跡群に属 している。

平面形は,隅丸方形を呈 し,長軸方向はN-68° 一Eを 指 し,規模 は長軸 4m。 短軸 3.7mであ

る。壁はロームで硬 く締まり,各壁 とも垂直に立ち上が り,壁高は20～ 30cmでぁる。床面は平坦

で,全体的に硬 く締まっているロームで,図 中で示 した壁周辺を除いた破線内の部分は,踏み国

められて非常に硬 く締 まっている。

炉跡は北東側に位置し,ブーメランのような不定形を呈する炉床が 2か所検出された。北側の

炉跡は推定で長径50cm・ 短径25cmで ,南側の炉跡 も推定で長径50cm・ 短径30cmで ある。 2か所 と

も楕円形を呈するものと思われ,床面を皿状に 7 Cm～ locm掘 り込んでいる地床炉である。北側の

炉内には炭化物 を含む暗褐色土,南側の炉内には焼土粒子 を多量に含む暗褐色土等が堆積 し,炉

床は 2か所 ともレンガ状に硬 く焼けている。ピットは 4か所検出され,位置や規模からPl～ P3が

主柱穴 と考えられる。P3は ,西 コーナー部壁ぎわに,Plは 北 コーナーから lm離れた北西壁ぎわ

に,P2は ,南 コーナーから12m離 れた南東壁ぎわにそれぞれ位置している。Plは 長径50cm・ 短

径35cmの楕円形を呈 し,P2は 深さ35Cmで ぁる。P3は直径30cmの 円形で,深 さ20cmと 浅い。東 コー

ナー部壁下にP4が存在 し,位置から考えると柱穴 とも考えられるが,上幅 10～ 33cm・ 下幅35～ 45

Cm・ 高さ約 10Cm。 長さ2.5mの L字状の周堤がP4を 囲むように存在するので貯蔵穴 とした。平面

形は直径50cmの 円形を呈 し,深さは30cmで ぁる。床面から 7 cmの所か ら楕円形 となり,壁はほぼ

垂直に立ち上が り,底面はやや九味を帯び狭い。

覆土は南西壁下に一部攪乱があるがおおむね 2層 か ら成 り,上層はローム粒子少量,焼土粒子・

炭化粒子微量を含む暗褐色土,下層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量を含む黒褐色土 と極

暗褐色土等がほぼ自然堆積の様相を呈 している。南北セクションのB― B′ の下層にローム粒子・

ローム大ブロック微量を含む黒褐色上の堆積がみられる。

遺物は,覆土下層を中心にして土師器片が92片 出土 し,こ の中には赤彩された土器片 6片が含

まれている。なお縄文土器片 も少量覆土上層に含まれてお り,混入したものと思われる。

第 19号住居跡 (第 236図 )

本跡は,当遺跡の中央部 C3f。 区を中心に確認され,第 36号住居跡の 8m北東側に存在 している。
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第235図 第側号住居跡実測図

平面形は隅九方形 を呈 し,長軸方向はN-35° 一Wを指 し,規模は長軸4.8m・ 短軸47mである。

壁はロームで硬 く,南東壁 と北東壁は外傾 しながら,南西壁はほぼ垂直に立ち上が り,壁高は40

Cmである。床面はほぼ平坦で,全体的に硬いロームである。主柱穴に囲まれた内側は踏み固めら

れて硬 く,特に炉跡の東側は硬 く締まっている。

炉跡はやや北側に位置 し,長径25cm。 短径18cmの楕円形を呈 し,床面を皿状に 5 cmほ ど掘 り込

んでいる地床炉である。炉床は硬 くレンガ状に焼けている。ピットは 7か所検出され,位置や規

模か らPl・ P2・ P4～ PSが主柱穴 と考えられる。主柱穴は各コーナー部のやや内恨1に 配列され,規

模は,長径40～ 60Cm。 短径36～ 40cm。 深さ45～ 80cmである。P6は ,P2を 掘 り込んでいる主柱穴で

建替え等が考えられる。P3は本跡に伴わないピットと考えられ,不明である。P7は貯蔵穴と考え

られ,東 コーナー部に位置 し,長径60cm・ 短径40cmの 楕円形 を呈 し,深さ70cmで ある。壁はほぼ

垂直に立ち上が り,底面は平坦である。

覆土は一部攪乱 を受けているがほぼ 2層 から成 り,暗褐色上が主体で,上層はローム粒子 を多

量,下層はローム粒子少量・焼土粒子・炭化粒子を微量含む暗褐色土等が自然堆積の様相 を呈 し

ている。また,炭化材が床面直上に検出されていることと炭化物・焼土粒子・炭化粒子が覆上下

層に含まれていることか ら本跡は焼失家屋 と考えられる。

遺物は,北 コーナー部の覆上下層から甕の底部小片 と,同 じく東 コーナー部の覆上下層から甕
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第238図  第 19号住居LII実測図

の口縁部小片が出上 し,ま た,中央部の覆土下層から台付甕の台部小片力、 更に,貯蔵穴覆土上層

から甕の胴部小片 と自然石が出上 している。覆土中・下層からは土師器片が 171片 と,上器片錘

4点,縄文土器片,石製装飾品の一部 (第 188図 61),磨石 1点が出上 している。

第20号住居跡 (第237図 )

本跡は,当遺跡の南西側 D2il区 を中心に確認され,第 24号住居跡の 6m北側に存在 している。

平面形は隅九方形を呈 し,主軸方向はN-51° 一Eを指 し,規模は長軸 5。 7m。 短軸 5。 2mである。

壁はロームで硬 く,垂直に立ち上が り,壁高は20cmで ある。床面は西 コーナーの一部を除いて ,
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第237図  第20号住居疎実測図

東側から西側にかけてごくゆるやかに傾斜 し,硬 く締 まっているロームで,主柱穴に囲まれた内

側はよく踏み回められている。

炉跡は北 コーナー部寄 りに位置 し,長径70cm・ 短径65cmの 円形で,床面を皿状に 8 Cmほ ど掘 り

込んでいる地床炉である。炉内には,焼土粒子 を多量含む赤褐色土や ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子 を微量含む暗褐色上が堆積 し,炉床はレンガ状に硬 く焼け, ゴツゴツしている。ビットは

7か所検出され,位置や規模からPl・ P2・ P5° P6が主柱穴 と考えられる。主柱穴は,各 コーナー

ぎわに酉己列 され,規模は長径30～ 40cm。 短径28～ 38cm。 深さ20～ 25cmで ,比較的専夫し綻穴である。

P3は支柱穴 と考えられる。P4は形状か ら性格不明のピットと判断した。P7は南東壁 ぎわの東 コー

ナー部近 くに位置する貯蔵穴で,隅丸長方形 を呈 し,長軸 95cm。 短軸 60om。 深 さ30cmで ある。
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壁は外十R]に 開きながら立ち上が り,底面はやや九味を帯びている。

覆土は黒褐色土・暗褐色土・褐色上が主で,中央はローム粒子少量,焼土粒子 を微量含む黒褐

色土,壁 ぎわはローム粒子少量・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む褐色土が20～ 30cm堆積 している。

遺物は,北西壁付近の床面から簑の胴部片 (第 238図 2)が出土 し,壷の胴部小片が北壁付近

の覆上下層から出土 している。そのほか覆土中から土師器片110片が出土 してお り, この 中には

赤彩された弥生式土器の口縁部や胴部片 2片 が含まれている。

出土土器

第20号住居跡出上上器観察表

第238図 3は 口縁部片で,複合 口縁 を呈 し,無文である。内・外面に赤彩が施 されている。

／
ｒ

＼
＼

第238図  第20号住居跡出土土器実測図・拓影図

第21号住居LTI(第 239図 )

本跡は,当遺跡のほぼ中央C3es区 を中心に確認され,第 23号住居跡の 2m南西側に存在 してい

る。農道が当遺跡を横切 るように存在 し,本跡の南西側はその農道下のため調査ができなかった。

平面形は隅丸長方形を呈するものと考えられ,北東壁はN-47° 一Wを 指し,北東壁の長 さは 5

mである。壁はロームで硬 く,ややゆるやかに立ち上が り,壁高は10cm内 外である。床面はほぼ

平坦で,全体的に硬いロームである。壁の内側に溝が掘 られ,規模は上幅65～ 90Cm・ 下幅 50～ 75

Cm・ 深さ10Cm内 外である。南西側は農道下のため,溝が全周 しているかどうか不明である。この

溝は幅が広 く,覆上の色調にも相違があ り,壁溝 とは判断できなかった。

炉跡は西側に位置し,長径45cm・ 短径は推定で40cmのややいびつな円形を呈するもの と考えら

0              1ocm

図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第238図

1
五  領

B(103) ほぼ球形を呈する胴部片で,

最大径は中位よりやや下方に有
する。日縁部と底部は欠損して
いる。

胴部外面は縦位のハケロ,内
面は横位のサデが施されている。

砂粒
にぶい橙色

普通

25% 5片
P326

2
甕

五 領

B (95) 球形を呈する胴部片で,日 縁
部と底部は欠損している。

胴部外面はハケロ,内面はナ

デが施 されている。

砂粒
にぶい橙色

普通

片％

３２

‐Ｏ

Ｐ
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第239図  第21号住居謝実測図

れ,床面 を10Cmほ ど皿状に掘 り込んでいる地床炉である。炉内はローム粒子・焼土粒子 を少量含

む暗褐色土等が堆積 し,炉床は硬 く焼けている。ピットは 4か所検出され,配列や規模か らPl～

P4が主柱穴 と考えられる。主柱穴は壁か ら内側 |こ 位置し,規模は長径35～ 45Cm・ 短径28～ 40cm。

深さ30～ 45cmである。貯蔵穴は検出されなかった。

覆土は 2層から成 り,褐色土・暗褐色上が主体で,ロ ーム粒子微量を含む褐色土や ローム粒子

少量 と焼土粒子 を微量含む暗褐色土等が10Cmほ ど堆積 している。

遺物は,北西壁ぎわのほぼ床面か ら半完形の筑 (第240図 1)が破片の状態 で出上 し,覆土中

か らは土師器片 5片が出上 している。

③町   ◎
z
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出土土器

第21号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 種 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ,焼成 備  考

第240図

1

魂

五 領

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部はほぼ平底 を呈 し,体部
は底部から内彎気味に外側に開
き,日 縁部は軽 く内彎している。

口縁部内・外面は横位のナデ
体都外面は斜位のナデが施され
ている。内面は摩減している

砂粒

褐灰色

不良

40% 19片
P328

第24号住居跡 (第 241図 )

本跡は,当遺跡南西端の台地縁辺部E lbO区 を中心に確認され,第 2

号住居跡の 6m南側に存在する。

平面形は方形を呈 し,長軸方向はN-38° 一Wを 指 し,規模 は長軸

42m・ 短軸3.8mで ある。壁は重機によって削平を受けて浅 く,南西

壁は残存 しない。南東壁はロームで硬 く,外傾 しながら立ち上が り,

壁高は20cmで ある。床面はほぼ平坦で硬いロームであ り,柱穴の内側

の破線で示された範囲は跡み固められて特に硬 く締 まっている。

炉跡はやや北西側に位置 し,長径60cm・ 短径40cmの 楕円形を呈 し,床面を皿状に15cmほ ど掘 り

込んでいる地床炉である。炉内には焼土粒子 。ローム粒子を微量 と焼土粒子・焼土小ブロック・

ローム粒子 を微量含む暗褐色土が充満 し,炉床はレンガ状に硬 く焼けている。ピットは 5か所検

出され,位置や規模からPl～ P4が主柱穴 と考えられる。主柱穴はいずれも壁ぎわに位置 し,規模

は直径40～ 50cm,深 さ40～ 80cmで ある。P5は貯蔵穴 と考えられ,長径45cm・ 短径43cmの 円形 を呈

し,深 さ30cmでぁる。壁はほぼ垂直に立ち上が り,底面はほぼ平坦である。

覆土 も,重機により大部分削平されてしまったが,北東側 と南東側の覆土が少 し残る。覆土は

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む暗褐色土が堆積 している。

遺物は,覆土を削平されたため少量の出土量で,南 ヨーナー部付近の床面直上から,台付甕の

脚部 1片 と土師器片 8片 が出土 している。

第27号住居跡 (第 242図 )

本跡は,当遺跡の南西側D3fl区 を中心に確認され,南東側の調査エ リヤ境界に位置 し,第 29号

住居跡の29m南側に存在 している。本跡は北 コーナー部や北西壁の第143・ 161号土坑を掘 り込み,

中央部 を第 3号溝に掘 られている。

平面形は隅丸方形を呈 し,長軸方向はN-42° 一Eを 指 し,規模は長軸75m・ 短軸7.2mである。

壁は北 コーナー部や北西壁を除いて,硬 く締 まっているロームで,ほ ぼ垂直に立ち上が り,壁高

は55～ 60cmでぁる。南東壁の一部は,エ リヤ外のため調査できなかった。床面はほぼ平坦で,全

体的に硬 いが, ピットの内側は硬 く締 まり,炉跡の周囲は特に硬 く踏み固められて締まっている。

O            scm

ー第240図 第21号住居 FW/1

出土土器実測図

-290-



Ｅ

∞

濱

却

刊

―

ヤ

＝

＝

＝

＃

創

乱

＝

＝

＝

洲

洲

‐―Ｉ

Ｍ

籾

‐

‐

引
引
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
∞
．馬
　
〔
‐
引

∞
|

WI

A 21.8m                  二

C 21.3m

F 218m 」と

―
G 218m

E 21.3m

0              2m

第241図  第24号住居跡実測図

炉床はやや南西側に位置 し,長径95Cm・ 短径70cmの楕円形を呈 し,床面を10Cmほ ど皿状に掘 り

込んだ地床炉である。炉内はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む暗褐色土 と極暗褐色土

等が堆積 し,炉床は硬 く焼けている。ピットは 6か所検出され,位置や規模からPl～ P4が主柱穴

と考えられる。主柱穴は各コーナーからそれぞれ 2m内側に位置 し,規模は長径45～ 75Cm。 短径

40～ 60cm・ 深さ70～ 80cmで ある。P3は長径 75cm。 短径60cmの楕円形を呈 し,深さ800mで,本跡の

柱穴では一番太 く, しっか りしている。P5は貯蔵穴 と考えられ,南 コーナー近 くに位置 し,長径

55cm・ 短径50Cmの不整円形を呈し,深さ30cmである。壁はゆるやかに立ち上が り,底面は平坦 であ

る。南ヨーナー付近のP3'P6の 間と,P5° P6の 間のP6寄 りに上幅 8 cm・ 下幅15Cm・ 高さ約 5 Cm・
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第242図  第27号住居跡実測図

長さ3mの周堤と,上幅 8 cm・ 下幅16cm。 高さ約 5 Cm。 長さ1.5mの 周堤が,「 T」 字状に設けら

れている。P6は 性格不明のピットである。

覆土はおおむね3層から成り,上層はローム粒子少量。焼土粒子を微量含む黒褐色土,中層はロ

ーム粒子少量・ローム中ブロック・焼土粒子を微量含む暗褐色土,下層はローム粒子・炭化粒子微

量・焼土粒子を少量含む暗褐色上がほぼレンズ状に自然堆積している。また,炭化材・炭化物・焼土

夢
要＼◎R
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が床面直上に出上していることと,覆土下層に赤褐色上がみられることから,焼失家屋と考えられる。

遺物は,炉跡の南東 ぎわか ら,高 郭の lTh部 (第 243図 4)2片 が出土 し,北西壁 ぎわのほ

ぼ床面か ら高
j7N(第 243図 3)が正位 で出土 している。また,南 コーナー部の壁下の床面か ら甕

の口縁部が破片の状態で出土 し,そのほか,覆土中・下層から土師器片62片 等が出土 している。

出土土器

第 27号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 `色調・焼成 偏  考

第243図

1

甕
五 領

A(176)
B(72)

口縁著Fblよ ゆるやかに外傾 して
いる。

日縁部内面は横位のハケロ,

外面上位は積位のナデ,中位以
下は斜位や縦位のハケロを施し,

頸部は横位のハケロが施されて
いる。

砂粒・長石・

石英
にぶい赤褐色

普通

片％

３５

‐Ｏ

Ｐ

2

甕
五 領

B(62)
C(66)

底部は平底 を呈 し,胴部は大

きく開 きなが ら立ち上がってい

る。

胴部外面はナデが施され,内
面は摩減している。

砂粒・長石
黒褐色

普通

片％

％

‐Ｏ

Ｐ

3

小形高I17N

五 領

A(101)
B 52
E 64

脚部は「八Jの字状に大 きく

開いている。不部は内彎 しなが

ら立ちあが り口縁部に至 る。

器面全体にナデが施 されてし

る。

粒
色
通

砂
橙
普

60% 2片
P350

4

不
領

高
王

A(244)
B(79)

不都は内彎気味に大 きく開き

ながら回縁部に至 る。脚部は矢

損 している。

不部内・外面はヘラ磨キが施
されている。

粒
色
好

砂
橙
良

30% 2片
P349

/

〕              10Cm

第243図 第27号住居跡出上土器実測図

第29号住居跡 (第 244図 )

本跡は,当遺跡の中央部 C3gl区 を中心に確認され,第 37号住居跡の10m西側に存在 している。

平面形は隅丸長方形 を呈 し,長軸方向はN-42° 一Eを指し,規模は長軸7.8m。 短軸6.6mで ある。

壁はロームで硬 く締 まり,垂直に立ち上が り,壁高は50～ 65cmである。床面はほぼ平坦で,全体

的に硬いロームである。他の住居跡によくみられるピットの内側が硬 く踏み固め られている部分
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はない。

炉跡はやや北東側に位置 し,長径85cm・ 短径65cmの不定形を呈 し,床面 を皿状に10Cm掘 り込ん

でいる地床炉である。炉内には,焼土粒子多量・焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子等を微

量から中量含む暗褐色土が堆積 し,炉床はレンガ状に硬 く焼けている。ピットは 5か所検出され ,

配列や規模からPI～ P4が主柱穴 と考えられる。主柱穴は各コーナーのやや内側に配列 され,規模

は長径65～ 75Cm。 短径50～ 60cm。 深さ75cmでぁる。Plは 北東側が広 く掘 られ,P3は東側が段状に

掘 られ,P4は 楕円形に掘 られている。P5は 貯蔵穴 と考えられ,東 コーナー付近 に位 置 し,長径

140Cm・ 短径65cmの長楕円形 を呈 しているが,南西側は掘 り過 ぎているため,長径75cm・ 短径65

cmの楕円形を呈するものと考えられる。南西壁は硬 く,ほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土は,B― B′ のセクション図のように一部上層から下層にかけて攪乱があるが,お おむね 4

層から成 り,上層はローム粒子 を少量含む極暗褐色土,下層はローム粒子・焼土粒子 を多量含む

暗褐色土,ロ ーム大ブロックを中量含む褐色土等が堆積 しているが,A一 A′ のセ クションの東側

の一部は人為堆積 と思われる。

遺物は,炉跡の北側 と北 ヨーナー部壁下の床面及び東コーナー部の覆土中層の 3か 所から集中

して出上 し, しか も完形品が殆 どで復元できた遺物 も多い。炉跡の北側か ら壺 (第 246図 8・ 9)

が口縁部 を下にした斜位の状態で 2個,破片から復元できたもの 1個 (第 246図 7),甕 (第 245

図 2・ 4)が逆位の状態で 2個 ,横位につぶれた状態で 1個 (第 246図 12),台 付甕 (第 245図 5)

が逆位の状態で 1個,頷 (第 245図 6)と 高17N(第 247図 24)が逆位の状態で各 1個体 まとまって

出土 している。北 コーナー部壁下の床面からも甕 (第 245図 1)と (第 246図 11)が横位につぶれ

た状態で 2個休出土 している。また,東 コーナー部の覆土中層から台付甕の台部や高JThの 脚部が

横位や逆位の状態でそれぞれ出土 している。そのほか,覆土上 。中層から土師器片201片 ,半分

欠損 している球状土錘 (第 264図 8)が出土 している。遺物が逆位の状態で出土 しているのと,

台付甕の台部が16個 と多く出上 しているのが本跡の特徴である。

出土土器

第29号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第245図

1

甕
五 領

A169
B223
C 72

底部は平底で,中央がやや凹
む。胴部は球形を呈し,中位よ
りやや下に最大径を有する。頸
部は「く」の字状を呈し,日 縁
部は外傾している。

口縁部内面は横位のハケロ,

外面は横位のナデ と斜位のハケ

目が施 されている。胴部外面は

斜位のハケロ,内 面はナデが見
られる。

砂粒
灰褐色
良好

100ワち 17ナ午
P49

2

甕
五 領

A175
B190
C 67

底部はやや上げ底状で,胴部
は球形を呈し,中位に最大径を
有する。日縁部は外傾している。

口縁部内・外面は横位のナR
胴部外面は斜位のハケロ,内面
は維位のナデが施されている。

砂粒・スコリア

橙色
良好

片％

５０

８０

Ｐ

3

甕
領

形小
五

A138
B l1 6
C 42

底部はやや上げ底状で,胴都
は横長の球形を呈し,中位に最
大径を有する。口縁部は軽く外
傾している。

口縁部内・外面は横位のナデ
が施され,胴部外面は縦位のヘ

ラ磨キ,内面は斜位のヘラ磨キ
が成されている。

砂粒・長石
明赤褐色
良好

100%1イ固体
P356
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0             10cm

第247図 第29号住居跡出土土器実測図・ 拓影図(3)

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 陰土・色調・焼成 備  考

第245図

4

小形甕 Ａ

Ｂ

Ｃ

18 2

15 0

70

底部はやや上げ底状で,胴部
は横長の球形を呈し, 日縁部は
軽 く外傾している。

口縁部内・外面は横位のヘラ
磨キ,胴部外面は斜位のヘラ磨
キ,内面は横位のナデが施され
ている。

砂粒・長石
によい褐色

良好

100%1イ 団体
P358

5

台付甕
五 領

Ａ

Ｂ

Ｄ

13 2

19 7

(84)

台部は「′＼Jの字状に開き,

裾著Бに至る。胴部は球形を呈し,

中位に最大径を有する。日縁部
は外反している。

日縁部内面は横位のヘラ磨キ,

外面はヘ ラナデが成されている。
胴部外面はハケロ,内面はナえ
台部外面はハケロが施 されてい

る。

砂粒・雲母
にぶい橙色

普通

90% 15片
P354

6

甑

五 領

A 18 8
B139
C 66

底部は孔を有し,胴部は底部
から内彎し,中 位から垂直に立
ち上がり口縁部|こ 至る。

回縁部内・外面は横位のヘラ
磨キ,体部中位までの外面は斜
位・維位のハケロ,中似 下は,

ヘラ磨キ,内面は横位のナデが
施されている。

砂粒・長石

赤褐色

良好

100%lイ団体
P353

第246図

7
五  領

B(107)
C 43

底部は平底を呈し,胴部は横
長の球形を呈し,中位に最大径
を有する。日縁部は欠損してい

る。

胴部外面は横位のヘラナデが
施され,輪積痕が見られる。

粒
色
好

砂
橙
良

90% 1片
P359

空

五 領

B(116)
C 39

底部は上げ底を呈し,小 さい。
胴部は球形を呈し,中位に最大
径を有する。日縁部は欠損して
いる。

胴部外面はヘラ磨キ,内面は
横位のナデが施されている。

母雲粒
色
好

砂
橙
良

90% 1片
同部に傷がある

P362

五  領

B(103)
C 40

底部は平底を呈 し,胴部は横
長の球形を呈し,中位に最大径
を有する。日縁部は欠損 してい
る。

胴郡外面はヘ ラ磨 キ,内面は

ナデが施 されている。輪積痕が

認め られる。

砂粒
にぶい橙色
普通

80%  10,キ
P363

小形甕
五 領

A(133)
B(106)

胴部は球形を呈 し,日 径が大
きい。日縁部は軽 く外傾 し,短
い。底部は欠損 している。

口縁部内・外面はヘ ラ磨 キ,

胴部外面は棒状工具で整形 し,

内面はヘ ラナデが成されている。

砂粒
にぶい橙色

不良

40% 5片
P357

11 五 領

B(95) 球形 を呈する胴部片である。 胴言卜に1よ 斜位のノ＼ケロ, 器内
面は横位のナデが施されている。

英石

砂粒．髄
魏

・雲母 10% 1片
P298

甕
五 領

B(127)
C 68

底部は中央が凹む。胴部は内
彎しながら大きく開く。

胴部内・外面はハケロが施さ
れている。

砂粒・雲母
にぶい赤褐色
普通

30舅う  8,キ
P360
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図版番号 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第246図

13

台付甕
五 領

B(122)
D120

台部は「ハJの字状に開き,

1属吉卜に至 る。 胴部は大 きく開 き

なが ら立ち上がっている。

器面全体にヘラナデが施され
ている。

砂粒・長石 '石英
にぶい橙色

普通

20% 1片
P361

14
甕
領

付台
五

B(65)
D100

台部すよ「ハJの字状に開き裾
部に至る。

外面はハケロ,内面はヘ ラ磨

キが施 されている。

砂粒・橙色
良好

20% 1片
P364

15
台付甕
五 領

B(65)
D 86

台部は「ハJの字状に開き裾
部に至る。

外面はヘラ磨き,内面はナデ
が施されている。

砂粒・褐灰色・

普通

20% 1片
P365

台付甕
五 領

B(54)
D 86

台部は「ハ」の字状に開き裾

部に至 る。

外面は横位のナデが施されて
いる。

砂粒・黒褐色・

普通

20% 1片
P369

17
甕
領

付台
五

(68)
90

Ｂ

Ｄ

台部は「ノ＼」の字状に開き裾
部に至る。

外面は縦位のハケロ,内面は

横位のナデが施されている。

砂粒・黒褐色・

良好

20% 1片
P370

台付甕
五 領

(60)
10 2

Ｂ

Ｄ

台部は「ハ」の字状に開き裾
部に至る。

外面は磨減している。内面は
横位のハケロが施されている。

砂粒・にぶ▼

橙色・良好

20% 1片
P371

台付甕
五 領

B(54)
D(99)

台都は「ノ＼」の字状に開き裾
部に至る。

外面はハケロ,内面はナデが

施されている。

秒粒
橙色

ぶ

通

に

立
日

10% 1片
P372

台付甕
五 領

(67)
95

Ｂ

Ｄ

台部は「ハJの字状に開き裾
部に至る。

外面はナデ,内面はハケロが

施されている。
砂粒・褐灰色・

普通

20% 1片
P373

台付甕
五 領

(58)
88

Ｂ

Ｄ

台部は「ハJの字状に開き裾

部に至 る。

外面はハケロ,内面はナデが

施されている。

砂 粒 ・ に ぶ い

赤禍色・普通

15% 1片
P374

台付甕
五 領

B(59)
D 90

台部は「ハ」の字状に開き裾
部に至る。

内・外面はハケロが施されて
いる。

砂粒・にぶし

橙色・普通

10% 1片
P375

台付甕
五 領

B(62)
D(100)

台部は「ハJの字状に開き裾
部に至る。

内・外面は横位のナデが施 さ

れている。

砂粒・橙色
普通

10% 1片
P376

第247図

24

不
領

一局
五

Ａ

Ｂ

Ｅ

188
12 8

10 8

脚部は「ハ」の字状に開き,

裾部に至る。 3孔 を有する。不
部は内彎気味に大きく開き,日
縁部に至る。不底部に外稜を有
する。

lTh部 内・外面は横位のヘラ磨
キ,脚部外面はヘラ磨キ,内面
はナデが施されている。

砂粒
にぶい橙色

良好

100%1イ団体
P355

不

領

一局
五

B(72)
E l15

脚部は外反 しながら裾部に至

る。上位に 3孔 を有する。不都

は欠損 している。

脚部外面は縦位のていねいな
ヘラ磨 キ,内面は横位のハケロ

が施 されている。

粒
色

好

砂
橙
良

50% 1片
P366

不

領

一日
五

Ｂ

Ｅ

(71)
10 5

脚部は外反しながら裾部に至
る。上位に 3孔 を有する。不部
は欠損している。

脚部内・外面はハケロが施さ
れている。

砂粒
橙色
普通

50% 1片
P367

不
領

一働
五

B(51) 脚部片で, 3孔 を有する。 脚部外面はヘラ磨キ,内面は
ナデが施されている。

粒
色
通

砂
橙
普

20% 1片
P368

その他,本跡から次のような弥生式土器片が出土 している。第247図 28は 胴部片で,胴部上位

に 3個 の円形浮文 と網 目撚糸文が施されている。やや摩耗 している。

第31号住居路 (第 248図 )

本跡は,当遺跡の中央C3c5区 を中心に確認され,当遺跡を横切 っている農道が存在 しているた

め,本跡の東側の一部は調査ができなかった。本跡は貼 り床 をしている古墳時代の第32号住居跡

より古い。また,北側 を掘 り込んでいる古墳時代の第33号住居跡は本跡より新 しい。

平面形は隅九方形を呈 し,長軸方向は,N-45° 一Eを指 し,規模 は長軸6.5m・ 短軸 6mであ

る。壁はロームで,ほぼ垂直に立ち上が り,硬 く締 まってお り,壁高は30～ 40cmである。床面は
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ロームを呈 し,ご くゆるやかに北側から南側に傾 き,全体的に硬 く締まり,炉の南側から南東側

の一部分は踏み固められて硬 く締まっている。

炉跡はやや西側 よりに位置し,長径50Cm・ 短径36Cmの楕円形を呈 し,床面を皿状に 7 cmほ ど掘

り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子 を含む暗褐色土や暗赤褐色土

が堆積 しているが,炉床はそれほど硬 く焼けていない。ピットは 5か所検出され,位置や規模か

ら,P2・ P4が主柱穴 と考えられる。主柱穴は壁からやや離れた内側に位置し,規模は長径40cm。

短径36cm。 深さ85Cmで ある。P3は 深さ17cmで ぁ り,P2の支柱穴 と考えられる。Psは南コーナー部

に位置 し,長径58cm・ 短径55cmの 円形を呈 し,深さは40cmで貯蔵穴 と考えられるが,遺物の出土

もな く断定はできなかった。

覆土はおおむね 2層 か ら成 り,上層はローム粒子 。焼土粒子・炭化粒子 を微量含む暗褐色土 ,

下層はローム粒子少量・焼土粒子を微量含む暗褐色土がほぼ自然堆積の様相 を呈 している。また,

焼上が,東 コーナー部北東壁 。炉跡の南東側の床面に出土 していることと,炭化物・焼土粒子・

炭化粒子が覆土に含まれていることから焼失家屋 と考えられる。

遺物は,炉跡の南東辺から正位の状態で立てた甕の底部 (第 249図 1)2片 と,縄文時代中期

の住居跡 と重複 しているため縄文土器片,凹石,原石等が出上 している。

いく

B 217m坐 上

―

E

く
|

③R

Oh

建
い

|

第248図  第31号住居跡実測図
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図版番号 器 種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第249図

1

甕
五 領

B(118)
C(100)

底部は平底 を呈 し,胴部は外

上方に大 きく内彎する。

器外面は横位のナデ,内面は
ナデが施されているが,底部直
上は横位のハケロが施されてい

る。輪積痕が窺える。

砂粒・長石

赤褐色
普通

20% 2片
二次焼成
P380

2 五 領

B (62) 球形を呈する胴都片である。 器内・外面は横位のナデが施

されている。

砂粒
にぶい赤褐色
普通

20% 1片
P387

出土土器

第31号住居跡出土土器観察表

0           10cm

第249図  第 31号住居跡出土土器実測図

第32号住居跡 (第 250図 )

本跡は,当遺跡の中央部 C3c5区 を中心に確認され,当遺跡を横切 っている農道が存在 している

ため,一部調査ができなかった。本跡は古墳時代の第31号住居跡 との重複部に床を貼 り,南側に

位置する第33号住居跡に南側 を掘 られている。本跡は第31号住居跡より新 しく,第 33号住居跡 よ

り古い。

平面形は隅丸方形を呈 し,長軸方向はN-49° 一Eを指 し,規模は長軸64m。 短軸5.8mで ある。

壁はロームで榎 く,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は30cmで ある。床面は硬 くほぼ平坦で,中央部

を貼 り床 としている。

炉跡は西 コーナー付近に位置し,長径75cm。 短径40cmの楕円形を呈 し,床面 を皿状に10cmほ ど

掘 り込んでいる地床炉である。本跡の場合 も,炉床が 2か所検出され,北西側の炉跡は推定で直

径40cmの 円形を呈するものと考えられ,炉内には焼土粒子夕量・ローム粒子 を少量含む赤褐色土 ,

焼土粒子 中量・炭化粒子 を微量含む暗赤褐色上が堆積 し,南東側の炉跡は推定で長径50cm・ 短

径40cmの 楕円形を呈するものと考えられる。炉内にはローム粒子・焼土粒子 を少量含む暗赤褐色土

や焼土粒子多量・ローム粒子を少量含む赤褐色上が堆積 している。炉床は両方 とも硬 く焼けてい

る。ピットは 3か所検出され,位置や規模からPlが主柱穴 と考えられる。Plは 北西壁ぎわに位置

-301-



⑫ 引

Ｅ

帯
，
Ｎ
ミ
ー

引

‐

A 22.4m

C21,7m  二 D 21,7m  」と

饉
①乳

引づ

~て

正 三 霊 堕 璽 ]~~

0              2m

第250図 第32号住居跡実測図

し,規模は直径30cm・ 深さ20cmで ぁる。P3は貯蔵穴と考えられ,長径70cm・ 短径60cれ の楕円形を

呈し,深さ25cmでぁる。壁はほぼ垂直に立ち上がり,床面はほぼ平坦である。P2は P3の北西側に

位置し,P3を 掘 り込んでいる性格の不明なビットである。

覆土は第31号住居跡の覆土と同じであり,覆土下層は貼 り床部分でロームである。

遺物は,西側の覆上下層から小形甕 (第 251図 1)が,北西壁ぎわの覆上下層から台付簑の底部

(第 251図 5)が出土し,貯蔵穴の底面から器台 (第251図 3)と 甕の底部 (第 251図 4)が横位

の状態で出上している。そのほか,北西壁ぎわの覆土上層から坑形土器 (第 251図 2)が出土して

いる。
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第251図

1

小形甕
五 領

A(124)
B 65
C 44

底部は平底 を呈 し,胴部は外

上方に大 きく内彎 し, 日縁部は

外傾 している。

器内・外面は横位のナデが施
されている。

砂粒・長石
にぶい橙色
普通

30% 2片
P384

2

坑

五 領

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底 を呈 し,休部は内

彎 しなが ら立ち上が り,日 縁都

でやや外傾 している。

日縁部内・外面と体部外面は

横位のナデ,体部内面はナデが

施されている。

砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

80% 4片
P381

3

台
領

器
五

A 84
B 180
E(94)

脚部は「″＼」の字状を呈し,

ほぼ中位に 3孔 を有する。器受
都は外傾しながら立ち上がり,

日縁部に至る。器受部中央に孔
を有する。

不部内・外面,脚部外面はヘ

ラ磨キ,脚部内面はナデが施さ
れている。

砂粒
によい橙色

良好

80%1個体
P382

4

甕
五 領

Ｂ

Ｃ

(40)
(46)

底部は平底 を呈 し,胴部は内

彎 しなが ら立ち上がっている。

器外面はナデ,内面は棒状工

具による沈線が施されている。

粒
色
通

砂
橙
普

30% 2片
P385

5

台付甕
五 領

Ｂ

Ｄ

脚部は「ノ＼」の字状に開き,

裾部に至 る。胴部は開きなが ら

立ち上がる。

脚部外面は縦位のナデ,内面
は横位のハケロが施されている。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

20% 1片
P383

出上上器

第32号住居跡出土土器観察表

0              10cm

第251図  第32号住居跡出土土器実測図

第33号住居跡 (第 252図 )

本跡は,当遺跡の中央C3c5区 を中心に確認され,農道が当遺跡 を横切 って存在 しているため ,

本跡の北東側の一部は農道下のため調査ができなかった。本跡は北西狽1に位置する古墳時代の第

31号 と第32号住居跡 を掘 り込んでいる。

平面形は隅丸方形 を呈 し,南西壁はN-51° 一Wを 指 し,南西壁の長 さは46mである。壁は ロ

ームで硬 く外イ頃しながら立ち上が り,壁高は35～ 40cmでぁる。南 コーナー部は,やや九味を帯び

ている。床面は平坦で,全体的に硬 いロームであり,Pl・ P2と 農道の南西恨]に 囲まれた床面は,

壁周辺の床面 より硬 く締まっている。

炉跡 と貯蔵穴は,検出できなかった。ピットは 4か所検出され,位置や規模か らPl・ P2が主柱

‐
＼
＼
＼
＼
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第252図 第33号住居跡実測図

穴 と考えられ,Pl・ P2は西 と南のコーナー部の壁ぎわに位置 し,規模は長径65～ 70cm・ 短径55cm・

深さ90～ loOcmで,太 く,深 く, しっか りした柱穴である。P3・ P4は 本跡 に伴わないピットであ

り,P3は ,第32号住居跡の主柱穴 と考えられる。P4は ,性格の不明なピットである。

覆土は,第 31号住居跡の覆土 と同じである。

第34号住居跡 (第 253図 )

本跡は,当遺跡の中央部 D3a7区 を中心にして確認され,南東側は調査エ リヤ外に位置するため,

調査できなかった。第36号住居跡の 8m南側に存在 している。

平面形は隅丸方形 を呈するものと考えられ,北西壁はN-52° 一Eを 指 し,規模は北西壁の長さ

が5,6mでぁる。壁は北西壁 と北コーナー部や調査のできない南東壁 を除 いて,ロ ームで硬 く,

南西壁は垂直に,北西・北東壁はほぼ垂直に立ち上が り,壁高は45cmでぁる。床面は全体的に平

坦であ り,硬いロームで,壁周辺 を除いて踏み回められて硬 く締 まり,特に炉の南側は,非常に

硬 く締まっている。

炉跡はやや北西側に位置 し,長径70cm・ 短径40cmの楕円形を呈 し,床面をほぼ皿状に10Cmほ ど

掘 り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子・炭化粒子 。ローム粒子 を多量に含む暗褐色土等が

Ｅ
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Ｎ
Ｎ
　

夕ヽ
Ｉ
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堆積 し,炉床は硬 く焼け,南東佃1は レンガ状に非常に硬 く焼けている。ピットは 3か所検出され

たが,位置や規模からPlが主柱穴 と考えられる。Plは北コーナーに位置 し,規模は長径60cm・ 短

径45cm。 深さ35Cmで ある。P2は支柱穴 と考えられ,P3は 本跡に伴わないピットと考えられる。

覆土は 3層から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子 を微量含む黒褐色土,下層はローム粒子・

焼土粒子 を中量含む黒褐色土やローム粒子少量・焼土粒子微量を含む暗褐色上がほぼレンズ状に

自然堆積 している。

遺物は,中 央の床面か ら壺 (第 254図 5)がつぶれた状態で,北西壁近 くの床面からもと (第

254図 4)が逆位で出土 し,中央からやや東側の床面でつぶれた状態の甕 (第 254図 1)や,炉の
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西側の床面から逆位の状態の「S」 字状の台付甕 (第254図 2),北 西壁下からもつぶれた状態の甕 (第

254図 3)が出土 している。また,北東側の床面か ら逆位の状態の台付甕 (第 254図 6)と ,つぶ

れた状態の台付甕 (第 254図 8)が出土 し, さらに北コーナー部付近の床面か ら出土した高lTN(第

255図 11)と ,北西壁ぎわの床面から正位の状態で出上 した装飾器台 (第 255図 10)等がある。そ

のほか,西 コーナー部の床面からの管状土錘 (第 264図 9),床面や覆土下層から壺・甕 。台付甕

の台部,高不片,覆土から土師器小片216片 が出上 している。

出土土器

第34号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ,色調・焼成 備  考

第254図

1

甕
五 領

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底で,胴部は球形を
呈し,中位に最大径を有する。
日縁部は複合日縁を呈し,軽 く
外反している。

日縁部内・外面は横位のヘ ラ

ナデ,日 唇都 と口唇部直下,及
び頸部 は キザ ミロを施 してい

る。胴部内・外面は斜位 と横位
のヘラナデ,胴部下位の接合都
にはキザ ミロが施されている。

砂粒 。長石
によい橙色
普通

80% 68片
P52

台付甕
五 領

A185
B(163)

胴部は積長の球形を呈し,中
位のやや上側に最大径を有する。
日縁部は「 S」 字状を呈する。
台都は欠損している。

日縁部内・外面は横位のナR
胴部上位に横位のハケロ,上下
の両側は斜位のハケロが施され
ている。頸部内面は粗い斜位の
ハケロ,胴部内面はナデが施さ
れている。

砂粒・石英・

長石

にぶい黄褐色

良好

片％

５‐

７０

Ｐ

3

甕
五 領

A(163)
B152
C 60

底害hは平底で, 胴部はほIF球

形 を呈 し,中位に最大径 を有す

る。日縁部はやや外反 し,胴都
から回縁部の約半分は欠損 して
いる。

日縁部内面はナデが横位に施
され,外面は 2段の輪積痕が明
瞭に残り,上段は横位のナデ,

下段は指頭圧痕が認められる。
胴部外面は斜位のナデが施され
ている。

砂粒

明褐色

良好

60% 6片
P396

4
五  領

A108
B(123)

胴部は球形を呈し,中位に最
大径を有する。日縁部は強く外
傾している。底部は欠損してい

る。

日縁部内・外面は横位のヘラ

磨キ,胴部外面は縦位のヘラ磨
キが施さたしている。

砂粒
明赤褐色
良好

70% 10片
P395

5 五 領

B(187) 口縁吉卜か ら胴部にかけての大

形破片である。胴部は球形 を呈

し, 日縁部は外傾 している。

器面内,外面はナデが施され
ている。輪積度が認められる。

砂粒
にぶい橙色

普通

20% 12片
P400

6

甕
領

付台
五

Ａ

Ｂ

Ｄ

台部は「ハ」の字状に開き,

裾部に至る。胴都はほぼ球形を
呈し,上位に最大径を有する。
日縁部は外イ頃してしゝる。

口縁部内面はハケロ,外面は

横位のナデが施 され,胴部外面

は斜位のハケロ,内面は横位の

チデが施されている。胴部下位

に輪積痕が認め られる。

砂粒 ・長石

にぶい橙色

不良

60% 16片
P397

7

甕
五 領

A143
B(101)

月同吉Fblま 球形 を呈 し, 日縁言Бは

外反 している。底部は欠損 して
いる。

口縁部内面は横位のナデ,外
面は 2段の輪積痕が明瞭に認め
られる。胴部外面は斜位のナえ
内面はナデが見える。

砂粒・長石

にぶい赤褐色

普通

80% 9片
P393

8

甕
領

付台
五

A ll
B(13

胴部は球形を呈し,中位に最
大径を有する。頸部は「くJの
字状を呈し, 日縁部は強く外反
している。台部は欠損している。

日縁部内面は横位のハケロ,

外面はナデが施されている。胴
部外面は斜位のハケロ,内面は
横位のナデが窺える。

砂粒・雲母
長石
橙色
普通

80% 1イ回体
P392

9

霊

五 領

B(85)
C 45

底部は平底で,胴部は球形 を
呈 し,中位に最大径 を有する。
胴部上位か ら日縁部は欠損 して
いる。

胴部外面は縦位のヘラ磨キ,

内面は横位のナデとヘラ磨キが
施されている。輪積痕が認めら
れる。

砂粒
にぶい赤褐色

良好

60% 1イ固体
P391
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第255図  第34号住居跡出土土器実測図

14

・ 拓影 図 (2)

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第255図

10

装飾器台
五 領

A168
B(101)

器受部は脚吉卜か らX)る やか |こ

立ち上が り,装飾用の突帯 を有
し,再 び外反 しながら口縁部に
至る。脚部に 3孔 を有 し, 3孔
より下は欠損 している。

器内・外面はヘラ磨キが施さ
れている。

砂粒・長石

にぶい橙色

良好

70% 2片
P394

不
領

一筒
五

B (7 4) 脚部は「入」の字状に大 きく
開き,裾部に至 る。不部は欠損
している。

脚部外面はヘラ磨キ,内面は
ケヽロ,ナデが施されている。

砂粒
にぶい赤褐色

普通

20% 2片
P403

絡
領

笏
五

A(188)
B(56)

器受部は外反しており,飾 り
窓を有する。器受部中位以下は
欠損している。

器内・外面ともヘラ磨キが施
されている。

砂粒
にぶい黄橙色

普通

10% 2片
P405

その他,本跡から次のような弥生式上器片が出土 している。第255図 13・ 14は 口縁部片で,複

合口縁 を呈 し,13は棒状浮文が 5本貼付 され,14は 1本認められ,網 目状撚糸文が施 されている。

第37号住居跡 (第 256図 )

本跡は,当遺跡の中央C3f5区 を中心にして確認され,古墳時代の第36号住居跡の 5m北西側に

存在 している。

平面形は隅丸方形を呈 し,長軸方向はN-41° 一Wを指 し,規模は長軸4.6m・ 短軸45mである。

壁は南壁上層を除いてロームで硬 く,ややゆるやかに外傾 しながら立ち上が り,壁高は40cmであ

る。床面はほぼ平坦で,やや軟弱なロームである。

炉跡はやや東側に位置するが,少 し床面 を掘 り過ぎてしまったために,炉床のみ を確認 しただ

けで,炉跡全体は確認できなかった。炉床の規模は,長径40cm・ 短径35cmで 円形を呈 している。

ピットは 4か 所検出され,位置や規模からPl～ P4が主柱穴 と考えられ,各 ヨーナー付近に位置し,
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規模は長径25～ 30cm・ 短径23～ 25Cm・ 深さ23～ 25cmである。貯蔵穴は検出できなかった。

覆土は 3層から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子を微量含む黒褐色土,中層はローム粒子少

量・焼土粒子を微量含む黒褐色土,下層はローム粒子・焼土粒子を微量含む暗褐色上がレンズ状

に堆積している。

遺物は,北東壁付近の覆上下層から,壷の口縁部 (第257図 1)が正位の状態で出上し, また,

ほぼ中央部の覆上下層から甕の胴部 (第 257図 3),南 コーナー部の床面直上か ら小形の鉢 (第

257図 4)が出土している。また,西 コーナー部の覆土上層から土製勾玉 (第 264図 1)が出土 し

ている。なお覆土上層から下層にわた つて,土師器片93片等が出上している。

A 21.8m

Ｅ

∞
，
馬

　

′ヽ
―

判

Ｅ

∞
．
晨

　
〔
―

「

D 21.3m D'

―

― ― √

0             2m

第25G図  第37号住居跡実測図
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0              10Cm

第257図  第37号住居麒出土土器実測図

出土土器

第37号住居跡出土土器観察表

第39号住居跡 (第 258図 )

本跡は,当遺跡の西側 C2i7区 を中心に確認され,北西側約半分は調査エ リヤ外で調査ができな

かった。

本跡の南側に位置する縄文時代の第66号住居跡の北側 と,東コーナー部付近に位置する第30号

土坑を掘 り込んでいる。

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第257図

1
五  領

13 7

(6.3)

Ａ

Ｂ

口縁部は外傾 している。 口縁言卜内面は横位のハケロを
施し,外面は縦位のハケロを横
位のナデで部分的に磨消してい

る。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

20% 2片
P419

2

甕
五 領

A(213)
B(120)

胴部は内彎しながら中位に至
り,中位から直立する。日縁部
はやや外傾している。

口縁部・胴部内・外面は横位
のナデが施されている。

砂粒・長石

によい橙色

普通

10% 4片
P424

3

甕
五 領

B(129) 胴部はほぼ球形を呈し,中位
に最大径を有する。

胴部外面は横位や斜位のナ尤
内面は横位のナデが施されてい

る。

砂粒・スコリア

浅黄橙色
良好

70% 4片
P423

4
小形鉢
五 領

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底を呈し,体部はや
や外傾しながら開いて日唇端部
に至る。

日縁部内・外面は横位のナ月
体部外面は斜位のハケロ,内面
はナデが施されている。

砂粒・長石

橙色

良好

100%11固 体
P418
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第258図  第39号住居跡実測図

平面形は,隅丸方形か隅丸長方形を呈するものと考えられる。南束壁はN-44° 一Eで,南東壁

の長さは 4mである。南西壁はほぼ垂直に,北東壁は外傾 しながら立ち上が り,壁高は20～ 30cm

である。床面は平坦で硬 く,西恨!の一部は少 し高い。

炉跡 と貯蔵穴は検出されなかった。ピットは 2か所検出され,位置や規模からPl・ P2は主柱穴

と考えられる。Plは 第30号土坑の北西側に半分重複 して位置し,P2は Plか ら2.5m南 西側 に位置

してお り,規模は長径50～ 55Cm・ 短径45～ 55cm・ 深さ40～ 70cmである。

覆土はほぼ 2～ 3層か ら成 り,上層はローム粒子を中量・ローム小ブロックを少量含む暗褐色

土,下層はローム粒子を中量含む褐色土が堆積 しているが,A― A′ のセクションを見 る限 りやや

人為堆積の様相 を呈 している。

遺物は,東 コーナー部の覆土上層か ら正位で小形壷 (第 259図 1)が, エ リヤ境界付近の覆土

上層か ら高不 (第 259図 3)が横位 で出土 している。そのほか,東 コーナー部の覆土上層か ら,

器台 (第 259図 2)が横位で出上 し,覆土中から土師器片 7片 , ミニチュア上器 (第 264図 2),土

器片錘 2点,縄文土器片少量が出土 している。
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図版番号 器  種 法量 (cm) 品 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第259図

1

小形壷

五 領

(70)
38

Ｂ

Ｃ

底部は平底で,胴部は横長の

球形を呈し,下位に最大径を有
する。日縁部は欠損している。

胴部外面はていねいな横位の

ナデ,内面は横位のナデが施 さ

れている。

砂粒・長石

黒褐色

良好

85%1個体
P425

2

台

領

器

五

Ａ

Ｂ

Ｅ

脚部は「ハJの字状に大きく

開き,裾部に至る。中位に 3孔
を有する。器受部は皿状を呈し
ている。器受部中央に孔を有す
る。

器受部内・外面,脚部外面は

ていねいなヘ ラ磨 キ,脚部内面

は斜舷のハケロが施 されている。

砂粒
によい褐色

良好

95%1個体
P426

3

不
領

一喬
五

A124
B(56)

17N部 は17N底 部から外傾しなが
ら口縁部に至る。J7h底 部外面に

稜を有する。脚部は欠損してい

る。

17N部 内・外面は摩減し,ナデ
は不明瞭である。

砂粒・長石
石英
橙色

普通

40% 1片
P427

出土土器

第39号住居跡出土土器観察表

0              10Cm

第259図 第39号住居跡出土土器実測図

第77号住居跡 (第 260図 )

本跡は,当遺跡の南西側 D2b9を 中心に確認され,第 27号住居跡の12m北西側に存在 している。

本跡は西・北・東の各コーナー部に位置する縄文時代の第115,165。 206号土坑を掘 り込んでいる。

平面形は隅丸方形を呈 し,長軸方向はN-37° 一Wを指 し,長軸 5m・ 短軸4.7mで ある。壁は,

西・北 。東の各コーナー部 とその周辺の壁を除いてロームで硬 く,外傾 しながら立ち上が り,壁

高は18～ 30cmである。床面はロームや土坑の覆土 を掘 り込み,平坦で全体的に硬 く締まっている。

炉跡は南西側に 1基検出され,長径55cm・ 短径48cmの楕円形 を呈 し,床面 を 5 cmほ ど掘 り込ん

だ地床炉であり,炉内に焼土粒子・焼土小ブロックを微量含む暗褐色上が充満し,炉床は硬 く焼

けている。また,南東側にも2基検出され, 1基はPlの南西側に位置 し,長径45cm・ 短径40cm,

他の 1基 はPlか ら lm南西側に位置 し,長径50cm。 短径45Cmの 円形を呈 し,炉内は,それぞれ焼

土粒子多量 。ローム粒子少量・炭化粒子 を微量含む暗褐色土等が充満 し,炉床は硬 く焼けている。

ピットは 4か所検出され,位置や規模からP2・ P3が主柱穴 と考えられ,コ ーナーぎわに位置 し,

規模は長径48～ 55cm。 短径38～ 50cm・ 深さ45～ 70cmである。 4か所以外にも北コーナー・西コー

ナーにピットが存在することが想定されるが土坑 と重複 し,確認できなかった。PIは深さ18cmと
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第280図  第77号住居跡実測図

浅 く,P2の支柱穴 と考えられる。P4は P3と 南東側 を若干重複 しているが,遺物が出ていることか

ら貯蔵穴 と考えられ,長径60cm・ 短径55cmの 楕円形を呈 し,深 さは20cmでぁる。壁はややゆるや

かに外傾 しながら立ち上 り,底面は平坦である。

覆土は,一部攪乱を受けているものと考えられるが,A一 A'の セ クションを見ると,ほぼ 2層

か ら成 り,上層はローム粒子中量・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む黒褐色土,下層はローム粒子・

ローム大ブロック少量・炭化物を微量含む黒褐色上がほぼ自然堆積 している。

遺物は,貯蔵穴の覆土中層から,高 17h(第 261図 1)がつぶれた状態で出土し,そ のほか,覆土

中か ら小形壺 と高不及び台付甕の上器片等が 11片 出上 している。

出土土器

第 77号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第261図

1

不
領

高
五

B(82)
E(142)

脚部は「ハ」の字状に大きく
開き,裾部に至る。中位に 6孔
を有するものと考えられる。器
受部は欠損している。

脚部外面は維位のヘラ磨キ,

内面は横位 と縦位のハケロが施
されている。

砂粒
赤黒色

普通

30% 2片
P432

2

甕
領

付台
五

B 台部は「ハ」の字状を呈する。 胴部外面は縦位のハケロが施
されている。 色

粒
褐
通

砂
灰
普

10% 1片
P433
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第261図 第77号住居跡出土土器実測図

2周 溝 (第 262図 )

本跡は南東側の調査エ リヤ境界付近のD2区に確認され,エ リヤ外に主体部 を有する方形周溝墓

か方墳の一部 と思われる。本跡は縄文時代の第73・ 74・ 75号住居跡 と第182・ 198・ 274・ 275号土

坑を掘 り込んでいる。

周溝は,調査 した部分から判断すると隅丸方形を呈するものと推定される。方台部のローム面

は平坦である。現在,エ リヤ外の畑の中に直径 4mの方形状の軟 らかい盛土が残存 し,小祠がJTE

られている。畑 との比高は08mでぁる。調査 した周溝は18mで,上幅 3～ 3.5m・ 下幅1.2m。 深

さ約0.6～ lm全 方形状に巡っている。北西側のセクションA一 A′ の壁面は内側が急な角度で,

外側が幾分ゆるやかに,同 B― B′の壁面は内側がほぼ垂直に,外側が比較的急な角度で,同 C― C′

の壁面は方台部側がゆるやかに,外側はほぼ垂直にそれぞれ立ち上が り,壁面もそれぞれ硬い。底面は

同B― B′付近の平坦な底面を除いて,やや丸味をおびた底面や周溝の外側に傾斜している底面である。

覆土は 5～ 6層 か ら成 り,上層はローム粒子を少量含む黒褐色土,下層はローム中ブロックを

微量含む暗褐色土が自然堆積 している。

遺物は南西側の覆上下層から高lThの 脚部 (第 263図 2)と 甕の口縁部の一部 (第 263図 1)土師

器片約100片や縄文式上器片約1000片 ,土器片錘 1点が覆土中か ら出上 している。

なお,周溝内の覆土下層から出上 した高下の脚部 と甕の口縁部は,古墳時代前期に比定される

土器である。また,古墳時代中期の鬼高期の住居跡が確認されず,覆土中か ら鬼高式の上器片が

出土 していないことから,こ の周溝は方形周溝墓に伴 うものと考えるのが妥当か と思われる。

出土土器

周溝出土土器観察表

図版番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備

第 263図 甕

五  領

A(172)
B(52)

月同音Бか ら 口縁 部 に か け て の破

片 で ,口 縁 部 は 外 傾 して い る。

口縁 部 内 面 は 横 位 に ハ ケ ロ を

施 し,外 面 は ハ ケ ロ を横 位 の ナ

デ で 消 して い る 。 胴 部 内・ 外 面

は 横 位 の アヽ ケ ロが 施 され て い る^

砂 粒 ・ 長 石 ・

雲 母

に よ いを 色

良 好

10%  2片
P436

不

領

高

五

B(67)
E 12 2

脚 部 は 「 ハ 」 の 字 状 に や や 外

反 して い る 。 中 位 に 3孔 を有 し
17NttБ

`よ

欠 損 して ヤヽ る。

脚 部 外 面 は 縦 位 の て い ね い な
ヘ ラ磨 キ ,内 面 は 横 位 の ナ デ が

施 さ れ て い る 。

砂 粒 ・ 長 石 ・

ス コ リア

に よ い橙 色

良 好

40舅ち  ■ナキ

P435
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A'

A 22.4m

B 22.4m C 22.4m

0             5m

第262図 周溝実測図

0              10cm

第263図 周溝出土土器実測図

土 製 品

(1)勾  玉 (第 264図 )

1は 勾玉で,膨みを持った弧状 を呈 し,一方に孔を有 している。やや雑な作 りで,孔の所が破

損 している。長さ3.8Cm,幅 2.5cm,厚 さ1.3cm,重量8.6gである。胎土は砂粒 を含み,色調は橙

色である。第37号住居跡からの出上である。
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(2)ミ ニチュア土器 (第 264図 )

2は 平底を呈 し,日縁部はわずかに立ち上がっている。雑な作 りである。胎土は砂粒 を含み,

色調は灰褐色である。第37号住居跡か らの出上である。 3は舟形を呈 し,底部は九味を帯び,内

面は指が横に入る位の大 きさである。胎土は砂粒 を含み,色調は橙色である。第39号住居跡から

の出土である。

(3)球状土錘 (第 264図 )

球状土錘は 4個出土 しているが,完形品は 2個 で,半分欠損 しているものが 2個である。 5は

大形で,長 さ3 7cm。 幅3.6cm。 重 さ40,4gで,ほぼ中央に0 8cmの 貫通孔 を有 している。胎土は

砂粒 を含み,色調はにぶい橙色である。第 6号住居跡からの出土である。 6は 小形 で,長 さ2.5

Cm。 幅2.3cm。 重さ11.2gで ,い びつな形状 を呈 し,0.3cmの 貫通孔が偏っている。胎土は砂粒 を

含み,色調はにぶい橙色である。第10号住居跡か らの出上である。

(4)管状土錘 (第 264図 )

管状土錘は 1個 出土 している。9は完形品で,ていねいな作りてヽ 長さ。幅3 7cm・ 厚さ3.lcm・ 重

さ50.5gで ,中央に0.8cmの 貫通孔 を有 している。胎土は砂粒 を含み,色調は橙色である。第34

号住居跡からの出土である。

勘O CI◎ O02 ~⑧
 ⑧ D3

）
◎

阻

①
鰻

め
鰻

鬱

③
◎
◎

翔

○

＠

0              10Cm

土製品実測図(7)

第 8表 土製品一覧表

図版番号 名 称 出土地点 備  考 図版番号 名  称 出土 地 点 備  考尾高 幅 諸良 誘 さ
〔

長
に 尾言

1

2

3

4

5

勾  王

ミニチュア土器

ミニチュア土器

つ ま み

球状土錘

S137

S1 37

S139

S110

S1 6

38

3 3

31

19

37

25

2 9

24

1 8

3 6

13

09

17

17

3 8

86

6 9

8 1

51

40 4

D P314

DP316

D P317

D P319

D P327

6

7

8

9

球状土錘

球状土錘

球状土錘

管状土錘

S110

S110

S129

S134

25

3 1

3 2

3 7

23

27

3 3

37

2 1

1 9

18

3 1

11 2

95

13 3

50 5

D P328

DP329
半分欠損

D P332

半分欠損

D P320
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第 9表 住居跡一覧表

古墳時代 (五領 )

住居跡
番 号

位  置 平面形態
規  模 (m)

長 径 方 向 炉 柱 穴 覆 土 出 土 遺 物 備 考
長径 ×短径 壁  高

第 4号 B4f 隅丸長方形 65× 57 0 4～ 0 45 N-68L― E 耳ヒ 狽J 4 N
甕,台付甕,土師器271片 ,土
製円板 1点 ,看器 1点

第 5号 B4d3 隅丸方形 69× 67 0 4-0 5 N-47生 E 側
所

北
２

4 N
壺 ,長頸 壺 ,甕,高 17N,台 付 甕 ,

上 師器 122片 ,赤 彩 土 器 8片 ,

縄 文 土 器 片 少 量 ,石 器 2点
火 災

第 6号 B4i4 隅九方形 57× 55 0 4^-0 45 N-71と E 北東イ員J 4 N 土師器 147片 ,上製品 1点

第 8号 B3,O
I島丸長方形
ないし

方  形
0 5～ 0 7 不  明

北西側

2か所
2 N

甕 ,坑,壷,長頸 壷 ,台付 甕 ,

上 師器 363片 ,縄 文 土 器 片 少
畳  十器 片綽 1点

第 9号 B3gO
形

し
形

い
方

方
な

長
36 )25^ヤ 0 3 不  明 A 土師 器 35片 ,赤彩壷胴部 1

片,縄文土器片少量

第10号 B3f8 隅丸長方形 44× 40 0 35^-0 4 N-52生 E
ヨヒ 根」

2か所
3

甕,高率,装飾器台,壺,土
師器 165片 ,赤彩壼胴部 2片 ,

第■号 B4,3 隅丸方形 32× 315 0 2～ 0 4 N-65生 E
司ヒ 狽J

2か所
4 N 土 師器 17片

第18号 B4h2 隅丸方形 40× 37 02--03 N-68生 E
北東側

2か所
3 N 土師器 86片 ,赤彩土器 片 6

片,縄文土器片少量

第19号 C3fO 隅丸方形 48× 47 04 N-35生 W Jヒ  lF」 5 N
甕,台 付甕,土 師器 171片 ,

上器片錘 4点,石器 2点
火 災

第20号 D2il 隅丸方形 57× 52 02 N-51生 E
北 コー

ナー
4

甕,壷,上 師器 110片 ,赤彩

弥生土器 2片

第21号 C3e8 隅九長方形 N-47生 w 西  側 4 坑,土師器 5片

第24号 E lbO 方 形 42× 38 02 N-38生 w 耳ヒ西狽」 4 台付甕脚部,土師器 8片

第27号 D3fl 隅九方形 75× 72 〕55～ 06 N-42と E 南西側 4 N
高j7N,甕 ,土師器62片 ,弥生
式上器 16片 ,縄文上器 片 夕
量,上器片錘 3点,石器 8点

火 災

第29号 C3gl 隅丸長方形 78× 66 )5-0 65 N-42生 E Jヒ 東狽」 4 NA
壷 ,甕 ,台 付 甕 ,甑 ,高 不 ,

器 台,上 師 器 201片 ,土 製 品

1点,土 器 片 錘 17点

第31号 C3c5 隅丸方形 65× 60 0 3～ 0 4 N-45と E 西  狽」 2 N
土師器 2片 ,縄文土器片少

量,石器 3点,有孔円板 1点
火 災

第32号 C3cs 隅丸方形 64× 58 03 N-49= E
西 コー
ナー
2か所

1 N
壺,台付甕,器台,娩,上師

器42片 ,上器片錘 2点

第33号 C3cs 隅丸方形 D 35-0 4 N-51生 w 2 N

第34号 D3a7 隅丸方形 0 45 N-52生 E ヨヒ西狽Ⅲ 1 N
壺,甕 ,台 付甕,高 17h,装 飾
器台,土 師器216片 ,上 製 品
1点 .土器片錘 5点.石器 2点

第37号 C3f5 隅丸方形 46× 45 04 N-41生 w 東  側 4 N
壷,甕,鉢,土師器93片 ,縄文
土器片中量,土製品2点 ,円板
1′ ,ヽ上器片錘 4′点,石器 1′点

第39号 C2,7
隔丸方形

lR九長方形
02～ 03 N-44=E 2 A

壷,器 台,高 17N,土 師器 7片 j

縄文土器片少量,土製品 1点
,

土器片錘 2点

第77号 D2b9 隅丸方形 50×47 18～ 0 3 N-37生 w
南 西 側
1か 所
南 東 側
2か 所

2 N 高不,上師器■片
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第 5節

墓

その他の遺構 と遺物

壌

第 5号土坑 (土壌墓)(第 141図 )

本跡は,E2al区 を中心に確認され,当遺跡の南西側に位置 し,縄文時代中期の第70号住居跡の

南東側 を掘 り込んでいる。当初,直径 4m程度の住居跡 と思われたが,平面形は不整円形で,規

模は長径 4m・ 短径3.8m・ 深さ lmでぁる。東壁はゆるやかに立ち上が り,底面はほぼ平坦で,

硬いロームである。

覆土は,ほぼ 5層から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を微量含む暗褐色土,下

層はローム粒子 を微量含む黒褐色土,焼土粒子・炭化粒子・炭化材 を少量含む暗褐色土が堆積 し

ている。以上のことから,住居跡 とは判断 し難 く性格不明の上坑 とも考えられる。しか し,出土

遺物か らみると墓渡 と考えられ,一応墓装 として取 り扱った。墓墳 とすると,規模から考えると

複数の墓装が存在 したものと思われるが,覆上を掘 り込んでしまい, 1基 ごとには確認できなか

った。底面直上に焼土,炭化材等があることか ら火を燃や したことが考えられ,疫病者が火葬に

されたことも考えられる。

遺物は,陶磁器 (第 266図 1),古銭 (寛永通宝 )(第 265図 4・ 5),鉄片 (第 265図 1・ 2)が覆

土中～下層か ら出土 し,そ の他に縄文時代早期か ら中期の上器片845片 が混入 している。

なお,同様な遺構 として第 6号土坑 (土墳墓 )が本跡の lm東側に存在 している。

篭ζζ急息〉-lξζg:'4(患ζgs)一に5鱒 6

◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍＣ

第265図 鉄製品実測図・古銭拓影図

第227号土坑 (上壌墓)(第 164図 )

本跡は当遺跡の南西側 D2f6区 に確認され,縄文時代中期の第194号 土坑の北西側 を掘 り込んで

|

こ

|

!L
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いる土装墓である。平面形は円形を呈 し,規模は直径 1 lm。 深さ0.3mである。壁は外傾 しなが

ら立ち上が り,底面は平坦で硬いロームで,一部硬 く焼けている。覆土はローム粒子・焼土粒子

を微量含む暗褐色土が堆積 している。

人骨が北向きの斜位の状態で出土 し,脊柱や骨盤付近にキセルの吸い口や古銭 (寛永通宝 )(第

265図 6・ 7他)4枚 と木棺の一部が出上 している。

2薄

第 1号溝 (第 267図 )

本跡は,当遺跡の北東側 A4・ A5区に確認され,約 1.5m南 側 に存在す る第 2号溝 とほぼ並

行 している。本跡は調査エ リヤの北東端 を東西に走 り,縄文時代中期の第15号住居跡の北側 を掘

り込み,更に,エ リヤ外の畑へ と続いている。

調査 した溝の長さは7.2mで,主軸方向はN-90° 一Eである。溝は上

幅16～ 18m。 下幅0.4～ 0.8m・ 深さ0.3～ 0.5mの規模 を有 している。

壁はロームで硬 く,断面形は皿状を呈 し,底面は平坦で硬いロームであ

る。西側の底面レベルは21.4m,東狽1の底面 レベルは21.3mで ある。

覆土はほぼ 4層 から成 り,上層はローム粒子を微量含む黒褐色土,下

層はローム粒子 を少量含む暗褐色土が自然堆積 している。

遺物は縄文土器片が少量出上しているが,本跡には伴わない。 O           SCm

-第266図 陶磁器実測図

A 22.Om
S115

0              2m

第267図  第 1号溝実測図

第 2号溝 (第 268図 )

本跡は,第 1号溝の約1.5m南 側 に位置し,第 1号溝 とほぼ並行 している。調査工 リヤの北東

端 を東西に走 り,縄文時代中期の第14号住居跡の北側 と第15号住居跡のほぼ中央部 を掘 り込み,

嘉
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更に,エ リヤ外の畑へ と続いている。

調査 した溝の長さは約1l mで ,主軸方向はN-87° 一Eである。溝は上幅0.55～ 0.65m・ 下幅04

～0.5m・ 深さo.15～ 0.2mの規模 を有 している。壁はロームで硬 く,断面形はほぼ皿状を呈 し,

底面はほぼ平坦で硬いロームである。西側の底面 レベルは21.6m,東側の底面 レベルは21.7mで

ある。覆土は 2層か ら成 り,ロ ーム粒子中量・焼土粒子 を微量含む褐色上が堆積 している。

止2生ofl生

―第268図  第 2号溝実測図

0              2m

第 3号溝 (第 269図 )

本跡は,当遺跡の南西側 D2・ D3・ E2区 に確認され,古墳時代前期の第27号住居跡,縄文

時代の上坑 7基,方形周溝墓 と思われる周溝部をそれぞれ掘 り込んでいる。

調査 した溝の長さは41.5mで あるが,溝はさらにエ リヤ外へ と続いている。南東側のE2a8区か

らD2,7区 までの長さは 8mを測 り,主軸方向はN-29° 一Wを指 し,D2,7区 か ら第201号土坑まで

の長 さは25mで ,主軸方向はN-30° 一Eである。第201号土坑付近か ら82° の急角度で屈曲 し,南

東方向に直線的に85mの びている。主軸方向はN-52° 一Wを指 している。溝は上幅0.5～ lm・

下幅0.2～ 0.6m・ 深さo.15～ 0,35mの規模 を有 している。壁はロームで硬 く,ゆ るやかに立ち上

が り,断面形はやや丸味をおびた皿状 を呈 している。A― A′ の底面 レベルは21.5m,D― D′ の底

面レベルは21.2mで ある。

覆土は 2層か ら成 り,上層はローム粒子を微量含む暗褐色土,下層はローム粒子 を微量含む褐

色上が堆積 している。

遺物は,縄文土器片が覆土中から少量出土 しているが,本跡に伴 う遺物は認められない。

第 4号溝 (第 270図 )

本跡は,当遺跡の中央部 C4区に確認され,当遺跡 を横切 る町道 と南東側調査エ リヤ境界に挟

まれた長さ約 5mの溝である。
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与1/てSK 239

A 21.3m 望生

す

B218m  B'

．ぃ
３２

D 21.3m
0                 2

o             5m

第269図 第 3号溝実測図

主軸方向はN-49° 一Wを指 し,カ ギ状に lm曲がり町道下に至る。規模は上幅1.6～ 2m・ 下

幅0.2～ 0.6m・ 深さ0.3～ 0,6mである。壁はゆるやかに立ち上が り,底面は狭 くやや丸味をお帆

断面形はロー ト状を呈している。南東側のエリヤ境界付近の底面レベルは21.8mで,町道ぎわの

底面レベルは21.4mで ある。

覆土は 6層から成 り,上層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含み,下層はローム粒子

を多量含む黒褐色上が自然堆積している。

遺物は,縄文土器片や上師器片が少量出土しているが,本跡に伴 う遺物かどうか判断できなか

った。

A 22.2m

0              2m
ト

ー
第270図 第 4号溝実測図
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第 5章 自 然 遺 物

第 1節 貝 類

貝類は,住居跡 7軒 と土坑 9基か ら出土 している。貝層はヤマ トシジミが主体である。他に少

量のハイガイ・サルボウ・マガキ・アサ リ・ハマグリ・シオフキ・オキシジ ミ・カワアイ等が出

土している。なお,獣骨や獣の歯牙等 も数 ミ́出土 している。これらの貝層の調査については, 3

つの方法をとった。第 1の方法は, 4m四 方の小調査区を50cm方 眼の小区画に区画 し,北側左端

から右へ 1, 2, 3… … 8,二段 目北側左端へ戻って,ま た,右へ 9。 10。 11… …16と いうよう

に分害」した。小調査区が複数にまたがる場合は,各小調査区ごとの小区画名で取 り上げ,分層は

10Cmと した。第 2は ,貝 層を堆積順序にしたがって分層し,分層ごとに取 り上げた。第 3は , 2

分割法で取 り上げた。収納後の取 り扱いについては各層ごとに水洗し,乾燥重量の計測,上器片

などの選別,フ ローテーション,拾い出し作業,貝 ・獣骨等の同定を実施 した。なお,水洗分離

においては,最初に 4 mmメ ッシュのよるいを使用 し,次に l mmの メッシュのよるいを使用 して微

小な遺物の収集につ とめた。同定等については,早稲田大学講師金子浩昌氏の指導 と助言をいた

だいた。更に,波部忠重 。小菅貞男共著箇鍵塞臭『貝』(保育社 昭和54年 )な どの記載を参考にした。

貝層には,純貝層,混土貝層,混貝土層を呈するものがみられたが,大半は混土貝層ないしは

混貝土層である。

貝種は,海産種,淡水産種,陸産種合わせて26種 になるが,そ の殆 どはヤマ トシジミである。

但 し,第 11号土坑の貝種の主体はマガキ・ハマグリである。

当遺跡から出土 した貝種は,以下に示す斧足綱12種,腹足綱13種,掘足綱 1種である。腹足綱

の内 3種は陸産種である。

斧足綱

ハイ)ゲ イ

サルボウ

ベンケイがイ

マガキ

マツカサガイ

ヤマ トシジミ

アサ リ

オキシジミ

ハマグリ

陸 tととα%θ砲彎τ%OSα (政NNめ

SCの
'物

拓θα S%うθ″ %α筋 〔翫scHKE)

Gルリ物多密 α′うθ″%ια力 rD5N輔

Cttssο sサ陀 gり鉢 rT汀しぃ唖減の

し物カチ妙ο%ι熔港rL〕,

Cο力οク乃′孵)ο %πα rPRLν)

肋 盗 仰鶴 冴αり 少カケ′抄 ゲ%協物 僻И熔 冴R2に,

Oι ″夕筋 Sゲηι夕蓉恋 (G分狂弘〃け

隆 紀サ滋 肱ο滋 ば螂 s



バカガイ

シオフキ

サビシラ トリ

腹足綱

ヒロクチカノヨガイ

オオタニシ

カワニナ

チ リメンカワニナ

カワアイ

イボウミニナ

ウミニナ

アカニシ

ムギガイ

アラムシロ

腹足綱一陸産種

ナ ミコギセルガイ

オカチ ョウジガイ

ヒグリマキマイマイ

掘足綱

ノ`ノガイ

ルηθ力9εカゲηι%sλ  rP口zF,リ

ル協ど筋α υιηι%力η%λ 偲2デフZブ

ル協εοタタ%じθ%力う%カカ rDslr47ES9

D9sttα υカカじια 【れ伽 リ

め αttF9″励″ %α チ妙 ο%ケ磁  p。 几盈 RTEFVs,

膨 η ぬク″鱒 ケ紹 うι%Sθηゲ rPFrrLrPPr9

Sb.力 9εル α r"独釣叫巽Lう輔

O万肋滋夢 滋 ″ ″ 滋盗ぬ r7ARTrrf9

肋″物滋 zθ%αtt rBR“し
“
策D

肋″賜,宅カヮ切嶋 o夕ηη9ぬ rL勒
R2物 解 肋ο夕%兜zS夕α夕筋  CttO朗

ν物グカ ι″力じ″ 俗οL〃

励 %力 矛S″防 rPο〃ぉ)

E妙ゑZ9燃α″夕 rBDTttGDけ

A`ιθρ9岱 拗 力 ι編 ∩ 醐 Ry冴 撤 4SE9

E%協″紹 T%奮焼 rDsrr4ンぃ,

4η″燃 ″ι力協グ rDめ唖翔

第13号住居跡覆土内貝層 (第 10表 )

本跡の調査は貝層を10Cmの分層で取 り上げた。第 1～ 3層で,ヤマ トシジミのみである。その

重量は188.4kgである。ヤマ トシジミのみの貝層は,調査した貝塚のなかでは本跡だけである。

第15号住居謝覆土内貝層 (第■表 )

本跡は第13号住居跡覆土内貝層と同じ方法で取 り上げた。第 1～ 6層で,ヤマ トシジミを主体

とした貝層である。ヤマ トシジミ以外では計測不能のハマグリ3点,チ リメンカワニナ 8点,及

びカワアイ 7点である。ヤマ トシジミの総重量は300kgで ある。

第45号住居跡覆土内貝層

本跡の調査は50cmの メッシュを組み,10Cmの分層で貝を取 り上げた。貝はヤマ トシジミが主体
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である。ヤマ トシジミを任意に l kgを 選別 した結果970′点で,大 きい貝は2.9g,中位の貝は lg,

小さい貝は0.5gであった。

本跡の 1層 はヤマ トシジミが圧倒的に多く11.9kg,最大は左向 きの もので,殻長 3,7cm・ 殻高

3.3cm・ 重さ3.7g,最少のものは右向きで,殻長 l cm・ 殻高 l cm。 重 さ01gで ある。その他に

カワアイが 5点 出上 し, 2点計測でき,殻高2.7～ 3.2cmで,総重量は3.8gで ある。ハマグリは

破砕され,重さ5,9gである。 1層 の重量は11.9kgである。

2層 はヤマ トシジミが47.3kgで あ り,非常に多量である。その中で,最大は左向きのもので,

殻長3.4cm・ 殻高3.lcm。 重 さ3.3g,最小は左向きのもので,殻長0 9cm。 殻高0,9Cm。 重さ02g

である。その他 ヒロクチカノコガイが 4点出上 し, 1点計測でき殻長1.lcm・ 殻高1,7cm。 重さ1.2

gである。カワアイは 2点出上 し, 1点計測でき,殻高2.2cm・ 重 さ2.lgである。ハマグ リは 1

点出上 し,殻長4,9cm・ 殻高4 1cm・ 重 さ88gである。マガキ とマツカサガイは破砕貝である。

2層 の重量は47.3kgである。

3層 はヤマ トシジミが25,7kgである。その中で,最大は左向きのもので,殻長3.2cm・ 殻高3.9

Cm。 重さ42g,最 小のものは右向きで殻長 1.3cm・ 殻高1 2cm。 重 さ0.2gである。その他にヒロ

クチカノコガイが23点 出上 し,重量25.7gで ある。そのうち 1点計測でき,殻長 1 2cm・ 殻高1,7

Cm。 重さ1.3gで ある。計測はできないが,チ リメンカワニナ 7点,マ ガキ 4点,カ ワアイ6点
,

ハ イガイ 2点 ,カ ワニナ 1点 ,微小 のムギガイ 2点 ,オ カチ ョウジガイ11点,キ セルガイ 1

点,ヒ グリマキマイマイ16点,及び破砕されたハマグリが出上している。 3層の重量は25,7kgで ある。

4層はヤマ トシジミが13.4kgである。最大の貝は殻長右向き3.8cm・ 殻高3.6cm・ 重 さ45g,最

小は左向きのもので,殻長 1 2cm・ 殻高 1.lcm。 重 さ01gである。その他にヒロクチカノコガイ

3点出土 し,重量2.6gである。その うち 1点 は計測でき,殻高 1.6cm・ 重 さ09gで ある。計測

で きないがマガキ 3点 , カワアィ・チ リメンカワニナ・ムギガイ各 1点 ,及び破砕 されたアサ

リとハイガイが出土 している。 4層の重量は13.5kgである。ヤマ トシジミの総重量は98.3kgであ

る。ヤマ トシジミ以外の貝の合計はわずかにO.lkgでぁる。

第55号住居跡覆土内貝層 (第 12表 )

本跡は貝を分層ごとに取 り上げた。第 1～ 30層 になり,ャマ トシジミが主体である。ヤマ トシ

ジミ以外では計測不能のカワアイ・ ヒロクチカノヨ・ナ ミコギセル・ヒダ リマキマイマイが微量

出上 している。これらは表にして掲載 した。

第11号土坑覆土内貝層 (第 13表 )

本跡はヤマ トシジミを主体 とした貝層で,10cmの分層で8層に分けて貝を取 り上げた。ヤマ ト
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シジミの総重量は,125.2kgと 膨大な数量である。その他,ハ イガイ・サルボウ 。マガキ・マツ

カサガイ・アサリ・ハマグリ・サビシラトリガイ・ヒロクチカノヨガイ 。オオタニシ 。チリメン

カワニナ・カワアイ・イボウミニナ・アカニシ 。ムギガイ・アラムシロ 。キセルガイ 。オカチョ

ウジガイ・ヒダリマキマイマイ・ツノガイが 1～ 7層 にごく少量438,7g出 土 している。最下層

の 8層からはヤマ トシジミ以外は検出されない。また,ヤマ トシジミ以外では 1～ 7層 にヒロク

チカノコガイとカワアイが分少数量にばらつきがあるが出土している。更に,2層から直径0.5cm,

長さ l cmの ツノガイ (第 271図 2)の小片と3層から火を受けているハマグリの貝刃 (第 271図 1)

の一部が出土 していることは注目される。

第30号 土坑覆土内貝層 (第 14表 )

本跡は貝層を分層発掘の方法で取 り上げた。

第 1～ 13層 で,ヤマ トシジミ主体の貝層である。

コガイ8点,カ ワアイ30点 である。ヤマ トシジミ

~懲

:  

配

岬

熙 炒

!

O          SCm

-第271図 第11号土坑出土貝実測図

ヤマ トシジミ以外では計測不能のヒロクチカノ

の総重量は5 0kgである。

第111号土坑覆土内貝層

本跡の中層からまとまって出上 した貝類は, 7種 を数え,そ の殆 どが一部ないし部分的に破砕

され,完存品は少ない。マガキは12点 (右向き 5・ 左向き7)で,計測できる完存品はない。重

量は破砕貝 を含めて143.4gで ある。ハマグリは20点 (右向き 7・ 左向き13)で ,内 3点が計測

できた。それぞれの計測値 は右向きで殻長3 3cm～ 4 cm・ 殻高2.7～ 3.4cm。 重 さ18～ 4.2g・ 左

向きで殻長3 1cm・ 殻高2 6cm。 重 さ2.lgである。重量は破砕貝99.7gを 含めて107.8gである。

ヤマ トシジミは18点 (右向き12・ 左向き6)で , 3点が計測できた。右向きで殻長2.2～ 2.3cm・

殻高22～ 2.3cm。 重さ1.2～ 1.5g,左向きで殻長2.6cm。 殻高2.5Cm。 重 さ 2gである。重量は破

砕貝30.9gを含めて35.6gで ある。ハイガイは14点 (右向き7・ 左向き7)で, 2点力捐十測でき,

いずれも右向きで殻長2.2～ 2.6cm・ 殻高1.8～ 2.lcm。 重さ1.2～ 1,6gである。重量は破砕貝29.9

gを 含めて32,7gで ある。アサ リは右向きのもの 1点 で,計測可能な完存品はない。破砕貝の重

さは5.5gである。オキシジ ミも右向きのもの 1点で,計測できる完存品はない。破砕貝の重さ

は54gである。シオフキは破砕貝のみで,重さは39gである。これ らの貝の総重量は約0.4kg

である。

遺構外出土貝 (第 271図 )

当遺跡では貝層以外に,B3島 区から長さ 4 cm・ 幅1 7cm・ 厚 さ0 3cmのベンケイガイの貝輪 (第

271図 3)の一部分が出上している。また,B4il区 か らベンケイガイの小貝片 2点が出土 している。な
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ぜ貝層以外のか所からベンケイガイが出上 したか不明である力ヽ B4,1区出上のベンケイガイはB4jl区

に縄文時代前期の住居跡が存在していることから,そ の住居跡に伴うものと考えられる① B3島 区

出土のベンケイガイの貝輪が出上した付近には貝塚は検出されず,住居跡・土坑等も存在せず単独

の出土として取 り扱った。

第 2節 獣 骨

獣骨及び歯牙が縄文時代中期の加曽利 E式の第15・ 45号住居跡 と第11号土坑の貝層中からそれ

ぞれ数点出上 してぃる。

偶蹄 目 4蒻 θ力効滋

イノシシ科   助蒻能

イノシシ   S庵 留拗

O匂ケ房pι

働陶熔 勿ねクο勿

PL38の 1。 2・ 3・ 4は 第45号住居跡第 3層 のヤマ トシジミを主 とした貝層中か ら出上 した獣

骨 と歯牙である。 1は イノシシの下顎骨片 と切歯で,かなりもろくなっている。 2・ 3・ 4は シ

カの上顎骨片右側 と上顎歯で,臼歯は月状歯になり,やや もろくなっている。また, 同所か らイ

ノシシの上顎切歯 と黒 くこげている上顎骨片,非常にもろくなっているシカの未前出の歯 も出土

している。第15号住居跡 と第11号土坑のヤマ トシジミの貝層中からシカかイノシシと思われる小

骨片 2点が出土 し,第 15号住居跡出上の骨は焼けている。

カジ

科

　

ン

カ

　

ホ

ンヽ
　
　
ニ
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第 6章 ま と

当遺跡において検出された遺構は,竪穴住居跡77軒 ,土坑302基 ,方 形周溝墓 1基,溝 4条で

ある。竪穴住居跡77軒の内訳は,縄文時代前期黒浜期に比定されるもの 8軒,同 中期阿玉台期 12

軒,同中期加曽利 E期 30軒,弥生時代後期 6軒,古墳時代前期五領期21軒である。なお,土坑302

基については,炉穴 6基,フ ラスコ状土坑 9基,埋甕 1基,墓墳 3基が含まれている。

遺物は,縄文時代早期の井草式・茅山式,同前期の黒浜式 。大木2b式・浮島式・諸磯式・興津

式 。同中期の阿玉台Ib～ Ⅲ式 。大木7a式 。大木7b式・勝坂式 。中峠式・加曽利 EI～ Ⅳ式・大木

8a式・曽利式の上器及び土器片が出土 し,弥生時代の遺物 としては中期女方式・後期前野町式等,

古墳時代では前期五領式の上器が出上 している。その他, これまでも触れてきたように,貝類 ,

獣骨,石器,石製品,土製品,及び陶磁器等が出土 している。

以上のことか ら,当遺跡は,断続的ではあるが縄文時代か ら近世に至るまで生活が営 まれた遺

跡で,複合遺跡の一つ といえよう。

なお,調査の概要 と各遺構・遺物等については前述 したので,こ こでは調査によって明 らか と

なった事実 と問題″ミについて若千述べることにする。

第 1節 遺 構

竪穴住居跡について

(1)縄文時代前期 (黒浜期 )

縄文時代前期黒浜期に比定される住居跡は,第 3・ 7・ 12・ 16。 41,49・ 54・ 76号住居跡の 8

軒である。これらの住居跡の分布状況を見ると,遺跡北東側に 3軒 (第 3・ 12・ 16号住居跡 ),

ほぼ中央部に 2軒 (第 7・ 49号住居跡),やや南西側に 3軒 (第 41・ 54・ 76号住居跡 )と なって

いる。

次に,規模別に見ると,不整円形を含む円形ないし楕円形 を呈する住居跡の中では第 3号住居

跡が長径6.8mと 当遺跡において最大規模を有し,次いで第54号住屋跡の6.Om,第 12号住居跡の52

m,以下,第 16・ 19,76号住居跡は長径3.8～ 4.6mと なっている。また, 1軒は推定 となるが 2

軒の隅丸長方形を呈する住居跡では,第41号住居跡が長軸7.Om,第 7号住居跡が6.Omと , それ

ぞれ規模に差異が認められる。したがって,当遺跡における該期住居跡の規模のあ り方について

イよ, 斉一性がないといえる。

長径及び長軸方向については,北東方向を指す第16号住居跡を除き,他は北西方向を指 してお
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り,こ れらはN-24° ～56° 一Wの範囲に分布 している。

平面形については,円形ないし不整円形が 5軒 と最も多く,楕円形を呈するものは第54号住居

跡のみである。また,前述のように第 7・ 41号住居跡の 2軒が隅丸長方形を呈している。黒浜期

における住居跡の平面プランのあり方については,宮本長二郎氏の論文の中で,「黒浜期の住居
(1)

跡の平面形は円形・不整形が少なく,方形が主流 となる」 と論 じているが,当遺跡においては ,

方形を基調 とした住居跡は,わ ずかに 2軒 である。

主柱穴については,各住居跡 とも位置や柱穴数が異な り,共通性に乏しい。ただ,隅九長方形

を呈する第41号住居跡を除き,他の住居跡においては柱穴の深さが浅いという点で共通性がわず

かに認め られる。

炉跡は,検出されなか った第49号住居跡を除き中央ないしやや北寄 りに位置しているが,当遺

跡における加 曽利 E期 のそれに比べ,炉覆上が少な く,焼上の量 も少ない。また,炉の周辺及び

その他のいずれの床面においても踏み固められた状態を示す遺構は認められなかった。

以上,当遺跡における該期住居跡の特徴を概述したが,近辺遺跡においてどのような状況とな

っているのかを表にまとめたのが第15表である。

第15表 近辺遺跡における黒浜期住居跡の形状・規模等一覧表

※
※

※

1 原 町 西 遺 跡 は 平 面 形 状 ・ 規 模 は 不 明 で あ る 。
2 柱 穴 の 規 則 性 の IFdは 柱 穴 が な い 住 居 跡 が あ る の で 軒 数 と数 字 が 一 致 し な い 。
3 鴻 ノ 巣 遺 跡 は 長 径 ・ 短 径 不 明 の 住 居 跡 ■軒 あ る 。 ま た ,境 松 遺 跡 は 長 径 ・ 短 径 の 推 定 値

も あ る 。

茨城県ないし周辺においては,第 15表 の通 り方形を基調 とする住居跡が41軒 であるのに対し,

円形を基調 とする住居跡は18軒 と少なく,方形を基調 とするものが多い。特に大生郷,新池台,

鴻ノ巣遺跡では,圧倒的に方形を基調とするものが多い。しかし,当遺跡については円形を基調

とするものが多い。規模については,長軸または長径の長さが 4～ 6mの範囲に属するものが多

検

出

軒

数

形

平 面 の 形 状

状 規

長軸または長径の長さ

模 炉

炉有無

柱 穴

規則性

（隅
丸
）
方
形

（隅
丸
）長
方
形

不
整
（長
）方
形

（不
整
）
円
形

（不
整
）楕
円
形

不

　

定

　

形

4

未

イ前

４

ｍ
以
上
５

ｍ
未
満

５

ｍ
以
上
６

ｍ
未
満

以

上

あ

り

な

し

あ

り

な

し

茨

　

城
　
　
県

水海道市 大生加『
り 11 3 6 2 1 1 4 3 5

豊 里 町 大 境 t31
1 l 1 1 1

石 岡 市 外 山ω 3 1 2 2 1 2 1 3

石 岡 市 新池台O 7 1 4 5 7 5 2

勝 田 市 遠 原lal 4 2 3 1 3 1 1 2

古 河 市 原町西
71

2 2 2

谷田部町 境 松 8 2 5 l 1 2 1 7 1 3 5

千
葉
県

粕   市 花前 I□ 2 l 2 l 2 1 3 2 2 5 3 3 5

粕   市 鴻ノ巣。) 5 2 2 2 1

計 7 1ユ 17
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く,当遺跡の住居規模 とほぼ一致 している。炉については,有するもの40軒,有 しないもの25軒

で,有する例が非常に多い。しか し,大生郷,新池台遺跡では全 く炉 をもつ住居跡が見られず ,

地域的な差が認め られると同時に該期においては同一遺跡内においても有するものと有 しないも

のが存在したようである。柱穴の位置からみた規則性については,そ の有無がそれぞれ約半数に

分かれるが,やや規則性のない場合が多い。しか し,比較的規則性のある住居跡は新池台や鴻ノ

巣遺跡に分 く, また方形状の住居跡に分い。

(2)縄文時代中期 (阿玉台期 )

縄文時代中期阿玉台期に比定される住居跡は,第 26・ 44・ 50～ 53・ 59～ 61・ 63・ 64,66号住居

跡の12軒 である。これらの住居跡の分布状況は,遺跡中央部 と中央からやや西側に11軒 (第 44・

50～ 53・ 59～ 61・ 63・ 64・ 66号住居跡),南西端に 1軒 (第 26号住居跡 )と なっている。

これらの住居跡の規模・形状・方向,及 び規模別等の状況は第16表のとお りである。

第16表 阿玉台期住居跡規模等一覧表

上表でも明らかのように,当遺跡における阿玉台期の住居跡においては,第66号住居跡の長径

5.5mが最大規模で, 4m未満が 7軒 と,比較的小型の住居跡が多いといえよう。また,形状に

ついても円形または楕円形が 9軒 と最も多く,方形状を呈する住居跡は少ない。長径(軸 )方向に

ついては,第 50。 66号住居跡を除き,東 または北東方向を指し,中でもN-15° ～42° 一Eに属する

ものが 5軒 と最 も多い。

さて,阿玉台期における竪穴住居跡の形態分類については,平面形と柱穴の配置という二つ
(101

の基本的要素に炉の有無と形態を加味して,鈴木美治氏が詳細な分類を試みられているので,そ れ

翠 形 規 模 (m) 長軸 (径 )方 向
形 規 模 (長軸 または長径 )

時  期

備  考

円 膨 また

は楕 円 形

隅丸万形また

は隔丸長方形
4m未 満

上
結

以
夫

ｍ

ｍ
5m以 上

炉 の

有無
柱 穴

第26号 格  円  形 3× 25 N-42° 一E ○ ○ 阿 玉 台 II 鉦
（

2

不 整 円形 な
い |ク 格 円形

最大径 36 ○ ○ 阿 王 台 H

円 形 38× 28 N-27° 一W ○ ○ 阿玉台 Ib～ Ⅱ 鉦
小

1

51 究零穆)
(48× 45) N-26° 一E ○ ○ 阿 玉 台 H 4

隅 丸 長 方 形 46× 37 N-15° 一E ○ ○ 阿 玉 台 H 5

隅 九 長 方 形 4 9× 4 N-90° 一E ○ ○ 阿 玉 台 H 雛
＾

3

円 形 ) 最大径  3 ○ ○ 阿 玉 台 H 1

(長 楕 円 形 ) (4× 28) N-37° 一E ○ ○ 阿 玉 台 コ 笠
ヽ

(長 情 円 形 ) 28× 24 N-33° 一E ○ ○ 阿玉台【b～ II 征
〔

3

円形 ない し
最大径 34 ○ 〇 阿玉台 Ib～ ■ 1

(ほ IF円 形 ) 最大径 32 ○ ○ 阿 玉 台 H 1

(楕 円 形 ) (55× 44) N-40° 一W ○ ○ 阿玉台 Ib～ ■ 征
〔

6

計 9車干 3軒 7軒 4軍子 1革干
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歩
」
　

○

もとに当遺跡における該期住居跡をあてはめてみたい。

A-1-a型 の住居跡

円形または楕円形を基調とし,床面のほぼ中央部に(深 い)柱穴をもつ炉のない住居跡全 第26・

61号住居跡の 2軒が該当する。第61号住居跡が阿玉台 Ib～ H式,第26号住居跡がH式に比定され

る遺物が出土し,鈴木氏の報告事例 と合致する。

OB-3-a型 の住居跡

隅丸を含めた方形及び長方形を基調とし,柱穴が規則的に配列されている炉のない住居跡で,

第51・ 52号住居跡の 2軒が該当する。いずれの住居跡からも阿玉台H式に比定される土器が出土

しており,報告事列の同H～ Ⅲ式の範囲に属し,合致する。

OA-4-a型 の住居跡

円形または楕円形を基調とし,柱穴が不規則な炉をもたない住居跡で,第 66号住居跡の 1軒が

該当する。本跡からは阿玉台H式に比定される土器が出上しており,報告事例と合致 している。

OB-4-a型 の住居跡

形状は,前述 したB-3-a型 と同じ基調を呈し,柱穴が不規則な炉をもたない住居跡で,第

53号住居跡が該当する。本跡からは,阿工台H式に比定される土器が出上している。なお,報告

事例では,類例がないため具体事例を記載していないが,その意味では,本跡の事例は貴重なも

のといえよう。

以上,こ こでは完存して分類できた 6軒の住居跡を鈴木氏の設定した住居跡形態の分類にあて

はめてみたが,前述の如 く各事例 とも合致 し,阿玉台期住居跡形態の変遷をうなづけさせるもの

があった。残 りの 6軒についても分類検討を試みたが,Vヽずれの住居跡も他遺構との重複が激し

く,原形をとどめていないため,こ こでは正確な位置づけを避けたが,あ えて平面形を推測して

分類をするならば,次のようになろう。

残 り6軒の住居跡は,いずれも円形を基調 とした住居跡と思われ,床面のほぼ中央部に(深 い)

柱穴をもつ炉のない住居跡ないし,住居跡の長軸線上に 2か所の柱穴をもつもの, または,柱穴

が長軸線上にほぼ一列に配列される形態を有する炉のない住居跡に該当するものと思われる。す

なわち,A-1-aか A-2-aか のいずれかと思われる。ただし,第 60号住居跡は柱穴が検出

されていないことから,こ の 2つの類型に属させるよりも,む しろ新しい類型と考える必要があ

るのかも知れない。いずれにせよ,完存の住居跡でないため,推測の域をでない。なお,こ れら

の住居跡の時期については,第 50,63号住居跡が阿玉台 Ib～ H式に比定され,第 44・ 59・ 60。

64号住居跡が阿玉台H式に比定される。

当遺跡で検出された該期住居跡12軒 についての形態や時期は前述のとおりであるが,再度ここ

-335-



で総括すれば,以下のとおりとなる。

阿玉台Ib～ H式に比定される住居跡は4軒 (第 50。 61・ 63・ 66号 住居跡)で,円形ないし楕

円形を呈し,大型の第66号住居跡を除き概 して小型である。阿玉台H式 に比定される住居跡は

残 り8軒で,円形を基調 とするもの 5軒,方形を基調 とするもの 3軒 となっている。

なお,参考までに近辺で阿玉台期の住居跡の検出された遺跡を列挙すれば,豊里町大境遺跡,

谷和原村大谷津A遺跡,桜村下広岡遺跡,牛久市赤塚遺跡,石岡市大作台遺跳,千葉県松戸市子
1ゆ

和清水遺跡等が ある。

(3)縄文時代中期 (加 曽利 E期 )

当遺跡で検出された該期住居跡は,第 1・ 2

～58・ 62・ 65・ 67～ 75号住居跡の30軒 である。

お りとなる。

。 13-15。 28,30,35。 38・ 42・ 43・ 45^-48。 55

これ らの住居跡 を時期別 に細分す ると第17表の と

第17表 加曽利 E期住居跡時期別,形状・規模等一覧表

この表で明らかのように,加 曽利 EH期 に比定 され る住居跡が圧倒的に多く,13軒 となって

お り,次 いでEH～ EⅢ ,及びE IIIの 7軒,EⅣ,EIの 順 となっている。

30軒の住居跡の分布状況を見ると, EI期 の第62号住居跡は中央か らやや西側に, EⅡ 期

は中央から南西側,南側,及び西側に円弧を描 くように分布 し,EH～ EⅢ 期の住居跡は中央

からやや西側に散在している。EⅢ期のものは中央付近の 4軒 と,北東側 3軒 に分かれ,EⅣ

期のものは北東側に位置 している。従って,大雑把であるが,集落の変遷は南西側から北東側

に,他時期の遺構 と重複しながら移っていったものと思われる。

次に,住居跡の規模については,同 じく第17表住居跡時期別,形状・規模等一覧表から,次のよ

時 期 軒数 倒号跡番号
状
模

形
規

方  位

炉 有 無
時 期 軒数 住居跡番号

状

模

形

規
位

無有

方

炉 時 刃 触 住居跡番号
状

模

形
規

位

無有

方

炉

1軒 第62号 (楕 円 形 )

(54× 45)
N-2生 W
地 床 炉

第71号 円  形 )

地 床  炉 第72号
(円 形 )

50 地 床  炉

カロ

不可

EЦ

13軒

第28号 (円  形 )

( 45 ) 土器埋設炉
第73号 円  形 )

地  床  炉

加

曽

利

酬

第 1号 円   形
72× 65

Ｗ

炉

０．３８

床
一Ｎ

地

第45号
形

８×

ヨ

５

N-55生 E
土器埋設炉

第74号 円   形 )

地  床  炉
第 2号 (円 形 )

5 3 地 床 炉

第46号
IJ   形
62× 58

Ｗ
炉

。

一２９

床
一Ｎ

地 第75号 円  形 )

地 床 炉
第15号

Il   形
55× 48

Ｗ
炉

。

一３４

床
一Ｎ

地

第55号 惰 円 形 )

64
Ｅ
炉

。

一６６

床
一Ｎ

地
|」H

利

EH

|

EⅢ

7車干

第42号 ]  形
45× 40

Ｅ

炉

。一５５

床
一Ｎ

地 第30号
弓   形
49× 46

Ｅ

炉

０．３７

床
一Ｎ

地

第56号 円  形 )

55 地  床  4・ I
第47号 隋 円 形

58 (不  明 )

第35号
円  形 )

48 (不 明 )

第57号
形

５×

羽

７

N-4生 E
土器埋設炉

第48号
(不  明 )

第38号
円  形 )

68× 63) 地 床 炉

第58号 (不  明 )

40 (不  明 )

第65号 円   形
38× 36

Ｅ
炉

。一２
床

一Ｎ

地 第43号
]  形
77× 70

N-30生 E
地 床  炉

第68号 (円   形 )

66 土器埋設炉
第67号 (楕 )(円 )形

46 不  明 )

2軒
第13号

形

７×

刊

５

Ｗ

炉

。一８６

床
一Ｎ

地

第69号
形

０×

円

７

N-21生 E
土器埋設炉

第70号 (円 形 )

也 床 炉
第14号

楕  円 形
56× 48

N-10生 w
lL 床  炉
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うな特徴を見い出すことができよう。すなわち,当遺跡においては,加曽利EI期 はほぼ中型住

居跡に類 し,EH期 は中型～大型,EH～ EⅢ期はやや小型に類する。 EⅢ期は小型なものから

大型 とバラエティに富み, EⅣ 期は中型に類することが言えよう。

長径方向については,北西を指す もの 4軒,北東を指す もの 6軒,ほ ぼ北を指す もの 3軒 ,ほ

ぼ西を指す もの 1軒,不明16軒 となってお り,時期細分別に見ても一様の方向性は認められず ,

かな り多方向にバラついていると判断できる。

平面形については,形状推定 したものも含め円形が分く25軒 である。楕円形を呈する住居跡は

5軒で,全体の 2割弱である。

炉跡については,阿玉台期の住居跡 と異なり,炉 を持つ住居跡が圧倒的に多い。なお,第 17表

中の炉有無の欄で不明 とした住居跡が 5軒あるが,住居跡の一部が調査範囲外であったり,攪乱

を受けて削平 されていた りしたもので,本来炉跡が存在 したもの も夕数あるものと予測される。

炉の形態は,地床炉 と土器埋設炉の 2者に分けられ,前者は20軒 で各時期に亘って検出されてい

る。後者は 5軒で, しか も加 曽利 EH期 にのみ検 出されている。この中で,特に第69号住居跡

は,小形深鉢形土器が 2個直立した形で並んで埋設されてお り,当遺跡においては注目される遺

構 といえる。また,当遺跡で検出された縄文時代前期黒浜式に比定される住居跡の炉 と比べ,該

期住居跡の炉の掘 り込みが概 して深 く,特に,第 1・ 13・ 43号住居跡のものは顕著である。その

ほか,第 13～ 15・ 45・ 55。 62号住居跡において,住居跡廃絶後にヤマ トシジミを主体 として投棄

された貝層が,炉跡 を中心にして形成されているのも特徴的な一つであり,ま た,炉 を中心 とし

て貝層が形成されるのはなぜなのか,問題点の一つ としてここに記 しておきたい。

(4)弥生時代後期

弥生時代後期最終末に比定される住居跡は第17・ 22・ 23,25。 36・ 40号住居跡 6軒である。こ

れらの住居跡分布状況をみると,遺跡のやや北側に 1軒 (第 17号住居跡),ほぼ中央に 2軒 (第

23。 36号住居跡),西側に 1軒 (第40号住居跡),南西端に 2軒 (第 22・ 25号住居跡)である。

次に規模別に見ると,第22号住居跡が長径5.5mと 当遺跡において最大規模 を有 し,次いで第

23号住居跡の長径48m,第 17号住居跡の長径42mと 続いている。なお,長軸のみ計測の住居跡

第25。 36,40号 は除いてある。

長軸方向については,上記の 3軒 を除 くと,北西 を指すのは第22号住居跡であ り,他の 2軒は

北東方向を指 してお り,こ れらはN-46° ～72° 一Eの範囲に属 している。

平面形については, 3軒 とも隅九方形を呈 している。残 りの 3軒第25。 36・ 40号住居跡 も調査

した範囲では隅丸方形状を呈 してお り,楕円形・円形を呈する住居跡は検出されない。方形状を

呈する住居跡のみも特徴の一つ と言えよう。また,古墳時代になると方形 。長方形を呈する住居



跡が斉一性 を示すわけであるが,当遺跡の弥生後期最終末における住居跡が隅九方形を呈 してい

ることは,古墳時代の先行遺構 としてみると, うなづけるもの と思われる。

主柱穴については,第 17・ 22号住居跡 とも4本がコーナー付近に位置 している。また,第23号

住居跡は,東 コーナー部の柱穴が検出できな く, 3本である。主柱穴の掘 り込みは,やや深い。

炉跡は,第 17号住居跡が東コーナー部,第 22号住居跡が西側,第23号住居跡が北コーナー部に

位置し,そ れぞれ相違 を見せ,第 23号住居跡は, 2基の炉を有 している。掘 り込みは浅 く,炉覆

上が少なく,焼上の量 も少ない。また第22・ 25号住居跡の炉跡の周辺は,踏み固められ硬 く締ま

っている。更に,第 22号住居跡は焼失家屋 と思われ,焼土,炭化材等が検出された。

貯蔵穴は,第 22・ 23号住居跡が有 し,いずれも東コーナー部付近に位置 している。第22号住居

跡の貯蔵穴は,周提で囲まれ,第23号住居跡の貯蔵穴からは,壷・台付甕・高杯が一括 して出土

している。

以上のことか ら,弥生時代後期最終末における当遺跡の該期住居跡は,県内においては類例が

少なく,注目されるものである。

(5)古墳時代前期 (五領期 )

古墳時代前期に比定される住居跡は,第 4～ 6・ 8～ 11・ 18～ 21。 24・ 27・ 29・ 31～ 34・ 37・

39・ 77号住居跡の21軒 である。これらの住居跡の分布状況は当遺跡の中央より北4則 に 8軒 (第 4

～ 6・ 8～ 11・ 18号住居跡),ほぼ中央部に 8軒 (第 19。 21。 29。 31～ 34・ 37号住居跡),南西

側に 3軒 (第 27・ 39・ 77号住居跡),南西端に 2軒 (第 20。 24号住居跡 )である。

次に,規模別にみると,第 29号住居跡が長軸7.3mと 当遺跡において最大規模 を有 し,次いで

第27号住居跡が長軸7.5m,以下,第 5号住居跡の69m,第 4号住居跡の65m,第 32号住居跡

の64mと 続 く。第 6・ 20。 77号住居跡は 5m代,第 10。 18・ 19。 24・ 37号住居跡は 4m代であ

る。なお,第 11号住居跡は長軸3.2mと 最小規模である。それぞれ規模に差異が認め られる。第

5。 27・ 29号住居跡を中心にして,周辺に中・小型の住居跡が存在 しているように思える。

長軸方向について北西を指す ものは第19。 24・ 33・ 37・ 77号住居跡 5軒で,N-35° ～51° 一W

の範囲にある。一方,北東を指す ものは第 4～ 6・ 10。 11・ 18・ 20・ 21・ 27・ 29。 31,32・ 34・

39号住居跡の14軒であ り,N-42° ～71° 一Eの範囲に分布 し,特にN-42° ～52° 一Eに は10軒 が集

中し,一つの方向性 を示 している。北東を指す住居跡が,北西を指す住居跡に比べると2.8倍 で,

圧倒的に多い。

平面形については,方形を呈する住居跡が15軒 と分く,長方形を呈する住居跡が 3軒である。

なお,短 (長 )軸の計測の不可能な住居跡 9軒は除いた。

主柱穴は 4本検出された住居跡が大部分であるが, 3本柱穴の住居跡が 2軒検出された。第10
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。18号住居跡の 2軒 で,いずれの住居跡 も 1本の柱穴は南東壁のほぼ中央に位置 し, ピッ ト状の

貯蔵穴を近 くに備え,構造上非常によく似ている。また第 9号住居跡は 1本 も検出されなかった。

炉跡は,第 9・ 33。 39号住居跡は切 られた り,エ リヤ外に住居跡が延びたため確認で きなかっ

た。その他の住居跡は炉跡を有 している。第 5。 8・ 10・ 11・ 18。 31号住居跡の 6軒は複数の炉

を有 し,第 77号住居跡は 3基 の炉 をもっている。複数の炉 を持つ住居跡では,炉は同時に使用さ

れたのではな く,順次使用されたもの と思われるが,不明な点が多い。第10号住居跡の上師器片

でしきりをされた炉跡は,同時使用の可能性 も考えられる。炉は床面に焼上が数Cm堆積 し,い ず

れも床面を掘 り込んでいる地床炉である。

貯蔵穴は14軒の住居跡に備えられているが, ピット状の ものと楕円形や隅丸長方形及び隅九方

形を呈 しているものが見られる。位置は東コーナー部付近が10軒 で圧倒的に多く,南 コーナー部

付近は 3軒,第 5号住居跡は貯蔵穴を北コーナー部付近 と南東壁ぎわの中間に有 している。また,

貯蔵穴を囲むように周提を地 しているのは第18・ 27号住居跡で,注 目に値する。

床面については,13軒の住居跡がほぼ柱穴を結ぶ範囲内が踏み固められて硬 く締まり,貯蔵穴

の前面 も同様に硬 く締まっている。その他は硬い床面である。柱穴を結ぶ範囲内が硬 く締 まって

いたのは炉を中心 とした場所が生活の中心の場所であったためと思われる。

以上,該期の住居跡について概述 してきたが,複数の炉の使用法については,順次使用 したの

か,同時に使用 したのか,交互に使用 したのかが明確にできず,今後の課題の一つになろう。ま

た 3本柱 と貯蔵穴を有する同タイプの住居跡 2軒が検出されたことは,住居跡の構造上 どうなの

か一つの問題点 となろう。

土坑について

当遺跡から検出された土坑は,302基であ り,円 筒形,なべ底状 ,フ ラスコ状など各種の形態

の土坑が検出されている。性格が明瞭に判明 している土獲墓や,炉穴,埋甕遺構等 もあるが,大

半の上坑は性格が判明しない。特に円筒形を呈する土坑の性格は判然としないが,本項では,円

筒形の上坑及びフラスコ状土坑に焦点をあて,そ れらのあ り方について記 していきたい。なお,

記載にあたって,分類名を随所に用いているが,こ れについては,第 4章 1節の分類基準の方法

を参照されたい。

IA類に分類された円筒形の上坑は,全休の約18%に あたる53基が検出され,平面形は円形で

筒状 を呈す るものである。これらの上坑のうち,直径 2m以上 3m未満で,深さ0.5m以上 lm

未満の上坑 (I Ac2類 )と , lm以上 2m未満で,深さ05m以上 lm未満の上坑 (I Ab2類 )の

ものが大半を占めてお り,それらは南西側に多く検出され,位置的な規則性 をもっていない。遺

物は,覆土上 。中層から加曽利 E式の上器や土器片が多量に出土 しているほか,少量の阿玉台・

―-342-



黒浜式等の上器片が出上している。特に240号土坑は,力日曽利E式の土器片が551片 と多量に出土して

いる。また,第 40。 240号土坑から,ヤマトシジミを主体とした貝層力ヽ 覆土上層から検出されている。

そのほか,円筒形土坑の中で,加 曽利E式土器片610片 と,ヤマ トシジミを主体 とした貝層が

覆土上 。中層に検出された直径 2m以上 3m未満,深 さlm以上の規模をもつ大型 (I Ac3類 )

の第11号土坑や,反対に,直径0.5m未満,深 さlm以上のピット状を呈する (I Aa3類 )第 111

号土坑等も検出されている。

これらの円筒形を呈する土坑は,いずれも壁が垂直に立ち上が り,底面は平坦で,直径0.5m

未満の土坑を除いて, 2～ 3本のピットを有する例が多い。また, ピットの規模や位置について

も規則性をもたない土坑が多い。例えば,第 11号土坑のように,中央に 1か所と,壁下にややオ

ーバーハング状に掘 り込んでいる例や,第 286号 土坑のように,ほぼ中央に 1か所と,壁下にや

やオーバーハング状に4か所も掘 り込んでいる例がある。また,第 200号 土坑のように中央に 1

か所とその両端の 2か所等があり,様々な形態が多い。

これらのピットについては, どのような構造的性格を有しているのか不明な点が多い。考えら

れる事を 2～ 3列挙するならば,上屋構造に関わる柱 としてのビット,貯蔵穴としてのピット等

が挙げられよう。しかしながら,中央に掘られたやや細いピットは,上屋構造との関わりを高め

る好例 といえようが,壁下のオーバーハング気味の太いピットは余 りにも規模が大き過ぎて,柱

穴としては不適当となろう。ならば貯蔵穴としてのピットとしてはどうか,こ れも1～ 2か所な

ら考えられようが, 4か所もあることをどう説明するか。疑間とするところが多い。

次に,土坑 自体の性格を考えた場合, どのようなことが言えるのであろうか。一般的に大きく

は土坑自体を 1つの貯蔵穴と見なす考えと,土獲墓 としての考えの二つに分かれることが多い力ヽ

当遺跡において見る限り,決定的に結論づける遺構がなく,前述のようにその性格は判然としな

い。推測の部分が多いが,円筒形の土坑の中には,墓墳の可能性をもつピットを有さない土坑の

あることや, ピットを有しても墓獲として考えることのできる遺構の存在も有 り得ることから,

土14‐墓 としての性格を有する土坑もあったものと思われる。他方,貯蔵穴としての性格を有する

土坑も当然存在していたのではないかということも考えられる。例えば,本類の例ではないが,

HB類の第246号土坑は,ほぼ中央 と北西部に同程度の細いピットと,東側 と南側に大きめなピ

ットをもち,更に,東側のピットから斜位の状態で縄文土器を出土させている土坑であるが,こ

の上坑は,検出状況から貯蔵穴の可能性を強 く示す遺構 と思われる。

また,HA類 に分類された第291号 土坑からは,覆土下層から未焼成の上器片が出土しており,

失敗品の投棄及び,破砕した土器の投棄 として利用された遺構 と思われる。

以上のように,土坑の性格について,墓娠的,貯蔵的, ゴミ拾て場的土坑の存在を推測を混じ

えて記したが,明確な位置づけについては不明な点が多く,今後の課題の一つとしておきたい。
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次に,フ ラスコ状 (袋状 )に ついてであるが,当遺跡から検出されたこの種の土坑は, 9基で

あ り,土坑全体の約 3%である。これらの上坑の分類別検出数は,第 18表のとおりで,I Dc3類に

属する比較的大  第18表 フラスコ状土坑分類別検出数一覧表

型な土坑が 6基

と最 も多い。

深 さにつ いて

も, lm以 上が

7基で,ほ とん

どのフラス コ状

況は深 く掘 り込

んでいる。

基  準

分  類
坑底面の規模 坑底 までの深 さ 検 出 数

ID類

(円形・フラスコ状 )

b2 lm以上 2m未満 05m以上 lm未 満 1(第 173号 )

lm以上 2m未満 05m以 上 l m tti商 1(第 280号 )

2m以上 3m未満 lm以上 2m未 満 6候テ愛』
[ID類 (橋 円 形 ・ フ ラ ス コ状 ) 2m以上 3m未満 lm以上 2 m tti前 1(第 23号 )

分布状況については,主 として遺跡南西恨1に 集中してお り,特に第17・ 19,23・ 32・ 64・ 2乾号

土坑は,阿玉台期の住居跡付近に集中している。また,第64号土坑は阿玉台期の第53号住居跡 ,

第32号土坑 も阿玉台期の第61号住層跡を掘 り込み,第 23号土坑は加曽利 EH期 の住居跡 と重複 し

ている。

形態的に見ると,基本的には壁がオーバーハング気味に掘 り込まれたフラスコ状 を呈するが ,

さらに形を細分すると,い わゆる「Z≦」状のもの (第 17・ 23・ 64号土坑), Zゝ 」状のもの (第

19。 173・ 212・ 279。 280号土坑 ),及 び貶_い状のもの (第 32号土坑 )の 3つに分けられる。

平面形状については,第 18表でも明らかのように,円形を呈するもの 8基,楕円形を呈するも

の 1基 となってお り,円形が多い。ピットについては,い ずれからも検出されなかった。

出土遺物は,阿玉台式を中心 として,少量の勝坂式・加曽利 E式の上器等が出土 している。特

に,第32号土坑からは,阿玉台Ⅲ式に比定される土器 (第 128,129図 )が出上している。

以上,当遺跡か ら検出された 9基の上坑のあり方を概述 したが, これらの性格については,食

料の貯蔵穴説,墓援説,土器製作に関する説などあるものの, これらの諸″ミを納得 させ る確証が

得 られなかった。唯,第 32号土坑においては,貯蔵穴の可能性が推測される。

3 炉穴について

当遺跡か ら検出された炉穴は 6基で,遺跡中央から南西側のD2区にまとまって検出された。

炉穴は,円形または楕円形を呈 し,壁高は02～ 0.35mで ある。第235。 237。 238号が長径0.8～ 1

mと 小さく,第 220。 236。 251号が長径21～ 2.8mと 大 きい。炉の数は第220号が 2基のほかは,

いずれも 1基である。第220号炉穴の炉は南西側 とやや西側に位置 し,第 236号が西端,第251号が

南端である。他は,小さな円形を呈 し,全体が焼けていることから,炉の中心は中央部にあった



ものと思われる。

遺物は,第 237号 の覆土上 。中層から茅山式の半完形の上器が出土 し,そ のほか,第 235号 から

20片,第 220号か ら 1片,第 236号から 1片 のいずれも茅山式土器片が出土 している。

時期については,第 238号 と第251号からは遺物が検出されていないが,炉穴の形状や検出され

た位置等から, これらの 2基 を含めいずれも茅山期に位置づけられるもの と思われる。

これらの遺構に伴 う集落の存在が当然予測されるが,残念ながら住居跡 と見られる遺構は検出

されなかった。 しかし,そ れらの存在 を裏づけるもの として,第 235号土坑 (炉穴)の南西側 4

mの ところか ら,ピ ット状の第111号 土坑が検 出された。本坑の覆土中か らハイガイ・マガキ・

ヤマ トシジミ・アサ リ。オキシジミ・ハマグリ・シオフキと共に茅山式上器 1片が出上 したが ,

貝類の構成か ら見て早期の遺構 と判断され,炉穴の存在 とともに当時の人々の生活の痕跡を強 く

裏づけるものであり,さ らにこのことが,当遺跡付近に該期集落の存在を十分可能ならしめるこ

とを一層強 く示 しているものと言えよう。
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第 2節 人工遺物

土器について

(1)縄文時代早期～後期の上器について

当遺跡か ら出土 した縄文土器は,縄文早期の井草式・茅山式,前期の黒浜式・大木2b式・諸磯

式・浮島式・興津式,中期の阿玉台式・勝坂式 。中峠式,大木7a式・大木7b式 。加曽利 EI～ E

Ⅳ式・曽利式,及び後期の綱取式土器等である。器種 としては深鉢形土器が圧倒的に多く,浅鉢

形土器等は少ない。また,出土量については各期様々であるが, これらの中で最 も出土量の多い

のは,加 曽利 EHoEⅢ 式の土器である。出土地点については,南西側の台地縁辺部 を中心 とし

た遺構密集地区の住居跡や土坑からのものが大半である。

本項では, これらの縄文土器について,時期や型式に基づいて分類 し,そ の概略を述べること

とする。なお,分類の方法については,住居跡覆土内混入出土遺物の項で示 した分類方法 と同じ

方法をとってお り, また,個々の土器の詳細についても遺構ごとに掲載 し,解説等を加えている

ので,それらの項を参照されたい。

I群土器

本群は,縄文時代早期前葉の井草式に比定される土器群で,第 29号住居跡 (第 194図 1)か ら 1

片出上 している。井草式から茅山式に至る間の上器群は,当遺跡においてまったく出土していない。

H群土器

本群は,縄文時代早期後葉の茅山式に比定される土器群で,当遺跡南西側の住居跡の覆土や炉

穴等から出土 している。良好な資料 としては,第 235・ 237号土坑 (炉穴)か ら出上 している。特

に,第 237号 出土土器 (第 176図 1)は ,茅山上層式の もの全 深鉢形土器の器形が窺える半完形

品の上器である。横位の条痕文 を内・外面に施 してお り,口 唇部や胴部には小突起 と,キザ ミロ

を施 した隆帯が付されている。

Шtt a類土器

本類は,縄文時代前期前葉の黒浜式に比定される土器群で,遺跡北東側,西側,及び南西側の

住居跡や土坑, グリッド等から比較的多く出上 している。いずれの上器 も胎上に繊維を含み,焼

成は不良である。繊維については,植物性 と動物性のものが考えられるが,第 12号住居跡出土土

器片の胎土か ら炭化 した繊維が検出され,分析早であるので,そ の結果に期待 したい。本群土器
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の良好な資料 としては,第 12。 41・ 76号住居跡か ら出上 した土器 (第 12図 1・ 2,第 16図 1,第

23図 2)等があ り,い ずれも器形を窺 うことができる。器形は,口 縁部径が底部径よりやや大き

い円筒形を呈するもので,底部は上げ底である。文様は,縄文 を地文 とするものや,撚糸文,沈

線文など多種の施文技法が用いられている。本群 を,文様を中心に 5つに細分すると,次の とお

りである。

ア 縄 文  無節,単節,及び付加条縄文を地文 とし,無節のものは斜位 と羽状に施される

ものがある。単節や付加条の縄文はほとんど斜位に施 されている。

(第 8図 8, 第21図 13, 第10図 11)

イ 撚糸文   2本 組の無節の撚糸文が殆どで,撚 りの細いもの (第 13図 10)と 荒いもの (第

13図 8)がある。斜位に施されるものも多く,そ の他雑なもの (第 14図 6),軸

か らはずれたままで施文 したもの (第 17図18),菱形文 を構成するもの (第 13図

9,10)網 目状撚糸文 を施 したもの (第 10図 10)等が見 られる。

ウ 沈線文  棒状施文具によって,波状,山形状,格子状,曲線状,及び斜位,横位,縦位

に施されてお り,多様な沈線文が見られる。

工 貝穀腹

縁文

(第 16図 1,第 17図 23・ 24,第 10図 19, 第10図 18,第 10図 7,第 10図 8, 第13図 33)

アナグラ属による貝殻腹縁文が縦位や斜位に施 されているもので,第 7,41・

54号住居跡からの出土例が見られる。

(第 10図 23, 第16図 2, 第21図 21)

オ 櫛歯状  わずかに 1片 であるが,波状に施された土器片が第 7号住居跡か ら出上 してい

文    る。 (第 10図 24)

以上,文様 を中心 として細分 したが,部分的に竹管による刺突文や押圧 を施 したもの (第 17図

29・ 22),縄文 と押引文または沈線文を組み合せたもの (第 10図 15)等があり,各種の文様が 1

個体の上器に施 されているものと思われる。また,逆に沈線文だけの上器 (第 16図 1)も 見 られ

る。

なお,当遺跡における本群土器は,新 しい段階 とされるコンパス文,木葉文,及び肋骨文の施

された土器が見 られないことから,黒浜の古い段階の上器に比定されるものと思われる。

Ⅲ群 b類土器

本類は,縄文時代前期前葉の大木2b式 に比定される土器群で,わ ずかに 1片 であるが第 6号住

居跡から出土 (第 198図 1)し ており,横位の連鎖状撚糸文が全面に施 されている。この時期は,

関東では黒浜期に対比される時期であり,お そらく持ち込まれたものと思われ,交流を裏づける

意味で興味深い。

-347-



Ⅳ群 a類土器

本類は,縄文時代前期後葉の諸磯式に比定される土器群で,遺跡中央部や西側部の住居跡から

4片出上している。爪形文が主 として施 されている。 (第 199図 1～ 4)

Ⅳ群 b類土器

本類は,縄文時代前期後葉の浮島式に比定される土器群で,西側や南西側の住居跡から11片 出

上 している。浮島Ⅱ式に比定される貝殻腹縁文の施されたもの (第 200図 1・ 5・ 9。 10。 11)や ,

浮島Ⅲ式に比定される三角刺突文の施されたもの (第 200図 4)が見 られる。

Ⅳ群 c類土器

本類は,縄文時代前期後葉の興津式に比定される土器群で,遺跡中央部や南西側寄 りの住居跡

から5片 出土 してお り, 口唇郡直下に縦位の沈線や条線文が施 されている。 (第 201図 1～ 5)

当遺跡か ら出土 した縄文時代前期の土器は,以上の とお りわずかな量であるが,該期における

人々の生活の痕跡 を裏づけるものであり,そ の意味では貴重な資料 といえよう。

V tt a類土器

本類は,縄文時代中期前葉の阿玉台式に比定される土器群で,遺跡中央部や西側,及 び南西側

の住居跡や土坑等か ら数 多く出土 している。胎土に雲母 を含み,新 しい段階の上器を除き,縄文

が施されていないのが特徴の 1つ である。良好な資料 としては,第 51・ 52・ 53号住居跡から出土

したもの (第32図 1,第 36図 1,第 39図 2)と ,第32号土坑から出土 したもの (第 128・ 129図 )が

ある。本類における大半の上器は,底部が平底であり,一部網代痕の見られる土器 もある。胴部

はやや円筒状 を呈 し, 口縁部は大きく開き,内面に稜 を有 しているものが見られる。口縁部は,

1列 または 2列の結節沈線文や連続刺突文を沿わせた隆帯によって各種の枠状区画 を施し,ま た,

多様な形状や文様 を施 した把手や突起 を付 し,日 唇部にキザ ミロを施 したものが多い。胴部は,

結節沈線文,爪形文,及び刺突文を沿わせた隆帯や,沿わせてない隆帯で円文や楕円文,あ るい

は懸垂文を施 し, さらに,円文内に結節沈線文,波状沈線文,山形文等を施 している。本類土器

は,個々の文様構成 を総括的に記載することが困難なほど多種多様にわたってお り,前述 した各

種の文様が複雑に組み合 って文様構成がなされているといえよう。そして,新しい段階になると,

縄文を施 したもの (第 128図 2)や無文の上器 (第 128図 1)も 見 られるようになる。

なお,本類土器の中で特に例示 しておきたいのが,第51号住居跡か ら出上 した人面を模 したと

思われる阿玉台式的結節沈線文を施 した土器 (第 36図 1)である。この土器は, 日の表現技法 と

して勝坂式上器の手法である袂 りの技法を施 してお り,文化の影響 または交流という′ミで注目さ
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れよう。

V tt b類土器

本類は,縄文時代中期前葉の勝坂式に比定される土器群で,遺跡中央部や西側,及び南西側の

住居跡や土坑か ら少量出上 している。これらの上器の中には,阿玉台の住居跡か ら出土するもの

(第37図 12)も ある。良好な資料 としては,第218号土坑から出上 した有孔鍔付土器 (第 135図 1)

がある。そのほか顔面把手や蛇体装飾把手 (第28図 1),隆帯に爪形文を施した土器 (第 129図 14),

キャタピラ文を施 した土器 (第 204図 2)な ども出上 している。

V tt c類土器

本類は,縄文時代中期前葉の大木7a式 に比定される土器群で,遺跡のほぼ中央に検出された第

22号土坑か ら出上 している。この上器 (第 173図 2)は ,口 唇部直下に垂下する 2本の沈線が施

され,口 縁部には単節 LRの縄文が斜位に施されている。胴部 と口縁部の境には周回するキザ ミ

目が施され,胴部には蛇行沈線文 と単節 RLの縄文が斜位に施 されている。

V tt d類土器

本類は,縄文時代中期前葉の大木7b式 に比定される土器群で,阿玉台期に比定される第51号住

居跡から出上 している。この土器 (第 32図 2)は ,縄文 を地文 とし,口 唇部直下に結節沈線文が

(動

施 されてお り,胎土 には雲母 を含んでいる。この手の土器は, 日立市諏訪遺跡に も見 られる。

V tt e類 土器

本類は,縄文時代中期前葉の中峠式に比定される土器群で,遺跡南西側の第29・ 62号住居跡か

ら4片 (第 205図 1～ 4)出 土 している。本類の上器は,阿玉台式から加曽利 EI式の中間に位

置づけられるもので,阿玉台式から加曽利EI式 をつな ぐ土器 とされている。出上 した 4片のう

ち 3片 (第 205図 1・ 2・ 4)は加曽利 EI式に比定される第62号住居跡から出土 している。

Ⅵ群 a類土器

本類は,縄文時代中期中葉の加曽利EI式に比定される土器群で,遺跡南西側の第62号住居跡

から出上 している。これらの上器の中には,口 縁部が無文の もの (第 96図 3)や,縄文を施 し

たもの (第96図 1),胴 部全面に縄文を施す もの (第96図 2),同 じく沈線や蛇行沈線を施す も

の (第96図 1・ 5),あ るいは無文の浅鉢形を呈する土器 (第97図 10)等がある。なお,こ の段

階において磨消帯の施 された土器は見られない。
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Ⅵ群bl類土器

本類は,縄文時代中期中葉～後葉の加曽利 EH～ EⅢ式に比定される土器群で,遺跡中央部や

北東側,及び南西側の住居跡や土坑から多量に出土している。加曽利 EH式に比定される土器は,

第45・ 46,69号住居跡か ら出土 (第79図 1・ 3・ 4。 9,第 83図 1・ 3,第 106図 2・ 3・ 5)し

てお り,こ の段階になると幅の狭い磨消帯が現われる。口縁部文様帯は,隆帯 と沈線によって渦

巻文,楕円文,及び長方形状文で区画され,胴部には垂下する幅の狭い磨消帯や沈線を施 してい

る。加曽利EH式に後続するE皿 式の上器は,第 1・ 2・ 15。 43号住居跡か ら出土 (第54図 3,

第56図 1,第 63図 1・ 2,第 76図 1)し てお り,こ の時期になると渦巻文 は退化 し,無文が見

られるようになる。胴部は幅の広い磨消帯が施されるようにな り, さらに,曲線的磨消帯や「U」

字文,あ るいは逆「 U」 字文が施 される土器 も見られる。その他,縄文だけを施 した土器 (第 83

図 2)や,条線文を施 した土器片 (第 107図 10)等 も見 られ,器種 として有孔鍔付土器 (第 70図

28)も 見られる。

Ⅵ群b2類土器

本類は,縄文時代中期中葉～後葉の加曽利 EⅡ ～EⅢ式に対比される連弧文土器群で,該期住

居跡や土坑等か ら出土 している。良好な資料 としては,第 285号土坑か ら出土 した完形品 (第 139

図 2)があげられる。そのほか,第 45号住居跡からは,炉埋設として使用された小形の上器 (第

79図 2)が出上 し,ま た,第 47・ 69号住居跡及び第14。 138号土坑か らも連弧文 の土器片が出土

している。当遺跡における逗弧文土器の文様等の特色 としては, 口唇部直下に列ソ点文,相互刺突

文,沈線文等が施 され,胴部上位に連弧文や波状文,中位に横線,下位に逆「U」 字文や波状文

が施されている。地文 としては,縄文や撚糸文が認められるが,当遺跡においては撚糸文を施 し

ている土器が多い。

なお,連弧文土器については「いずれにしても連弧文モチーフは加曽利 E式上器からは発生 し
(3)

得ないものであるが,そ の分布等をみると,西関東を中心 として独 自に成立したものと考えられ」

ることから,当遺跡か ら出上 した連弧文土器は,運び込まれたものか,あ るいは文化交流の所産

として作出されたものなのかのいずれか と思われる。

Ⅵ群 c類土器

本類は,縄文時代中期後葉の加曽利 EⅣ式に比定される土器群で,遺跡北東側の住居跡から少

量であるが出土 している。加曽利 EⅢ式から発達 したもので,沈線による曲線的な磨消帯を有す

るものも見られる。椅状把手の発達 も特徴的である。なお,本類に該当する土器は,第 13・ 14号

住居跡から出土 (第58図 1・ 2,第 60図 1,2)し ている。
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Ⅵ群 d類土器

本類は,縄文時代中期中葉の曽利式に比定される土器群で,遺跡の南西側の住居跡か ら少量出

土 している。本類の中には,口 縁部に半載竹管による維位の平行沈線文 を施す もの (第 207図 2),

重弧文を施す もの (第 207図 1),及 び斜行文 を施すもの (第 207図 4)等があり,胴部は強 くく

びれ,連続刺突文が横位に施されている。また,胴部下半に沈線 と隆帯を維位に施 した土器 (第

107図 14)も 出上 している。なお,本類に属する土器は,第 24・ 35。 39,68,69号 住居跡の覆土

から出上してお り,曽 利Ⅱ～Ⅲ式に比定されるものと思われる。

Ⅶ群土器

本群は,縄文時代後期初頭の称名寺式に並行する綱取 正式に比定されるもので,第 259号土坑

(埋甕遺構 )か ら半完形の形で 1個休 (第 178図 1)出 上 している。 □縁部は直立し,胴部 との

境 を隆帯によって区画 している。胴部断面形はゆるやかな曲線を呈 している。

(2)弥生時代中期～後期の上器について

当遺跡から出上 した弥生式上器は,弥生時代中期女方式,後期東関東系・前野町式,及び後期

最終末に比定される土器等である。器種 としては,こ,甕,台付甕,飢,高杯等である。

Ⅷ群 a類土器

本類は,弥生時代中期の女方式に比定される土器群で,遺跡南西側の古墳時代前期に比定され

る第27号住居跡の覆土か ら 3片 (第208図 1～ 3)出上 している。薄手の土器片で,縄文が斜位

に施されている。

Ⅷ群bl類土器

本類は,弥生時代後期の前野町式に比定される土器群で,遺跡中央部の住居跡か ら出上 し,い

ずれも完形に近 く,全体の器形を窺 うことができる。第219図 1の 上器は第36号住居跡か ら出土

したもので,複合 口縁をもつ胴部が下ぶ くれの土器で, 口縁部文様帝に 4単位の棒状浮文を付とン,

さらに網 目状撚糸文 を施 している。頸都には, ボタン状の円形浮文 を付 し,胴菩Ь上位にも網 目状

撚糸文を施 している。第215図 1の上器は第23号住居跡から出上 した重形土器で,平底 を呈する胴

部が横長の下ぶ くれの土器である。口縁部は外傾 し,縦位のハケロが施 され,頸部に刺突文 と,

胴部上位に網 目状撚糸文 を施 し,その下側に横位のハケロが施 されている。壷や 台付甕,器台

(第215図 )等 と一括 して貯蔵穴 (第 214図 P4)か ら出土 している。網 目状撚糸文 を施す土器に

ついては,県内において出土例が少なく,勝田市三反田遺誅に見られる程度で,そ の意味で,当



遺跡の出土例は,良好な資料 として提示できたものと思われる。

そのほか,本類に属すると思われる土器片が出上 しているのは,第 5。 17・ 20。 22・ 25。 29・

34号住居跡から出土 してお り,そ れぞれ掲図しておいたので参照されたい。

Ⅷ群b2類土器

本類は,弥生時代後期の東関東系に属する土器群で,遺跡中央部や南西端の弥生時代後期の第

22号住居跡の覆土から 1点 (第 209図 1)と ,同 じく古墳時代前期の第37号住居跡の覆土か ら 1

点 (第209図 2)出上 している。いずれも胴部片で, 1は 櫛描文 と縄文が見え, 2は 胴部に羽状

の縄文が施 されている。器形か らなり大形の土器 と思われる。

Ⅷ群b3類土器

本類は,弥生時代後期最終末に位置づけられる土器群で,遺跡中央部や西側,及び南西端の第

22・ 23・ 40号住居跡等か ら出上 している。器種 としては,壺,甕,台付甕,高杯,飢等であり,

縄文の施されていない弥生式土器,否,む しろ土師器に近似 している弥生式土器である。第213図

1は 壺形土器で,単 口縁の胴部が下ぶ くれ状の土器である。第213図 3も 壺形土器で,複合 口縁

をもつ胴部横長の下ぶ くれ状 を呈する土器である。第213図 6は 甕形土器 で,胴部 はやや横長を

呈 し,口 縁部に輪積痕 を残 している。第215図 2は壺形土器 で,複合 口縁 を有 し,胴部が球形を

呈する土器である。第215図 3は 台付甕形土器で,台部は「ハ」の字状に開き,胴部は球形を呈 し

ている。口縁部は外傾 し, 3段 の輪積痕が残っている。第221図 4は複合 口縁を有し,胴部横長の

甕形土器で,口 縁部はやや外反気味で,口 唇部 と複合口縁部にキザ ミロを施 している。中には,

第221図 3のように,更に頸部 と胴部下位にもキザ ミロを施 している土器 も見 られる。また,第 213

図 4・ 5の ように,前記台付甕 と器形の酷似 した台部欠損の上器で,胴部にハケメを斜位に施 し

た台付甕形土器等 も見られる。

以上,弥生時代後期最終末に位置づけられる土器群 を概述 したが,県内におけるこの時期は,

十王台式土器で終了し,古墳時代前期の五領式上器が取って変わるといわれている。当遺跡にお

ける本類の土器群は,土師器に近似 しているものの,五領式土器の範疇に属 さず,む しろ,南関

東系の久ヶ原式以降の土器に見 られるような輪積痕 を残す手法や,器種が台付甕であることを考

慮すれば,南関東系の影響 を強 く受けた弥生時代 後期最終末に位置づけられる土器群 と思われ

る。

しか し,一応ここでは最終末の時期 として位置づけたが,弥生時代の住居形態よりもむしろ古

墳時代前期の住居形態に酷似 した遺構から出上 していること等から, まだ不明な点が多く,課題

の 1つ としてここに例示 しておきたい。
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(3)古墳時代前期の上器について

当遺跡から出上 した古墳時代の上器は,古墳時代前期の五領 I式に比定される土器である。該

期住居跡21軒か ら数多く出土 してお り,器種 も豊富で,こ,甕,台付甕,飢,婉,高杯,器台,

装飾器台, ミニチュア土器等がある。本項では,こ れらの上器をⅨ群土器 とし,特にと形土器 ,

簑形土器,及び台付甕形土器について,器形や文様の特徴から細分 し,その概略を記すこととす

る。

ア)胴部下位に最大径を有する土器群

本群に属する土器は,第 5。 27・ 29・ 34,39号住居跡から出土 している。第227図 1は 第 5号

住居跡から出土したもので,底部が平底を呈し,口縁部は複合口縁で,外反し,胴部は下ぶ くれ

を呈している。第254図 4は単口縁を呈する土器で,最大径が胴部下位にある。第227図 3も 同様な

土器であるが, 口縁部が6 7cmと 長い。

ア)胴部が球形を呈 し,単 口縁を有する土器群

本群に属する土器は,第 29号住居跡か ら 2個体出上 している。第245図 1・ 2は,平底を呈 し,

口縁部は外傾 している。単口縁の土器で,胴部は球形を呈 している。

イ)胴部が横長を呈 し,広 日の単口縁を有する土器群

本群に属する土器は,第 5。 29号住居跡から出上 している。第227図 5は 第 5号住居跡か ら出

土し,小形で,底部は平底を呈 し,胴部は横長である。口縁部は広口の単 口縁で,短か く直立し

ている。第245図 3・ 4は第29号住居跡から出上 し,底部は平底を呈 し,胴部は横長で, 口縁部

が外傾する広回の単口縁の上器である。

ウ)口 縁部が広口で, 日縁部に最大径 を有する土器群

本群に属する土器は,第 32号住居跡から 1個体 (第 251図 1)

底部から内彎 しなが ら外側に大 きく開き,口 縁部はやや外傾 し,

いる。

工)頸部に文様を有する土器群

本群に属する土器は,第 8号住居跡から 1個体 (第 230図 1)

出土 している。平底の上器で,

広口で口縁部に最大径 を有 して
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部はほぼ球形を呈 している。口縁部は外反し,広口で,頸部には斜位のキザ ミロが施 されてい

る。

オ)口縁部に輪積痕 を有する土器群

本群に属する土器は,第 34号住居跡から 1個体 (第254図 3)出土している。底部は平底全 胴

部はほぼ球形を呈しており,日縁部はやや外反している。また,口縁部には指頭圧痕が認められる。

力)複合口縁を有する土器群

本群に属する土器は,第 34号住居跡から 1個体 (第 254図 1)出土 している。底部は平底で,

胴部はやや横長を呈 してお り,口縁部は外反気味に立ち上がっている。複合 口縁で,口唇部 と複

合 口縁部,及び頸部 と胴部下位にキザ ミロが施 されている。

キ)口 唇部に刺突文 を施 している土器群

本群に属する土器は,第 10号住居跡から 1個体 (第 233図 1)出 土 している。底部は欠損 し,

胴部はほぼ球形を呈 している。日縁部は外傾 し, 口唇部に刺突文 を施 している。

ア)口 縁部に輪積痕 を残 している土器群

本群に属する土器は,第 5。 34号住居跡から出土 している。第227図 4は 第 5号住居跡から出

上 してお り,台部が「ハ」の字状に開 く小形の上器である。胴部はほぼ球形を呈 し,日縁部に 1

段の輪積痕 を残 している。第254図 7は 第34号住居跡から出土し,胴部が球形を呈 している。ロ

縁部はほぼ直立し, 2段の輪積痕 を残 している。

イ)口 縁部に輪積痕 を残 していない土器群

本群に属する土器は,第29,34号 住居跡から出土 (第245図 5,第 254図 6)し ている。いずれ

も台部は「ハ」の字状に開き,胴部が球形で,日 縁部は外反あるいは外傾 している。口縁部には

横位のナデが施され,輪積痕は認められない。

ウ)口 縁部が「 S」 字状 を呈する土器群

本群に属する土器は,第 34号住居跡から 1個体 (第 254図 2)出土 している。胴下半以下は欠

損 しているが,胴部はやや横長の球形を呈 している。口縁部は「 S」 字状を呈 し,胴部上位に横

位のハケロ (平行線)が巡 り,そ の上・下に斜位のハケロが施されている。また,頸部内面にも
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雑なハケロが斜位に施されている。田ロー郎氏の試異に基づけば,H類に比定され, 4世紀前半

に位置づけられるものである。また,県内の「 S」 字状口縁を呈する土器と比べると,当遺跡に
(6)

おけ るものは,胴部が横長 の球形であるのに対 し,富士 ノ上遺跡の ものは胴部が球形 であ り,頸

部 にハケ ロは認め られない ものの,そ の手法 は当遺跡の もの と近似 している。なお,参考 までに

(D

県内の「 S」 字状 口縁 を呈す る土器 を出土 した遺跡 を例示す ると,勝田市三反 田遺跡, 日立市曲

(8)                       (9)                           (10)

松遺跡,鹿島町木滝台遺弥,水戸市大塚新地遺跡等がある。

以上,古墳時代の壷形土器,甕形土器,及び台付甕形土器に限って概述 してきたが,こ れらの

上器群は,古墳時代前期でも古い段階の土器に位置づけられるものと思われる。

土製品について

当遺跡から出上 した土製品は,耳栓・有孔円板・円板・土器片錘等である。これらの出土遺物

の法量等については,す でに一覧表等で紹介 しておいたので,本項では当遺跡において最 も多く

出上 した土器片錘について,若千総括をしておきたい。

土器片錘は,住居跡・土坑・グリッド等から297イ固出土している。これらの中には完形品や ,

一部及び半分欠損 しているものもあるが,ひ どく欠損 している土器片錘 を除 き,288イ固につ いて

重量分布について調べてみた。その結果,当遺跡における土器片錘の重量分布状況は,10～ 198

が約62%を 占めて最 も多く,次いで20～ 29gが約17%, 1～ 98が約 15%であった。

さて,土器片錘の用途については ,

漁網錘 とと́ての位置づけがなされてい

るが,当遺跡におけるこれ らの土器片

錘 もそれらの機能を果 したものと思わ

れる。土器片錘の中には, 1～ 9gと

非常に軽いものも出土 し,そ の機能 を

呆 し得 るものかどうか疑間が残るもの

の,多数使用によって十分その機能 を

呆 し得ることができることか ら, これ

らの疑間を解決できるものと思われる。

また,当遺跡から石錘はわずかに 1個

しか検出されないことから見ても, こ

れらの土器片錘は,漁網錘 として一層

機能を果す機会が多かったと思われる。

勘 翠

g)

大 谷 津 A(中 )

下 広  岡(中 )

三 反  田(中 )

境   松 (中 )

塙  (中 )

赤   松 (中 )

沼 尾 原 (中 ,後 )

廻 り地 A(中 ,後 )

仲 根 台 B(中 )

南三島 1・ 2(中 )

小  場(後・晩 )

第275図 県内出上の上器片錘平均重量図
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なお,当遺跡から古墳時代前期の球状土錘や管状土錘が合せて 3点 出上 しているが,こ れらの

重量を見ると,40～ 59gであり,上器片錘に比べ非常な違いがみられ,時期的漁榜方法の違いを

感 じさせる。

また,同時代における土器片錘の重量のあり方についても,集落のおかれた位置的環境によっ

て地域差 もあるものと思われる。一応,参考 までに県内における土器片錘 を出上 した遺跡におけ

る平均重量を11例 図にして掲載 したので参照されたい。

石器・石製品について

当遺跡か ら出土した石器は,石鏃・石匙・打製石斧 。磨製石斧等14種類にのぼっている。出土

数の分いものは,磨石72′ミ,敲石 27フエ,磨製石斧21点,石鏃 16点 ,打製石斧14点,凹石 13′ミ等全

他に浮子 3点が出土している。これらの石器の種類別出土点数の割合については, グラフ化 して

掲載 しておいたので参照されたい。

前述で明らかのように,当遺跡においては,磨石 と敲石が圧倒的に多く,約半数以上の57%を

占めている。また,凹石,石皿等 も出土 してお り,縄文人の くらしの中に採集活動 のあったこと

を十分に見い出すことができる。前項の土器片錘の出土は漁粉活動 を,石鏃の出土は狩猟活動を

裏づけるものであり,当時の生業のあり方を今の人々に十分知 らせて くれるのである。

さて,当遺跡から検出された豊富な器種のこれらの石器は,一様の石質によって作出されたも

のではな く,多種の石質を利用 してつ くられている。一覧表で示 したとお り,安山岩・砂岩・流

紋岩等が多いが,チ ャー トや黒曜石,縁泥片岩等 も見られ,石器の用途に応 じて,適切な石質を

選択 していることがわかる。第185図 で も示 したが,石鏃にはチャー トや黒曜石等のように硬 く

緻密な石質が,磨石・敲石には目の粗い砂岩等 と,用途に応 じて利用 している。 しか し,石斧の

ように,打製石斧では安山岩,磨製石斧では砂岩・縁泥片岩等が分く,用途に対 し,そ の利用が

異っている。これは,作出過程における容易さ等からくるものなのかも知れない。

次に,岩石の産地についてであるが,筑波山系から産出する岩石の利用が最 も夕いものと考え

られる。 しか し,黒曜石については,近辺から産出されないことから,他地域か ら運ばれたもの

と考えられる。

なお,最後 となるが,当遺跡か ら出上 した石製品の中に,チャー トを刀のように薄 くして, てい

ねいに磨いた装飾品 (第 188図 61・ 62)と ,雲母片岩 を利用 した小形の円板 (第 188図60)が 1点

出土 していることを特記しておきたい。
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終 章 む す び

県道取手筑波線の道路改良工事に伴 う道路敷地内の埋蔵文化財発掘調査は,昭和60年 4月 か ら

昭和61年 3月 末 日までの 1年間にわたって実施 し,今年 1年間の整理業務 をもって終了した。

調査の結果,縄文時代から古墳時代にわたる竪穴住居跡77軒 のほか,上坑302基 (炉穴 6基,フ

ラスコ状土坑 9基,埋甕 1基,墓娠 3基 を含む)が検出された。遺物 としては縄文時代早期に比

定される井草式上器から,最 も新 しいものでは古墳時代前期に比定される五領式上器,更には近

世の古銭に至 るまで,多種 多彩な ものが収納箱にして517箱 (土器等254箱 ,貝類263箱 )出土 し

た,そ して, これらの遺構や遺物を通 して,断続的ではあるが,当遺跡は,そ れぞれの時代に人

々が生活を営んだ複合遺跡であることが判明 した。

中でも,特筆すべ き事項 としては,縄文時代中期の大木式・曽利式の上器や連弧文土器,弥生

時代後期の前野町式上器や南関東系の土器,及び「 S」 字状口縁 を呈する土器等が出上 し,文化

の交流を考える上で,貴重な事例 を提示 して くれたことであり, また,弥生時代後期か ら古墳時

代前期に移行する時期 と思われる遺構や遺物が検出されたことも,該期遺構のあり方や,土器の

編年を考える上で貴重な資料 となったことがあげられる。

その他にも,縄文時代前期の黒浜期に比定される住居跡 8軒,良好なフラスコ状土坑 9基が検

出されたことや,ヤマ トシジミを主体 とした貝層 も検出されたことは,該期遺構のあ り方や性格

等を考える上で貴重なものであり,特筆に値するものといえる。

道路敷地内という限られた調査区域の中で,こ のような数多くの調査成果が上げられたことは,

遺跡の所在する谷田部町のみならず周辺市町村における原始 。古代の解明に大きく寄与するもの

で,発掘調査の意義は深い。しかしながら,当遺跡の発掘調査及び整理作業を担当して,微力な

がら努力したつ もりであるが,力量不足 と問題意識の欠如から不十分な報告書 となってしまった

ようである。当遺跡の集落構成や個々の遺構の性格等, まだまだ解明すべ き諸点が残ってお り,

調査・整理の自戒 として,今後,多 くの類例に基づ き,比較検討 して解決 を図 りたいと考えてい

る。

なお,末筆ではあるが,こ の報告書をまとめるにあた り,調査に参加 していただいた地元の方

方をはじめ,関係各位に御協力や御指導を賜わったことに対 し,心から感謝の意を表 したい。
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附 章 自然科学的分析

1 縄文式土器の胎土分析

働東京都埋蔵文化財センター

上條 朝宏

1  1ま じめ [こ

今回の試料は,茨城県筑波郡谷田部町境松遺跡出上の縄文時代早期後半～中期の上器を対象 と

した。No l～ 3は早期後半茅山式に属する土器であり, 1～ 2は SK235, 3は SK237か ら出上 し

た土器である。No 4～ 10は 前期前半の黒浜式に属する土器であ り,No 4～ 7は S11, 8～ 10は

S112か ら出上 した土器である。Nα ll～ 14は 中期前半阿玉 台式に属す る土器であ り,11～ 12

は S151,No13は S K245,No14は SK17か ら出上 した土器である。No15～ 20は 中期後半加曽利

E式に属する土器であり,No15は SK291,No16～ 20は S169か ら出上した土器である。Nα20は S169

か ら出上した土器であるが,焼成不充分のためか,胴下半部が粘土化 しつつある胴部の破片であ

る。

2 分析方法

供試土器の表面観察は,肉 限と実体顕徴鏡で観察 し,第 19表に表示 した。表中の色度記号は,

新版標準土色帳 (小山 。竹原1976)を 用いた。焼成および保存状態の判定は,非常に良・良・や

や不良・不良の 4つに分類 した。表面観察を終えた各試料は,110° ± 5° Cの乾燥器で 3時間乾燥

したのち, 1個体につき10g採取 した。採取 した各試料は, 1個休分ずつ鉄製乳鉢に入れ,胎土

中の細礫等を砕かないように注意しながら細か くする。次に各試料を50ccの 遠沈管に入れ,蒸留

水を加えて超音波細胞破砕器を用い,20KHz100Wで 3分間分散処理 をした。次に遠心分離器 と

110° 上 5° Cの湯煎器を使用 し,Agulera and」 acksonの クエ ン酸法による脱鉄処理 を くり返 し

おこなった。脱鉄処理 を終えた各試料は,ア メリカ法 (USDA)の フルイ分けをおこなう。各試

料の顕微鏡鑑定は,細礫 (2～ l mm)。 粗砂 (1～ 0.5mm)は ,実体顕微鏡で岩片の種類を分類

し,極細砂 (0,13～ 0.046mm)は ,カ ナダバルサムで封 じ,偏光顕微鏡下でメカニカルステージ

を用いてプレパラー ト全面の一次鉱物を鑑定 した。

3 分析結果

1)胎土中の細礫・粗砂 (第20表 )

1は石英,長石類の角礫に近い岩片を含み,石英は99粒,長石類は20粒含まれている。 2は石

英,長石類の岩片を含み,石英は26粒,長石類は 8粒含まれている。 1と 同様に角礫に近い岩片

である。 3は石英 2粒 と赤色チャー ト1粒を含み, 1～ 2と は量が異なっている。 4は石英を 1
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第19表 供試土器の表面観察

時期 型 式 遺 構 名
色 度 記 号 焼成及び

保存状熊
表 面 観 察

外  面 内  面

1 早期 茅 山 SK-235 7 5YR3/1 7 5YR4/1 良
長
る

薬
で

石
ん

な
含

礫
量

角
少

の
を

大
母

ｍｍ
雲

石 粒 を含 み ,細 か い

早期 茅 山 SK-235 7 5YR5/4 7 5YR6/3 良 0 5mm大 の長石粒を多く含む

3 早期 芽 山 SK-237 2 5YR5/4 5YR4/1 良 懸 習螂
夫 ・ 長 石 粒 を含 み ,細 か ヤ

4 前期 黒 浜 S 5YR5/6 5YR5/4 非常に良 0 5mm以 下の粗砂を多く含む

5 前期 黒 浜 S 5YR5/6 10YR5/4 非常に良 0 5mm以 下の粗砂を多く含む

6 前期 黒 浜 S 5YR2/1 7 5YR6/3 非常に良 0 5mm以 下の狙砂を多く含む

7 前期 黒 浜 S 10YR7/4 10YR6/4 非常に良 0 5mm以 下の粗砂を多く含む

8 前期 黒 浜 S 7 5YR4/2 7 5YR2/1 非常に良 0 5mm以 下の
'岨
秒を多く含む

9 前期 黒 浜 S 7 5YR3/2 7 5YR5/4 良 0 5mm以 下の粗砂 を多 く含む

10 前期 黒 浜 S -12 5YR5/4 7 5YR5/3 良 炭化 した繊維 を含む

11 中期 阿玉台 S 7 5YR5/4 7 5YR5/3 良 黒雲母と l mm大 の長石類を多く含む

中期 阿工台 S 7 5YR5/4 10YR5/3 非常に良 黒雲母と1～ 0 5mm大 の岩片を多く含む

13 中期 阿玉台 SK-245 5YR4/4 7.5YR6/4 良 2～ lmm大の角礫な石英・長石と黒雲母を含む

13 中期 阿玉台 SK-245 5Y馳/4 7.5YR6/4 良 2～ lmm大の角礫な石英。長石 と黒雲母 を含む

14 中期  阿玉 台 SK-17 7 5YR3/2 5Y馳 /4 非常に良 2～ lmm大の角礫な石英・長石と黒雲母を含む

15 中期加 曽利 E 未 焼 成 SK-291 7 5YR5/1 7 5YR8/1 不良 0 5mm大 の砂粒を多く含んでいる

中期加曽利E SI-69 7 5YR6/2 7 5YR5/3 良 2～ 3mЮ 大の粘質の塊りや細礫を含む

中期加曽利E SI―-69 7 5YR4/2 7 5YR4/4 良 0 5mm大 の砂粒を多く含んでいる

中期加曽利E SI-69 7 5YR5/3 7 5YR5/4 非常に良 0 5mm以 下の長石粒を多く含む

中期加曽利 E Sl-69 7 5YR4/3 7 5YR4/2 非常に良 0 5mm以 下の砂粒 を多く含む

中期加曽利 E SI-69 10YR5/2 10Y馳 /2 不 良 0 5mm以 下の砂粒 を多く含む
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粒含んでいる。 5,6は l mm以上の細礫を含まず粗砂の粒径で石英,長石類,黒・赤チャー トを

含んでいる。 7は 4と 同じく石英を1粒含んでいる。 8は赤色チャー トを 1粒含んでいる。 9は

細礫を含まず粗砂の粒径で石英,長石類,黒・赤色チャー トを含んでいる。10は石央粒を3粒含

んでいる。11は石英,長石類,黒雲母を含み,石英は50粒,長石類は13粒含んでいる。12は石英,

長石類,白雲母片を含み,石英は29粒,長石類は 3粒,自雲母を 2片含んでいる。13は 同一個体

の異った部分の破片を用い,13aと 13bと した。13aは石英を150粒,長石類を24粒含み,13b

は石英を149粒,長石類を20粒含んでいる。同一個体ではあるが,他の上器に比較 しても,細礫

の割合がよく似た結果になっている。14は 11～ 13と 異なり,石英,長石類,黒色チャー ト,砂岩

類の岩片を含み,石英は 5粒,長石類は 8粒含み,砂岩類 4粒 と黒色チャー トを1粒含んでいる。

なお,H～ 14の 阿玉台式土器に含まれている石英 。長石類の細礫は角礫に近い形の岩片である。

15は 黒色チャー トを 1粒含んでいる。16は石英 3粒 と赤色チャー ト1粒含み,砂岩類の岩片を2

粒含んでいる。17は 粗砂の粒径で石英と長石類を少量含んでいる。18は 粗砂の粒径で石英粒をや

や多く含み,長石類,黒・赤色チャー トを少量含んでいる。19は石英を2粒含んでいる。20は 粗

砂の粒径で石英を多く含み,長石類と黒・赤色チャー トを少量含んでいる。以上の細礫・粗砂に

ついて,大 きく分類すると,

① 早期後半の茅山式上器 1～ 3については石英 。長石類を多く含む 1～ 2,少量含む 3の 2つ

に分類できる。

② 前期前半の黒浜式上器 4～ 10は ,全体として細礫を含む量が少ないのが共通しているが,石

英粒を少量含む 4・ 7・ 10と 赤色チャー トを含む 8,粗砂の粒径の 5・ 6。 9の 3つ に分類で

きる。

③ 中期前半の阿玉台式上器11～ 14は ,全体 として角礫に近い細礫を分く含むことで共通してお

り,石央・長石類を多く含む11～ 13,石英 。長石類に黒色チャー ト,砂岩類の岩片を含む14の

2つ に分類で きる。

④ 中期後半の加曽利E式上器15～ 20は ,全体として細礫を少量含むことが共通しているが,黒

色チャー トを1粒含む15,石英,赤色チャート,砂岩類を含む16,石英粒を含む19,粗砂の粒

径の17・ 18・ 20の 4つに分類できる。

2)胎土中の極細砂の一次鉱物組成 (第 278図 )土器胎土中に含有される一次鉱物は輝石類等を主

とする重鉱物 と,石英 。長石類を主 とする軽鉱物がある。今回は,それらの重・軽鉱物のうち重

鉱物の粒数 を主 として数え,軽鉱物か らは火山ガラスとイネ科の植物遺体である植物珪酸体の粒

数 を加えて粒数%で表示 した。石英,長石類については,高温型石英 とアルカリ長石 を含んでい

る場合に粒数%以外の鉱物 として記 した。

1は重鉱物の磁鉄鉱 を多く含み240粒 数 えた。輝石類は少量で30粒含 まれ,ジ ルコンは 5粒含
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第20表 胎土中の細礫・粗砂の分類

まれている。軽鉱物にはアルカリ長石が含まれている。脱鉄処理が不充分であったが,全体的に

鉱物の風化が進んでいる。プレパラー ト全面で286粒数 えた。 2は重鉱物の磁鉄鉱を多く含み ,

202粒数 えた。輝石類は少量 で15粒であり,ジ ルコンは 4粒含まれている。軽鉱物にはアルカリ

長看が含まれている。鉱物は風化が進んでいる。プレパラー ト全面で241粒数 えた。 3は 重鉱物

の磁鉄鉱を多く含み,297粒数えた。輝石類は 1～ 2に 比べると多く含 まれ119粒数えた。ジルコ

ンは 1粒含まれている。プレパラー ト全面で422粒数えた。 4は重鉱物の磁鉄鉱を多く含み,242

粒数えた。輝石類はやや少な く64粒でジルコンは 1粒含まれている。プレパラー ト全面全 345粒

数えた。 5は重鉱物の磁鉄鉱 を多く含み334粒 数 えた。輝石類はやや少な く55粒でジルコンは 2

粒含まれている。軽鉱物には高温型石英が 2粒含まれている。プレパラー ト全面 で433粒数えた。

6は重鉱物の磁鉄鉱を多く含み207粒数えた。輝石類はやや少な く61粒でジル コンは 4粒含 まれ

ている。プレパラー ト全面で279粒数えた。 7は重鉱物の磁鉄鉱を分く含み282粒数えた。輝石数

は少な く36粒である。軽鉱物には高温型石英を 1粒含んでいる。プレパラー ト全面で325粒数 え

た。 8～ 10は重鉱物の量が 4～ 7に 比べてやや少なくなる。 8は重鉱物の磁鉄鉱 を多 く含み 122

粒数えた。輝石数はやや少な く57粒でジルコンを 1粒含んでいる。プ レパラー ト全面で193粒数

えた。 9は 重鉱物の磁鉄鉱が多く含まれ124粒数えたが輝石類 もやや多く含み108粒数えた。ジル

コンは 1粒含まれている。軽鉱物には高温型石英を 6粒含んでいる。プレパラー ト全面で261粒
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数えた。10は重鉱物の輝石類 を多く含み119粒数えた。磁鉄鉱は71粒含まれ,ジ ル コンは 1粒含

まれている。軽鉱物にはアルカリ長石が含まれている。11は重鉱物の黒雲母を多く含み234粒数え

た。磁鉄鉱は136粒 で輝石類 は少な く32粒である。ジルコンは 2粒含まれている。プレパラー ト

全面で407粒数えた。12は重鉱物の黒雲母 を多く含み886粒数えた。輝石類はやや少な く59粒であ

り,磁鉄鉱は38粒含まれている。ジルコンは 5粒含まれ,軽鉱物にはアルカリ長石が含まれてい

る。プレパラー ト全面で1011粒数えた。13は 同一個体の異なった部分 を対象 とした。 13aは 重鉱

物の黒雲母 を多く含み1442粒数えた。輝石類は少な く35粒 で磁鉄鉱は19粒である。 ジルコンは 4

粒含まれている。軽鉱物には高温型石英 1粒 とアルカ リ長石が含まれている。プレパ ラー ト全面

で1502粒数えた。13bは重鉱物の黒雲母 を多く含み852粒数 えた。輝石類は少な く45粒で磁鉄鉱

は14粒である。ジルコンは 7粒含 まれ,軽鉱物にはアルカリ長石が含まれている。プレパラー ト

全面で922粒数えた。14は 重鉱物の黒雲母 を多く含み716粒 数 えた。輝看類はやや 多 く74粒含ま

れ,磁鉄鉱は38粒含まれている。ジルコンは 1粒含まれ,軽鉱物にはアルカ リ長石が含まれてい

る。プレパラー ト全面で841粒数えた。15は 未焼成の上器である。重鉱物は輝石類 を多く含み132

粒数えた。磁鉄鉱は60粒 である。黒雲母は35粒含まれているが,11～ 14の 黒雲母 と異なり粘土中

に含まれる 2次堆積 した細かい雲母である。軽鉱物では火山ガラスと植物珪酸体が 多 く含まれ,

それぞれ58粒 と74粒含まれている。高温型石英は 2粒含 まれている。プレパラー ト全面で359粒

数えた。16は重鉱物の輝石類がやや多く含まれ84粒数 えた。磁鉄鉱は43粒 である。軽鉱物では火

山ガラスが41粒 とやや多く含 まれ,ア ルカ リ長石 も含まれている。プレパラー ト全 面 で199粒数

えた。鉱物は全体にやや変質 し風化が進んでいるが,輝石類には少量の新鮮な結晶 も含まれてい

る。17は重鉱物の磁鉄鉱が108粒含まれ,輝石類は106粒含まれている。ジルコンは 2粒含まれて

いる。軽鉱物には火山ガラスが40粒 とやや多く含まれ,高温型石英 1粒 とアルカリ長石が含 まれ
(註 1)

ている。植物珪酸体には海綿骨針状型を 1粒含んでいる。プレパラー ト全面 で276粒 数 えた。18

は重鉱物の量が少な く,多 く含まれている磁鉄鉱が73粒で輝石類は57粒 である。軽鉱物には高温

型石英 2粒 とアルカリ長石 を含んでいる。プレパラー ト全面で159粒数 えた。19は 18と 同様重鉱

物の量が少な く,多 く含まれている磁鉄鉱が75粒で輝石類が58粒である。軽鉱物には高温型石英

1粒 とアルカリ長石が含 まれている。プレパラー ト全面で153粒数えた。20は 重鉱物の輝石類を

多く含み190粒数えた。磁鉄鉱は90粒でジルコンを 2粒含んでいる。プレパラー ト全面で311粒数

えた。以上,土器胎土中に含まれる一次鉱物のうち重鉱物を主として,軽鉱物の火山ガラスと植

物珪酸体 を合わせて鑑定 した結果を述べた。

4 まとめ

今回は,境松遺跡内出上の縄文時代早期後半か ら中期後半の土器の一次鉱物か らみた胎土分析

をおこなった。 1～ 3は茅山式の土器であ り, 1。 2が SK235,3が S K237か ら出土 した土器で
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ある。細礫か らみると 1。 2は石英 。長石類の混入が似てお り, 3は 粒数が少量である。極細砂

では,輝石類の粒数が 1,2は 少量に比べ, 3は 夕く含まれてお り, 1・ 2と 3は 素地製作技法

がやや異った土器 といえる。 4～ 10は 黒浜式の上器 であ り, 4～ 7は S11, 8～ 10は S112か

ら出上した土器である。 4～ 7は 細礫・粗砂 ともよく似てお り,極細砂でも割合 よく似 た組成を

した土器 といえる。 7は角閃石がやや少量のため,三角ダイヤグラムでは離れた位置にある。 8

～10は 細礫・粗砂は若千異なってお り,極細砂や三角ダイヤグラムでも角閃石の量が異なってい

るため離れてみえるが,素地作製方法は割合 よく似た土器 といえる。11～ 14は 阿玉台式の上器で

ある。11～ 12は S151か ら出上 した土器 である。細礫 は石英 。長石類 とも共 に多 く含まれる

が,極細砂では11が磁鉄鉱を多く含み,やや他の上器 と異なっている。13は SK245で 出土 した土

器である。この上器は同一個体の異なった部分 を分析 し,同一個体における差を鑑定 したわけで

あるが,細礫はほIF同数含まれ,極細砂 も13aが 1502粒 , 13bが 922粒数 えたに もかかわらず ,

ほぼ近似 した組成をしているといえる。三角ダイヤグラムでは13bがシソ輝石の多いだけ離れて

いるが,細礫・極細砂の組成か ら判断 し,同一個体の範疇 といえる。14は SK17で 出上 した土器

である。細礫 では石英より長石類力ヽ 曽 多く含まれ砂岩類の岩片も含まれている。極細砂では輝

石類がやや多く含まれているが,11と 比較 した場合は12～ 13の組成に近いといえる。15は S K291

で出土した未焼成の上器である。未焼成のため脱鉄処理が非常に良好にできた例であ り,今後周

辺 の粘 土 と比較 す る場合 は良 好 な試料 といえる。 16～ 20は S169出 上の上 器 であ る。16は

‖yp

▲ 縄文時代早期 回縄文時代前期 O縄文時代中期

Hyp:シ ツ輝石,Aui普 通耀石,Ho:角 閃石の三角ダイヤグラム第279図
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細礫で石英のほかに砂岩類の岩片を含んでいること,極細砂・三角ダイヤグラムでも普通輝石の

量が多く角閃石が少ないことが他の上器と異なっている。17～ 19は細礫・粗砂や極細砂でもほぼ

似ており,三角ダイヤグラムで18の シソ輝石が少し多く含まれている以外は,ほぼ同様な素地作

製方法で製作された土器といえる。20は粗砂については17～ 19の上器と同様であるが,極細砂で

は輝石類を多く含むことが異なっている。しかし,三角ダイヤグラムでは,17。 19と 近い位置に

ある。この20の上器の胴下半部が焼成不足のため粘土化しつつある土器であり,遺跡周辺で製作

された土器 といえる。今後は15の 未焼成の土器とともに当遺跡における加曽利E式土器の素地作

製方法を考える上で良好な資料といえる。以上,No l～ 20の上器について述べたが,特にNo10の

黒浜式上器の上器断面の空洞化した部分には写真図版P367に みられるような繊維の炭化物が検
(註 2)

出された。繊維土器に含まれる繊維については,山内清男 (1967)の 詳細な研究があるが, その

報文中の八戸市一王寺貝塚の 3・ 空洞中の繊維に相当する資料ではないか と考えている。資料は

現在,佐瀬隆氏に分析依頼 してあり,繊維土器の繊維の種類についての鑑定結果が期待 され る。

次に,胎土中に多量の雲母を含む阿玉台式上器についてであるが,今回の試料でみると筑波 山な

どの母岩に近いという理由かも知れないが,一般的にみられる風化によって金色にみえる黒雲母

とともに未風化に近い黒雲母が多量に含まれていることである。この黒雲母の比較は肉眼で鑑定

できるので周辺地域の阿玉台式上器の黒雲母 を比較検討することにより,雲母の採取地や土器の

製作地 を推定する一手段になるか もしれない。今回は境松遺跡出上の上器を対象 としたが,今後

は周辺地域の上器を比較検討 し,試料 を増加するとともに関東ローム層下部にある常総粘土層な

ども対象 として,粘土や黒雲母などの採取地を検討 してい く必要がある。

註 1)佐 瀬 隆 (1982)「 V 古墳時代住居跡の炉に関する焼上について」『多摩ニュータウン遺

跡―昭和56年度第 3分冊No 556遺 跡』 P.303～ 306 働東京都埋蔵文化財センター

註 2) 山内 清男 (1967)「繊維土器に就て追加第二」『関東北に於ける繊維土器古式縄紋土器研

究最近の情勢』P.84 山内清男・先史考古学論文集 第二冊
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S-530型  日立走査電子顕微鏡 (無蒸着 )
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2 容1耐部町境松遺跡出■試料―花粉分析報告について

働 茨 城 県 教 育 財 回

谷 コ 部 町 境1松 遺 跡 試 料

荘 紛 分 析‐報 告

貴,鰯羨競景鍛育財口殿より御依頼おありました,谷日都町境松遺跡試

料の荘船分析が終了しま
.し
たの■ 下記の通り継採を御報告致します釘

■ 雅粉分析

パリー′●サー
ー
ザェイ株式会社

照莉61年10月 10日

記
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1 花粉分析

1-1 試  料

今回,花粉分析に使用 した試料は,境松遺跡の縄文中期の住居跡床面直上 (10cm)覆土試料で

ある。試料の岩質は暗褐色シル トであった。

1-2 分析方法

花粉・胞子化石の抽出方法は,以下に示す方法で行なった。

1)秤量

試料をポ リエチレン製ビーカーに各10g汗量する。

2)HF(フ ッ化水素 )処理

本処理は,試料中のケイ酸質の溶解 と,試料の泥化 を目的 とする。

① 試料に48%HFを 20記加えて,振 とう式ホートプレー トで60分間加熱攪拌する。

② 処理後,試料を20記の遠沈管に移しかえ,遠心分離 (1500回転)し ,上澄み液を捨てる。

③ 蒸留水を加え,攪拌し,遠心分離を行ない上澄み液を捨て処理液を取り除く (以下,水洗

とする)。 この作業を2回行なう。

3)重液分離

本処理は,試料中の花粉・胞子化石などの有機物を,比重の違いを利用して分離する。花粉・

I包子化石の比重は1.3～ 1.8以下で,鉱物質は 2以上である。

① ZnBr2(臭化亜鉛)を 10%塩酸 (HCI)に 溶かし,比重を2.2に 調製する。その重液を,

HF処理の終わった残澄に20繊加えて,よ く攪拌する。

② 遠心分離器により,800回転で15分間,続けて2500回 転で10分間遠心分離する。

③ 遠心分離後の上澄み液を別の遠沈管に移し,蒸留水を加え比重を下げ,遠心分離する。

④ 水洗を3回行なう。

4)アセトリシス処理

エルドマン (1934)が考案した方法で,植物遺体中のセルロースを加水分解する。

① CH3COOH(氷酢酸)10繊 を加えよく攪拌し,残造の脱水を行なう。遠心分離する。

② 残澄に,(CH3CO)20(無水酢酸)9部にH2S04(濃硫酸)1部 を混入した酷化液を10繊

加え,ウ ォーターバスで5分間湯せんする。

③ 水洗を3回行なう。

5)KOH処 理

腐植酸の溶解 を目的 とする。
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① 10%KOH(水酸化カリウム)を 10記加え,ウ ォーターバスで15分間湯せんする。

② 水洗を3回行なう。

6)封入

分析処理後の残澄をマイクロピペ ッヽトで北粉・胞子数を調整し, グリセリンゼ リーで封入し,検

鏡した (グ リセ リンゼ リーは,届折率が1.43で ,北米やわが国でよく使われる封入剤である)。

検鏡においてはプレパラー ト全面を走査し,その間に出現したすべての分類群及びその個数を

計数した。

1-3結  果

今回の試料における花粉分析結果は,第21表に示した。検出された花粉の種類数は少なく, 1亜

科 4属で,そ の花粉はすべて外膜が溶けていた。このような産出傾向は,風成堆積物中のローム

の分析結果と極めて類似する。また,本試料は住居跡床面直上覆土より採取されたものであるこ

と,花粉・胞子が直射光 と酸素により化学的に分解することより,本試料における花粉・胞子も

堆積時,あ るいは堆積後の経年変化に酸化分解し消失した可能性が考えられ,化石として残 り得

なかったものと思われる。したがって,住居跡床面直上の覆土が堆積する当時 (縄文中期)の古

植生については,第 21表に示した樹木・草本類が生育していたとは考えられるが,こ れらの検出化

石個休数では,そ の規模や割合が判断できない。しかも,消失した化石も多いと考えられるの全

なおさら当時の植生を推定することは困難である。さらに,分析試料の量やプレパラー ト数を増

や して,花粉・胞子化石を多く検出したとしても,そ の結果は当時の植生を反映している可能性

は低いと考えられる。

今回の試料からは,古植生を推定する結果にはならなかったが,今後周辺地域の低地での発掘

などにより,台地上での植生などが明らかにされると考える。

第21表 境松遺跡試料花粉分析結果

試料番号 不明花粉

クル ミ属

ハンノキ層

ヨナラ亜層

1

1

2

シダ類胞子

8

4

1

4

13

15

1

33

イネ科

ヨモギ属

タンポポ亜科

樹木花粉

草本花粉

不明花粉

シグ類胞子

総花粉・胞子
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働 茨 城 県 教 育 財 団

境 松 遺 跡 試 料  花 粉 分 析 報 告

貴,m茨 城県教育財団殿より御依頼のあ りました,境松遺跡試料の花粉分析が

終了しましたので,結果を御報告致 します。

パ リノ・サーヴェィ株式会社

日召不日61年 10月 20日
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1試  料

試料は,暗褐色シル ト (風化火山灰土)の 1点 である。

2 分析方法

花粉分析の方法は,下記の手順で行なった。

O 試料10g秤量

O HF処 理

○ 重液分離

○ アセ トリシス処理

O KOH処 理

O 封入

○ 検境

3 分析結果

花粉分析の結果は,同定 した分類群の個体数で表わし,第 22表に示 した。主な花粉の写真 と顕

微鏡下の状況写真はPLATEに載せた。

第22表にみられるように,花粉の産出は非常に少な く, コナラ亜属・スギ属 。モ ミ属・ クマシデ

属―アサダ属・ クリ属などの樹木花粉 と, ヨモギ属・イネ科・カヤツ リグサ科・アカザ科・キク

亜科などの草本花粉が僅かに出現 したにす ぎなかった。このような結果から,こ れらの花粉の母

植物が周辺に生育 していたと考えられるが,古環境や古植生 を推定することは困難である。

このように,花粉が少なかった理由として,花粉は一般に空気に触れるような堆積環境におい

て分解されやすい。今回の資料は,風化火山灰土であることから,多 くの花粉が風化・分解され

てしまったものと考えられる。写真図版にもみられるように,出現した花粉の多くは,花粉膜が

薄 くなっている。このことからも,花粉が風化作用を受け,分解されていることがわかる。

第22表 境松遣跡試料花粉分析結果

試料番号

アカザ科
ヨモギ属

キクH努斗

ヒカゲノカズラ属

他のシダ類胞子

モ ミ属

スギ属            3
クマンデ属―アサダ層     1
ヨナラ亜属          13
クリ属            1

イネ科

カヤツ リグサ科

樹木花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総花粉・胞子

９

０

１

４

４
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3 各田部町境松遺豚出土試料 14c年代制定について

餓 羨 城 県 教 育 財
‐
団

容 電 線 灯 境 終 遺 跡 試 料

率C年 代 測 定 報 告

貫i働疎城県教育財尉ntdり 御篠顧のあり.ま した谷置都町境松遺鱗試料

の挙C年代灘定が終了レましたの
1乱―勲 蓮り結果を御鞠 し.ま す。|

l rO年代剖1定|

オくリノ‐サ‐|ヴェ:イ 株式会社

轄莉0三年10月おH

記
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1 ユC年代測定

1-1 試  料

測定試料は,S145(D3c4 3区 -60)4層 (縄文中期,住居跡 )よ り出土 した貝試料 1点であ

る。

1-2 測   定

学習院大学放射性炭素年代測定室が行なった。

1-3結  果

学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書参照

学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

10月 15日

パ リノ・サーヴェイ帥殿

1986年 7月 10日 受領致しました試料についての“C年代測定の結果 を下記の通 り御報告致しま

す。

なお年代値の算出には整Cの半減期 としてLibbyの 半減期5570年 を使用 しています。また付記し

た誤差はβ線計数値の標準偏差 びにもとずいて算出した年数全 標準偏差 (one sigma)に 相当する

年代です。試料β線計数率 と自然計数率の差が2σ以下のときは,3び に相当する年代を下限とする

年代値 (B.P。 )のみを表示してあります。また試料の,β 線計数値 と現在の標準炭素についての

計数卒 との差が2σ 以下のときは,Modernと 表示し,δ
ИC%を付記してあります。

Code No.          試 料         B,P.年 代 (1950年 よりの年数 )

Gak-13032.   谷田部町境松遺跡,SI-45(D3c4    5420± 80

3区 -60)4層 貝           3470 BoC.

言己

太逮掃交藝
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花粉分析(1)
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写真番号 花粉化石名

la

lb

2
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4

5

Ga

Sb

7

スギ属

スギ属

コナラ属

コナラ亜属

イネ科

イネ科

ヨモギ属

キク亜科

キク亜科炉

状況写真

50μ  N。 la‐-6b

-100μ  No 7

花粉分析(2)
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